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資料『神殿の巻物』全訳及び注 
 

Xdqmh tlygm 

『神殿の巻物』11Q19 (11QTemplea)(1) 

Col. 2 

 ]vacat  עמכה ה[י̇ עוש֯ ]אנכי נורא הוא אשר             [ 1
 ]ואת הכנעני מורי[את הא̇ ] הנני גורש מפניכה[ 2
 ]ואת החוי ואת רזי[י ואת הפ̇ ]הגרגשואת החתי ואת [ 3
 ]ליושב הארץ ית[מר ל̇כה פן תכרות בר]השהיבוסי [ 4
 ]בקרבכה כי קש[בא אליהם פן יהיו למו] אשר אתה[ 5
 ]תשברון ואת יהמה[ת̇יהםה תתוצון ומציבות̇ ]מזבחואת [ 6
 ]תשרפון והיהמה[מ̇ה תכרותון ואת פסילי אל̇ ]אשריה[ 7
 ]תועבה הוא תוקש בו כי ר[וא תחמודו כסף וזהב אש֯ ]לבאש [ 8
 ]תועבה אל ביתכה יא[תקח ממנו ולוא תב] לי לוא[ 9

 ]ותעב תתעבנו צנו[חרם כמוהו שקץ תשק] והייתה[ 10
 ]אחר כי יהוה קנא ל[ח̇רם ה̇וא ולוא תשתחוה לא] כי[ 11
 ]הארץ ברית ליושב [אל קנא הוא השמר פן תכרות̇ ] שמו[ 12
 ]וקראו לכה אלוהיהמה[ז̇בחו ל]ו והיהמה[אחרי א̇ל̇ ] וזנו[ 13
 ]מבנותיו לבניכה וזנו [ח̇תה]ולקואכלתה מזבחיהמה [ 14
 ]את בניכה אחרי זנו[ה וה̇ ]אלוהיהנבנותיכה אחרי [ 15

                                                        
(1) この名はイガエル・ヤディンがつけたものである。この巻物のほぼ半分は神殿の設計図、

犠牲、神殿都市の法規で占められているからである。Y. Yadin, “Temple Scroll,” in F. Skolnik 
(eds.), Encyclopaedia Judaica Second Edition, Vol. 9, Jerusalem: Keter Publishing House, 2007, p. 
633. 
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2 欄 

1 [実に]私[があなたと共に]行う[ことは恐るべきものだから。[ ](2) 

2 [見よ私はあなたの前から追い払う]ア[モリ人、カナン人(3) 

3 ヘテ人、ギルガシ人(4)、]ぺ[リジ人、ヒビ人、 

4 エブス人]を。([あなたが]行くところの(5))[地に住む民と契]約を結ばないよう注[意しな

さい。](6) 

5 [あなたの内で罠]となって(7)はいけないから。 [実に] 

6 彼らの[祭壇](8)を破壊し、彼らの[記念柱を壊し、] 

                                                        
(2) Col. 2 は出 34:10–16 をもとに復元されている。W はこの行を出 34:10b の広範囲の逐語的

引用とする。MT 出 34:10b は、$m[ hX[ yna rXa awh arwn yk、Col. 2:1 は、arwn yk    ] 

hkm[ h]Xw[ y[na rXa awh と復元。ただし 2QExodb frg. 8 は、y]kwna [rXa awh arwn yk 
hkm[ hXw[ と復元されている。 
(3) MT は最初のアモリ人の前に ta を付け、その後の民族の名の前には付けない。だがここ

はすべての民族の名の前に taw を付けている。 
(4) MT にはギルガシ人はない。だが、SamP 出 34:11b には yn[nkh ta $ynpm Xrg ynnh 
yXgrghw ytxhw yrmahw と「ギルガシ人」があり、LXX にも evgw. evkba,llw pro. prosw,pou 

ùmw/n to.n Amorrai/on kai. Cananai/on kai. Cettai/on kai. Ferezai/on kai. Euai/on kai. 

Gergesai/on とギルガシ人を加えている。ただペシッタは、.ayn[nk $ymdq !m ana brx ah 
.ayzrpw .aytxw .ayrwmaw で、MT と同じように「ギルガシ人」を欠く。CH によればこの行の

長さからすると前者の「ギルガシ人」を入れる方をとる。また SamP とペシッタは「カナン

人」と「アモリ人」の位置が入れ替わっている。 
(5) 原文は、~hyla ab hta rXa。出 34:12b は、hyl[ ab hta rXa、SamP は、wyl[ ab 
hta rXa、ペシッタは、!whtwl tna lza 、LXX は、eivsporeu,h| eivj auvth,n である。ここは

LXX とペシッタに類似していて、LXX が auvth,n となっていて女性形人称語尾、ペシッタ

が!whtwl であり、男性形人称語尾でヘブライ語と一致しているので、ペシッタに類似して

いる。 
(6) W は 2 行目からこの前半までを出 34:11b の MT ではない他の古代訳からの広範囲の逐語

的引用とする。 
(7) 原文は、yhy !p。MT および SamP の出 34:12b は hyhy !p、NFT は !wwhy ald であり、

ここと同じ。W は 4 行目の後半からこの行を出 34:12 の MT ではない他の古代訳からの広

範囲の逐語的引用とする。 
(8 ) 原文は、h~hytwxbzm。本来使用すべきでないメムの語尾形が使われている。MT は、

~txbzm である。 
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7 彼ら[のアシラ像]を(9) (10)切り倒し、[彼らの]神[々]の像を(11) 

8 [火で焼くように。そ]れによって[あなたを]罠にかける(12)銀や金をあなた方は欲しない

ように(13)。[実にそれは私にとって忌むべきことだからである。] 

9 それを取っては[ならない]。[またあなたの家に忌むべきものを](14)持ってきてはならな

い。 

10 そのようにあなたも聖絶されるもののようになる。あなたは全く[それ]を忌み嫌い[厭

わなければならない]。 

11 [実に、]それは聖絶のものだからである。また(15)[他の]神を礼拝してはならない。[実に

                                                        
(9) 原文は hm[hyrXa]。MT 出 34:13b は wyrXa taw、4QpaleoExodm Col. 40:32 は ]wyrXaw[、
SamP は ~hyrXaw、LXX は ta. a;lsh auvtw/n、ペシッタは !whtmyqw、TO は !whyrXa tyw。
ここは SamP に類似。 
(10) Q 及び M はここに出 34:13 に基づき taw を挿入している。文法的に必要ではないが、聖

書の再構成の中で taw があった可能性を否定できないためである。 
(11) MT 及び SamP の出 34:13 は !wtrkt あなたは切り倒すように、で終わるが、LXX は ta. 

glupta. tw/n qew/n auvtw/n katakau,sete evn puri,、NFT は !wcyXt !whtww[j 偶像を破壊す

るように。LXX は火で焼くようにとあり、ここと類似。 
(12) Y は金銀を修飾する句を、[awh hb[wt yk wb Xqwt r]Xa「[それによってあなたを罠

にかける。それは彼に忌むべきものである]」と復元し、それを Q や M は、hmhyl[ rXa
「それらの上にある金銀」と復元している。共に、MT 申 7:25 の !wprXt ~hyhla ylysp 

$yhla hwhy tb[wt yk wb Xqwt !p $l txqlw ~hyl[ bhzw @sk dmxt al Xab 
awh「あなたがたは彼らの神々の像を火で焼くように。それらにかぶせた銀や金を欲しがっ

てはならない。それをあなたに取ってはならない。あなたが罠にかけられないために。それ

は、あなたの神、主の忌みきらわれるものである」がその根拠となっている。前者が 7:25 全

体を敷衍したものであるのに対して、後者は直接的復元である。W は 5 行目後半からここ

までを出 34:13 の MT ではない他の古代訳からとする。 
(13)ここは 2 人称複数 wdmxt aw[l。MT と SamP の申 7:25 は 2 人称単数で dmxt al、LXX

は ouvk evpiqumh,seij で MT/SamP と同じ。TJ と NFT は !wdmxtt al でここと類似してい

る。4QpaleoDeutr frgs. 7–10 の 6 行に wdmxt がある。CH の p.14 註 14 参照。 
(14) Q は yl を削除し hmwam lkw「まったく何も」を加える。W は 8 行目の後半からここま

でを申 7:25 の MT ではない他の古代訳からの広範囲の逐語的引用とする。 
(15) alw、MT 出 34:14 は al yk である。W は 8 行目の後半からここまでを申 7:26 の広範囲

の逐語的引用とする。MT 申 7:26 は、#qX whmk ~rx tyyhw $tyb la hb[wt aybt alw 
awh ~rx yk wnb[tt b[tw wncqXt、Col. 2:9b–11a は、[hktyb la hb[wt ay]bt awlw 
awh ~rx[ yk] [wnb[tt b[tw wnc]qXt #qX whwmk ~rx[ htyyhw]である。 
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(16)主(その名)12は妬み（だからである。）] 

12 彼こそ妬む神である(17)。（これらのことの）ないよう注意しなさい。[この地に住む者

(18)と契約を]結び(19)、 

13 [そして彼らの]神[々の]後[を(慕い)姦淫し、彼らの神々]に犠牲を捧げ、[彼らがあなたを

呼び、] 

14 [彼らの犠牲をあなたが食べ(20)、彼らの娘たちをあなたの息子らに娶]り(21)、 

15 [あなたの娘たちが]彼[ら(22)の神々の後を(慕い)姦淫(23)]し、[またあなたの息子らを後に

(慕わせ)姦淫させ ](24) 

 

Col. 3 
]א̇שר ב[  1 

 [תכלת וארגמן ] 2
 [ל̇ אויביכה מסי]כו 3

                                                        
(16) Q は以下「主の(その名)は妬み」を省き hkyhwla「あなたの神」とする。 
(17) W は、11 行目の後半からこの行を出 34:14 の MT ではない他の古代訳からの広範囲の逐

語的引用とする。MT 出 34:14 は anq la wmX anq hwhy yk rxa lal hwxtXt al yk 

awh、Col. 2:11b–12a は awh anq la [wmX] [anq hwhy yk rxa l]al hwxtXt awlw。 
(18) Q と CH は ybXwyl 住む者らと復元。この復元は、LXX 出 34:15a mh,pote qh/|j diaqh,khn 

toi/j evgkaqhme,noij pro.j avllofu,louj evpi. th/j gh/j、ペシッタ a[ra ybty ~[ am[q ~yqt al、
NFT a[ra yryyd ~[ ~yyq !wmyyqt ald al に近い。 
(19) CH は、MT 出 34:15b には rmXh がなく、前の 34:11–12 に出てくるので、『神殿の巻物』

が 34 章の類似の戒めと一致させようとしていると考えている。 
(20) W によると 12 行目の後半からここまでは出 34:15 の MT ではない他の古代訳からの広

範囲の逐語的引用としている。MT 出 34:15 は、yrxa wnzw #rah bXwyl tyrb trkt !p 

wxbzm tlkaw $l arqw ~hyhlal wxbzw ~hyhla、Col. 2:12b–14a は、tyrb] twrkt !p 

htlkaw] [hkl arqw hmhyhwla]l wxbz[w hmhyhw]la yrxa [wnzw] [#rah bXwyl 
hmhyxbzm。 
(21) 原文は「息子たちのために、あなたが娶り」 
(22) Q による。Y は hnhyhwla「彼女らの神」と復元している。 
(23) この語は 14 節の最後の語である。 
(24) W は 13 行目の後半からここまでは出 34:16 の広範囲の逐語的引用とする。MT 出 34:16
は、!hyhla yrxa $ynb ta wnzhw !hyhla yrxa wytnb wnzw $ynbl wytnbm txqlw、
Col. 2:13b–15 は、ta wnz]hw h[nhyhwla yrxa hkytnb] [wnzw hkynbl wytwnbm] htx[qlw 
[yrxa hkynb。 



127 
 

 ול[ת לש̇ו֯ם שמי עליו כ]בי 4
 [כסף וזהב מכול א֯  בו]  5
 [ולוא תטמאנו כי אם מן ה̇ ] 6

 [ש̇ת וברזל ואבני גזית לב̇ ]נחו 7

 ר[את כול כליו יעשו זהב טהו}י{ו]  8

 [כ̇פרת אשר עליו זהב טהור]ה 9
 ן[ק̇טורת הסמים ואת השולח̇ ] זבחמ 10

 ותיו[ל̇ו̇א ימוש מן המקדש קער̇ ]  11
 ת[ו̇מ̇נ֯ק̇יותיו יהיו זהב טהור ומחתו̇ ] 12
 ול[ביא בהמה אש פנימה והמנורה וכ]לה 13
 ה[וכול מזבח העול̇         vacat       ר֯ ] 14
 [מלמעלה ל] שר[ש̇ת טהור ו̇ה̇מ̇כ̇ב֯ר֯ א]נחו 15
 [לראות פ[              ]  ש֯ת֯ נחושת] 16
 [ף ימס ]                   שת[נחו̇  ] 17

 [ וב ]                              18
 

3 欄 

11Q21 Iと平行している。 

1 ]その中[ 

2 ]青と紫(25)[ 

3 す]べてのあなたの敵[(26) 

4 ]私の名をその上に置く [家] すべて [の(27) 

                                                        
(25) Q はこの後に ynX t[lwtw「深紅」を挿入している。出 25:4 及び 35:6 による復元。Y も

CH もそのことに言及しているが Q のように挿入はしていない。 
(26) Q は 1996 年版では、脚注に [bbl] ysm と復元の可能性を示し、「あなたの敵は心の内

に絶望する」と解する。これに対し Y は代上 22:9 の bybsm wybya lkm などを引用し、

byb]sm と解する。 
(27) Q はこの後に ~ymyh「日々」を挿入する。これは元々Y が MT 王上 9:3、11:36、代下 7:16
をもとに同様の復元をし、脚注に入れたものを本文に載せたものである。CH も同様の指摘

をしている。 
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5 ]その内に銀と金すべての [(28) 

6 ]そしてあなたはそれを汚してはならない。むしろ[お前が受け取った奉納物](29)から 

7 また青]銅、鉄と切った石を神[殿のために(30) 

8 ]また彼らはすべての器を純金で作らねばならない。[(31) 

9 そ]の上にある贖いの蓋は純金で[(32) 

10 ]香を焚く祭壇と机 [を(33) 

                                                        
(28) M はここに、[twczr]a〈ママ〉、おそらく正しくは [twcr]a「（すべての）国々（から）」

を挿入している。惜しいことに M の The Dead Sea Scrolls Study Edition のヘブライ語には誤

植がある。筆者が見つけた他の誤植の場所は、1QM, Col. 13 の 11 における魔王ベリアルの

描写で、hmjXm $alm「敵意の天使」としなければならないところを、hjpXm $alm「裁

きの天使」としている。改訂が望ましい。Y は申 7:25 との関係で bhzw @sk wb aybt alw 
hmhyhwla ylysp l[ rXa lwkm「彼らの神像の上にあるすべての銀と金をそこに持って

きてはならない」と復元している。 
(29) Q と CH はこの後を xqt hmwrth と復元し、「むしろお前が取った奉納物から」とし、

7 行の「青銅、鉄と切った石」の前に @skw bhz「金と銀を」を付け加える。CH は復元の

根拠を出 25:3a の tazw wxqt rXa hmwrth とする。[ ]内はこの説を採用し挿入した。 
(30) Q は 6 行目から続けて、tybb rXa lwkw tybl tyzg ynbaw lzrbw tXwxnw @skw bhz 
「金、銀、青銅、鉄、そして切った石を神殿のためにそして神殿にあるすべてのもののため

に」と復元している。CH も、出 25:3b の tXxnw @skw bhz ~tam および王上 5:31 の wcyw 
tyzg ~ynba tybh dsyl twrqy ~ynba twldg ~ynba w[syw $lmh から上記の復元を主

張する。M は本文の bl 以下の欠落部分を [twn]bl と復元している。これはすでに Y が、

代上 22:2–3 の、… brl lzrbw ~yhlah tyb twnbl tyzg ynba bcxl ~ybcx dm[yw 
… lqXm !ya brl tXwxnw、および、王上 5:32 の tyb twnbl ~ynbahw をもとに復元し

ているのと同じである。 
(31) Y の英語版、Q、CH と M は、8 行目の最初に出てくる direct object marker である taw の
a が y に写字者によって、上書きされていることを認め、ta{y}w としている。W はこの行

を代下 4:19（W は代下 4:9 と誤記）の引用なしのパラフレーズとする。MT 代下 4:19 は、 
~yhlah tyb rXa ~ylkh lk ta hmlX X[yw、Col. 3:8 は、wX[y wylk lwk ta{y}w[ 
r]whj bhz となっている。 
(32) Y と CH は共に比較聖句として、出 25:17 と 31:6–7 を挙げている。W はこの行を出 25:17
の引用なしのパラフレーズとする。MT 出 25:17 は、rwhj bhz trpk tyX[w、Col. 3:9

は、]rwhj bhz wyl[ rXa trpk[h。 
(33) Q はこの後に rwhj bhz wX[y「純金でつくるように」と復元している。CH も本文にこ

そ復元しないが、レビ 4:7、出 25:29 をもとに、脚注において taw ~ymsh trwjq[xbzm 
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11 ]神殿から[その]皿(34)を絶やしてはならない。 

12 ]その鉢は純金であり、火皿(35) [も(36) 

13 その内側に火を入れて持って来るこ[と。]また燭台とすべて [の](37) 

14 -空白- [純粋な](38) また全焼の生贄の祭壇すべてを(39) 

                                                        
rwhj bhz wX[y !]xlXh と復元している。上記の聖句との関連は、すでに Y が示唆して

いる。 
(34) Q はこの後に wtwwXqw wytwpkw「その柄杓とその壺」を挿入している。Y もすでに上記

のヘブライ語を 12 行目の初めに置いている。 
(35) Q はこの後に rwhj bhz wyhy wytwtxmw「その火皿も純金であるように」と復元してい

る。CH は 10 行目で自身が参照として挙げた出 25:29 や 37:16、民 4:7 をもとに以下のよう

に復元している。[twnnwkw t]wtxmw rwhj bhz wyhy wytwyqnmw[「[その鉢は純金であり、

火[皿と台座も]」。 
(36) W はこの行を、自由作文または出 25:29 の引用なしのパラフレーズとする。MT 出 25:29
は、~ta hX[t rwhj bhz !hb $sy rXa wytyqnmw wytwXqw wytpkw wytr[q tyX[w。
Col. 3:12 は、t]wtxmw rwhj bhz wyhy wytwyqnmw[。 
(37) Q は Y の復元 lw]kw hrwnmhw「燭台とすべての」に対して bhz wyhy hylkw hrwnmhw 
rwhj「燭台とその器も純金であるように」と読みを変えている。Y 自身は詳細な解説の中

で、hylk lw]kw hrwnmhw「燭台とす[べてその器も」の可能性を示唆する。その根拠に MT
より、LXX 出 35:14 の kai. th.n lucni,an tou/ fwto.j kai. pa,nta ta. skeu,h auvth/j「そして燭

台とすべてその器」および SamP 出 35:14 の hylk lwkw rwamh trwnm ta「そして輝く燭

台とすべてその器を」を根拠に挙げている。W はこの行の後半を自由作文または出 35:14 と

30:27 の引用なしのパラフレーズとする。MT 出 35:14 は、hylk taw rwamh trnm taw、
MT 出 30:27 は、hylk taw hrnmh taw、Col. 3:13b は、lw]kw hrwnmhw。 
(38) Y は本文には入れていないが脚注で、Q、CH、M と同じように、ここを r[whj bhz]「純

金」と復元している。11Q21 frg. 1 の 1 行目は、l]wkw rwhj b[hz。 
(39) Q と M はこの後に wX[y を挿入し、「また全焼の生贄の祭壇すべてを純粋な青銅で作る

ように」と読み替えている。Y は出 27:1、38:1 をもとに、yc[ hX[t h]lw[h xbzm lkw 
[~yjX「また全焼の生贄の祭壇すべてをあなたは、アカシアの木で作るように」としている。

だが CH は、多分 [wylk lwkw h]lw[h xbzm lkw「また全焼の生贄の祭壇すべてとそのす

べての器具を」と復元すべきとする。筆者はトーラーを再構成している『神殿の巻物』の特

徴から Y が正しいように思う。W はこの行を出 31:9 の引用なしのパラフレーズか自由作文

とする。MT 出 31:9 は hl[h xbzm taw、Col. 3:14 は h]lw[h xbzm lwkw。 
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15 純粋な[青]銅(40)で、また(41)上方の網格子を[(42) 

16 ]青銅(43) 見るために[ 

17 ]青[銅] [(44) 

18 (45) 

                                                        
(40) Y は rwhj tXwxn「純粋な青銅」という表現が聖書に現れないことを指摘し、rwhj bhz
「純金」に類似させるための新造語とする。CH は 15 行目の始まりを tXw[xn wyhy] rwhj
「純粋な青[銅とするように]」と復元している。 

(41) Q は、この後に wylk lwkw wnkw rwykhw wl を挿入し、16 行目の qwrm tXwxn「磨かれ

た青銅」と結び付け、「その上方の網格子、洗盤とその台座、またすべての器を磨かれた青

銅で」と復元している。M は [wnkw rwykhw w]l と復元、CH は本文には w]l と記入し、脚

注と TSCT において、rykhw wl と復元している。彼が洗盤を rwykh とせず、rykh とする

のは、11Q21 frg. 1 の 2 行に rykhw wl が出てくるためである。 
(42) W はこの行を出 35:16 の引用なしのパラフレーズか自由作文とする。MT 出 35:16 は taw 
wl rXa tXxnh rbkm、Col. 3:15 は ]l hl[mlm [rX]a rbkmhw rwhj tX[wxn。 
(43) Q は、15 行目からの続きで、~ynp twarl twarmk qwrm tXwxn「磨かれた青銅で、顔

を見るための鏡のごとくに」と復元している。M は、twarl [twarmk qwrm] tXwxn [wyhy] 
[~yn]p「青銅は[顔]を見るための[鏡のように磨かれている]」と復元している。Y の本文は上

記のままであるが、注解において、出 38:8 tarmb tXxn wnk taw tXxn rwykh ta X[yw 
d[wm lha xtp wabc rXa tabch「また彼は、青銅の洗盤を、また青銅のその（洗盤

の）台座を作った。会見の天幕の入口で務めをした女たちの鏡でそれを作った」をもとに

rwykhw] tXwxn と復元し、[twarmk wnkw 青銅[そして洗盤とその台座は鏡のように]と復元

している。CH は 11Q21 (11QTemplec) frg. 1 の 2 行と比較して、wnkw] [twamrk qwr]m tXwxn 
[yXdqmb ~hyn]p twarl wy[hy「台座は磨かれた青銅で、私の神殿で彼らの顔を見るための

鏡のようにせよ」と復元している。ただし後半の [yXdqmb ~hyn]p を如何にして復元した

か説明がない。CH が度々引用する、研究者 Ben Zion Wacholder（以下ヴァッホルダーと表

記）の復元の影響の可能性がある。 
(44) CH は出 27:4、38:4 と 11Q21 frg. 1 の 3 行を比較して、qXwxm rwrb tX]wxn x[zbm l[] 

[tXwxn trg]smw @s[kb「[浄めた]青[銅の祭]壇[の上に銀]の[輪と青銅の格子]」と復元して

いる。 
(45) CH は 18 行目のヘブライ語の断片を bw とせず by とする。死海文書の古代文字 w と y は
殆ど判別できないほど似ている。それで tlw][ [byrqhl「燔[祭] [を捧げる」と復元してい

る。Q も byrqhl までは同様に復元している。Q は 19 目行を [larXy ynb tam dymt] 

「[イスラエルの子らによる常供の燔祭]」、20 目行を [ymX !ykXa rXa tybb]「[私の名を

住まわせる家に]」と復元している。 
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Col. 4 
 [שמ] 1

 [יוצאים ל]  2

 [ב̇ית רחבים אר] 3

 [בין ה} הי{ ים ורובד] 4

 [ י֯ן֯ הששי רובד] 5

   vacat     ה] 6

 [ה הרחב וקומת הק] 7
 [ מ̇ה ובאתה את האולם]א 8
 [ב֯ עשר באמה וקירות̇ ] 9

 ה[וגובה ששים באמ̇  ] 10
 [ת̇ים עשרה באמה וג֯ ]ש 11
 [ אחת ועשרים אמה]  12
 [ ע̇שרים באמה מרבע ] 13

   vacat      ב֯ ]זה [ף֯ ]צ 14

 [מ֯חציתו̇ ] 15
 [בדי] 16
 [] 17

 

4 欄(46) 

                                                        
(46) CH は TSCT においてヴァッホルダー、MR、W の説を参考にして、4Q365a frg. 3. 1–5 行

と 11Q21 frg. 1 の 6 行に基づき、01–04 行を下記のように復元している。ただし同時に 4Q365a 
frg. 3 が『神殿の巻物』と重複していないことも記している。 
 

rXa tybh ta ht[yX[w vacat wmwyb ~wy larXy] 01  
wyl[ ymX] !wkXa [rXa ~wqmb yl] hnbt 02  

( )内は DJD 4Q365a       twryqh !m] twma XwlX ([wryIgo)[wrg dwsy[h] l[[ 03 
ta ht[yX[w                               04  

 
01 [ イスラエルは日々 -空白- ] あなたは神殿を[造るように。] 
02 あなたが[私に(神殿を)建てる場所は]私が[私の名をそこに]住まわせる(所) 
03     基礎の[上]は[壁から]3 アンマ引けている。 
04 [また]あなたは  を[造るように。] 
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1 (47) 

2 ]へつき出る。[(48) 

3 ](49)家、幅(50)[ 

4 ]そして、テラス(51) 間に(52)[ 

                                                        
(47) Y はおそらくここには数字が入ったと仮定する。hnw]mX「8」もしくは hrX[-hnw]mX「18」
は門の入り口の幅を表していると考えている。比較として『神殿の巻物』の以下の行を挙げ

る。Col. 5 の 5 行目 hrX[w hnw[mXb h「8 と 10」。 

Col. 6 の 3 行目 ~yrX[w hnwmX h]mab ~[yrX[w hnw[m]X ~[ 

「28 アンマにおいて 28」。CH も hnw]mX[w「8」と復元している。CH はヴァッホルダーの説

に基づき TSCT には以下のように復元している。 
[~yacwyw hnw]mX[w ~yrX[ hxrzml ~yacwy twm]a [bX ryqh 1  

「壁は 7 アン[マ東へつき出る。2]8[そしてつき出る]」。 
(48) CH は hnwp]cl ~yacwy[「[北]へつき出る」と復元しているが、全体は TSCT において以

下のごとく復元している。 
hnwp]cl ~yacwy [hnmXw ~yrX[ hmylw hrX[ [bra hbgnl] 2  

「[南へ 14 西へ 28] [北]へつき出る」。 
とする。これはヴァッホルダーの説によっている。ヴァッホルダーは 4Q365a frg. 3 の 4 行

目に ~yr/hr]X[ hmylw hrX[[ とあることをもとに復元している。 
(49) Y は王上 6:5 rybdlw lkyhl bybs tybh twryq ta bybs [wcy tybh ryq l[ !byw 
`bybs tw[lc X[yw「また神殿の壁に対して周囲に脇間を設け、即ち、宮と至聖所のある神

殿の壁の周囲に脇廊を造った」に基づき 3 行目の最初に tyb[h twryql bybs] を持って来

ている。 
(50) Y は広さと訳した ~ybxr の後に ra があることから hmab [b]ra「4 アンマ」もしく

は hrX[ [b]ra「14 アンマ」と推測する。CH はヴァッホルダーの説に基づき TSCT にお

いて以下のごとく復元している。 
[hma [b]ra ~ybxr tyb[h twryql bybs hma hrX[ [bra] 3  

「[その]神殿[の壁の周囲に 14 アンマ]幅が[4 アンマ]」。 
~ybxr の後の ra を[b]ra と復元しているのは、Q と M も同様である。 
(51) dbwr を M は tiled pavement「タイルを張った舗装道路」とし、Y と CH は terrace と理解

している。マルクス・ジャストロウの辞書はこれを「モザイク模様の歩道、特に神殿の広間

における踏段の間の平らに舗装された空き場所、踊り場、テラス」としている。M. Jastrow, 
A Dictionary of the Targum, Talmud Babli, Yerushalmi, and Midrashic Literature; With Index of 
Scriptural Quotation, N. Y.: The Judaica Press, 1992 (1903), p. 1455. またテラスの語の後には写

字者によって消されるべき、yh の文字が消されずに残っていた。 
(52) CH はヴァッホルダーの説に基づき TSCT において以下のごとく復元している。 
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5 ]第6(53)、テラス[ 

6 -空白- 

7 ]広さと高さ[ 

8 ア]ンマ(54) あなたは廊を建て(55)よ。[ 

9 幅](56)は 10 アンマ。そして壁の[(57) 

                                                        
[!wXar]h !yb dbwrw ~y[ywgh !m tyrbb abh lwkl] 4  

「[他国民]たち[と契約に入るものすべてに。]そしてテラスとその[初め]との間に」。 
と復元している。 
(53) CH は第 6 のテラスと訳しているが、Y、M は第 6 とテラスを分けている。Y はここでは

第 6 のテラスではなく、4 行目の h !yb の後に来る単語（おそらく数字）と yXXh「第 6」
の間にテラスを造れと復元している。 
(54) 一般にキュビトと訳されている。ほぼ 45 cm くらいの長さを表す。長窪専三『古典ユダ

ヤ教事典』教文館、2008、79 頁。 
(55) ヘブライ語は htabw であるが、Y は、この文章の中で意味が無いと主張する。エゼ 40:48

の tybh ~la-la ynabyw「彼は私を神殿の廊に連れていった」がこの文に影響をあたえこ

の語を間違わせたとする。本来なら ~lwah ta htynbw「あなたは廊を建てよ」と読むべ

きことを主張する。代上 22:11 に $yhla hwhy tyb tynbw「あなたはあなたの神、主の神

殿を建てよ」をその証拠とする。さらに Col. 20:4 にある hnbt rXa tybb「あなたが建て

るところの神殿に」などを引用して、持論を補強する。CH も Y の説を受け入れ、M はテキ

ストそのものに htabw の後に(htynb)を入れている。 
(56) Y は最初の語を復元した時に b[xr「幅」であっただろうとしている。最後の b の文字

も判読不可能だが、前の 8 行目には廊を建てる命令があり、廊の度量が書かれていたはずと

考える。それで hmab rX[ b[xrw … $ra hma ~yrX[]「[長さ 20 アンマ…幅]10 アンマ」

と復元すべきと主張する。これは王上 6:3 に基づく。~yrX[ tybh lkyh ynp l[ ~lwahw 
`tybh ynp l[w bxr hmab rX[ tybh bxr ynp l[ wkra hma「神殿の本堂の前の廊

は神殿の幅に従って長さ 20 アンマ、その幅は神殿の前に 10 アンマであった」。『神殿の巻

物』のこの尺度はソロモンの神殿と符合する。これは、ヨセフス『古代誌』8:65 の記事とも

平行している。しかしその尺度はミシュナとは異なっている。ミドット 4:7 は、~lwahw 
hrX[ txa「そして廊（の幅）は 11（アンマ）」となっている。このミシュナの度量は、

エゼ 40:49 の、hma hrX[ ytX[ bxrw hma ~yrX[ ~lah $ra「廊の長さは 20 アンマ

そして幅は 11 アンマ」との記述に基づくためであると主張する。 
(57) W はこの行を自由作文か王上 6:3 の引用なしのパラフレーズとする。MT 王上 6:3 との類

似点は hmab rX[、Col. 4:9 は ]twryqw hmab rX[ b[ である。 
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10 ]また60アン[マ]の高さ[(58) 

11 ]1[2]アンマそして(59)、[ 

12 ] 1と20(60)アンマ[ 

13 ]20アンマの正方形(61)[ 

14 ]金で覆う(62)[   -空白- 

15 ]その半分(63)[ 

16 (64) 

 

Col. 5 
 [ ד֯בקים]  1

                                                        
(58) ここはヘブライ語であるが、エズラ 6:3 のアラム語 !ytX !yma hmwr に類似している。 
W も同じ場所を引用なしのパラフレーズとしている。Col. 4:10 は h]mab ~yXX hbwgw ◦[。 
(59) CH、Q と M はこの後に hwb]gw「高さ」と復元している。 
(60) CH と M は 21 アンマと読む。Y は 1 が前の行の文章に属するか、ここに属するか決定す

るのは難しいとしている。Y の読みを採用した。 
(61) Y は断片の読みの難しさを主張しながら、王上 6:20 上句に、hma ~yrX[ rybdh ynplw 
wtmwq hma ~yrX[w bxr hma ~yrX[w $ra「至聖所の内部は、長さ 20 アンマ、幅 20

アンマ、その高さ 20 アンマ」とあることから、[brm「正方形」と rybdh「至聖所」の寸

法を関連付けている。W もこの行を自由作文か王上 6:20 の引用なしのパラフレーズまた代

下3:8の引用なしのパラフレーズとしている。王上6:20は $ra hma ~yrX[ rybdh ynplw、
また代下 3:8 は ~yrX[ twma tybh bxr ynp l[ wkra ~yXdqh Xdq tyb ta X[yw、
Col. 4:13 は ] [brm hmab ~yrX[◦◦[。 
(62) Q、CH と M はこの行を判読不能のままにしている。M は可能性のある文字さえ復元し

ていない。Q と CH は Y が判読した文字 b [  ]@ [ は、14 行目のヘブライ語本文に入れてい

る。Y は、前の行で参照した王上 6:20 下句に rwgs bhz whpcyw「純金でこれを覆った」と

あることから 13 行目からの関連で「b[hz] @[c [金]で[覆]う、と復元している。 
(63) Y の主張どおり最初の m は明らかではない。しかし wtych に関してはかなり確実と言

える。Y の復元 wtychm は、Q、CH と M のすべての版で受け入れられている。 
(64) Y は、出 37:4、15 を参考に、聖所内の契約の箱や机を運ぶ棒が ydb であることからその

可能性を示唆しているが、このテキスト全体が聖所の建物本体について語っており、契約の

箱や机などの器具について論議していないことと、ミシュナのタミード 1:1 とミドット 1:8
で !ba lX (!)~ydbwr「石のテラス」が言及されていることからも、ここを ~]ydb[wr「テ

ラス」の複数ではないかと考えている。 
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 [א֯מה ש] 2
 [ע̇ובי שלוש̇ ] 3
 [בה כמדת] 4
 ים[ה̇ בשמונה ועשר̇ ] 5

 [ ה֯ ומקראה גם] 6

 [ אמות כול גובה] 7

 [ י֯כ̇ה̇ וארבעה שערים] 8

 [השער שתים עשרה] 9
 ר[ב̇אמה וכול הכיו] 10
 [ ת̇ו̇ן והכול מצופה]התח 11

12  [          vacat          ] 

 [ פרור]   [ת̇ ועשית̇ ] 13
 [ בכול]  14

 

5 欄 

『神殿の巻物』6:4–8 と平行している 

1 ]接触する [(65) 

2 ]アンマ？[(66) 

3 ]厚さは 3 [(67) 

4 ]と同じ大きさの[(68) 

5 ]8 と 2[0]で[(69) 

                                                        
(65) Y は、代下 3:12 の dxah bwrkh @nkl hqbd … Xmx twma rxah bwrkh @nkw「ま

た一方のケルブの一つの翼も 5 アンマで、…他のケルブの翼に接触していた」と比べ、~yqbd
を説明している。 
(66) hma を表す最初のヘブライ文字は写真やインターネットの 11Q19 の画像でも判読しが

たい。 
(67) Y はここにある数字 XwlX を壁の厚さと理解し、「厚さは 3 手幅」と復元。 
(68) CH のように「の長さに従って」とも訳せる。 
(69) Col. 6:3 に従い、Y と CH は注で、Q と M はテキスト自体に以下のごとく復元している。 

hmab ~y]rX[w hnwmX h[mab ~yrX[w hnwmX 
「28 アン]マさらに 28[アンマで」 
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6 ]そして、その天井もまた[(70) 

7 ］アンマ。すべての高さは[(71) 

8 ]そして 4 つの門は[(72) 

9 ]その門は 12[(73) 

                                                        
(70) arqm となっているが、聖書ヘブライ語では hrqm「梁」コヘ 10:18 である。Col. 6:4 
に従い、Y と CH は注で、Q と M はテキスト自体に以下のごとく復元している。 

]~g harqmw h[mab ~y[bra hhbwgw 
「[そしてその高さは 40 アン]マ、その天井もまた[」 

(71) Col. 6:5 に従い、Y と CH は注で、Q と M はテキスト自体に以下のごとく復元している。 
rwyk] hbwg lwk [twma rX[w  ] 

「10 アンマ。すべてその台の高さは[」 
ただし CH、Q と M は、rwyk の後に twnwlxw「窓（複数）」を加えている。rwyk について

は 10 行目の台の注で説明する。 
(72) Col. 6:6 に従い、Y と CH は注で、Q はテキスト自体に以下のごとく復元している。 

hytwxwr [bral hyl[l] ~yr[X h[braw hkw[t 
「その中[央]、および[その上の 4 方（の部屋）への]4 つの門」 

M は hkw[t を欠く。CH と Q と M は hytwxwr を 9 行目の最初に置いている。 

(73) Col. 6:7 に従い、Y と CH は注で、Q と M はテキスト自体に以下のごとく復元している。 
whbwgw hmab] hrX[ ~ytX r[Xh [bxwrw 

「門の[幅は]12[アンマとし、その高さは]」 
なお Y、CH、Q と M は 10 行目の最初に、hmab [~yrX[w txa]「[21]アンマ」によって

「その高さは 21 アンマ」と復元している。 
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10 ]アンマ。すべての[台(74)] (75) 

11 下]部とすべては覆われ(なければならない)(76)。[ 

12 -空白-(77) 

13 ]そしてお前は(柱)廊(78)を[   ]造らねばならない。[ 

14 ]すべてにおいて[ 

 

Col. 6 
 [ם֯ יה] 1

 [למעלה ל  ] 2

 ה[ם באמ̇ ]ועשרי מונה[ם ש] 3

 [ה̇ ומק̇ר֯ ]מ[בא] בעים[ב̇ה֯ה אר] 4

                                                        
(74) ヘブライ語は rwyk が使用されているが、神殿の境内にある洗盤ではない。Y の註解に

ある通り明らかに門に関する説明にあるもので、彼は entablature「エンタブラチュア」と訳

している。エンタブラチュアとは、柱頭の上部へ水平に構築される部分で、モールディング

や帯状装飾で飾られる。エンタブラチュアは古代建築の重要な要素であり、一般的にはアー

キトレーブ、フリーズ、コーニスの部分に分かれる。この情報は 2019 年 5 月 9 日現在の、

「エンタブラチュア」『フリー百科事典 ウィキペディア日本語版』を参照した

（https://ja.wikipedia.org/wiki/エンタブラチュア）。CH は platfom と理解し（代下 6:13 参照）、

M は framework としている。ヘブライ語の rwyk が「エンタブラチュア」や framework と理

解されていた記録はこれまでにない。TDOCH には死海文書の研究から panelling「板の羽目

張り」や、eaves of gate of temple court「神殿境内の門の軒」の意味も考えられている。rwyk
は 4Q287 を除くと、後は『神殿の巻物』関連の 11Q19、11Q20、11Q21 に現れる。M. G. Abegg, 
Jr., with J. E. Bowley and E. M. Cook, in consultation with E. Tov, The Dead Sea Scrolls Concordance 
the Non-Biblical Texts from Qumran, Vol. 1, Leiden: Brill, 2003, p. 379. その意味はすべて laver, 
basin, platform である。よって、この訳では CH のように platform「台」を使用した。 
(75) Col. 6:7–8 に従い、r]wykh lwkw 以下を CH は注で、Q と M はテキスト自体に下記のご

とく復元している。wytwnwlxw r]wykh lwkw「すべての[台とその窓」。しかし、Y は Col. 6:8

に従い wytwtldw r]wykh lwkw「すべてのエ[ンタブラチュアとその扉」と復元している。

CH も Q もその可能性も示唆している。 
(76) Q は「金で覆われなければならない」と復元している。CH もその可能性を示唆し、Y は

Col. 36 と 41 から「純金で覆う」という復元を示唆している。M も Y と同じくテキスト自

体に[rwhj bhz]を復元している。 
(77) 元来ここには何も書かれなかった。Y によると新しい題が次の行から始まる。 
(78) CH と Q は Col. 35:8 に従い ~ydmw[ ~ydwm[] rwrp htX[w t[  ]「そしてお前は

立っている柱の廊を[   ]造らねばならない[」と復元している。 
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 [והחל֯  עשר אמות כ̇ול גובה הכיור]  5 

 רוחותיה[ ה̇ שערי֯ם֯ ל̇עליה לארבע]וארבע 6

 [ ה֯ו אחת]גוב[ה̇ ו]באמ[ ע֯שר̇ה֯ ] שתים 7

 [ וה̇כ̇ול ה̇תחתון]        [ד̇ל̇ת̇ו̇ת̇י̇ו̇ ]  8

 [ ל֯ [                   ]] 9

 

6欄(79) 

『神殿の巻物』V, 6–11と平行している 

1 ] 厚さは3[(80) 

2 ]上 [(81) 

3 ]8[と20]アンマ [(82) 

4 ]4[0]アンマ。そして、 [(83) 

5 ] 10アンマとしなければならない、すべて台の高さと[(84) 

6 ] 上の四方にある4つの門[(85) 

                                                        
(79) 11Q19 は二人の写字者によって写本されている。おそらく存在したであろう Col. 1 から

Col. 5 までの写字者 A と Col. 6 から Col. 66 を写本する写字者 B。写字者 A は Col. 5 から

Col. 6 の初めを重複させ写本している。 
(80) Y には復元はないが、Col. 5:3 からの復元。 
(81) Y はこの欄が殆ど上の階の部屋か lkyh について扱っているので、推測にすぎないと但

し書きしながらも lkyh]l hl[ml [hyl[ htyX[w「[あなたは宮]のその上方に[作らなけれ

ばならない]」と復元している。しかし CH と Q は 2–3 行にかけて Col. 5:4 の ]tdmk hb[ に
基づき、「]と同じ大きさの[」と復元している。 
(82) Y は Col. 5:5 に基づき ~yrX[w hnwmXb h]mab ~[yrX[w hnwm]X ~ [「28 アン]マさら

に 28[で」と復元。CH と Q も同様。 
(83) Y は Col. 5:6 に基づき ~g ha]rqmw h[m]ab [~y[b]ra hhb[wgw … hmab]「[アンマ…

[そして]その[高]さは 40 ア[ンマ]、その天[井] も[また」と復元。Y が 3 行目の最後に置い

た、~yrX[w が行の最初に来る以外、CH、Q と M も同様。 
(84) Col. 5:7 と対応する。Y、CH、Q、M ともに、twnw]lxhw rwyk hbwg lwk twma rX[w[ 
のように復元している。Y は王上 6:4 ~ymja ~ypqX ynwlx tybl「神殿に閉じられてい

るが、見える窓を」（ユダヤの伝承による。twldg twarqm を参照）から wyhy ~ynw]lxhw 
[~ymja ~ypqX と窓以下を復元している。 
(85) Col. 5:8 に基づき CH と Q は、hytwxwr] [bral hyl[l ~yr[X h[[braw hkwt と復

元している。Y は、hkwt でなく（？）、hkyla「あなたに」としている。 
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7 ]12アンマ その高さは1[(86) 

8 ] そしてその窓[(87) 

 

Col. 7 

 [ה֯ל֯וח֯ ] 1

 [נ֯  לו ] 2

 [לוחות הע] 3

 [ הא֯מ֯ה ועשר] 4

 [ש̇מונים לו ] 5

 [ ע֯לה̇ מעל כול] 6

 [עמ̇אה  ] 7

 ות[מ̇ כולו חמש א ] 8

 עלה[קומתו ו֯הכפרת אשר מ̇למ֯  ] 9

 [ רוחבה ושנים כרובים ] 10

 [ה הקצה השני פורשים כנפים֯ ] 11

 [ה מלמעלה מן הארון ופניהם א֯י] 12

13          [vacat   ועש][ת֯ה פרוכת זהב]י 

 ת[ה֯יה הפרוכ]         ב[ע̇שי חוש̇ ]מ 14

 [] 15
 

7 欄 

1 ] 板[(88) 
                                                        
(86) Y は Col. 5:9 に基づき ~yrX[w] txa wh[bwgw] h[mab] hrX[ [~ytX r[Xh bxwrw] 
hmab「[門の幅は 1]2[アン]マとし、その[高さは] 2[1]アンマ」と復元。hmab が 8 行目の

最初に来る以外、CH、Q と M も同様。 
(87) Y は Col. 5:10–11 に基づき、[hpwcm] lwkw !txth[   ]wytwtldw[  rwykh lwkw]「[す
べてのエンタブラチュア  ]とその扉 [  ] 下部そしてすべては[覆われ]」と復元し、

CH、Q と M は wytwtldw の代わりに twnwl[xw「窓」を入れる。この復元の違いは巻物の表

面の擦り切れに起因している。たま Y は 9 行目に [rwhj bhz]「純金」の復元を考えるが

Q は [bhz hpwcm]「金で覆われ」と復元している。 
(88) Y が主張するように、写真によると w のみが確かに判読できる。Y、CH、Q、M、すべて

が xwl「板」と復元している。 
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2 ] 板[(89) 

3 ] 木の板[(90) 

4 ]アンマそして10 [(91) 

5 ]80 [(92) 
6 ] すべての上に[(93) 

7 ] 100[(94) 

                                                        
(89) CH、Q と M による。 
(90) Y は、この読みは確かだが、主題はそうでないとしている。出 31:18, 32:15, 34:29 を基に、 
][h twxwl[ が twd][h twxwl[「証の板（十戒の板）」であると示唆しながら、この箇所は

契約の箱について語っていないだけでなく十戒についても扱っていない。ゆえに「十戒の板」

の可能性は低いとし、おそらくここでは至聖所の内部を覆う方法について扱っていると主

張する。よって、~yc][h twxwl[「木の板（木、板ともに複数）」、#][h twxwl[「その木の

板（板、複数）」、~ydmw][h twxwl[h「直立する板（形容詞と板は複数）」という幾つかの

復元の可能性を示唆する。CH、Q と M はテキストそのものに #][h twxwl[ と復元してい

る。 
(91) Y は最初は ]rX[w ham h[「100 と 10」と復元。しかし、]rX[w hamh[ のコンビネー

ションはありそうもないとし、たぶん]rX[w hma h[「]アンマそして 10 [」と修正。おそ

らくここでは出 26:16 に記されているような至聖所の上に横たわる木の板を扱っている。

ycxw hmaw … $ra twma rX[「長さは 10 アンマ…そして 1 アンマ半」。よって 1 行目か

ら 3 行目を、[wkra twma] rX[w hmah [ycxw hma dxah xwlh bxwrw]「そして、板

の幅は 1 アンマ半、[その長さは]10[アンマ]」と復元する。しかし Q、CH と M は以下のよ

うに復元。]rX[w ham h[「100 と 10」。 
(92) Y は可能な復元を twx]wl ~ynwmX ~[「]80 の板[」としながら、説明で最初の文字を ~ 

ではなく w と変える twx]wl ~ynwmX[w「そして]80 の[板」と復元し、「著者／編纂者」は至

聖所に裏張りする木の板の全体の数を考えていたのではないかとする。Q、CH と M は、~y[ 
twx]wl ~ynwmX と復元。 
(93) Y はエゼ 41:7 から最初の単語を hl[[ml と考え、おそらく『神殿の巻物』には木の板の

上に、何らかの作業をすることが示唆されていたと考えた。Q、CH と M も同様。 
(94) Y は可能な復元を rX][[w] ham [~yrX][[w] ham [~ydmw][[w] ham [~ynwmyr] とし、代

下 3:16 を参照している（CH は 3:13 としているが誤植）。l[ !tyw rybdb twrXrX X[yw 
twrXrXb !tyw ham ~ynwmr X[yw ~ydm[h Xar「至聖所に鎖をつくり柱の頂きに渡し、

またザクロ 100 個を鎖につけた」。Q は自信を持って Y より優れているとして、hyht al 
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8 ]すべてで、5アンマ [(95) 

9 ] (96)その高さと上[方]の贖いの蓋[(97) 

10 ] その幅(98)、および二つのケルビム[(99) 

                                                        
[!ra htyX][[w] hamj lwk [hmX「[そこに]いかなる穢れ[があってもいけない。また] [契

約の箱を[つく]るように」と復元。CH と M は、][[ ] hamj lwk [「]いかなる穢れ[」と

復元している。 
(95) CH は wkrwa tw]ma Xmx lwk [「[その長さは]すべてで、5 アン[マ」と復元している。

Y も祭壇の寸法という可能性で、CH と同様の復元に言及しているが、祭壇をこの箇所の主

題とは考えていないようである。W はこの行を契約の箱の贖罪所を作る命令が書かれてい

るとして、出 25:10 の引用なしのパラフレーズもしくは出 37:1 の引用なしのパラフレーズ

とするが、これらの聖句に 5 アンマという言葉はない。Y は 5 アンマという言葉がへブライ

語聖書の中で以下の 8 回登場することを示唆する。①出 27:1 では、アカシア材の祭壇の寸

法。②王上 6:24 では、ケルビムの翼の長さ。③王上 6:10 では、神殿の周囲の脇間の高さ。

④エゼ 41:9, 11 では、脇間の外壁の厚さ及び脇間の出入り口の空地の隔壁の厚さ。⑤出 38:18
では、中庭の門に垂らす帳の高さ。⑥王上 7:16、エレ 52:22 では、青銅の柱頭の高さ。⑦エ

ゼ 40:48 では、通廊の壁柱の高さ。⑧代下 6:13 では、青銅の壇の寸法。Y は契約の箱の可能

性を示唆しながらも、MT の契約の箱の長さと異なるため疑問を呈している。 
(96) Y はこの箇所を欠落したままだが、CH は出 20:10 wtmqw hmaw wbxr ycxw hmaw「そ

の幅 1 ンマ半、その高さ 1 アンマ半」を根拠に hm[aw bxwr] twma を挿入する。 
(97) Y は参照として、出 25:21 を用い、40:3 を参考に挙げている。l[ trpkh ta ttnw 
hl[mlm !rah「贖いの蓋を上方に、契約の箱の上に置く」。Q と CH はこの箇所を twma 

~ytX hl][mlm rXa trpkhw wtmwq h[maw wbxwr]「アンマ[その幅とアンマ]その高さ

と上[方]の贖いの蓋[は 2」と復元。M は hl][mlm rXa trpkhw wtmwq hm […] twma
「アンマ[…]その高さ。そして先端にある覆い[は」と復元している。 

(98) W も 9 行目からここまでを出 25:21 の引用なしのパラフレーズ？とする。出 25:21 は

hl[mlm !rah l[ trpkh ta ttnw、Col. 6 I:9–10a は rXa trpkhw wtwmwq ◦◦◦[ 

hbxwr ◦◦◦[hl[]mlm。 
(99) Y は hbxwr 以前を出 25:17 をもとに、hbxwr [ycxw hmaw hkrwa ycxw ~ytma]「[そ

の長さは 2 アンマ半、]その幅は[1 アンマ半]」と、~ybwrk 以降を同 25:18 をもとに ~ynXw 
[trwpkh twcq ynXm hX[t] ~ybwrk「二つのケルビムを[作りなさい。贖いの蓋の両端か

ら]」と復元しているが、25:18 にある hXqm bhz「金の打ち出し細工」がこの行の終わり

か、次の行の初めの欠落部分にはなかったとしている。理由は王上 6:23 に !mX yc[「油の

木。即ち、オリブの木」でケルビムを作ったとあるのでそれと調和させるために故意に「著

者／編纂者」が書かなかった可能性を示唆している。Q は hbxwr の前の欠如部分を hkrwa] 

t[wma ytXw とするには十分な場所がないとして、] ~ybwrk ~ynXw hbxwr t[    ]tw[ma]



142 
 

11 ] もう一方の端から翼を広げる [(100) 

12 ] 契約の箱の上方にそして彼らの顔は [(101) 

13 -空白- ] あなたは、金の垂れ幕を作らねばならない [(102) 
14 ] 巧みな働き、垂れ幕は  であるように [(103) 

                                                        
と復元。CH も M も同様。W はこの行の後半を出 25:18 の引用なしのパラフレーズ？とす

る。出 25:18 は ~ybrk ~ynX tyX[w、Col. 7:10b は ◦◦◦ ~ybwrk ~ynXw。 
(100) Y は出 25:19 の、trpkh !m hzm hcqm dxa bwrkw hzm hcqm dxa bwrk hX[w 
wytwcq ynX l[ ~ybrkh ta wX[t「一方の端から一つのケルブを他の端からも一つのケ

ルブを作れ。贖いの蓋から二つの端の上にケルビムを作るように」が巻物の行に入らないこ

とを認めて、この箇所を ynXh hcqh h[zmw hzm hcqm dxah bwrk]「一方の端から、

また第 2 の端からも 1 つずつケルブを」と復元している。Q と CH は hcqh h の前の欠如

部分に X のみ復元。11 行目から 12 行目までの欠落部分 !m hl[mlm h. [   /   ]~ypnk 
~yXrwp に対して、Y は関係する適切な聖句は出 25:20、王上 8:7、代下 5:8 とする。それで

11Q19 の「著者／編纂者」はこれらの聖句を調和させたと考え、~wqm l[ ]~ypnk ~yXrwp 

!rah !m hl[mlm h[mhypnkb trwpkh l[ ~ykkwsw] [!rah「[契約の箱の場所の上に]
翼を広げ、契約の箱の上方から[贖罪の蓋を彼らの翼で覆う]」と復元している。W はこの行

を出 25:19 の引用なしのパラフレーズ？とする。しかし実際は出 25:19b–20a が使用されて

いる。出 25:19b–20a は ~ypnk yXrp ~ybrkh wyhw wytwcq ynX、Col. 7:11 は hcqh h◦◦[ 

]~ypnk ~yXrwp ynXh。 
(101) Y は ]ya ~hynpw の後を、出 25:20 により wyxa la X]ya ~hynp「彼らの顔は互いに向

き合う」と復元している。Q は 4Q22 (4QpaleoExodm) Col. 25:20 と SamP の同様の箇所から 
dxa la dxa「互いに」と復元している。CH は本文では Q に近い復元を行っているが（M

も同様）、脚注で、自身や Q を支持する上記のテキストや、SamP 出 25:20 の dxa ~hynp 
dxa la、TJ の dx lybql dx !whypaw atwrpk l[、また、ペシッタの dx !whypaw 
dx lybql を紹介し、もう一方で Y の復元の元となっている MT、及び 4Q11 を紹介している。

W はこの行を出 25:20 の引用なしのパラフレーズ？とする。出 25:20 は ~ykks hl[ml 

wyxa la Xya ~hynpw trpkh l[ ~hypnkb、Col. 7:12 は ]ya ~hynp !m hl[mlm h◦[で
ある。 
(102) Y、Q、CH 及び M も復元は同じ。  
(103) 出 26:31b を参照。Y、Q と CH の復元はほぼ同じ。Y の復元には三番目の単語に t が

ない。Q、CH は、t]kwrph hyh[t   b]Xwx yX[[m と復元。M のみが hyh[…]X … […] 

t]kwrph と短い復元をしている。W は 13 行目からこの行を出 25:31 の短い引用を含む節

かその一部のパラフレーズとする。出 25:31 は hX[t hXqm rwhj bhz trnm tyX[w 
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15 ] [ 

 

Col. 8 

 [] 1
 [נ֯ו֯כ֯ח אר] 2
 [ שבע ] 3
4    [  vacat? ] 

5 ]vacat          [א֯ו֯רכו ואמה ] 

 [ועשית ] 6

 [ל̇ ט̇ ] 7
 [ו̇ת שני] 8
 [ה על̇ שתי המערכות] 9

 לאז̇כ֯ר֯ה֯  ל̇בונה הזאות ללחם]ה 10
 ה[בהסירכ̇  ל̇ מזבח הקטורת] 11
 [לוא לחם תתן עליו לבונה] 12
 ם הזה]ח[ל̇ ]ה יה[ל̇ם֯ לדורתם וה̇ ]עו 13

 א̇ו[          ]י֯בואו א֯ ] 14
 

8 欄 

1 ]….[ 

2 ] 対して [(104) 

3 ] 7 [(105) 

4 ]  -空白-  ？ [  (106) 

                                                        
hrwnmh、Col. 7:13–14 は hyh[   b]Xwx yX[[m ]bhz tkwrp ht[y]X[w   vacat    [ 

t]kwrph。ただし hrwnm と tkwrp の違いがある。 
(104) Q、CH と M はここを ]!wra xkwn[「(契約の) ]箱に対して[」と復元している。これにつ

いては Y も脚注で示唆しているが、断定はしていない。 
(105) Q、CH と M は、][bX twalwl[「]7 つの輪[」。halwl の複数形。紐でつくる輪や結び

目。A. E. Shoshan, Milon Even Shoshan: Mechudash: Umeudkan, Lishnot HaAlpaim, M. Ezer, et al., 
(eds.), Vol. 3, Jerusalem: Milon, HeChadash, 2006, p. 829 による。 
(106) Q、CH と M はここを ~y]dwm[[h「]柱(複数)[」と復元している。Q のみが「Col. 9 の写

真を参考にした」と復元の理由を説明している。 
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5 [ -空白- ] その長さ。 そしてアンマ   [(107) 

6 ]あなたは、作るように。  [(108) 

7 ]  [(109) 

8 ]   2[(110) 

9 ] 2列の上に  [(111) 

                                                        
(107) Y と CH は注において出 25:23 をもとに、次にように復元している。yc[ !xlwX tyX[w] 
[wbxwr] hmaw wkrwa [twma ytX ~yjX「[あなたはアカシアの木で机をつくるように、]そ

の長さ[は 2 アンマ。その幅は]1 アンマ」。ただし Y は MT に従い twma ytX「2 アンマ」を

双数形で、~ytma と復元している。Q はここから 7 行目までを出 25:23 とヨセフス『古代

誌』12:2:9 (64)により復元したとしている。W もこの行を出 25:23 の広範囲の逐語的引用？

とする。出 25:23 は hmaw wkra、Col. 8:5 は]hmaw wkrwa ◦◦[ となっている。 
(108) Y は出 25:23, 24 をもとに wl h]tyX[w [rwhj bhz wtwa htypcw wtmwq ycxw hmaw] 
[rz「[その高さは 1 アンマ半、そしてそれを純金で覆い、それに枠を]作るように」と復元し

ている。CH もほぼ同じであるが、彼はさらに、bybs bhz rz wl h]tyX[「それに金で周

囲に枠を作るように」とする。さらに Q は hmaw の前に wbxwr「その幅は」を加える。W

もこの行を出 25:24 の広範囲の逐語的引用？とする。出 25:23–24 は、wtmq ycxw hmaw 
bybs bhz rz wl tyX[w rwhj bhz wta typcw である。 
(109) Q、CH と M はこの行を復元せず。Y は復元の困難さを認識し断言せず、おそらくこの

行は出 25 より短いテキストがあったとしている。おそらくもっと短いテキストだっただろ

うが、出 37:27 のようなものだったとする。アルファベットの j と l を復元しているが、

j は 37:27 にある tw[bj「輪」ではないかと考える。 
(110) Y はレビ 24:5 から ~ynwrX[] ynX tw[lx hrX[ ~ytX htwa htypaw tlws htxqlw] 
hyhy「[あなたは上等の小麦をとり、12 のケ]ーキ[を焼くように。]2[/10 となるように」と復

元。CH と Q も同様であるが、Col. 8:15 より hyht ~ynwrX[] と復元し、以下を 9 行目の先

頭に持ってくる。Y は MT に従い、hyhy にした。W もこの行をレビ 24:5 の広範囲の逐語的

引用？とする。レビ 24:5 は ~ynrX[ ynX twlx hrX[ ~ytX hta typaw tls txqlw 
hyhy。 
(111) Y は 10 行目を見て、純粋の乳香に巻物の話題が移っていることを確認する。9 行目の最

初は 8 行目の文章の完結で、ここは MT よりも短いテキストであるとする。行の長さを考

え、次のように復元している ytX l[ h[ttnw twkr[m ~ytX ~twa htmXw txah hlxh] 

[hnwbl] twkr[mh。さらに Y の示唆する 8 行目からの翻訳の続きから訳すと「[一つのケー

キに]2[/10 となるように。] [それらを 2 列に置くように。また]2 列の上に[乳香を添えるよ

うに]」。CH と Q はレビ 24:6, 7 から、[htyhw vacat hkz hnwbl]「[純粋の乳香-空白-あるよ
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10 ] パンのためのこの乳香は記念のものである。[(112) 

11 ]香壇の上で。あなたが取り去る時 [(113) 

12 ]パン。その上に乳香を置き ないように[(114) 
13 このパ[ンは]彼ら世代を[通しての永]遠の(115) 

                                                        
うに]」を復元し、10 行目の最初に置く。W もこの行をレビ 24:6-7a の引用なしのパラフレー

ズ？とする。レビ 24:6–7a は rhjh !xlXh l[ tkr[mh XX twkr[m ~ytX ~twa tmXw 
hkz hnbl tkr[mh l[ ttnw hwhy ynpl。 
(112) Y はレビ 24:6、7 から最終的に ~xll twazh hnwbl[h htyhw      (?)xlmw hkz] 
hrkzal「[純粋な乳香と塩を(?)-空白-]パンのためのこの乳香は記念[となる。]」と復元して

いる（LXX には MT にない a[la 塩が挿入されている）。CH と Q は塩を除く。W はこの行

をレビ 24:7 の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズとする。レビ 24:7 は hkz hnbl 
hrkzal ~xll htyhw、Col. 8:10 は hrkzal ~xll twazh hnwbl[h。 
(113) Y は h]kryshb trwjqh xbzm l[[ tbXh ~wyb tbXh ~wyb htrjqw hwhyl hXa] 
「[主の火に焚く供犠である。安息日に焚くように。安息日に]香壇の上において。あな[た]が
取り除く時」と復元している。最後の文、「あな[た]が取り除く時」は 12 行目の文と結びつ

く。Q と CH は短い形で復元している。trwjqh xbzm l[[ tbXh ~wyb hwhyl hXa] 

h]kryshb「[安息日に]香壇の上で(捧げる) [主の火に焚く供犠である。]あな[た]が取り除く

時」。 
(114) Y は awl hnwbl wyl[ !tt ~xl[h ta hkkrw[bw !xlXh !m (?!Xyh) ~xlh ta] 

[Xwmy]「[机の上から(古い)パンを]あな[た]が取り除く時、[そして]パン[を供える時は]乳香

をその上に置くように。[絶やしては]ならない」と復元している。CH は Y の復元が巻物の

スペースには長すぎるとし、Q の復元を採用する。!tt ~xl[h ta hkkrw[bw ~xlh ta] 

awl hnwbl wyl[「[パンを]あな[た]が取り除く時、[そして]パン[を供える時は]乳香をその

上に置くように。―ない」。Q の復元は最後の否定詞 awl が次の行にかかる。W はこの行

をレビ 24:7 の引用なしのパラフレーズとする。レビ 24:7 は、hkz hnbl tkr[mh l[ ttnw 
~xll htyhw、Col. 8:12 は、]awl hnwbl wyl[ !tt ~xl[。 
(115) Y はレビ 24:8 を使いながら以下のごとく復元している。ynb tam dymt ynplm ~xlh] 

~[ynhkl] hzh ~[x]l[h hy]hw ~trwdl ~l[w[ tyrb larXy「[イスラエルの子らによる

常に私の前にあるパンは]彼ら代々にわたる永[遠の契約]である。そしてこのパ[ン]は[祭司]
ら[に属する]」と復元しているが、CH はこの長さのスペースはないとする。彼はレビ 24:9
と Col. 9:14 を参照し、hzh ~xlh hyhw ~trwdl ~l[w[ twqwx「このパンは彼ら代々に

わたる永[遠の掟]である」と復元している。Q は、~trwdl ~l[w[ twqwx hnwbl tybXt 

hzh ~xlh hyhw である。12 行目の終わりの awl から訳すと、「乳香を絶やしてはならな

い。このパンは彼ら代々にわたる永[遠の掟]である」との復元になる。W はこの行をレビ
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14 ]彼らが来る  [(116) 

 

Col. 9 

1 [                                                ] 
 [    ] יה ו̇פר̇חי[                                   ] 2
 משני צדיה[                                ]  3
 ש֯ה ש̇ל̇ו֯ש֯ה֯ [                                ] 4
 ופרח̇ [                                      ] 5
 [                                        ] 6
7 [                                        ] vacat ] 
 שלושה [                                             ] 8
 כ֯ו֯ל הקנה[                                     ] 9

 נ֯אות שלושה[                                       ] 10
 ה ומלקחיה כולה ככרים[                              ] 11
 א֯ירו כול נרותיה ונתתה]י                           [ 12
 ן֯ וער̇כ̇ו ה̇כוהנים בני[                        ] 13
 ת̇מה]לדורו ם[ד̇ חוקות̇ עו̇ל[                        ] 14

 

9欄 

1 (117) 

                                                        
24:4 の引用なしのパラフレーズ？とレビ 24:9 の引用なしのパラフレーズ？とするレビ 24:4
は類似点が見られない。レビ 24:9 は ~lw[ qx。 
(116) Y はレビ 24:9 の、qx hwhy yXam wl awh ~yXdq Xdq yk Xdq ~wqmb whlkaw 
~lw[「そして聖なる場所でそれを食べるように。それは主の火に焚く供犠で最も聖なるも

のだから。永遠の定め」に基づき、以下のように復元している。[rXak ~wqmb whwlkaw] 
wa[     ]a awby「[それを彼らはその場所で食べる。] 彼が来る[時]」。Q は Col. 18:16 と

出 35:27–28 をもとに ya[yXn wtw]a wayby [~ynhwkl「祭司たちのために]彼らはそれ[を]持っ

て来るように。[の長]たち」と復元している。CH も「祭司たちのために」以外は Q と同じ。 
(117) Y、CH と Q は出 25:31a に基づき、[hXqm rwhj bhz trwnm htyX[w]「[そして、打ち

出し細工により、純金で燭台を作るように]」と復元している。 
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2 [  ]そして[  ]花弁(118) 

3 [  ]その二つの側面から(119) 

4 [  ]3？(120) 

5 [  ] そして花弁(121) 

6 (122) 

                                                        
(118) Y、CH と Q は出 25:31b に基づき、hy[rwtpk hy[ybgw hynqw hkry hrwnmh ta hX[t] 

[h]yxrpw「[燭台を作るように。その台座、その枝、その受け皿、その萼、[その]花弁も]」

と復元。ただし CH と Q は hynqw を hnqw としている。W はこの行を出 25:31 の広範囲の

逐語的引用とする。出 25:31 は hyxrpw hyrtpk、Col. 9:2 は[     ]yxrpw hy◦◦◦[。 
(119) Y は、LXX 出 38:14 kai. tou.j kalami,skouj evx avmfote,rwn tw/n merw/n auvth/j「そして、

その両側から枝がでる」を基に hydc ynXm [~yacwy ~ynq hXXw[[     ]]wyhy hnmm]「[そ
れから―あるだろう。[[    ]]そして 6 本の枝が]両側から[出る]」と復元している。CH
と Q は前半同じであるが後半を、hydc ynX !m[ ]「その両側から」、と前置詞を少し変え

て復元している。W はこの行を出 25:32a の引用なしのパラフレーズとする。出 25:32a は

hydcm ~yacy ~ynq hXXw、Col. 9:3 は hydc ynXm[。 

(120) Y は出 25:32–33 から hXwlX hX[wlX ynXh hdcmw dxah hdcm hrwnmh ynq hXwlX] 

「[燭台の 3 本の枝が一方の側から、もう一方側から 3]本、3」と復元している。Q は hXlX] 
hXwlX hzm [hXwlXw hzm「[これから 3 本、また]これから[3 本]、3」と復元している。CH

もほぼ同じであるが Q の最初の hXlX が誤記とする。確かに死海文書のヘブライ語である

なら hXwlX であるべき。W はこの行を出 25:32b の引用なしのパラフレーズとする。出

25:32b は ynXh hdcm hrnm ynq hXlXw、Col. 9:4 は hXwlXw hX◦◦◦[。 
(121) Y は xrpw が普通の写真でも確認できるとし、4 行目の最後が hXwlX であるならそれ

は出 25:33 の初めにあるものと同定する。すると xrpw は xrpw rwtpk「萼と花弁」につい

て述べ説明しているとする。よって以下のごとく復元している。hnqb ~ydqwXm ~y[ybg] 
[(?)~ydqwXm ~y[ybg hXwlX] xrpw [rwtpk dxah。4 行目の最後の hXwlX から続けて

訳すと、「[1 本の枝にはアーモンド花のような 3 つの受け皿があり、(それぞれ)に萼と]花弁

[があり、3 つの受け皿はアーモンドの花のようである(?)]」と復元している。Q と CH は、

hyxrpw [hyrwtpk ~ydqwXm ~y[ybg]「[アーモンド花のような受け皿、その萼とその]花
弁」と復元している。 
(122) 6–7 行目に関し Y は 1 文字さえも判読できないとする。Q が 6 行目を ytX h[「]2」と

復元し、CH も M もそれに習うが、理由が説明されていない。Y はそれでも出 25:33–35 を

参考に以下に復元している。6 行目を ~ynqh tXXl !k xrpw rwtpk dxah hnqb] 

[(?)h[bra hrwnmbw hrwnmh !m ~yacwyh「[その 1 本の枝には萼と花弁があり、燭台から

出る 6 本の枝には確かにある。また燭台には 4 つの(?)]」と、7 行目を rwtpk dxah hnqb] 
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7 [  ] -空白- [ 

8 [  ]3(123) 

9 [  ]すべての枝(124) 

10 [  ]3(125) 

11 [  ]そしてその芯切りばさみの（全体の重さは）2タラント（でなければならない）

(126)。 
                                                        
[(?)h[bra txt rwtpk hnmm ~ynqh ~ydqwXm ~y[ybg ynX txt「[1 本の枝にはアーモ

ンド花のような受け皿、それから 2 本の枝の下には萼がある。(それから出る) 4 本の(枝)の
下に萼があり、(?)]」と復元している。 
(123) Y はこの行の最後の文字 hXwlX が赤外線写真ではっきり読めるとする。3 本の枝や 3
つの受け皿についても、まだ説明が続いていると考える。出 25:33 と LXX の並行記事によ

り、hXwlX [~yrwtpk hnmm ~yacwyh ~ynqh tXXl !kw hnmm ~ynqh] と復元している。

7 行目の最後の 4 を考慮に入れて訳すと、「[それから出る(4)7 本の枝、そして確かに 6 本の

枝がそれから出て、]3[つの萼がある]」となる。6 行目から 8 行目は続いており、訳出の都

合上、他の行の語を説明的に挿入する場合は( )で補い、右肩に元の行番号を記す。CH は

Y と同じ。Q と M は復元せず。 
(124) Y、Q、CH と M は、共に hnqh lwk[ のみ。 
(125) Y は先ず失われた最初の文字が n であることに確信を持っているが、z である可能性も

示唆し巻物の中でよく使われる twaz[h を想定する。そして復元した句が、hrwnmb htyX[ 

hXwlX twaz[h「この燭台を 3 つ作るように」である。しかし、このような記述は燭台の構

造の説明の最後には相応しくないし、その上、その意味は曖昧であるとする。それで n であ

る可能性を重く見て、hn<q でなく hn"q の方で、hXwlX twan[q「茎]は 3 本」と復元する。

Q は、hXwlX twazmw [hXwlX twazm「そこから 3 本]またこちらから 3 本」と復元してい

る。基本的には CH も M もこの復元を支持している。因みに CH は hXwlX twazmw [ と、

M は hXwlX twazm[w と復元している。 
(126) Y は残りの語を見て、明らかに出 25:38–39 と関係があるとする。ただし MT は 1 タラン

トで燭台とそれに関連するすべての器具を作るよう命じているように見えるので、ラビた

ちの間で論争がある。したがって、この箇所は 2 タラントで燭台と関連するすべての器具を

作るよう命じていると主張する。よって以下のごとく復元している。hrwnmh ta htyX[w] 
~yrkk hlwk hyxqlmw h[ytwtxmw h[bX hytwrnw「[また燭台、7 つのランプ]、その[器]、
芯切ばさみすべてを 2 タラント(の純金) [で作るように]」。「(の純金)」は 12 行目の最初に来

る。CH は Y と同様の復元。Q は本文に ~yrkk hlwk hyxqlmw h[ytwtxmw のみ復元。M

はさらに短く ~yrkk hlwk hyxqlmw h[ だけである。W もこの行を出 25:38–39 の引用な

しのパラフレーズ？とする。出 25:38–39 は、rwhj bhz rkk rwhj bhz hytxmw hyxqlmw 
hlah ~ylkh lk ta hta hX[y、Col. 9:11 は、~yrkk hlwk hyxqlmw h[ である。 
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12 [  ]そのすべてのランプを輝かさせるように。[  ]あなたは置くように(127)。 

13 [  ]そして祭司たち[  ]の子らを整えるように(128)。 

14 [  ]彼らの世代を通しての永遠の掟(129)。 

 

Col. 10 

 בו]   [                                                 1
2 [                                                   ] 
 ת[                                                          ] 3

 (?)עמוד[                                                      ] 4
 ן[                                                   ] 5

                                                        
(127) Y は出 25:37 と民 8:2 から以下のごとく復元している。law h[bX hytwrnw rwhj bhz] 
httn hytwrn lwk wrya[y hynp lwm「[の純金。そして 7 つのランプをその前に対して(置
き)]すべてのランプを輝[か]せるように。置くように」。Q と CH は出 25:39 と代下 8:2 をも

とに次のように復元している。httn hytwrn lwk wry[b[y br[b   rwhj bhz]「[の純

金。 夕べに]すべてのランプに火を灯すように。置くように」。M による復元の本文部分は

Y と同じ、httn hytwrn lwk wrya[y である。Q と CH の復元に関しては、引用された聖

句と復元された形が極めて異なる。W はこの行を出 25:37 の引用なしのパラフレーズと出

40:5 の引用なしのパラフレーズとする。出 25:37 はhynp rb[ l[ryahw hytrn ta hl[hw、
出 40:5 は httn bhzh xbzm ta httnw hytwrn lwk wryay である。ただし出 40:5 は

httn 以外、類似点はない。 
(128) Y は、出 27:21、40:5、24、レビ 24:3、王上 7:49 から、以下のごとく復元している。ta] 

ynb ~ynhwkh wkr[w ![xwlXh xkwn rybdh ynpl hrwnmh。12 行目の終わりと 14 行目の

初めの語を考慮して訳すと、「[至聖所の前、机の正面に燭台を] (置くように。)また彼らは祭

司たちを(アロン)の子らを整える」。Q、CH も同じ。W はこの行を王上 7:49 の広範囲の逐語

的引用？、出 40:24 からの広範囲の逐語的引用？と出 27:21b の引用なしのパラフレーズで

あるとする。これらは Y の復元のもとになった聖句である。残存するテキストと類似して

いるのは、王上 7:49 の rybdh ynpl、Col. 9:13 の rybdh ynpl、出 40:24 の !xlXh xkn
と Col. 9:13 の ![xwlX xkwn、出 27:21b の wynbw !rha wta $r[y と Col. 9:13 の wkr[w 
ynbw ~ynhwkh である。 
(129) Y、Q と CH は出 27:21、レビ 24:3 をもとに、~]lw[ twqwx dy[mt ynpl twrnh ta !rha] 

hmt[wrdl「[アロン。ランプを私の前に常]に(置くように)。(これは、)彼らの世代を通して

の永遠の掟。と復元。冒頭のアロンは 13 行目の続き。M も ~]lw[ twqwx dy[mt … !rha] 

hmt[wrdl でほぼ同様の復元。W はこの行をレビ 24:3 の広範囲の逐語的引用とする。レビ

24:3 は、~kytwrwdl ~lw[ tqx、Col. 9:14 は、hmt[wrdl ~]lw[ twqwx。 
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 ]                                                   [  6
7 [                                                      ] 
 וו]       [ש֯ע֯ר֯ [                                     ] 8
 תמה מעל השער]ועשי                                 [ 9

 ף הולך תולע[   ]י̇ם̇ ]                [                          10
 עלה מ̇ז̇ה̇ ע̇מודים]מ[ומל̇ [                                          ] 11
 ים ארגמן אדום וראשי[                                      ] 12
 ע֯לה]מ[ל֯ [           ] ש של֯ [                                   ] 13
 ]                               ע[ותול]                     [    14

15 [                                                             ] 
16 [                                                             ] 
 ]         (?) [                                            אמה 17

[                                               ]    18 
 

10 欄 

1 (130) 

2 [  ] 

3 [  ] 

4 [  ]柱 (？)(131) 

5 [  ] 記念のために (？)(132) 

6 [  ] 

7 [  ] 

8 [  ]門(？)(133) 

9 [  そして]あなたは門の上に[作る]ように(134)。 

                                                        
(130) Y によればこの欄は極端に悪い保存状態である。 
(131) Q と CH は dwm[ をこの行の最後に置く。 
(132) Q と CH は !wrkz をこの行の最後に置く。 
(133) Q と CH は wyhy r[X[h「この]門 彼らはなるだろう」と復元。 
(134) Y、Q、CH と M も復元は同じである。Y はこの行の主題が何かスクリーンを吊るすこ

とに関するものとしている。 
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10 [  ] [  ]連続的な？深紅の(135) 

11 [  ]そしてその上[方]行に柱が(136) 

12 [  ]紫、赤、そして の頂点に(137) 

13 [  ] 上[方]行に(138) 

14 [むら]さき(？) 深[紅](139) 

15 [  ] 

16 [  ](140) 

17 [  ]アンマ(？)(141) 

18 [  ] 

 

Col. 11 

[                                                   ] 1-7 

  ים  ] [                                                    8

 ב֯ש̇בת֯ות̇ ובראשי ]            [ 9

 ו֯ב֯ח֯ג֯ ה֯מצות ו֯ביום הנף העומר [                                 ] 10
                                                        
(135) Y は写真に基づき、@ の前に ~y という文字があると述べているが、何かが複数である

こと以外解らない。Q と CH は[lwt $lwh @d ~wmrb [   $sm]「[幕  ]高き場所にお

いて、深紅の板が」と復元している。ただし Y は Q の復元には疑問を呈している。M も 
$sm を除けば Q、CH と同じ。 
(136) Y、Q と CH は同じ復元。 
(137) Y は ~y に関しては ~yqwXx「桁」の一部と考える。また、~wda !mgra「紫、赤」と

いう組み合わせは他にはなく、ここのみとする。yaXrw に関しては、出 36:38 や 38:19 を比

較し、~ydwm[ [yaXrw「柱の頂点」と復元。Q、CH は、次のように復元している。~ydmw[{ 

yaXrw ~wda !mgra ~y[   ]「は立ち[  ]紫、赤、そして 頂点に」。M も ~ydmw[ を
除けば Q、CH と同じ。 
(138) Q と CH は、hl [ ]l XyX hbs[m「ま]わりに大理石」と復元している。M も hbs[m
を除けば Q、CH と同じだが、訳は to which there is と XyX を名詞ではなく副詞として理解。 
(139) Q、CH と M は l[ [  []ltw !mgr[a「む]らさき、そして深[紅] 上」と復元。 
(140) Q、CH と M は、]l hl[mlmw「そして上の」と復元。 
(141) Y は hma と hmwq が読み取れるとする。出 38:18 から bxrb hmwqw $ra hma ~yrX[w 
twma Xmx「長さ、また高さ 20 アンマ、幅 5 アンマ」のような寸法が記されていたとする。

Q、CH と M は、]h $wtb !ba[「]中心に石が[」と復元。Q は Y の hma が Col. 12:16 にあ

ると主張する。 
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 ה֯ב֯כורים למנחת החטים  11

 ה֯י֯צ֯ה֯ר֯ ובששת ימי ו֯ב֯מ֯ו֯ע֯ד֯    12
 ג הסוכות וב̇עצ̇ר̇ת]ובח    13
 ]                  [ימית]הפנחצר  [ 14
 ]        [ 15

 ]           [ל 61

11 欄 

1–8 行(142) 

9 […]諸々の安息日において、初めにおいて(143)。 

10 […]種入れぬパンの祭において、(穀物の)束を揺する日に(144)。 

11 小麦の初穂の供物(145)。 

                                                        
(142) Y、Q、CH と M のテキストでは 1 行目から 7 行目は何も書かれていない。8 行目で Y と

M は ~y と復元し、Q と CH は ~yb と復元しているが、意味の通る文章とはならない。Col. 
11 は塊 10 の中にあり、Col. 12 の裏に文字が多少写って残っているので、復元はこれによ

る。だが意味の通る文章が現れるのは 9 行目以降である。 
(143) Y は先行する祭の犠牲がここから書かれているとし、レビ 28 章や類似する箇所が全体

のモデルになっているとする。よって以下のように復元している。xbzm l[ hmtbrqhw] 
yXarbw twtbXb [hwhy yd[m lwkb hlw[h「[主のすべての祭において、お前たちは祭壇

の上で、全焼の生贄を捧げるように。]諸々の安息日、(諸月)の初めにおいて」。CH も Y の

復元の可能性を認める。Q と M は Y の本文にある文章のみを復元。 
(144) Y は 9 行目の最後の単語 yXarbw「また初めにおいて」の後、即ち 10 行目の最初に、エ

ゼ 46:3、ネヘ 10:33、民 10:10, 28:11 などとの比較から ~yXdwx「月々」が来るとし、Col. 14:9

などとの比較から、全体を以下のように復元している。!waXrh Xdwxl dxabw ~yXdwxh] 

rmw[h @nxb ~wybw twcmh gxbw [xsph gxbw「[諸月の] (初めにおいて) [第 1 の月の 1 日、

過越祭に、] 種入れぬパンの祭において、(穀物の)束を揺する日に」。Q と CH は、~yXdwxh] 
rmw[h @nxb ~wybw twcmh gxbw [!waXrh Xdwxl dxabw としており、「過越祭に」を欠

く短い復元を試みている。M は Y の本文にある文章のみを復元。 
(145) Y は Col. 19:9 を参考に以下のように復元。[gx awhw tw[bXh gxb (?)ynXh xspbw] 
~yjxh txnml ~yrwkbh「[そして第 2 の過越し(?)において、7 週の祭において、それこそ

は]小麦の初穂の捧げ物の[祭]」。CH は Y と出 34:22a、民 28:26 を比較し、Y の第 2 の過越

しの後の(?)を取り除いた復元。Q と M は、~yjxh txnml ~yrwkbh [gxbw]「小麦の初穂の

捧げ物の[祭]において」と復元。 
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12 そして最上の油の祭、そして 6 日間の(146) 

13 ….仮庵の[祭]りにおいて、そして祝会において(147)。 

14 …[ 内]庭(148) 

 

Col. 12 

 ]                       []   [  1
 ]                     []   [  2

 ]                  [ ]  [ 3
 ]              []  [ 4
 ]             [ ]   [ 5
 ]        [ 6

 ]       [ 7
 מ֯ד֯ו֯ת֯י֯ו֯ יה̇י̇ו̇    ל 8

 פנה ואמה]   [נ֯ה̇ ]        [ר֯י֯ם֯  9
 בנוי כולו   ם [       ] 10
 עשה כול]ת[ ]        ים[ב̇נ]א[ 11
 ו   ב (?)ש֯ו֯ר֯ו֯ת֯  12
 שה לו]תע   תיו[י֯ו֯ ופנ̇ו̇ (?)[ ]וקר 13
 ]   [                         א   ל[       ] 14

                                                        
(146) Y は Col. 43:9 をもとに次のように復元している。[(?)Xdx !yy $snl Xwryth d[wmbw] 
ymy tXXbw rhcyh d[wmbw「[ブドウ汁(?)の祭において、新しいブドウ酒を注ぐ。]また最

上の油の祭において、また 6 日の」。CH は Y の復元を受け入れるが、「ブドウ汁(?)」は削除

する。Q は ymy tXXbw rhcyh d[wmbw [Xwryth d[wmbw]「[ブドウ汁の祭において、]ま
た最上の油の祭において。また 6 日の」と復元している。M は Y の本文にある文章のみを

復元。 
(147) Y は Col. 25:2f と 10f との比較から次のように復元している。~wybw ~yc[h !brwq] 

trc[bw twkwsh g[xbw ~yrwpkh ~wybw !wrkzh [木々の捧げ物。そして記念日において、

贖いの日において、また]仮庵の[祭]りにおいて、集会において。Q もほぼ同様。CH は、脚

注において、Q の復元を引用している。Q と CH の本文の復元は以下の通り。 
trc[bw twkwsh g[xbw ~yrwpkh ~wybw !wrkzh ~wy]bw ~yc[[h !brwq] 

M は Y の本文にある文章のみを復元。trc[bw twkwsh g[xbw。 
(148) Y によればこの行の復元は Col. 11 の裏の赤外線写真による。Q、CH と M も同様の復元

である。 
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 ]      [               ע֯  ו֯ע֯ש֯י֯ת֯ה֯   נ֯ק֯י֯ו֯ ]מ[ 15
 ]                                      [י]   [                   16

 

12欄(149) 

01 (150) 

1 (151) 

5 (152) 

7 (153) 

8 その寸法は(154) 

9 [  ] [  ]角、アンマ(155) 

                                                        
(149) Y の解説どおりにこの欄の状態はかなり悪く、わずかな語が残るのみである。Q、CH、

M は読みの範囲を広げているので、脚注にて解説する。 
(150) この欄で Q と CH は Y の復元にはない、01 行というものを導入している。詳しい説明

がないが、Q の脚注に、原本と写真を重ね合わせる必要が書いてあることから、そこからの

新しい復元がこれであろう。Q と CH の復元は以下の通り。wab[ ]「彼らは来た」。 
(151) Y は 1 から 7 行まで復元していない。Q、CH と M はその内いくつかを復元している。

この行には bhz[  ]「金」と復元。 
(152) Q、CH は !m dxaw !ymy[ ]「右、そしてもう 1 つは―から」と復元している。Y も 1–

7 行目の説明の中で dxaw !ymy[  ]「右、そしてもう 1 つ」と復元しているが、これは Col. 

13:5 であるとする。Q はさらに 6 行目の初めに lwamX「左」を復元している。そうすると、

Q の読みは、「]右、そしてもう 1 つは左から」となり、CH と僅かに異なる復元をしている

といえる。 
(153) Q、CH と M は、]a [braw h[「]そして 4[」と復元。 
(154) Y はこの読みは確かではないとしながらも、この読みが正しければ、エゼ 43:13 の形に

近いとする。xbzmh twdm hlaw「そしてこれが祭壇の寸法である」。Q、CH、M も Y と

同じ。 
(155) Q と M は Y のテキスト上の復元と同じである。しかし、Y によれば、ただ hmaw hnp
の読みだけが確かであるが、主題は何かの寸法である。twnp が意図されたのであれば、エ

ゼキエル書(Y は箇所を明記せず)と Col. 16:03 と 17、Col. 23:13 において言及され、祭壇の

上方の突き出した角との関係があるとする。もし ~yr という復元が正しければ、祭壇の角

が語られており、復元は次の如くなるとする。hmaw hnp [la] hn[pm hmab] ~yr[X[w「そ

して 2]0[アンマ 隅か]ら、隅[へ]。また 1 アンマを」。CH は Y の主張から ~yr[X[w 
[hmaw hnp[  ]hn[pm  ]「そして 2]0[ 隅か]ら、隅[ ]。また 1 アンマを」と復元している。 
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10 [  ] すべて築かれた(156) 

11 [数]々[の]石。 すべてを作る[よう]に(157)。 

12 (その)数々の列(?)(158) 

13 そしてその(?) [  ]また[その]角。 [あなたは]それを[作]るように(159)。 

                                                        
(156) Y はここに現れる語 hnb「築く」が聖書の祭壇との関係で繰り返し使用されていること

に注目する。申 27:5–6 には、@ynt al ~ynba xbzm $yhla hwhyl xbzm ~X tynbw 
$yhla hwhy xbzm ta hnbt twmlX ~ynba lzrb ~hyl[「またあなたはそこにあなた

の神、主の祭壇を築くように。祭壇の石には鉄を当ててはならない。全き石であなたの神、

主の祭壇を築くように」とある。また、出 20:25（Y の Ex. xx:22 は誤植）には、xbzm ~aw 
tyzg !hta hnbt al yl hX[t ~ynba「もし石の祭壇を私に作るのなら切石で築いては

ならない」と記されている。これらに基づき、wlwk ywnb ~[ynba xbzm ta htyX[w]「あ

なたはその全てが石で築かれた祭壇を作るように」と復元している。CH は Y と同様の復元

を示唆。Q と M は Y のテキスト上の復元と同じ。 
(157) Y は先の申 27:5–6 から、~y]nb[a]を[twmlX ~y]nb[a]「[全]き[石]」と復元している。ま

た、2QNew Jerusalem ar (2Q24) frg. 8 の 3 行（D. バイエによる DJD III 参照）に、祭壇に関

して r]wx !ba ayltwk「壁（祭壇の壁面？）は自然の石」との記述があるので、Y はこの

行がどこからか採石された石と関連があるのではないかと考える。Y の参照箇所のミドッ

ト 3:4 には祭壇の石の採石について記されている。lwk hX[[t を lwk hX[[t !kw]「[そし

て確かに]全て作るように」と復元している。CH も同様。Q と M は Y のテキスト上の復元

と同じ。 
(158) Y は行の初めが、かろうじて解読できるとする。ここも先の New Jerusalem の祭壇に関

して、同じく frg. 8 の 2 行に、a[]bra arwX arX[[「1]0 の行と 4[の」とあることから、

11 行目の終わりから含めて、wy]twrwX / lwk hX[[t !kw]「[そして確かに]全て[その]列を

作るように」と復元している。Y はさらにこの場合クムランのヘブライ語はラビのヘブライ

語の用法と同様に hrwX を祭壇を構成する石の列の意味で用いていると考える。しかし Q、

CH と M はここを w [      ]xbzm[h] twryq「[その]祭壇の壁面[   ]」と復元している。

残念ながら理由は説明されていない。 
(159) Y は最初の単語 wy[  ](?)rqw を Col. 16:16–17、Col. 23:12–14 を参照して wy[twn]rqw そし

てその[角は]と復元している。この語は CH、Q、M も同様である。Y によれば wl hX[[t
である。この語は出 22:21–22 の影響でこの言葉遣いとなっているとする。Q、CH、M はこ

の行を以下のごとく復元している。yl hX[t tXxn xb[zmw   wnm]m [wyt]wnpw wytwnrqw
「そしてその角 ,と[その側面をそれから   ]そして青銅の[祭壇]を私に作るように」。CH
によれば出 27:2 に基づきこの復元をしたとする。出 27:2 は、[bra l[ wytnrq tyX[w 
tXxn wta typcw wytnrq !yyht wnmm wytnp となっている。 
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14(160) 

15 その(?)[水]差し。  またあなたは作るように。[  ](161) 

16(162) 

 

Col. 13 

 ]     [    ]                  [ למען֯  1
 [         ]]            מות[עשר א̇ ]ו[ 2
 [         ]]               [ תעשה 3
 [         ]]             תיו[ודלתו֯  4
 [         ]]שמאול[ל̇  לימין ואחד(?)  אחד֯  5

 [         ]]               [ מצופים 6

 [         ]]             [לו שער כ֯  7
8  vacat []   [                          [ 

  [                       ] ]          [והקור 9
 נה]שאשר תעשה על המזבח כבשים בני  וזה[[                  ] ה֯ד֯ם֯ לעם֯  10
 ר֯ון]עשהאחד תעשה בבוקר ומנחתו  ליום עולת תמיד את הכבש נים[תמימים ש֯  11

a11                                        ]הערבים בין תעשה השני הכבש ואת (?)[ 

 ]תמיד לריח ניחוח אשה כתית רביעית ההין עולתבשמן [ סולת בלולה֯  12

a12            ההין יעית[רב̇  יין ונסכו[ 

 ]המקריב את העולה עור והכוהן[          vacat          ליהוה 13
 ב֯י֯ם֯ ]הערהשני תעשה בין  ואת הכבש vacat יהיה[ אשר לו לו] לה[העו֯  14

                                                        
(160) Y はこの行に何も保存されていないとする。Q、CH、M は wy]twnrq  a[  ] l[  ]hm と

復元。最後の語「[その]角(複)」のみ判読可能。 
(161) Y は 14 行目からこの行までは Col. 33:13–14 がそうであるように、祭壇の器具について

扱っていると考えるが、自身の判読に関しては絶対的ではないとする。Q、CH と M は出

36:36 に基づき、]h[bra ~[y]dwm[ htyX[w ~[  ]「そしてあなたは 4[本]の柱を作るよう

に」と復元。Y はこれを否定。 
(162) Y はこの行の主題を ~ynhkh ylgr $wlyh「祭司たちの足どり」だったのではと考える。

Y が参照箇所としている、ミドット 3:1 を見ると、祭司が祭壇に登るための道が、「祭司た

ちの足どり」と呼ばれていたようである。CH、M は Q の再調査による復元を支持する。Col. 
10:17 で Q が主張した hma がここにあるというものである。彼らの復元は以下の通り。

xbzm[     ]mw hmab ~yX[ ]「アンマそして[  ]祭[壇]」。Y はこの読みも否定。 
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 ]יהוה[ל֯ ] ניחוח[ ח֯ ]ריוכנסכה תעשה לו אשה [ בוקר]ה ת[כמנח̇  15
 ]תמיד לדורותיכמה עולת[                             לוא ת̇א 16
 ]תמימים ושני כבשים בני שנה[ תק֯ריבו ש֯נ֯י֯ ] בתות[ובימי הש 17

13 欄 

01 行(163) 

1   のために。[  ] [  ](164) 

2 [そして]10 ア[ンマ] [  ](165) 

3 作るように。[  ] [  ](166) 

4 そして[その]扉[  ] [  ](167) 

5 1 つは(?)右にもう 1 つは[左]に[  ](168) 

6 覆われる。[  ] [  ](169) 

                                                        
(163) この欄でも Q と CH は Y の復元にはない、01 行というものを導入している。ただし

CH は 1 の前に突然 07 となっている。CH に特に説明がないため Q の 01 を採用した。復元

されているのは ]all であり、前置詞の l ＋否定の al にも見えるが、CH は訳していな

い。Y は脚注において 0 行として na が読み取り可能とする。 
(164) Y はプレート 7 から見ると ![ml が見て取れるが、詳細な写真の試験をすると、最後

の ! が不確とする。Q、CH と M も ![ml と読むが、CH は訳さず。 
(165) Y と CH は twm]a rX[[w]「[そして]10 ア[ンマ]」と復元しているが、Q と M は、rX[[w] 
]a「[そして]10」と復元。Y は、この 7 行目まで、巻物の「著者／編纂者」は扉のある何ら

かの建物について書いていたと推測する。 
(166) Y はこの単語のみで、文章を復元していることは難しいとする。 
(167) Y はこの復元はかなり可能性があるとする。Col. 36:11 と Col. 41:16、17 の参照比較か

ら、全体を[rwhj bhz twpwcm wyt]wtldw「そして[その]扉は[純金で覆われ]」と復元。M

の復元は Y の本文と同じく wyt]wtldw である。Q と CH は、]wtldw「そして扉[」と復元。 
(168) Y は l dxaw !ymyl が Col. 12 にくっついていた断片とする。Col. 12:5 の脚注を参照。

よって Q と CH はここを ]w dxa「1 と[」と復元。M は Y と同じである。W はこの行を自

由作文もしくは代下 3:17 の引用なしのパラフレーズとする。代下 3:17 は、dxaw !ymym dxa 

lwamXhm、Col. 13:5 は、[lwamX]l dxaw !ymyl (?)◦dxa である。 
(169) Y は ~ypwcm の語が男性形で ryqhw であることに着目し、主語が女性形である twtldw
を除外することと、5 行目の何かを修飾することを示唆している。 
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7 そのために門を[  ] [  ](170) 

8 -空白- [  ] [  ](171) 

9 そして[  ] [  ](172) 

10 民のための血(?)。[  ]さて、[これが、あなたが祭壇の上に供すべき、1]歳[の雄の子

羊](173)、 

11 傷のない 2[頭を、日ごとに常供の燔祭として(174)。あなたは 1 頭の雄の子羊を朝に捧げ

るように。また、]1[0 分の 1 の穀物の供物を](175) 

11a [2 頭目の羊を夕べに供すように(?)](176)。 

                                                        
(170) Y は可能な復元を以下とする。[… !waXrh r[X]k r[X wl [htyX[w]「[そしてあなた

は]それに門を[第 1 の門として作るように]」。Q、CH と M は Y の本文にあるのみの復元。 
(171) Y によると写字者はこの行の初めに 5 文字の間を開けている。犠牲を捧げる義務の命令

はここから始まるとする。 
(172) Q と M は、ここを ryqhw「そしてその壁」と復元している。Y はその復元の可能性はあ

ることを示唆するが、その場合はそれまでと話題が変わることになるとして、!b]rwqhw「捧

げ[物」ないし twnb]rwqhw「捧げ[物(複)」を提案。 
(173) Y の復元は出 29:38 と民 28:3 に基づく。Q、CH、M は短い復元をしている。~[l ~dh 

hn[X ynb ~yXbk   ]「民のための血。[  ]  [、   1]歳[の羊]」。 
(174) W は 10 行目の後半からここまでを民 28:3 の広範囲の逐語的引用とする。ただし W に

おいては、Y のテキストにある 11a はない。民 28:3 は hwhyl wbyrqt rXa hl trmaw 
dymt hl[ ~wyl ~ynX ~mymt hnX ynb ~yXbk、Col. 13:10b–11a は l[ hX[t rXa hzw] 
dymt tlw[ ~wyl ~yn]X ~mymt hn[X ynb ~yXbk xbzmh である。 
(175) Y は出 29:41 と民 28:8 に基づいて dymt tlw[ ~wyl ~yn]X ~ymymt とする復元は明白

であるとする。しかし、dymt から !wr]X[ の間は狭すぎて全てのテキストが入らないとす

る。それゆえ後半部の文章を行間に差し挟んだと推測する。よって 11 行と 12 行には 11a と

12 a を挿入する。ただし Q と CH は rqwbb hX[tdxah Xbkh ta ~wyl ~yn]X ~ymymt 

!wr[X[ wtxnmw「傷のない 2[匹を日ごとに。あなたは 1 匹の雄の子羊を朝に捧げるように。

また、]1[0 分の 1 の穀物の捧げ物を]」と復元。M は !wr[X[ … ~yn]X ~ymymt「傷のない

2[匹を] 1[0 分の 1]」とする短い復元である。 
(176) Q、CH と M はここを復元していない。 
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12 [4 分の 1 ヒンのすり潰された油と]混ざっている、上質の小麦粉(177)。 [それは常供の燔

祭、宥めの香り、火に焚く供犠となる。](178) 

12a 灌奠が[4 分]の 1[ヒンの]ブドウ酒(179) 
13 主の(180)。-空白- [そして燔祭を捧げる祭司。](181) 

14 彼の燔[祭の皮 13] は彼の[ものとなる(182)。-空白- そして第 2 の羊を]夕[べに供しなけ

                                                        
(177) W は 11 行目の後半からここまでを民 28:5b の広範囲の逐語的引用？とする。だが実際

は民 28:5 全体に類似している。民 28:5 は !mXb hlwlb hxnml tls hpyah tyryX[w 
!yhh t[ybr tytk。Col. 13:11b–12a は !yhh t[ybr tytk !mXb]hlwlb tlws !wr[X[。 

(178) Y によると、hlwlb tlws の最後の h 以外は確かに読めるという。また、巻物の「著

者／編纂者」は、出 29:40 の lwlb tls と、民 28:20 の hlwlb tls という 2 つのソース

を調和させようとしていると主張する。また、Q は以下のごとく復元している hlwlb tlws 

[hXa xwxyn xyrl ry[]Xlw ~yXbkl [!mX !yhh ty[ybrb]「[4 分の 1 ヒンの油と]混ざっ

ている、上質の小麦粉、羊のためのまた山[羊のための宥めの香り、火に焚く供犠となる]」。
私見では、言うまでもないことであるが、これは羊や山羊への捧げ物ではなく、それらの動

物の犠牲に伴う穀物の捧げ物を指したものとみられる。CH は脚注と Composite Text におい

て Q の復元を支持。本文は M と同じく、ry[]Xlw ~yXbkl hlwlb tlws[       ]
「[      ]混ざっている、上質の小麦粉、羊のためのまた山[羊のための(もの)である]」
としている。 
(179) Q、CH、M も Y と同様に 12 行と 13 行の行間に 12 行 a として文章を復元している。こ

れは 13 行の hwhyl 以降に挿入するためのものである。民 28:7a に基づくが、MT は !yy を
欠く。NFT 民 28:7a は、hnyh tw[ybr rmx ywkwsnw、ウルガタ民 28:7 は、a et libabitis vini 

quartam partem hin、ペシッタ民 28:7a は、anymhd h[bwr armx hyqwnw である。ここはウルガ

タ、NFT、ペシッタに近い。CH は類似例に LXX および MSS を加える。W はこの行を MT
ではない他の古代訳からの民 28:7a の広範囲の逐語的引用とする。また、民 28:7a は、wksnw 
!yhh t[ybr、Col. 13:12a は、[!yhh ty[y]br !yy wksnw である。 
(180) W は 12 行目の後半からここまでを民 28:6 の著しい削除による逐語的引用とする。民

28:6 は hwhyl hXa xxyn xyrl ynys rhb hyX[h dymt tl[、Col. 13:12b–13a は tlw[ 

hwhyl [hXa xwxyn xyrl dymt。 
(181) hwhyl までは Y、Q、CH、M 同じである。それ以降 Q、CH、M は txah hlx[h「そ

の]ケーキ 1 つ」と復元し、Y とは異なる。 
(182) レビ 7:8 参照。W も 13b からここまでをレビ 7:8 の短い引用を含む節かその一部のパラ

フレーズ？とする。レビ 7:8 は、byrqh rXa hl[h rw[ Xya tl[ ta byrqmh !hkh 
hyhy wl !hkl、Col. 13:13b–14a は、wl rXa [hl]w[h [rw[ hlw[h ta byrqmh !hwkhw] 
hyhy] wl となっている。 
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ればならない。](183) 

15 朝の捧[げ物]のとして、[またその灌奠として供しなければならない。それは、主]への

宥[めの香り、火に焚く供犠となる。](184) 

16 あなたは  してはならない。[あなたたちの世代を通しての常供の燔祭。](185) 

17 [もろもろの安息]日に、[あなたは]2[頭の傷のない 1 歳の雄の子羊を]捧げ、そして[2](186) 

 

Col. 14 

[wtbXb tbX tlw[ wksnw !mXb hlwlb hxnm tlws ~ynwrX[] 01  

[hwhyl hlw[ wbyrqt hmkyXdwx yXarbw[[    ]]wksnw dymth twlw[ l[] 02  

 ]שבעה תמימים פרים בני בקר שנים ואיל אחד כבשים בני שנה[ 1
 ]ההין שמן ויין לנסך שלושה עשרונים בחצי ה[ח̇ה סולת בלול̇ ]ומנ[ 2

                                                        
(183) Y は [hl]w[h と読む。最初の文字群に関しては間違いようがないとしている。確かに

Q、CH、M も同様。ただし rXa 以降は全く異なる。Q、CH、M は以下のように復元。t]XXl 
~[ymyh「6[日の]間」。この行の b から 15 行まで民 28:8 参照。 
(184) Y のこの行の最初の復元 rqwb[h t]xnmk は Q、CH、M も同様。Y は民 28:8 などから

後半を復元しているが、Q、CH、M は復元せず。W も 14b からここまでを民 28:8 の広範囲

の逐語的引用？とする。民 28:8 は rqbh txnmk ~ybr[h !yb hX[t ynXh Xbkh taw 
hwhyl xxyn xyr hXa hX[t wksnkw、Col. 13:14b–15 は !yb hX[t ynXh Xbkh taw 
[hwhy]l [xwxyn] x[yr hXa wl hX[t hksnkw] rqwb[h t]xnmk ~yb[r[h。 
(185) Y は ]at awl をマラ 1:10 の ~nx yxbzm wryat al「私の祭壇に無意味に火を点じる

な」の暗示としている。だが Q、CH、M は lk]at awl「あなたは[食べては]ならない」と

復元している。 
(186) 民 28:9 参照。ただし wbyrqt twtbXh ymybw という表現は MT には表れない。だが、

LXX とウルガタに類似の表現が現れる。LXX は kai. th/| hm̀e,ra| tw/n sabba,twn prosa,xete
ウルガタは die autem sabbati offeretis。またこの行の復元は Y と Q が似ていて、CH と M が

似ている。Q の復元は以下の通り。[~ymymt hnX ynb ~yXbk] ynX byrqt [twtb]Xh ymybw
「[もろもろの安息]日に、[あなたは]2[匹の傷のない 1 歳の雄の子羊を]捧げるように」。Y は

文書の最後に ynXw そして 2 が存在するところが Q と異なるところである。CH と M は、 

] ynX byrqt [twtb]Xh ymybw「[もろもろの安息]日に、あなたは 2 匹を捧げるように」と

復元している。しかし CH は脚注で Y を支持している。W もこの行を民 28:9a の MT では

ない他の古代訳からの広範囲の逐語的引用？とする。民 28:9a は、~yXbk ynX tbXh ~wybw 
ynXw ~mymt hnX ynb、Col. 13:17 は、hnX ynb ~yXbk] ynX wbyrqt [twtb]Xh ymybw 
[ynXw ~ymymt である。 
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 ]האחד ומנחה סולת בלולה בשמן שני פר[צ̇י̇ ההין ל]ח[ 3
 ]ההין לאיל האחד ההין ויין לנסך שלישית[ בשלישית] עשרונים[ 4

 ]ההין ויין רביעית סולת בלולה ברביעית חה[עשרון מנ] ועשרון[ 5

 ]ריח[                                         ן̇ ל̇כ̇בש האחד]ההי[ 6
 ]עולת חודש בחודשו זאות vacat חודשיכמה שי[ניחוח ליהוה ברא 7
 ]                                           [ ל̇חודשי השנה 8
 ]הוא לכמה לחודשי ראוש חודשים ראישון ראישון[ובאחד לחודש ה 9

 ]שעיר עזים לחטאת לוא תעשו ועשיתמה בודה[השנה כול מלאכת ע̇  10
 ]פר בן בקר אחד עליכמה ועשיתמה עולה ר[לבד הוא יעשה לכפ 11
  ]                             תמימים שנה שבע י[איל אחד כבשים בנ 12

 ]סולת בלולה בשמן החודש ומנחה שלושה עשרונים ת[ל̇ ]עו בד[ל̇ ]מ[ 13
 ]ההין ריח ניחוח ליהוה ושני מחצית [ן֯ לנסך]ויילפר האחד [ מחצ̇י̇ת̇ ההין 14

 ]תקריבוההין ויין לנסך  בשמן שלישית [עשרונים סולת מנחה ב֯ל֯ו֯ל֯ה֯  15
 ]ליהוה ועשרון אשה ריח ניחוח אחד[ההין לאיל ה֯ ] ישית[ש̇ל̇  16
 ]לנסך תקריבו בלולה בשמן רביעית ההין ויין ה[מ̇נ̇ח̇ ] סולת[ 17
 ]            יר[ו̇ל̇ש̇ע̇  כ̇ב̇ש̇י̇ם̇ ]     [ה֯א̇ח̇ד̇ ] רביעית ההין לכבש[ 18

 

14 欄(187) 

01 [油と混ざっている、穀物の供物のための 1/10 の上質の小麦粉、そしてその灌奠、これ

は毎安息日の燔祭である。](188) 

                                                        
(187) この欄の読みは Y と Q で、かなり異なっている。 
(188) Y によると、前の欄は安息日の犠牲の命令で終わっている。その戒めは失われた欄の上

部にもあったはずだと述べる。よって彼は MT により 01 と 02 として復元している。Y と

はかなり異なるが、CH も、民 28:9–10, 15:5, 28:13–14、出 29:40–42 を基に以下の通り 01–04
を復元している。 

[!mX !yhh ty[ybrb hlwlb hxnm tlws ~ynwrX[] 01  
( )内は筆者による修正。[(t)hlw[ !yy Xbkl !yhh ty[ybr hmhyksnw dxah Xbkl] 02  

[vacat(?)  hksnw dymth tlw[ l[ wtbXb tbX] 03  
[~ynX rqb ynb ~yrp hwhyl hlw[ wbyrqt hmkyXdwx yXarbw] 04  

01 [1/4 ヒンの油と混ざっている、穀物の捧げ物のための 1/10 の上質の小麦粉を] 
02 [1 匹の雄の子羊のために。またそれらの灌奠、1/4 ヒンのブドウ酒を雄の子羊のために。] 
03 [これは毎安息日(に捧げるべき)燔祭であり、日ごとの燔祭とその灌奠である。-空白- 

(?)] 
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02 [常供の燔祭とその灌奠については[[    ]]またあなたたちの月の初めにおいて主

の燔祭をささげるように] 

1 [2 頭の若い雄牛、1 頭の雄羊、傷のない 1 歳の 7 頭の雄の子羊。](189) 

2 [1/2 ヒンの油と混]ざっている、穀[物の供物のための 3/10 の上質の]小麦粉、[また灌奠

のためのブドウ酒。](190) 

3 [各々の雄牛に]対して 1[/2]ヒン[の油と混ざっている、穀物の供物のための上質の小麦

粉 2](191)  

4 [/10。]1/3[ヒンの灌奠のためのブドウ酒。雄羊 1 頭に対し 1/3ヒン。](192) 

5 [そして 1/10、]穀[物の供物。そのための 1/4 ヒンの(油)と混ざっている、上質の小麦粉

                                                        
04 [またあなたたちの月の初めにおいて、主への燔祭として牛の群れから取った 2 頭の雄

牛を捧げるように。] 
(189) Y も CH も復元の根拠を民 28:11 としている。それぞれの学者による 1 行の復元は異な

る。本文では CH と M は dxa のみ復元。Q は Y とは、異なる復元をしている。dxa [lyaw] 
[tajxl dxa ry[Xw ~ymymt h[bX hnX ynb ~ybXk]「1[匹の雄羊、傷のない 1 歳の 7
匹の雄の子羊また、雄山羊 1 匹を浄罪の供犠として。]」Y は若い雄牛 2 匹を入れるが雄山

羊と浄罪の供犠は欠き、Q は若い雄牛 2 匹を欠くが雄山羊と浄罪の供犠を入れる。CH は脚

注では Q の復元を採用。 
(190) Q と CH は Y の読みと明らかに異なる。違いは以下。!mXb h]lwlb tlws hx[nmw] 
[hlwlb tlws ~ynwrX[ hXlX「[油と混]ざっている、穀[物の捧げ物のための上質の小麦

粉。(1/2 ヒンの油)と混ざっている、3/10 の上質の小麦粉。]」( ) 内には 3 行目の初めの文章

を入れた。 
(191) 以下は Q の読み。~ynwrX[ ynXw rpl !yhh tycxm $snl !yyw !mX] !yhh tycx[mb] 

[tlws「[1/]2 ヒンの[油。また灌奠のためのブドウ酒 1/2 ヒン。若い雄牛に対して 2/10 の上

質の小麦粉]」。脚注にある CH の読みもこれと同じである。M の復元は短いが、出だしは Y
と同じで、!yhh yc[x] である。W は 2 行目からここまで民 28:12a の再配列された語順に

よる逐語的引用と民 15:9b の再配列された語順における逐語的な引用？と自由作文とする。

民 28:12a は dxah rpl !mXb hlwlb hxnm tls ~ynrX[ hXlXw、民 15:9b は hxnm 

!yhh ycx !mXb lwlb ~ynrX[ hXlX tls、Col. 14:2–3 は hXwlX h]lwlb tlws hx[nmw] 
[ynX !mXb hlwlb tlws hxnmw dxah rp]l !yhh yc[x] [$snl !yyw !mX !yhh ycxb ~ynwrX[。 
(192) Q の読み。[lyal !yhh tyXlX $snl !yyw !mX !yhh] tyXylXb hl[wlb]「1/3[ヒン

の油と混ざっている。また灌奠のためのブドウ酒 1/3 ヒン。雄羊に対して。]」CH の脚注も

同様。CH によると民 15:6–7a に基づく。 
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1/10。そしてブドウ酒、1/4](193) 

6 [ヒ]ン。各々の雄羊に対し。[               香り(194)](195) 

7 [あなたたちの月々の初めにお]ける、主への宥めの[ (香り 6) -空白- これはその月にお

ける燔祭](196) 

8 この年の月々の(ものである)。[  ](197) 

9 また、最初の月の 1 日は[月々の初めとなる。それはあなたたちの]年 [(198)の正月であ

る。](199) 

                                                        
(193) Q は、[[br $snl !yyw !mX !yhh [brb hlwlb] hxnm !wrX[ Xbk[lw]「[また子羊]
に[対して]1/10 穀物の捧げ物 1/4 ヒンの油と混じっている。また灌奠のためのブドウ酒 1/4」
と読む。脚注で、CH も同様。CH によると民 15:4–5a, 28:13 に基づく。 
(194) 日本語の構文では 7 行に持っていかないと文章にならない。 
(195) Q は [xyr hXa ~yz[h ry[Xlw ~yXbkh t[bX]l dxah Xbkl !yh[h]「[ヒ]ン。1
匹の雄の子羊に対して。[7 匹の雄の子羊に対し、雄山羊に対し、火に焚く供犠、(主への宥

めの)香り。]」と復元。( ) 内には 7 行目の初めの文章を入れた。脚注で CH も同様。雄山羊

の復元には Y も脚注で可能性を述べている。W は 5 行目からここまで民 28:13a の広範囲の

逐語的引用と民 15:5 の再配列された語順による逐語的引用とする。民 28:13a は !rX[w 
xyr hl[ dxah Xbkl !mXb hlwlb hxnm tls !wrX[、民 15:5 は ty[ybr $snl !yyw 
dxah Xbkl xbzl wa hl[h l[ hX[t !yhh、Col. 14:5–6 は hlwlb tlws hx]nm !wrX[ 

[xyr              ]dxah Xbkl ![yhh] [ty[ybr !yyw !yhh ty[ybrb。 
(196) Y と Q は殆ど同じである。CH は yX]arb hwhyl xwxyn、M は yX]arb hwhyl xwxyn 
hmkyXdwx と復元。 
(197) Q は vacat (?)]hwhyl [awh hXa] hnXh yXdwxl「この年の月々の主への火に焚く供犠

(である)」と復元。CH の脚注も同様。W は 7 行目からここまで民 15:13b の広範囲の逐語的

引用と民 28:11a の広範囲の逐語的引用？とする。民 15:13b は、hwhyl xxyn、民 28:11a は、

hwhyl hl[ wbyrqt ~kyXdx yXarbw であり、Col. 14:7–8 は、yX]arb hwhyl xxyn 
[           ]◦◦hnXh yXdwxl [wXdwxb Xdwx hlw[ twaz vacat hmkyXdwx。 
(198) 本来この語は 10 行目の最初に来る。 
(199) この行での Y と Q には大差がない。Q は Y の復元から hmkl「あなたがたの」を除い

たものである。CH は脚注で、Y と Q の 2 通りの復元を記している。M は Xdwxl dxabw 
[  ]h と 1 番短い復元。ここから 10 行目の最初の hnXh までは出 12:2 に基づく。W は 9
行目からこの行の前半まで出 12:2 の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズと自由作

文とする。出 12:2 は hnXh yXdxl ~kl awh !wXar ~yXdx Xar ~kl hzh Xdxh、Col. 

14:9–10a は hnXh [yXdwxl hmkl awh !wXyar ~yXdwxh Xwar !wXyar]h Xdwxl dxabw。 
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10 すべて働きの[業はなしてはならない。また 1 頭の雄山羊を浄罪の供犠とするよう

に。](200) 

11 それのみが、[あなたたちのの]贖[いをするために捧げられる。また、あなたは 1 頭の若

い雄牛を燔祭とするように。](201) 

12 1 頭の雄羊、[傷のない 1]歳[の 7 頭の雄の]子羊(202)。 

13 [新月の燔]祭の他[に、また、穀物の供物のための](1/2 ヒン)14[の油と混ざっている上質

の小麦粉 3/10。](203) 

                                                        
(200) Q と CH は Y と wX[t awl 以降が異なる。11 行 a までかかるこの文章は、明らかに出

12:16b に基づく Q と CH の復元が正しく思える。復元は以下の通り。hd]wb[ tkalm lwk 

hmkl [hX[y awh dbl Xpn lwkl lkay rXa $a wX[t awl「すべて働きの[業はして

はならない。しかし皆の者が食べるものだけは]あなた方[のために作るように]」。Y の復元

は民 29:1b, 5 に基づくが、9 行目から 10 行の話題は過越祭についてである。何故第 7 の月

の 1 日の浄罪の供犠という観点から復元するのか説明されていない。過越祭の過越の子羊

をラッパの祭の山羊と同様に浄罪の供犠を捧げたと Y は考えているのかもしれない。ただ

し Y の言う通り 11Q19 の「著者／編纂者」は ~kl hyhy h[wrt ~wy を削除して聖句を使

用した可能性もある。 
(201) Q は 10 行と 11 行目において、自身も記しているように、以下の通り Y と大きく異なる

復元をしている。[dxa rqb !b rp hwhyl hlw[hmtyX[w]「[あなたがたは牛の群れから

取った 1 匹の若い雄牛を主への燔祭とするように]」。CH の脚注も同様。W は、10 行目の後

半からここまでを民 29:1b の広範囲の逐語的引用と自由作文、および民 29:5b の短い引用を

含む節かその一部のパラフレーズとする。民 29:1b は ~wy wX[t al hdb[ tkalm lk 

~kl hyhy h[wrt である。W は民 29:5b としているが、民 29:5 全体である。民 29:5 は、

~kyl[ rpkl tajx dxa ~yz[ ry[Xw、Col. 14:10b–11 は、awl hdwb][ tkalm lwk 
hlw[ hmtyX[w hmkyl[ r]pkl hX[y awh dbl [tajxl ~yz[ ry[Xw hmtyX[w wX[t 
[dxa rqb !b rp となっている。 
(202) Q は taj[x]l dxa [ry[Xw] h[bX [~ymymt] hnX ynb ~yXbk dxa lya「1 匹の雄

羊、[傷のない] 1 歳の 7 匹の雄の子羊また 1 匹の[雄山羊。]浄[罪]の供儀のための」と復元。

CH も同様。W はこの行を民 29:2 の再配列された語順による逐語的引用とする。民 29:2 は 
~mymt h[bX hnX ynb ~yXbk dxa lya、Col. 14:12 は hnX y]nb ~yXbk dxa lya 

[      ~ymymt h[bX である。 
(203) CH によるとこの行の皮が擦り切れているようである。復元に関しては、Y と Q に大き

な違いはない。Q には最後の !mXb が欠けており、また、Xdwxh と hxnmw の間に小さな

vac. (?) -空白- を挿入する。CH は Q の復元を支持する。前半は民 29:6、後半は民 15:9 に基

づくとする。しかし後半は !mXb hlwlb tlws ~ynwrX[ hXwlX hxnmw に対して民 15:9
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14 1/2 ヒン[雄牛 1 頭に対する。]灌奠のためのブ[ドウ酒 1/2 ヒンは主への宥めの香り。ま

た 2](204) 

15 /10 の上質の小麦、穀物の供物(のための)。[ (それは)1/3 ヒンの油と]混ざっている。[ま

た、灌奠のためのブドウ酒をあなたたちは捧げるように。](205) 

16 [(その)1]/3 ヒンは雄羊 1[頭に対して火に焚く供犠、主への宥めの香り。また、1/10](206) 

17 [の上質の小麦。穀]物[の供え物(ための)。(それは)1/4 ヒンの油と混ざっている。また、

灌奠のためのブドウ酒をあなたたちのは捧げるように。](207) 

                                                        
は !mXb lwlb ~ynrX[ hXlX tls hxnm であり、tlws「上質の小麦」の位置が異なる。

W はこの行を民 29:6a からの広範囲の逐語的引用？とする。民 29:6a は Xdxh tl[ dblm 

htxnmw、Col. 14:13 は hlwlb tlws ~ynwrX[ hXwlX hxnmw Xdwxh t]l[w[ db]l[m] 

[!mXb で、W には後半の説明がない。後半は CH の説明にある民 15:9 に類似している。 
(204) Q は y[n]X[w dxa rpl !yhh tycx]m $snl !yyw !mX !yhh tycxmb「1/2 ヒンの油に

よって。灌奠のためのブドウ酒 1[/2 ヒンは雄牛 1 匹に対する(もの)。また]2」と復元。CH は

Q の復元を支持。W はこの行を民 15:9, 10 の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズ

とする。民 15:9, 10 は ycx !mXb lwlb ~ynrX[ hXlX tls hxnm rqbh !b l[ byrqhw 
hwhyl xxyn xyr hXa !yhh ycx $snl byrqt !yyw !yhh、Col. 14:14 は rpl] !yhh tycxm 
[ynXw hwhyl xwxyn xyr !yhh tycxm] $snl ![yyw dxa である。ただし、この行の tycxm 
rpl] !yhh は、民 28:14a の rpl hyhy !yhh ycx にも類似。 
(205) Q は $snl !yyw [!mX !yhh tyXlX]b hlwlb hxnm tlws ~ynwrX[「[1/3 ヒンの油と

混じっている] (2)/10 の上質の小麦は、穀物の捧げ物。また灌奠のためのブドウ酒」と復元。

CH は Q の復元を支持。(2)は前の行より。W はこの行を民 15:6b の再配列された語順によ

る逐語的引用とする。民 15:6b は !mXb hlwlb ~ynrX[ ynX !yhh tyXlX tls hxnm、
Col. 14:15 は [wbyrqt $snl !yyw !yhh tyXylX !mXb ]hlwlb hxnm tlws ~ynwrX[ と
なっている。 
(206) Q は、!wrX[ ~yz[h [ry[]X[lw] ~yXbklw dx[a]h lyal !yhh t[yXy]lX「その 1[/3]
ヒンは雄羊 1[匹]に対して。また羊に対して、[また]雄[山羊に対して]、(1)/10」。CH は Q の

復元を支持。この行は民 15:7a に基づく。ただし随分改訂されている。 
(207) Q は、[ty[ybr $snl !yyw] !mX !yhh [brb hlwl[b] hxnm tl[ws dxa]「1/4 ヒン

の油と混じっている、1/(10)の上質の小麦は、穀物の捧げ物。また灌奠のためのブドウ酒 1/4。
CH は Q の復元を支持。W は 16 行目からここまでを民 15:7a の広範囲の逐語的引用と民

29:14の再配列された語順による逐語的引用とする。ただし前者の聖句は民 15:7。民 15:7は、

hwhyl xxyn xyr byrqt !yhh tyXlX $snl !yyw、民 29:14 は、!mXb hlwlb tls ~txnmw 
~lyah ynXl dxah lyal ~ynrX[ ynX ~yrp rX[ hXlXl dxah rpl ~ynrX[ hXlX、
Col. 14:15–17 は、[wbyrqt $snl !yyw !yhh tyXylX !mXb ]hlwlb hxnm tlws ~ynwrX[w 
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18 [ (その)1/4 ヒンは雄の子羊]1 頭[   ]に対するもの。雄の子羊と雄[山羊に対する。](208) 

Col. 15 

[xbz]mh l[[ wbyrq[hw 01  

 [                                        ]ויום̇  ל֯ יום]בכו[ 1
 ]      ונסכמה יר עזים לחטאת ומנחתמה[⌉ע̇ ⌈שנה שבעה וש̇  2

 ]יום ויום[ ⌉לכול ולמלואים איל איל⌈  ?vacat     כ֯משפט הזה 3

a3 ]לאיל אחד סל המלואים לי[אי לכול לחם סלי]ו[ 
 ]ימי המלואים לכול ת[⌉לשבע ל האילים והסלים⌈]ו[אחד וחצו את כ]ה[ 4
 ⌉את שוק הימין יהיו מקריבים ליהוה⌈] תיהמה[ויום כמחלקו] יום[ 5
 ⌉שתי⌈] ואת החלב המכסה את הקרב את[ע̇ו̇לה מן האיל ו 6
 ]אשר על הנה ואת החלב[⌉אשר עלי⌈ חלב]ה[ ו̇אתהכליות  7
 ⌉ואת יותרת הכבד לעומת עציהה⌈] תמימה ה[הכסלים ואת האלי 8
 ⌉סל וחלת⌈]מן ה ולקחו חלת מצה אחת שפט[ומנחתו ונסכו כמ 9

 ]החלבים אחד ושמו הכול על[ ⌉יק⌈לחם שמן אחת ורק 10
 ⌉את המקריביםר לימין ויניפו ⌈עם שוק התרומה אש 11
 ⌉עולה היא פני יהוה⌈]ל נופה[לים ואת סלי הלח̇ם ת̇ יהא 12
 ]המזבחה על והקטירו הכול [אשה ריח ניחוח לפנ̇י י̇ה̇ו̇ה̇  13
 ]vacat  המלואים  [⌉ע̇ת ימי⌈העולה למלא על נפשותמה שב 14
 מלא] אשר לשרת לפני יהוה [ואם הכוהן הגדול יהיה ע̇ו̇מ֯ד֯  15
 ]פר ב[⌉הו ויקרי⌈ש̇ את ה̇בגדי̇ם̇ ת̇ח̇ת̇ א̇ב̇י]בו[ל̇ל̇  ⌉ד֯ו̇ ⌈י̇  16
 ⌉את אשר̇  נים ויקרב⌈ואחד̇ על ה֯כ֯ו֯ה] ם[ל כול הע]עאחד [ 17
 ]ידיהמה את ים[וסמכו זקני הכוהנ̇  ⌉ונה⌈ם̇ בריאש̇ ⌉ני⌈]לכוה[ 18

                                                        
hlwlb h]xnm [tlws] [!wrX[w hwhyl xwxyn xyr hXa dxa]h lyal !yhh [tyXy]lX 
[wbyrqt $snl !yyw !yhh ty[ybr !mXb である。 
(208) Q は、[~yz[h ry][Xlw ~yXbkh t[[bX]l dxah [Xbkl !yhh]「(1/4) [ヒンは雄の子

羊]1 匹[に対するもの。7]匹の雄の子羊に対して、雄[山羊]に対して」。CH は脚注において民

15:4–5 に基づいたと記しているが、ヘブライ語文は Q と同じ復元をしている。しかし英文

への翻訳において、ヘブライ語を誤訳していると思われる。[a hin for the lamb,] the one for [the 
Sabb]ath, the lambs and the bil[ly-goats …] t[[bX]l「7 匹の」が原文なのだが、「安息日のた

めに」と訳している。もしそうならヘブライ語文は t[bX]l とすべきである。これは後半の

p. 288 の TSCT の 18 行も同様に訳している。[ を見落とした誤訳ではないだろうか？ 
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15 欄 

11Q20 Iと平行している。 

01 [そして彼らは] [祭]壇の上で[捧げねばならない。](209) 

1  [日]ごとに(210)。 

2 [浄罪の供犠のための]1歳(の雄の子羊と)(211) 7匹と [1匹の] ⌈雄⌉ 山[羊。またそれらの穀

物の供物と灌奠。](212) 

3 この規定に従って-空-(213)[日ごとに、] ⌈任職の儀式(214)のための 1 匹の雄羊⌉̇ (215)。 

3a [また、任職の儀式のすべての雄羊のための]パンのかご、[雄羊 1 匹 4 に対して 1 個の

籠](216) 

                                                        
(209) M と Q は 11Q20 からこの行を復元。M の編集した DJD XXIII, 11Q20, Col. 1:10 による

と、[~wyw ~wy lwkl xbz]mh l[ wbrq[hw とあり、01 と 1 はつながってる。CH も TSCT
で同じように復元しているが、番号は 04。 
(210) Q、CH、は ~wyw ~wy l[wkl]「日ご[とに]」と読む。M は 11Q20 からこの後に、!b rp] 

[~yXbk dxa lya dxa rqb「[1 匹の若い雄牛と 1 匹の雄羊]」を挿入する。Q は 2010 年

版で、CH も TSCT で M と同じように復元した後、さらに ynb を加えている。 
(211) ( )内は 11Q20 の Col. 1:11 からの挿入。 
(212) W は 1b からここまでを、民 29:2–6 の引用なしのパラフレーズとしている。類似点は

MT 民 29:2 h[bX hnX、MT 民 29:5 tajx dxa ~yz[ ry[Xw、MT 民 29:6 ~hyksnw htxnmw、

Col. 15:2 は[ hmksnw hmtxnmw tajxl ~yz[ ry]⌈ [⌉Xw h[bX hnX。 
(213) Y は[[ ? ]]としているが、DE は vacat?となっている。Q は 1996 年版では -空白- を
欠くが、2010 年版では挿入している。M はここに -空白- を挿入する。CH が注に記すよう

に、DJD XXIII, 11Q20, Col. 1:11 を参照した挿入。また M は本文も 11Q20 を参照して lwkl
以下を [~wyw ~wy]「[日ごと]」とせず、[dxaw ~wy]「[それぞれの日]」とする。 
(214) ヘブライ語は ~yawlm。Koehler, L., and, Baumgartner, W., The Hebrew & Aramaic Lexicon 
of the Old Testament によると祭司の任職式を指している。出 29:22、レビ 7:37 参照。出 28:41 
~dy ta talmw「そして彼らの手を満たすように」が聖職者の地位への任職行為を表す専

門用語。旧約聖書翻訳員会、木幡藤子・山我哲雄 (訳)『旧約聖書 II 出エジプト記 レビ記』

岩波書店、2000 年、146 頁、注 5 参照。 
(215) W はここを民 29:35 ＋ 29:2, 15 の引用なしのパラフレーズでレビ 8:33b ＋ 8:18, 22 と

も比較しているが、テキストは類似していない。 
(216) Y によれば 13:11a や 12a のように写字者によって行間に入れられたもの。W はここを

出 29:2–3, 23 の引用なしのパラフレーズ。レビ 8:3、26 の引用なしのパラフレーズ、として

いるが、テキストは類似していない。 
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4 す[べ]⌈ ての雄羊を分けるように、またかごは⌉̇、[任職の儀式のための]7[日の間(217)、た

めの] 

5 [日ごと]のものである。[彼らの区]分に従い、⌈彼らは主に(雄羊の燔祭の)(218)右の腿を捧

げるように⌉(219)。 

6 また[内臓を覆う脂肪を、また] ⌈2 つの⌉(220) 

7 腎臓を、それ⌈に付着する(221)⌉[脂]肪を、(腰)8 [の上の脂肪を、](222) 

8 ⌈また尾骨の近くの⌉脂[尾全体(223)を]、⌈肝臓の付属物を⌉を(224) 

9 またその穀物の供物とその灌奠を[法]に従って、(捧げるように。)(225) 

                                                        
(217) Q と CH は ~yawlmh を欠く。しかし M は Y と同様。M の DJD XXIII, 11Q20 は t[bXl 

~wyw ~wy ~yawlmh] [ymy] となっている。ここでは、~yawlmh の後の lwk を欠いている。 
(218) この語は 6 行に最初に出る単語である。 
(219) 右のももを Q と CH は欠く。M も欠くが、[hmhyt]wqlxmk「[彼らの区]分に従い」を 

~ynhkh t]wqlxmk と、「[祭司たちの区]分に従い」と復元している。M には表記の問題が

あり、~ynhkh に w が欠けているが DJD XXIII, 11Q20 では ~ynhwkh t]wqlxmk と死海文

書の正しい表記法になっている。 
(220) Y によると出 24:22–26 とレビ 8:28, 29 が背景にあるとする。W はレビ 3:9b の広範囲の

逐語的引用としている。MT レビ 3:9b は blxh lk taw brqh ta hskmh blxh taw 

brqh l[ rXa、Col. 15:6 は⌈ytX⌉ [taw brqh ta hskmh blxh ta]w lyah !m 
hlw[ である。類似部分前後の内容はかなり異なっている。 
(221) Y、CH、M の hnh]yl[ rXa に対して、Q は hmh]yl[ rXa である。 
(222) この行を W はレビ 3:10 の広範囲の逐語的引用としている。MT レビ 3:10 は、ytX taw 
hnrysy tylkh l[ dbkh l[ trtyh taw ~ylskh l[ rXa !hl[ rXa blxh taw tylkh
である。6 行目の終わりの 2 語を入れると、Col. 15:7 は、rXa blx[h] taw tylkh ytX [taw 

[l[ rXa blxh taw hnh]⌈yl[⌉となるが、逐語的引用とはいえない。 
(223) Y のこの語 hmymt を Q、CH、M は欠く。11Q20 の 16 行参照。W はここをレビ 3:9b の

広範囲の逐語的引用としている。レビ 3:9b は hc[h tmw[l hmymt hylah、Col. 5:8a は

hhc[ tmw[l⌉
 [hmymt h]ylah で、この前後にある単語が異なる。 

(224) この行の後半を W はレビ 3:10b の広範囲の逐語的引用としている。MT レビ 3:10b は

dbkh l[ trtyh taw、Col. 15:8b は dbkh trtwy taw。だが実際は、MT 出 29:22、MT

レビ 8:16, 22 dbkh trty taw が逐語的である。 
(225) W はこの前半を民 29:6 の広範囲の逐語的引用としている。MT 民 29:6 は、htxnmw 
~jpXmk ~hyksnw で、Col. 15:9a では、jpX]mk wksnw wtxnmw と書き換えられている。 
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[また彼らは種入れないパンケーキ]1つをその⌈かご⌉ [から取るように]。また(226) 

10 1つの油を塗ったパン(⌈ケーキ⌉)9と[1つの]ウエ⌈ハース⌉̇[とをすべて脂肪の上におくよう

に。](227) 

11 ⌈右の⌉腿の捧げ物と共に。⌈またこれらの犠牲、⌉ (雄羊、パンのかごを)12 ⌈ 差し上げるよ

うに。⌉ (228) 

12 これは主の御⌈前⌉の差し[上げる供物。]⌈それは燔祭、⌉ 

13 火に焚く供犠、主の御前の宥めの香り。[またすべてを祭壇(229)の上で焼いて煙にするよう

に。](230) 

                                                        
(226) Y が示す通り、この行の後半は出 29:23 の改訂である。だが、MT と異なり、~xl rkkw 
txa が欠落している。LXX でも同様に欠落しているので、LXX 型のヘブライ語聖書を使

用した可能性がある。Q の 1996 年版と CH は ![m txa hcm wxqyw jpX]mk wksnw wtxnmw 
lsh「またその穀物の捧げ物とその灌奠を規[定に従って、(捧げるように。)また彼らは種入

れぬパン]1 つをその[籠]から取るように」と復元している。しかし Q は、2010 年版では、

lsh !m hcm tlx wxqlw jpX]mk wksnw wtxnmw「またその穀物の捧げ物とその灌奠を

[規定]に従って、(捧げるように。)[また彼らは種入れぬパンケーキ]1 つをその籠から取るよ

うに」と復元し直している。Y と CH の違いは復元におけるヘブライ語文法の違いである。

ここのみならずこの後にも現れる。真ん中にある hcm tlx wxqlw と hcm wxqyw の違い

に関していえば、前者は suffixed verbal form ＋連語形の「種入れぬパンケーキ」、後者は

prefixed verbal form ＋名詞の「種入れぬパン」である。CH,  p. 46. 注 176 参照。だが M は

xql という動詞そのものを省く。9 行目全体は 10 行目の wmXw という動詞にかかる。「その

穀物の捧げ物と灌奠をこの[規定]に従って、[彼らは種入れないケーキ]1 つをその ⌈籠⌉ [か

ら]、また 1 つの油を塗ったパン(⌈ケーキ⌉)と[1 つの]ウエ ⌈ハース⌉̇[とをすべて脂肪の上にお

くように]」。 
(227) Y と M は wmXw で同じ。Q と CH は Y と M に対して、9 行と同様の動詞形態の違いが

ある。wmXw と wmyXyw である。CH は 11 行に wpynyw という動詞が出てくることから、Q の

復元を支持する。W は 9 行目からこの行をレビ 8:26 の広範囲の逐語的引用としている。MT
レビ 8:26 は wxqlw l[ ~Xyw dxa qyqrw txa !mX ~xl tlxw txa hcm tlx xql 

~yblxh、Col. 15:9b–10 は dxa] ⌈qy⌉qrw txa !mX ~xl tlxw ls[h !m txa hcm tlx 

[~yblxh l[ lwkh wmXw である。 
(228) W はこの行を出 29:22 と 29:21b の引用なしのパラフレーズとしている。類似点は以下

の通り。MT 出 29:22 は、!ymyh qwX taw、他方、Col. 15:11 は、!ymyl r⌉Xa hmwrth qwX 
~[ となっており、両者の内容がかなり異なっている。 
(229) 11Q20 は hxbzmh の代わりに xbzmh となっている。ただ、M はここでは hxbzmh。 
(230) W は 12 行とこの行を出 29:24b と 29:25b の再配列された語順による逐語的引用とする。
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14 燔祭(に関して)13。自分自身の任職の儀式を完成(231)するために、7 ⌈日の間⌉ の [任職の

儀式 -空白-](232) 

15 またもし、[大祭司が主に仕えようとし、] (任⌈職⌉) 15–16し(233)、 

16 その父に替わり衣服を[身]につけるなら、[雄牛](234) 

17 [1 頭]をすべての民のために、もう 1 頭を祭司⌈たちのために⌉ (捧げるように)16。彼は(235) 

18 先⌈ず⌉[祭]司⌈たち⌉のために 1 頭を(⌈捧げるように⌉)17。また祭司[たち]の長老たちは[彼ら

の手を置くように。]⌉  (236) 

 
Col. 16 

[ta wjxXw rxa ~ynhw]kh lwkw lwdgh !h[w]kh hmhyrxaw wX[war l[] 01  

                                                        
MT との違いは以下の通り。MT 出 29:24b は、hwhy ynpl hpwnt、MT 出 29:25b は、txqlw 
hwhyl awh hXa hwhy ynpl xwxyn xyrl hl[h l[ hxbzmh trjqhw ~dym ~ta、

Col. 15:12–13 は、xyr hXa 
⌈ayh hlw[ hwhy ynp⌉[l hpw]nt ~xlh yls taw ~ylyah 

[l[ hxbzmh lwkh wryjqhw] hwhy ynpl xwxyn となっている。 
(231) M は 11Q20 の alml によって{a}wlml と、Q はその脚注で hlml と復元している。 
(232) Q、CH、M は Y の復元の vacat ~yawlmh] ⌈ymy t[⌉bX を vacat ~]ymy t[[]bX と復元

している。訳すと、「燔祭 (に関して) 自身の任職の儀式を完成するために、7 日の間」とな

る。W はこの行を出 29:35 の引用なしのパラフレーズとする。MT 出 29:35 は、~ymy t[bX 

~dy almt、Col. 15:14 は、~yawlmh] ⌈ymy t[⌉bX である。 
(233) Y、Q、CH は同じ復元。だが M は DJD XXIII, 11Q20, Col. 21–22 に基づき lacuna の部分

が異なる。alm[w hwhy ynpl !hkl] dmw[ lwdgh !hwkh ~aw「またもし、[大祭司が主の

御前に祭司として仕えようとし、] (任職)し」。 
(234) Y の復元の最後に Q、CH、M は、~yn[X ~yrp「2[匹の雄牛を]と復元している。Q は、

~[yrp ynX] より可能性が高いとする。また W は、15 行とこの行をレビ 16:32b と 21:10a の

広範囲の逐語的引用としている。MT レビ 16:32b は、Xblw wyba txt !hkl wdy ta almy 
dbh ydgb ta、MT レビ 21:10b は、~ydgbh ta Xbll wdy ta almw、Col. 15:15b–16a

は、~ydgbh ta X[wb]ll wdy alm である。しかしここは SamP に類似。SamP レビ 21:10b

は、~ydgbh ta Xbll wdy almw となっている。 
(235) Y と M は同じ。Q と CH は、~ynhwkh (ynb) と復元。つまり、「[1 匹]をすべての民のた

めに、もう 1 匹を祭司の子らのために」と読む。W はこの行をレビ 16:23b の再配列された

語順による逐語的引用としているが、類似点は全くない。 
(236) Q と CH は、Y と M が Col. 16:1 の最初に置く l[ をこの行の最後に置いている。W は

この行をレビ 4:15a の広範囲の逐語的引用としている。MT レビ 4:15a は hd[h ynqz wkmsw 
~hydy ta、Col. 15:18 は [hmhydy ta ~y]nhwkh ynqz wkmsw である。 
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[l[ w]ntnw rph ~dm [~]ynhwkh ynqz wxqlw[ hwhy ynpl ]rph 02  

l[ bybs wkwpXy [  ~]dh !m ~[bcab xbzmh twnrq] 03  

[      xbzm]h trz[ twnp [bra 04  

 [                                       ][                   ]ש 1

 ]הימנית ועל בוהן ידו תנוך אוזנועל [ ונ]ת̇נו מן הדםולקחו מדמו [ 2

 ]מן הדם אשר על המזבח עליו ועל בגדיו [הימנית ויזו] הימנית ורגלו[ 3
 ]ועל כול נפשות מת לוא יבוא [היה כול ימיו]יקדוש        [ 4

 ]          הוא ליהוה אלוהיו ש[י̇טמא כי קדו̇ ] לאביו ולאמו לוא[ 5

 ]                חלב הפר הראישון ת[והקטיר א̇ בח ]המזוהקריב על [ 6
 ]יותרת הכבד ואת שתי ת[החלב אש̇ר על הקרב וא] את כול[ 7
 ]ת החלב אשר על[⌉וא̇ ⌈] נה[יות ואת החלב אשר עליה]הכל[ 8
 ]רמה המזבחה[⌉ויקטי⌈] כמשפטמה כו[הכסלים ואת מנחתו ואת נס̇  9

 ]ואת בשר הפר  vacat   יהוה פני[לה הוא אשה ריח ניחוח ל̇ ]עו[ 10

  (?)]על עצים באש(?) עיר המקדש[⌉ץ ל⌈ואת עורו עם פרשו ישרופו מחו̇  11

 ]אותו על ראושו וכרעיו ופו[במקום מובדל לחטאות שמה ישר̇  12
 ]את[עם כול קרביו ושרפו כולו שמה לבד מחלבו ח̇ט̇  13
 ]על כול עם [ב̇ו֯ ה̇וא ויקח הפר השני אשר לעם ויכפר  14
 ]כן יעשה ן[הקהל בדמו ובחלבו כאשר עשה לפר הראי̇ש̇ו̇  15
 ]ואת כול מזבח[לפר הקהל ויתן מדמו באצבעו על קרנות ה̇  61
 ]חלבו ואת [ב̇ע פנות עזרת המזבח ואת̇ ]אר ל[דמו יזרוק ע 71

 ר̇ המזבח חטאת קהל הוא̇ ]י[ו יקט]סכ[ח̇תו ואת נ̇ ]מנ[ 81
 

16 欄 

11Q20 IIと平行している。 

01 その[頭]の上に。]また彼らの後に大[祭]司、またすべての祭[司たちに。その後に]([主の

御前に。]雄牛を)02 [屠るように。] (237) 

                                                        
(237) 01–04 までの挿入は M によるが、11Q20 Col. 24–26 (DJD XXIII, p. 367) を参照し、復元

し直した。Y もロックフェラー博物館にあった断片をもとに復元しているが、おそらくは

11Q20 のこと。Q、CH もこの箇所を復元しており、内容に大きな違いはないが、4 人とも微

妙に復元が異なる。Y と Q は 3 行にまとめ、CH と M は 4 行である。M を中心に違いを説

明すると、1996 年版の Q は 01 を 14、02 を 15、03 を 16 とする。14 の l[ は前の欄の最
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02 また祭司の長老たちは雄牛の血をとり(238)、([祭壇の角に彼らの指で])03塗るように(239)。 

03 [(また残りの)]血は(240) 

04 [祭壇]の周囲の台座に(注ぐように(241)。)03 

                                                        
後。[~ynhwk]h の後にスペースを入れ、ta wjxXyw と読んでおり、時制が異なる。15 の

[hwhy ynpl] を省き、wntnw 後に ~[bcab を挿入。行の終わりに、M にはない rtwnhw を
挿入し、~dh !m と合わせ、「残りの血」と復元している。ところが Q は 2010 年版では行

数は元のままであるが、文章は M と同じに変更している。Y は 01 の ~ynhwk]h の後、rxa
を省き、ta wjxXw と時制が異なる。M だと 02 の最初にくる rph が最後。02 の wntnw 後
に、twnrq l[ [bcab ~dh !m を挿入。03 の xbzmh の後に ~dh taw を挿入。04 は空

白。CH では 01 の l[ は前の欄の最後。~ynhwk]h 後は次の行へ。02、M と異なり rxa] 

rph [ta wjxXw を最初に置く。03 の wntnw rph ~dm を最初に置き、twnrq l[ [bcab 
xbzmh と語順が異なる。また 1996 年版の Q と同じく M にはない rtwnhw を挿入。04 の

l[ bybs wkwpXy [~dh lwk taw] を最初に置いている。 
(238) W は 01 行目からこの行の前半を自由作文と出 29:11b の広範囲の逐語的引用と分析しレ

ビ 4:15 とも比較するが、実際は出 29:10b–12 のパラフレーズである。MT 出 29:10b–12 は、

~dm txqlw d[wm lha xtp hwhy ynpl rph ta tjxXw rph Xar l[ ~hydy ta 
$[bcab xbzmh tnrq l[ httnw rph、Col. 16:01–03a は、hmhyrxaw wX[war l[] 

[~]ynhwkh ynqz wxqlw [hwhy ynpl ]rph [ta wjxXw rxa ~ynhw]kh lwkw lwdgh !h[w]kh 

[   ~]dh !m ~[bcab xbzmh twnrq [l[ w]ntnw rph ~dm である。 
(239) W はこの行の後半を自由作文と出 29:2a の広範囲の逐語的引用と分析しているが、類似

点が全く見いだせない。 
(240) W はこの行を出 29:12b の広範囲の逐語的引用とエゼ 43:20 の再配列された語順による

逐語的引用としている。MT 出 29:12b は、tnrq l[ httnw rph ~dm であり、また、MT

エゼ 43:20 は lwbgh law hrz[h twnp [bra law wytnrq [bra l[ httnw wmdm 
txqlw 
whtrpkw wta tajxw bybs である。Col. 16:02b–03 は、[tl[ w]ntnw rph ~dm 

l[ bybs wkwpXy [  ~]dh !m ~[bcab xbzmh twnrq] である。 
(241) Y や Q の復元ではこの行は 03 に含まれる。M と CH は 04 行で終わるため、W の聖句

との比較、出 29:12b の広範囲の逐語的引用はここまで続く。MT 出 29:12b は、~dh lk taw 
xbzmh dwsy $[bcab xbzmh la $pXt、Col. 16:04 は bybs wkwpXy [~dh lwk taw] 
xbzm]h trz[ twnp [bra l[ である。 
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1 (242) 

2 [またその血をとり、彼の右耳の耳たぶ、(右)3手の親指、](243) 

3 右[足(の親指) ]に(その血を塗[る]ように)2。[また彼らは祭壇の上にある血からとり、彼

自身とその衣服にふりか]けるように(244)。 

4 彼はすべてその日々において、[聖となるように。すべて死せるものに触れてはならな

い](245)。 

                                                        
(242) X のみが復元されている。Y は、この 1–2 行が X を出 29 と関係があると考え、19 節の

lyah Xar の一部か 20 節の tjxXw の一部と考える。Q は、1996 年版の脚注では wkpwXy
であることを示唆しているが、2010 年版では hxwXm[h !mX]と復元している。 
(243) Q は [l[w tynmyh] !hwbh [l[] ~dh !m wnt[nw ] と復元。CH は wnt[nw wmdm wxqlw] 
[l[w tynmyh] !hwbh [l[] ~dh !m と復元。M は、[… !hwbh l[] ~dh !m wnt[nw …] 

と復元。また W はこの行を出 29:20a の広範囲の逐語的引用とする。MT 出 29:20a は、txqlw 
~dy !hb l[w tynmyh wynb !za $wnt l[w !rha !za $wnt l[ httnw wmdm、Col. 16:2

は、[l[w tynmyh] !hwbh [l[] ~dh !m wnt[nw wmdm wxqlw]である。 
(244) Q は、1996 年版では [wydgb l[] !mXh !m[w ~dh !m] wzyw tynmyh [!zwah $wnt] と

復元したが、2010 年版では、[l[w yl[] !mXh !m[w ~dh !m ]wzyw tynmyh !zwah $[w]nt
と復元し直し、3 行目の最後の wydgb は 4 行初めに置いている。CH は、tynmyh !zwah 

[wydgb l[] !mXh !m[w ~dh !m] wzyw $[w]nt と復元している。M は DJD XXIII の 371 頁

で、Col. 16:3 が 11Q202:3 と平行していると理解する。3 行目 Q が考えるよりも広いスペー

スがあると主張。そして !mXh !m を 3 行目の最後に置く。PLATE XLII の写真では前行 l[ 
[!wXyarh rph blx t]a ryjqhw xb[z]mh の !hwbh の下に !mXh !m が来ている。た

だかなり小さい断片であることと、文字も先の語が 2 行あるのみ。故に M の主張が正しい

のか不明。M の DJD における復元は、!mXh !m [~dh !mw wydgb l[w w]zyw である。ただ、

Study Edition, Vol. 2 はこれと異なり、[wydgb wyl[ !mXh !mw ~dh !m] wzyw tynmyh […] と
なっている。また、W はこの行を出 29:20b と 29:21a の広範囲の逐語的引用とする。類似点

となる箇所として、MT 出 29:20b の tynmyh ~lgr !hb l[w tynmyh と、29:21a の ~dh !m 
wynb ydgb l[w wynb l[w wydgb l[w !rha l[ tyzhw hxXmh !mXmw xbzmh l[ rXa 

wta が挙げられる。それに対し Col. 16:3 は、[wydgb ~dh !m ]wzyw tynmyh[ wlgrw tynmyh] 

l[w wyl[ xbzmh l[ rXa である。 
(245) Q は、1996 年版では wymy lwk hwhyl [hyhy Xwdq] と復元したが、2010 年版では、 

[awby awl tm twXpn l[] wymy lwk hwhyl Xwd[qyw wydgb]と復元している。CH は awh] 

wymy lwk hwhyl[Xwdq と復元し、Y の後の復元 [awby awl tm twXpn lwk l[w] を否

定。肯定的な文章の復元があるべきとする。M は 1996 年版の Q と同様。 
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5 [その父のためにも母のためにも]穢れてはなら[ない]。即ち[彼はその神、主の聖な]るも

のであるから(246)。 

6 [彼は最初の雄牛の脂肪]を祭[壇の上で捧げ]、焼いて煙にするように(247)。 

7 内臓の上の[すべての]脂肪、[肝臓の付属物、2 つの(248) 

8 腎]臓、また[それらの]上の脂肪、⌈また⌉ (腰)9の[上の脂肪](249) 
9 またその穀物の供物とその灌[奠を、それらの規定に従って、それらを祭壇の上で] 

⌈焼いて煙にするように⌉ (250)。 

                                                        
(246) Y は復元の後半部を LXX レビ 21:7 の、a[gio,j evstin tw/| kuri,w| qew/| auvtou/ から考え、

wyhwla hwhyl awh Xwdq yk「じつに彼は彼の神、主に聖なるものであるから、とする。

MT は wyhlal awh Xdq yk で、主を欠く。Q は 1996 年版では、X]wdq yk amjy [awl] 

vacat (?) [awh と復元したが、2010 年版では、awh X]wdq yk amjy awl ~aw ba [l[] 

[ta brqyw hwhyl と復元している。CH は、wymy lk hwhyl [Xwdq awh] と復元。M は、

[… wyhwla hwhyl awh X]wdq yk amjy [awl….] と復元。W は 4 行目からこの行を出

29:21b とレビ 21:11b の広範囲の逐語的引用とレビ 21:7b の再配列された語順による逐語的

引用を加えたものとする。MT 出 29:21b は awh Xdqw、Col. 16:4 は hyh[y Xwdq   ]、

MT レビ 21:11b は amjy al wmalw wybal、Col. 16:5a は amjy [awl wmalw wybal]、MT

レビ 21:7b は wyhlal awh Xdq yk、Col. 16:5b は[ wyhla hwhyl awh X]wdq yk である。 
(247 ) Q は、[ta !wXyarh rph blx t]a ryjqhw xb[zmh l[ brqyw] と復元。CH

は、!wXyarh rph blx t]a ryjqhw xb[zmh l[ h[ntnw] と復元。CH の脚注自体に記

されているが h[ntnw] の前の語が何であって動詞が女性形の語尾を取るか不明。M は Y と

同じ。 
(248) Q と CH は Y の 2 番目の語の lwk を欠く以外同様。M は Y と同様。 
(249) Q は Y のほぼ中心にある hnhyl[ を hmhyl[ とする以外同様。CH は Q と同じ。M も

Q と同じだが、11Q20 の方の復元は Y と同じになっている。また W は 6 行目からこの行の

前半を出 29:13b の引用なしのパラフレーズとレビ 8:16 の再配列された語順による逐語的引

用を加えたものとしている。MT 出 29:13b は taw brqh ta hskmh blxh lk ta 

!hyl[ rXa blxh taw tylkh ytX taw dbkh l[trtyh、Col. 16:6–8a は [lwk ta] 

rXa blxh taw twy[lkh] [ytX taw dbkh trtwy t]aw brqh l[ rXa blxh 
[hn]hyl[、MT レビ 8:16 は ytX taw dbkh trty taw brqh l[ rXa blxh lk ta 
!hblx taw tylkh である。 
(250) Q は最後の二つの語が異なり、xbzmh wryjqyw となっている。CH は動詞が直接目的語

を取るので Y の復元 hmryjqyw を支持。M は xbzmh l[ ryjqyw。 
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10 それは[燔]祭。火に焚く供犠。[主の御前]の宥め香りである。-空白-[しかし雄牛の肉、](251) 

11 またその皮をその糞と共に[神殿の都] ⌈ の ⌉外で(?)、 [火の点いた木々の上で] (?)焼く

ように(252)。 

12 浄罪の供犠のとして取り分けられた場所、そこで、[それをその頭と足と一緒に焼]くよ

うに(253)。 

13 すべてその内臓と共に、そこでそのすべてを焼くように。その脂肪のみ除外して。(そ

れが)14贖[罪]の供え物(254)。 

14 また彼は民のための第 2 の雄牛をとり、それで[すべての(集会) 15 の民を] (その血と脂

肪によって。) 15浄めるように(255)。 

                                                        
(251) Q は中央に来る語 ynpl を省き、hwhyl と復元。CH と M は Q と同様。W は 8 行目の

後半からこの行の前半をレビ 3:10b の広範囲の逐語的引用、出 29:25b の再配列された語順

による逐語的引用と民 29:6 の広範囲の逐語的引用を加えたものとする。MT レビ 3:10b
は、!hl[ rXa blxh taw、Col. 16:8b は、[l[ rXa blxh t]aw、MT 出 29:25b は、 

hwhy ynpl xwxyn xyrl hl[h l[ hxbzmh trjqhw、Col. 16:9b–10a は hmr]⌈ yjqyw⌉、 

[hwhy ynp]l xwxyn xyr rXa awh hl[w[] hxbzmh、MT 民 29:6 は、hXa xxyn xyrl 
hwhyl である。 
(252) まず、Y、Q、CH、そして M も前半部 l #wxm までは同じであるが、後半部の復元に

は多少の異読がある。Q は、レビ 8:17 に基づき、[Xdwqh hnxml「聖所の宿営」と復元。

CH、M は、[Xdqmh ry[]l。Y は、レビ 4:12 に基づき、[Xab ~yc[ l[ Xdqmh ry[]l
と復元。ただし、レビ 4:12 は hnxml を用いている。Y は、Q の復元を MT から可能性を示

唆しながら、Col. 46:13 に ry[h !m #wxm とあり、Col. 45:11–12, 16–17 に Xdqmh ry[ と

あることから、Xdqmh ry[]l の有利さを主張。また、W は 10 行目の後半からこの行を出

29:14 の再配列された語順による逐語的な引用とする。MT 出 29:14 は、taw rph rXb taw 
awh tajx hnxml #wx Xa @rXt wXrp taw wr[、Col. 16:10b–11a は [rph rXb taw 
Xdqmh ry[]l #wxm wpwrXy wXrp ~[ wr[ taw である。 
(253) Q はレビ 4:11–12 に基づき、後半部を、[wy[rkw wXawr l[ whwpw]rXy と復元。CH は

Q に同意。M は Y と同じ。W はこの行をレビ 4:12 の引用なしのパラフレーズとする。ただ

し共通部分と見えるのは wta @rXw で、Col. 16:12 は wtwa wpw]rXy。 
(254) Q と M は最後に !hwk 祭司を挿入。CH は Y を支持。W はこの行をレビ 4:11b の広範囲

の逐語的引用と自由作文とする。ただし、類似しているのは MT レビ 4:11b の wbrqw と、

Col. 16:13 の wybrqw のみ。W の分類に疑問。 
(255) Y と Q、M は同じ。CH は復元を本文で再現はしていないが、脚注において Y を支持。

W はこの行の最初の awh を 13 行目の [ta]jx とつなげ、レビ 4:24b の広範囲の逐語的引
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15 最初の雄牛に行ったように、(集会の雄牛にも)16 [そのように行うように。](256) 

16 また彼の指でその血を[祭壇の]角に塗るように。[また(残りの)](257) 

17 血は祭壇の台座の[四]隅に打ち掛けるように。また[その脂肪と](258) 

18 その[穀]物の供物と飲[み物の捧げ]物は、祭壇で焼いて[煙にする]ように。これは集会の

ための浄罪の供犠である(259)。 

 

Col. 17 

 (?)   ]רות[כ̇ו̇הנים ויתנו עט̇ ]ה                      [ 1
 ]    [ו̇י̇ש̇מחו כי כופר עליהמה[                     ]  2
 ]חוקות עולם[ יה היום הזה להמה]יהמקרא קודש      [ 3
 ]            [ב֯כ֯ו֯ל֯ מושבותמה וישמחו ויש] לדורותיהמה[ 4
5  [                ]vacat 

 ]בין הערבים[ עה̇ עשר בחודש הראישון]בארב[ ו̇ ]ועש[ 6

                                                        
用としている。MT レビ 4:24b は awh tajx。またこの行の後半はレビ 16:15a の短い引用を

含むその節かその一部のパラフレーズとレビ 16:33b の再配列された語順による逐語的な引

用とする。MT レビ 16:15a との共通性はただ wmd ta と Col. 16:14 の wmdb のみ。MT レビ

16:15a の lhqh ~[ lk l[ は Col. 16:15 の最初の lhqh と関連づければ 14 行最後の

[~[ lk l[] は理解できる。 
(256) W はこの行の前半を自由作文とし、後半をレビ 4:20b の広範囲の逐語的引用としてい

る。MT レビ 4:20b は wl hX[y !k tajxh rpl hX[ rXak、Col. 16:15 は、hX[ rXak 

[hX[y !k !]wXyarh rpl である。 
(257) Q、M、CH は最後のラインを [taw xbzm]h と復元し、lwk を欠く。W はこの行を出

29:12 の再配列された語順による逐語的な引用とする。MT 出 29:12 は rph ~dm txqlw 
~dh lk taw $[bcab xbzmh tnrq l[ httnw で、Col. 16:17 の最初の語 wmd とこの

行を合わせると、lwk taw xbzm]h twnrq l[ w[bcab wmdm !tyw rph lhqh rpl 

[wmd となる。 
(258) W はこの行の前半をエゼ 45:19 の広範囲の逐語的引用としている。MT エゼ 45:19b は

xbzml hrz[h twnp [bra law、Col. 16:17 は xbzmh trz[ twnp [b[ra l][。 
(259) W は 17 行目の後半からこの行をレビ 4:19a の広範囲の逐語的引用および自由作文、レ

ビ 4:19b の広範囲の逐語的引用とレビ 4:21b の広範囲の逐語的引用としている。MT レビ

4:19a は wblx lk taw、Col. 16:17b は wblx] taw。MT レビ 4:19b は hxbzmh ryjqhw、 
Col. 16:18a は xbzmh r[y]jqy、MT レビ 4:21b は awh lhqh tajx、Col. 16:18b も同様で

awh lhqh tajx。 
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 (?)]במועדו [וזבחו לפני מנחת הערב וזבחו] פסח ליהוה[ 7
 ש̇נה ומעלה יעשו אותו ואכלוהו ב̇ל̇י̇ל̇ה] ם[מ֯ב֯ן֯ ע֯שרי 8
 ]        [לאוהל̇ו̇ דש והשכימו והלכו איש וק]ה[ ב̇חצרות̇  9

10  tvaca    ̇דש[ובחמשה עשר לחודש הזה מקרא ק̇ו[ 

 כ̇ו̇ל̇ מ̇לאכת̇ עבודה לוא תעשו בו חג מצות שבעת ימים̇  11
 ]לה[ל̇יהוה והקרבתמה בכול יום ויום לשבעת הימים הא 12
 ה פרים שנים ואיל וכבשים בני שנה שבעה̇ ועולה ליה 13
 לחטאת ומנחתמה ונסכמהתמימים ושעיר עזים אחד  14
 ש̇ים ולשעיר וביום השביעי]כב[פט לפרים ולאלים ו̇ל̇ ]כמש[ 15
 וה כול מלאכת עבודה לוא תעשו בו]יה[ל̇ ] עצרת[ 61

 

17 欄 

11Q20 IIIと平行している。 

1 [       祭]司たち。彼らは[冠(?)]を置くように(260)。 

2 [      ]また彼らは喜ぶように。実に彼らの贖いがなされたから。[   ](261) 

3 この日、彼らのために[聖なる集会がある]ように。[(彼らの世代を通しての)4永遠の掟で

ある(262)。 

                                                        
(260) ビクリーム 3:3 には、uatrc ,hz ka vrygu cvz ,upumn uhbreu /ovhbpk lkuv ruavu「雄

牛は彼らの前を行く。その角は金で覆われ、オリーブの冠がその頭にある」。パレスチナタ

ルムード・ビクリーム 11a には、uhbreu hsd thcn tc tku kmg,ba shjh hgc trhgz hcr 
uatrc ,hz ka vrygu ;xf ,upumn「ラビ・ゼラは、留められ、来たらなかった唯一ものを求

め、銀で角が覆われ、オリーブの冠がその頭にある子山羊を連れてきた」。Y はこれらのラ

ビ文献の記述と、この 11Q19 の記述を関連付けている。M は Y と同じ復元。Q は、~ynhwk[h] 

[hmhyXarb tr]j[ wntyw「[ 祭]司たち。彼らはそれらの匹に[冠]を置くように」と復元。

CH は Q を支持。 
(261) W はこの行をレビ 9:24 の引用なしのパラフレーズとしている。本文に類似性はないが、

両方とも、民が、その犠牲が受け入れられたことを喜ぶ内容である。MT レビ 9:24 は、aryw 
~hynp l[ wlpyw wnryw ~[h lk、Col. 17:2 は、[  ]hmhyl[ rpwk yk wxmXyw [である。 
(262) Q は、[4(hmtwrwdl) ~lw[ tqwx !wrkzl] hmhl hzh ~wyh hyh[w「この日は、彼ら

にとって[記念]となる[よ]うに。[(彼らの世代を通しての)4永遠の掟]」と復元。CH はこれを

支持。M は最初の動詞を hy[hy と復元。 
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4  ]すべて(?)彼らの居留地において。また彼らは喜ぶように。また[            ](263) 

5 [                     ] -空白- 

6 第1の月の14日の2つの夕の間に(主の過越し) 7を行うように(264)。 

7 また夕べの捧げ物の前に彼らは犠牲を捧げるように。彼らはその定められた時に犠牲

を捧げるように(265)。 

8 2[0]歳からその上はそれを行うように。(聖所の庭で)9夜にそれを食べるように(266)。 

9 彼らは朝早く起き、人それぞれ、自分のテントに行くように(267)。 

10 -空白- この月の 15(日)(268)は聖なる集会である。 

11 それにおいて、あなたはすべてのなすべき仕事を行ってはならない。7 日の間(主の)12

種入れぬパンの祭である(269)。 

                                                        
(263) Y は注において、終わりの語を、[wwxt]Xyw wmXyw「また彼らは喜び、平[伏するように]」

と復元。Q は、[wb wXy]Xyw wmXyw「また彼らは[そこで]喜び、歓[喜すように]」と復元。CH
もこれを支持。M は Y と同じ。W はこの行を出 12:14 の広範囲の逐語的引用としている。

MT 出 12:14 は、tqx ~kytrdl hwhyl gx wta ~tgxw !wrkzl ~kl hzh ~wyh hyhw 
whgxt ~lw[、Col. 17:3 は、[~lw[ twqwx] hmhl hzh ~wyh hy[hy Xdwq arqm  ]。 
(264) W はこの行を、レビ 23:5 の再配列された語順による逐語的引用とする。7 行目の前半の

空白まで合わせると、以下のようになる。MT レビ 23:5 は、rX[h[brab !wXarh Xdxb 

hwhyl xsp ~ybr[h !yb Xdxl、Col. 17:4 は、!yb] !wXyarh Xdwxb rX[ h[brab wX[w 
[hwhyl xsp ~ybr[h である。 
(265) Q は民 1:20 に基づき、[rkz lwk wh]wxbzy br[h txnm ynpl wxbzw「また夕べの捧げ

物の前に彼らは犠牲を捧げるように。すべて(20 歳からその上)8[の男はその]犠牲を捧げるよ

うに」と復元。CH および M はこの復元を支持。 
(266) W はこの行を出 30:14b の広範囲の逐語的引用と出 12:8 の広範囲の逐語的引用としてい

る。MT 出 30:14b は、hwhy tmwrt !ty hl[mw hnX ~yrX[ !bm、Col. 17:8a は、[~]yrX[ !bm 

wtwa wX[y hl[mw hnX、MT 出 12:8a は、hzh hlylb rXbh ta wlkaw、Col. 17:8b は、

hlylb whwlkaw、4QpaleoExodm Col. 9:8 は、wtw]a wlkway [ である。 
(267) すべての版が同じ復元であるが、Q は、Xdwq[h] の 2 つの文字に充分なスペースがあ

ることを考え、元来は Xdqmh がここにあったと注記している。また W はこの行を申 16:7

の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズとする。MT 申 16:7 は、tklhw rqbb tynpw 
$ylhal、Col. 17:9 は、wlhwal Xya wklhw wmykXhw である。 
(268) ヘブライ語テキストに「日」はない。Y が主張するように、MT レビ 23:7 にある ~wy を
削除して文章を短くしている。参照する聖句は、~kl hyhy Xdq arqm !wXarh ~wyb。 
(269) MT に対してここでは wb を挿入。 
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12 また、あなたは、これらの 7 日の間、日ごと(主に燔祭を)13捧げるように(270)。 

13 (浄罪の供犠のための)142 頭の雄牛、雄羊、また 1 歳の(傷のない)14雄の子羊 7 匹(271) 

14 1 匹の雄山羊。またそれらの穀物の供物と灌奠(272)。 

15 雄牛、雄羊、雄の子羊また雄山羊の規定に従って。また 7 日目は 

16 主の[祝会]。それにおいて、あなたはすべてのなすべき仕事を行ってはならない(273)。 

                                                        
(270) W は 10 行目からこの行の前半までをレビ 23:6–7 の再配列された語順による逐語的引用

とする。加えて民 28:17–18 を参照している。MT レビ 23:6–7 は、Xdxl ~wy rX[ hXmxbw 
~kl hyhy Xdq arqm !wXar ~wyb wlkat twcm ~ymy t[bX hwhyl twcmh gx hzh 
wX[t al hdb[ taklm lk、Col. 17:10–12a は、[Xd]wq arqm hzh Xdwxl rX[ hXmxbw 
hwhyl ~ymy twcmh gx wb h[bX hwhyl twcmh gx wb wX[t al hdb[ taklm lk 
h[bX hwhyl、MT 民 28:17–18 は、twcmh ~ymy t[bX gx hzh Xdxl ~wy rX[ hXmxbw 
wX[t al hdb[ !wXarh ~wyb tkalm lk Xdq arqm lkay となっている。 
(271) 民 28:19 参照。MT にある ~ynX ~yrp の後の rqb ynb を削除。lyaw の後の dxa を

削除。11Q20 III の h[bX hnX ynb は、ここだけ平行。 
(272) W は 12 行後半からこの前半をレビ 23:8 の広範囲の逐語的引用と民 28:19 の再配列され

た語順による逐語的引用としている。MT レビ 23:8 は、~ymy t[bX hwhyl hXa ~tbrqhw、
Col. 17:12a は、~ymyh t[bXl ~wyw ~wy lwkb hmtbrqhw、MT 民 28:19 は、hwhyl hl[ 
~kl wyhy ~ymt hnX ynb ~ymyh ~yXbk h[bXw dxa lyaw ~ynX rqb ynb ~yrp、Col. 

17:13–14a は、~ymymt h[bX hnX ynb ~yXbkw lyaw ~ynX ~yrp hwhyl hlw[。また W
は、この行の後半は民 28:22a の広範囲の逐語的引用、民 28:20 の広範囲の逐語的引用と民

28:24 の広範囲の逐語的引用、並びに自由作文であるとする。MT 民 28:22 は、tajx ry[Xw 
~kyl[ rpkl dxa、Col. 17:14a は、tajxl dxa ~yz[ ry[Xw。MT 民 28:20 は ~txnmw
であり、Col. 17:14b とは hmtxnmw のみ共通。MT 民 28:24 は wksnw であり、Col. 17:14b と

は hmksnw のみ共通。なお民 28:22 に関して、CH は民 28:30 も参考に入れている。MT 民

28:22 は dxa tajx ry[Xw である。ただし、30 節は dxa ~yz[ ry[Xw。しかし SamP と

LXX においては 22、30 節は一致しており、前者は tajxl dxa ~yz[ ry[Xw、後者は kai. 

ci,maron evx aivgw/n e[na peri. àmarti,aj である。CH はペシッタも参照している。28:22
は、!wkyl[ wysxml ahjx plx az[d dx ayrpcw であり、28:30 は、!wkyl[ wysxml az[d dx ayrpcw で

ある。ここは SamP、LXX とペシッタに近いといえる。4QNumb Col. 23: frgs. 48–50 の 28:30
は、hmky]l[ rpkl[ tajxl dxa ~yz[ ry[Xw。 
(273) Q はこの行の最初を[gx wX[t]「[祭をするように]」と復元。CH も M も Y の [trc[] 

を支持。申 16:8 の $yhla hwhyl trc[ y[ybXh ~wybw を参照。民 28:25 に tkalm lk 
wX[t al hdb[ とあるが、LXX は pa/n e;rgon latreuto.n ouv poih,sete evn auvth/| で、この

行の最後の wb は LXX に近いことを示す。W は 15 行後半からここの行を申 16:8a の広範囲
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Col. 18 

 [                                       ]א̇ ה [                             ] 1

 ]           [הזה ל̇איל[                             ]  2

 ]               [ו היום ה זה] מקרא קודש יהיה להמה     [ 3

 ]                [ל֯֯  עזים לחטאת] שעיר                      [ 4
 סולת ס̇כו כמשפט עשרון]ונמנחתו                       [ 5

 יין לנסך רביעית ההין]ובלולה בשמן רביעית ההין [ 6

 ]ם[ל̇ ע̇ם̇ הקהל מכול אשמת]עיכפר                       [ 7
 ק̇ות עול̇ם יהיה זה להמ̇ה̇ ]חוונסלח להמה לדורותמה [ 8
 מ̇ה ואחר יעלו א̇ת האיל אח̇ד֯ פ̇עם]מושבותיהבכול [ 9

 וספרתה       vacat      ביום הניפת העומר] אחת[ 10

 ש֯ב֯ע֯ ש̇ב̇ת̇ות תמימות מיום ה̇ביאכמה את העומר] לכמה[ 11
 השביעית תספורופורו עד ממוחרת השבת ]תסהתנופה [ 12

 יום והביאותמה מנחה חדשה ליהוה ממושבותיכמה] חמשים[ 13
 חמץ חדש בכורים ליהוה לחם חטים שתים] ת[ל̇ ]סולחם [ 14
 ה̇חלה האחת] יה[עשרונים סולת תה] חלות שני(?) עשרה[ 15
 ת לשבטי ישראל ויקריבו]ו[מ̇ט̇ ]הוהביאומה ראושי [ 16

 

18 欄 

11Q20 IIIと平行している。 

1 (274) 

                                                        
の逐語的引用と民 28:25b の広範囲の逐語的引用とし、レビ 23:8b を参照している。MT 申

16:8a は、hkalm hX[t al $yhla hwhyl trc[ y[ybXh ~wyb、Col. 17:15b–16 は ~wybw 
wb wX[t awl hdwb[ tkalm lwk hw[hy]l [trc[] y[ybXh、MT 民 28:25b は、lk 
wX[t al hdb[ tkalm、MT レビ 23:8b は、tkalm lk Xdq arqm y[ybXh ~wyb 

wX[t al hdb[、4QDeutc frgs. 48–50 は、$y[h]la h[whyl   ]wlkat twcm ~ymy t[b[X 

tkalm] hX[t al である。ちなみに MT 申 16:8 は、~wyb twcm wlkat ~ymy tXX 

tkalm hX[t al $yhla hwhyl trc[ y[ybXh である。 
(274) Q は、1996 年版では、[h[b]ra h[nX ynb ~yXbk]「[4]匹[の 1 歳の雄の子羊]」と復元

していたが、2010 年版では削除している。CH は、Col. 20:2、21:1–3、22:3 を基に ynb ~yXbk 

[rX[ h[b]ra h[nX]「[14]匹[の 1 歳の雄の子羊]」と復元。 
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2 [                             ]この雄羊に。[           ](275) 

3 [彼らにとって]この日は[聖なる集会となるように。](276) 

4 [雄]山羊を浄罪の供犠として(277) 
5 [その穀物の供物と]灌[奠]を規定に従って、1/10の上質の小麦粉(278)。 

6 [それは1/4ヒンの油と混ざっている。また]灌奠のためのブドウ酒1/4ヒン(279)。 

7 彼は集会の民をすべての[彼ら]の罪責から[浄めるように。](280) 

8 [彼らは許される。]これは[彼らの世代を通して、]彼らの永遠の[掟]となるように(281)。 

                                                        
(275) Q と CH は[~xlw] hzh lyal「この雄山羊[とはパン]」と復元。CH はレビ 23:14 を参

照している。W はこの行を民 28:27b の広範囲の逐語的引用？としている。MT 民 28:27b の

関係箇所は dxa lya、Col. 18:2 は hzh lyal である。 
(276) Q と CH は、[wbyrqhw] hz(wO)h ~wyh [~c[ d[ wlkawt awl lmrkw ylqw]「[と炒っ

た穀物や新しい穀物は、]ちょうどその日[になるまで食べてはならない。また彼らは捧げる

ように]」と復元。CH によるとレビ 23:14 の続きを参照にしている。 
(277) Y は民 28:30 との比較により、]l tajxl ~yz[ [ry[X wbyrqhw「[雄]山羊を浄罪の供

犠として[捧げるように]」と復元。Q、CH と M は、[rpk]l tajxl ~yz[ [ry[X「[雄]山
羊を浄めるための浄罪の供犠として[」と復元。CHも民 28:30を基に上記の復元をしている。

W はこの行を、民 28:30 の広範囲の逐語的引用と民 15:24 の広範囲の逐語的引用？としてい

る。MT 民 28:30 は、~kyl[ rpkl dxa ~yz[ ry[X、Col. 18:4 は、l tajxl ~yz[[ ry[X
である。MT 民 15:24 は、tjxl dxa ~yz[ ry[Xw。 
(278) Q、CH、M は、tlws !wrX[ jpXmk wks[nw wtxnmw lhqh ~[ lwk l[]「[すべての

集会の民のため、その穀物の捧げ物と]その[飲]みものの捧げ物は規定に従って。1/10 の上質

の小麦粉」と復元。また、M の 11Q20 Col. 3 の 10 行と平行。 
(279) M の 11Q20 Col. 3 の 10–11 行と平行。W は 5 行目からこの行を民 29:6 の広範囲の逐語

的引用と民 15:4b–5a の広範囲の逐語的引用とする。MT 民 29:6 は、~hyksnw htxnmw 
~jpXmk、Col. 18:5 は、jpXmk wks[nw wtxnm、MT 民 15:4b–5a は、!wrX[ tls lwlb 

!yhh ty[ybr $snl !yyw !mX !yhh ty[brb、Col. 18:5–6 は、!mXb hlwlb] tlws !wrX[ 

!yhh ty[ybr $snl !yy[w !yhh ty[brb となっている。 
(280) Q、CH、は、[~]tmXa lwkm lhqh ~[ lwk l[ [rpkw]「彼は集会の民をすべての[彼

ら]の罪責から[浄めるように]」と復元。M も殆ど同様だが、最後を [hm]tmXa と復元。W

はこの行をレビ 16:33b の広範囲の逐語的引用と自由作文とする。MT レビ 16:33b は、rpky 
rpky lhqh ~[ lk l[w ~ynhkh l[w、Col. 18:7 は、lwkm lhqh ~[ l[[ rpky  ] 
[~]tmXa である。 
(281) CH と M は Y と同様。Q のみが、hmtwrwdl「[彼らの世代を通して]」を削除。 
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9 彼ら[のすべての居住地で。]また、その後、彼らは 1 匹の雄羊を([1])10 度捧げるよう 

に(282)。 

10 束を差し上げる日に。-空白- また(283)、 

11 あなたたちが[差し上げる供物]12の束を持ってきた日から、完全な 7 回の安息日を。[あ

なたたち自身が] (数えるように)10 (284)。 

12 [あなたは、]7 回目の安息日の翌日まで数えるように(285)。 

13 あなたは[50]日間数えるように。また、あなたは新しい穀物の供物をあなたの居住地か

ら主に持って来るように(286)。 

                                                        
(282) Q は、最初の hm[hytwbXwm lwkb] を ry[[Xh ta wl[hw]「雄[山羊を燔祭とするよう

に]」と復元する可能性も記している。また Q、CH と M は行の最後の数字を txa に変え

ている。この数字が雄羊 lya にかかるので、Q の主張通り Y の間違い。W は、8 行目から

この行の前半を、民 15:25 の広範囲の逐語的引用と、レビ 23:14b の短い引用を含む節ない

しその一部のパラフレーズであるとする。MT 民 15:25 は、~hl xlsnw、Col. 18:8 は、xlsnw] 
hmhl、MT レビ 23:14b は、~kytbXm lkb ~kytrdl ~lw[ tqx、Col. 18:8b–9a は、

hm[hytbXm lwkb] hmhl hz hyhy ~lw[ twqwx である。 
(283) Q、CH と M は、htrpsw vacat rmw[h tpynh ~wyb h[nXb]「年に(1 回)9、束を差し上

げる日に。-空白- また数えるように。と復元。W は、9 行後半からこの行の前半を、自由作

文と、レビ23:12aの短い引用を含む節ないしその一部のパラフレーズとする。MTレビ23:12a
は、rm[h ta ~kpynh、Col. 18:10 は、rmw[h tpynh。9 行後半に類似点は全くないので、

ここが自由作文か。 
(284) 最初の人称代名詞を Y と M は [hmkl]、Q は [~kl]、CH は [hkl] と復元。レビ 23:15
を参照すると Y と M の復元の方が正しく見えるが、10 行目の最後の動詞が 2 人称単数であ

るから CH が好ましい。CH は、~wym twmymt twtbX [bX が MT の tmymt twtbX [bX 

hnyyht より LXX の èpta. èbdoma,daj ol̀oklh,rouj「完全な 7 週間」の方に近いと主張。W は

10行目後半からこの行をレビ23:15の広範囲の逐語的引用とする。MTレビ23:15は、~trpsw 
hnyyht tmymt twtbX [bX hpwnth rm[ ta ~kaybh ~wym tbXh trxmm ~kl、Col. 

18:10–11 は、rmw[h ta hmkaybh ~wym hmymt twtbX [bX [hmkl] trpsw である。 
(285) レビ 23:15–16 参照。W はこの行をレビ 23:16 の広範囲の逐語的引用とする。MT レビ

23:16 は、wrpst t[ybXh tbXh trxmm d[ で、Col. 18:12b は、tbXh trxwmm d[ 

wrwpst ty[ybXh。これらは正字法の違いを除き殆ど同じである。、 
(286) W はこの行の前半をレビ 23:16 の広範囲の逐語的引用とする。MT レビ 23:16 は、~yXmx 

hwhyl hXdx hxnm ~tbrqhw ~wy、Col. 18:13a は、hXdx hxnm hmtwaybhw ~wy [~yXmx] 

hwhyl、LXX レビ 23:16b は、enth,konta hm̀e,raj kai. prosoi,sete qusi,an ne,an tw/| kuri,w|。

これらは LXX に近いか？ hxnm hmtwaybhw/ / prosoi,sete qusi,an 参照。 
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14 新しい発酵している[上質の]小麦[粉のパン]は主への初物、小麦粉のパン。[12]の(287) 

15 [ケーキ]。1/[12]の上質の小麦粉は 1 つ 1 つのケーキとなる[ように。](288) 

16 また、それらはイスラエルの部族、支[族の頭によって持ってこさせるように。]また、

捧げるように(289)。 

 

 Col. 19 

 [                            ] קר[                                 ] 1
 ]             ת[עול את[                                   ]  2
 ]                     ר[עש שנים[                           ] 3
 ]                            ו[והניפ̇  כמשפט] סכמה[⌉תמה ונ⌈]מנח         [ 4
 ]ר⌉ואכלום בחצ⌈ יו[יה כוהנים]  [בכורים[                       ] 5

 [                       ] ש֯ה לחם הבכורים ואחר֯ ]חדהפנימית מנחה [ 6
 ]הזה ם[ומלילות והיה היו̇  ביבות⌉ם לחם חדש א⌈[              ] 7
 ⌉דה לוא⌈מלאכת עב̇ו̇  לם לדורותם כול̇ ]עוחוקות (?) מקרא קודש[ 8
 ]ם[לעול̇ ב̇ועות̇ הוא וחג בכורים לזכרון ]שעשו חג [⌉י⌈ 9

10                [   ]vacat 

 ]ה[חדשה ליהו̇  ת̇מ̇ה̇ ל̇כמה מיום הביאכמה את המנחה]וספר[ 11
 תמימות ל̇ח̇ם ה̇בכורים שבעה שבועות שבע שבתות] את[ 21
 חמשים יום ד ממוחרת השבת השביעית תספורו]עתהיינה [ 31

                                                        
(287) この行の初めの復元において Q、CH と M は同様 ~xl [twlx]。Q はレビ 7:13 を基に

Y の復元、[t]l[ws ~xl] を否定する。 
(288) この行の初めにおいて Q、CH と M は同様に ynX ~xl [twlx] と復元している。Q は

レビ 23:17 を基に Y の復元、[ynX twlx hrX[] を否定。W は 13 行目の後半からこの行を

レビ 23:17 の再配列された語順による逐語的引用と自由作文とする。MT レビ 23:17 は、 
~yrwkb hnypat #mx hnyyht tls ~ynrX[ ynX ~ytX hpwnt ~xl waybt ~kytbXwmm 

hwhyl、Col. 18:13b–15 は、~xl hwhyl ~yrwkb Xdx #mx [t]l[ws ~xl] hmkytwbXwmm 

txah hlxh [hy]ht tlws ~ynrX[ [ynX twlx hrX[] ~ytX ~yjx である。 
(289) この行の最初の復元部分を Y は、t[w] jm [h yXwar hmwaybhw] と復元したが、Q の

1996 年版は twjm[h yXar ~waybhw]、2010 年版は twjm[h twba yXar ~waybhw] と復

元している。M は、twjm[h yXar hmwaybhw]。CH は Y の復元を支持。すべて正字法の違

いで、訳は「部族、支[族の頭によって持ってこさせるように」であるが、Q の 2010 年版は

「父祖たちの頭、支[族によって持ってこさせるように」で他の復元とは異なる。 
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 מטות ישראל הינים מכולמה יין חדש לנסך ארבעה ]הביאות[ו 41
 ביום הזה }הזה{ה̇הין̇ על המטה ויקריבו ע̇ל̇ היין ⌉לישית⌈ש 51
 לים כול ראשי אלפי ישראליעשר א ⌉ליהוה שנים⌈ 61

19 欄 

11Q20 III–IV と平行している。 

01 (290) 

1 (291) 

2 [                          ]の燔[祭]を[                          ](292) 

3 [                          ]1[2                          ](293) 

4 ⌈彼らの穀物⌉ [の捧げ物]⌈ と⌉、[彼らの飲み物の]⌈捧げ物を⌉規定に従って、差し[上げる

ように。](294) 

                                                        
(290) 前の Col. の最後は wbyrqyw。よって Y は、(または: twlxh l[) ~xl l[ hzh ~wyb 

hwhyl「また、この日、主にパン(もしくはケーキ)とともに(捧げるように) 16」という文が

あったと主張する。 
(291) Y は脚注においてレビ 23:18 に基づき、[dxa] rq[b !b rpw]「[牛の群]れか[らの雄牛

1 匹]」または、民 28:27 に基づき、[~ynX] rq[b ynb ~yrp]「[牛の群]れか[らの雄牛 2 匹]」

もしくは両方を合わせ、[hXwlX] rq[b ynb ~yrp]「[牛の群]れか[らの雄牛 3 匹]」と復元。

Q と CH は、rq[wbh tlw[ rxa]「朝の燔祭の後」と復元。 
(292) Y は脚注において、[jpXmk hmksnw hmtxnmw ~yrwkbh t]lw[ ta [wbyrqhw]「[規
定に従って初穂の]燔祭、[またそれらの穀物の捧げ物と灌奠を捧げるように]」と推読してい

る。Q、CH と M は、[~y]rwkbh [t]lw[ ta [wby]rqy ~wyh [[bwrb] と復元しているが、

CH は、「[4]日目に初穂の燔[祭]を捧[げるように]」、M は、「1 日の[1/4]において初穂の燔[祭]
を捧[げるように]」と異なる訳し方をしている。また、M の 11Q20 Col. 2 と重なるのもここ

である。 
(293) Q の 1996 年版と CH は、ynb ~yXbkw] rX[ ~ynX [~ylya dxa rqb !b rp wbyrqhw] 
[hnv「[また彼らは牛の群れからの雄牛 1 匹]、12 匹の[雄羊、また 1 歳の雄の子羊を捧げる

ように]」と復元しているが、Q の 2010 年版は、[~ylya dxa rqb !b rp wbyrqhw]「[ま

た彼らは牛の群れからの雄牛 1 匹を捧げるように]」としており、[~ylya]「[雄羊]」を削除

している。M は、[ynb ~yXbkw] rX[ ~ynX[…]「[…]12 匹[(傷のない 1)4歳の雄の子羊]と復

元。 
(294) Q の 1996 年版および CH は、w]pynhw jpXmk hmksnw hmtxnmw ~ym[ym]t [ h[bX] 

[~ynhwkh「(1 歳の)3傷の[ない](雄の子羊)3 [7 匹]またそれらの穀物の捧げ物とそれらの灌奠

を規定に従って、また、[祭司たちは揺]り動かすように」と復元。Q の 2010 年版と M は
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5 [            ]初穂。[  ] (それらは)祭司たち(のもので)あるように。[⌈また彼ら

は(内)6庭でそれらを食べるように。⌉](295) 

6 新[しい穀物の供物、]初穂のパン。またその後[                          ](296) 

7 [           ]⌈新⌉しい穂や柔らかい穂の⌈新しいパン⌉が[この日]にあるように(297)。 

8 [聖なる集会(？)]、彼らの世代を通しての永[遠の掟。]あなたはすべての仕⌈事⌉を(⌈な⌉し

て)9は⌈ならない⌉ (298)。 

                                                        
[~ynhwkh w]pynhw jpXmk[ hmksnw hmtxnmw ~ymymt hnX]「(1 歳の)3傷の[ない](雄の子

羊)3またそれらの穀物の捧げ物のとそれらの灌奠を規定に従って、また、[祭司たちは揺]り
動かすように」と復元。 
(295) Q の 1996 年版と CH は、~wlkaw wyhy ~ynhwkl ~yrwkb[h ~xl l[ hpwnt hmtwa]
「[差し上げる捧げ物、]初穂の[パンについては]祭司のものとなるように、またそれらを食べ

るように」と復元。M は、~wlkaw [wy]hy ~ynhwk[l] ~yrwkb[h…] と復元。W は 4 行目か

らこの行までを民 15:4b–5a の広範囲の逐語的引用およびレビ 23:20a の広範囲の逐語的引用

並びに自由作文とするが、聖句と『神殿の巻物』の類似性は少ない。MT 民 15:4b–5a hxnm 

!yhh ty[ybr $snl !yyw !mX !yhh ty[brb lwlb !wrX[tls、MT レビ 23:20a は @ynhw 
!hkl hwhyl wyhy Xdq ~yXbk ynX l[ hwhy ynpl hpwnt ~yrwkbh ~xl l[ ~ta !hkh 

で、Col. 19:4–5 は、~ynhwk [  ] ~yrwkb[  ] [   w]pynhw jpXmk[ hmks]nw hmt[xnm ] 

[r]cxb ~wlkaw wyhy である。 
(296) Q の 1996 年版と CH は、[wlkawy] rxaw ~yrwkbh ~xlh ~[[ tymynph r]cxb「[内]
庭で初穂のパンと[共]に、また後で[彼らは食べるように]」と復元。Q の 2010 年版において

は、1996 年版では 7 行目の最初にあった lwk を [wlkawy] の後に置いている。M は r]cxb 

[wlkawy] rxaw ~yrwkbh ~xlh ~[[ hxnm tymynph「[内]庭で[穀物の捧げ物を]初穂のパ

ンと[共]に、また後で[彼らは食べるように]」と復元。M は、r]cxb から ~xlh までの長

さが巻物のスペースを鑑みると Y の復元の場合は長すぎる一方、Q の復元の場合は短すぎ

るとする。DJD XXIII, 373 参照。 
(297) Q の 1996 年版と CH は、hyhw twlylmw twbyba Xdx ~xlh ~[[h lwk] [hmhl 
hzh ~]wyh「[すべての]民、新しい穂や柔らかい穂の新しいパンが[この日彼らのもの]にな

るように」。6 行で説明したように、Q の 2010 年版では、「[すべての」にあたる lwk は 6 行

目の最後に置かれる。M は最後の語 hmhl を欠く。 
(298) Y と CH の復元は同じで永遠の掟にあたる ~lw[ twqwx は複数形。M の復元も殆ど同

じであるが、~lw[ qwx と名詞が男性単数形となっている。だが Q の 1996 年版は、Y と

CH との違いは ~lw[ twqwx が ~lw[ tqwx と、名詞が女性単数になるだけであるが、Q

の 2010 版では最初の Xdwq arqm「聖なる集会]が !wrkzl「記念に」と変わっている。 
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9 これは[7]週の[祭]である。また初穂の祭は永[遠]の記念である(299)。 

10 [   ]    -空白-  

11 新しい穀物の供物を[主]に持ってきた日から、あなたたち自身で[数え]るように 

12 初穂のパン[が、]7 週間、完全な 7 回の安息日 

13 [あるように。]7 回目の安息日の翌日まで、50 日を数えるように(300)。 

14 また、あなたたちは新しいブドウ酒を灌奠として、イスラエルのすべての支族から、4

ヒン[持って来るように。](301) 

15 1/⌈3⌉ヒンをそれぞれの支族が、[この]ブドウ酒とともにこの日に捧げるように。 

16 1⌈2⌉匹の雄羊を⌈主に⌉。イスラエルの氏族のすべての頭(によって)(302) 

 

                                                        
(299) Q の 1996 年版と CH は同じ。2010 版は wb の後に「.」が付加されている。他の 2 者も

殆ど同じ。Q、CH と Y の差は、wX[y と gx の間に wb を挿入することである。8 行目から

の流れで訳すと、「その(日)仕事を行ってはならない。これは[7]週の[祭]である」となる。ま

た、M はそこに yk を入れる。訳すと、「仕事を行ってはならない。じつにこれは[7]週の[祭]
であるから」となる。W は、7 行目の後半からこの行の前半をレビ 23:21 の再配列された語

順による逐語的引用とする。MT レビ 23:21 は、hyhy Xdq arqm hzh ~wyh ~c[b ~tarqw 
~kytrdl ~kytbXwm lkb ~lw[ tqx wX[t al hdb[ tkalm lk ~kl、Col. 19:7b–

9a は、wX[]y awl hdwb[ tkalm lwk ~l[w[ twqwx Xdwq arqm] [hzh ~]wyh hyhw 
wX[]y awl hdwb[ tkalm lwk ~twrwdl である。また、この行の後半は民 28:26 の引用

なしのパラフレーズと自由作文であるとする。MT 民 28:26 は、~kbyrqhb ~yrwkbh ~wybw 
wX[t al hdb[ tkalm lk ~kl hyhy Xdq arqm ~kyt[bXb hwhyl hXdx hxnm、
Col. 19:9b は、[~]lw[l !wrkzl ~yrwkb gxw awh tw[wb[X gx である。しかし類似点は、

~yrwkbh ~wybw と ~yrwkb gxw、また、~kyt[bXb と tw[wb[X ぐらいである。 
(300) W は 11 行目からこの行をレビ 23:15 の引用なしのパラフレーズとしている。MT レビ

23:15 は、twtbX [bX hpwnth rm[ ta ~kaybh ~wym tbXh trxmm ~kl ~trpsw 
hnyyht tmymt、Col. 19:11–13 は、hXdx hxnmh ta hmkaybh ~wym hmkl hmt[rpsw] 
trxwmm d[[ [hnyyht] twmymt twtbX [bX tw[wbX h[bX ~yrwkbh ~xl ta] [h]whyl 

~wy ~yXmx wrwpst ty[ybXh tbXh となっている。 
(301) 4 つのテキストはほぼ同じ復元であるが、Y と異なり、Q、CH、M はこの行の最初の語

を hm[tbrqh]w「また捧げるように」と復元している。Q の主張によると、11Q20 の平行箇

所に hmtb[r]q[hw とあることがその理由である。DJD XXIII, 374 参照。 
(302) この行もほとんど同じであるが、Q、CH、M は最初に [hlw[] を入れ、「12 匹の雄羊は

主への燔祭]」と読む。 
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Col. 20 

~ynX jpXmk hmtxnmw ~yl[ya] 01  

hzh $snh l[ lyal !mX !y[hh tyXlX !mXb hlwlb tlws ~ynwrX[] 02  

ry[Xw h[bX hnX ynb ~y[Xbkw dxa lya ~ynX ~yrp hlw[ wbyrqyw] 03  

vacat lhq[h ~[ lwk l[ rpkl tajxl dxa ~yz[] 04  

lyaw ~yrpl jpXmk hmksnw h[mtxnm] 05  

wbyrqy ~wyh [bwrb hwhyl[ xwxyn xyr hXa ~yz[ ry[Xlw ~yXbklw] 06  

 [             ]מים] [ ⌉ויקריבוילים ואת הנסך ⌈]הא[ ⌉ת⌈]א[ 1
 [                  ]העשר ע⌉שנה ארב⌈] בני[ ⌉כבשים⌈[          ]  2
 [                    ]ל֯ה יעשום⌉העו⌈[                        ]  3
 ]את[ ⌉זבח⌈יק֯טירו עלהמ] ואת חלבם                  [ 4
 ⌉רבים⌈אשר על הק֯  ]ב[החל ו̇את כול] החלב המכסה את הקרב[ 5
 ]ליהנה[ע] אשר[ הכליות יסירנה ואתהחלב] יותרת הכבד על [⌉ואת⌈ 6
 ]טירו[העצה ויק̇  ת האליה לעומת]ואואת אשר על הכסלים [ 7
 ]ח[ו]ח[ריח̇ ני עם מנחתמה ונסכמה אשה] הכול על המזבח[ 8
 ]משפט[נסך כ והקרי֯בו כול מנחה אשר קרב עמה] לפני יהוה[ 9

 יקמוצו ממנה את שר קרב עליה לבונה או חרבה]א[ ⌉ל מ֯נחה⌈]וכו[ 10
 יוכלו בחצר ת֯ה֯ וי̇קטירו על המזבח ואת הנותר מהמה]אזכר[ 11
 ]כל[תאכל חמץ ביום ההוא ת֯א לום הכוהנים לוא]וכ[יא] מצות[ ת]י[מ]הפני[ 12
 ת]י[מלח ולוא תשבהשמש ועל כול קורבנכמה תתנו ] ליו[⌉א ע⌈]ולוא תבו[ 13
 ליהוה תרומה וירימו           tvaca     ⌉ברית מלח לעולם⌈ 14

 החזה ואת ומן הכבשים את שוק הימין ואת] לם⌉האי⌈ מן[ 15
 השכם ויניפו אותמה תנופה ו֯את האזרוע עד עצם ⌉ה⌈]הלחיים ואת הקב[ 16

 

20 欄 

11Q20 IVと平行している(303)。 

01 [雄]羊とそれらの穀物の供物は規定に従って、([油と混ざっている])02 2 (304) 

                                                        
(303) 01–06 行は M の編集した DJD XXIII 11Q20 による。 
(304) M を中心に比較すると Y と M は単語の位置においては行が異なることはあるが、01–
02 行は同じ。03 行で Y は、dxa lya ~ynX ~yrp hlw[ wbyrqyw を欠く。04 行でも、dxa 

h ~[ lwk l[ rpkl tajxl を欠く。06 行でも、xwxyn xyr hXa ~yz[ ry[Xlw ~yXbklw 
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02 [/10 の上質の小麦粉、1/3 ヒ]ンの油は(それぞれの)雄羊と共に、この灌奠と共に(捧げる

ように)。 

03 [また彼らは燔祭を捧げるように。2 頭の雄牛、1 匹の雄羊、]1 歳の 7 匹の[小]羊、また

([1 匹の])04 

04 (雄)03]山羊を浄罪の供犠として、すべて]集会[の民を浄めるために。]-空白- (305) 

05 [彼らの穀物の捧げ]物と、彼らの灌奠を規定に従って。雄牛、雄羊(306)、 

06 [雄の子羊、また雄山羊を]主へ[の宥めの香り、火に焚く供犠として、]1 日の 1/4 に捧げ

るように。 

1 [雄]⌈ 羊と灌奠を。また彼らは ⌉[     ](307) 

2 [     ]14 匹の 1[歳]の⌈子羊を (捧げるように。)⌉1[     ](308) 
                                                        
を欠く。Q と M では番号の付け方が異なる。Q は 01 を 5、02 を 6、03 を 7、04 を 8、05 を

9、06 を 10 とする。01 では、hyl[ hmksnw「彼らの飲み物の捧げものをその上に」を加え

る。CH と M でも単語の位置において行が異なることはある。大きな違いは、CH が 01 行

の先頭に ta byrqhw「また彼は～を捧げるように」を加えた点。 
(305) W は、03 行目からこの行を民 28:27b–28a の再配列された語順による逐語的引用と、民

28:30b の短い引用を含む節ないしその一部のパラフレーズとする。MT 民 28:27b–28a は、 
ynb ~yXbk h[bX dxa lya ~ynX rqb ynb ~yrp hwhyl xxyn xyrl hlw[ ~tbrqhw 
dxah lyal ~ynrX[ ynX dxah rpl ~ynrX[ hXlX !mXb hlwlb tls ~txnmw hnX
である。民 28:30b は、~kyl[ rpkl dxa ~yz[ ry[Xw、Col. 20:03–04 は、hlw[ wbyrqyw] 
l[ rpkl tajxl dxa ~yz[] ry[Xw h[bX hnX ynb ~y[Xbkw dxa lya ~ynX ~yrp 

lhq[h ~[ lwk である。また、SamP 民 28:30b と 4QNumb Col. 23: frgs. 48–50 の 28:30b は、

11Q19 と同じように dxa と rpkl の間に tajxl を挿入する。SamP は、dxa ~yz[ ry[Xw 
~kyl[ rpkl tajxl、4QNumb は、hmky]l[ rpkl[ tajxl dxa ~yz[ ry[Xw である。 
(306) W は 04 行後半からこの行を、民 29:37 の再配列された語順による逐語的引用とする。

MT 民 29:37 は jpXmk ~rpsmb ~yXbklw lyal rpl ~hyksnw ~txnm、Col. 20:04–05

は、lyaw ~yrpl jpXmk hmksnw h[mtxnm] である。 
(307) M、CH、Q は殆ど同じ復元をしている。~ym[lX] wbyrqyw $sn taw ~ylyah t[aw]
「[雄]羊と灌奠を、また彼らは[和解]の犠牲を捧げるように」と復元しているが、CH は「和

解の犠牲」に定冠詞を付け、~y[mlXh] とする。Q は最後に、[[bra ~ylya hzh ~wyb] を

挿入する。Y も、注において、最後の ~ym が ~ym[lX]「[和解]の犠牲」であることを示唆

している。 
(308) CH と M は殆ど同じ復元。[hmksnw hmtxnmw] rX[ h[bra hnX [ynb] ~yXbkw a[ ]
「14匹の 1[歳]の雄の子羊、[また穀物の捧げ物と灌奠を] (捧げるように)」と復元しているが、

しかし Q は、[hmksnw hmtxnmw] rX[ h[b[ra hnX ynb ~yXbkw xbzl rX[]「[犠牲の
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3 [     ]彼らはそれら⌈燔⌉祭を捧げるように。[     ](309) 

4 [     それらの脂肪を]⌈ 祭⌉壇の上で焼いて煙にするように(310)。 
5 [内臓を覆う脂肪(を)4]、また内臓の上にあるすべての脂[肪を](311)。 

6 ⌈また⌉腎臓の[上の肝臓の付属物]⌈ を⌉、彼は[それらの]上[にある]脂肪と共に取り去るよ

うに(312)。 

7 [腰の上の(脂肪)、]また尾骨の近くの脂尾[を]焼いて[煙にするように。](313) 

                                                        
ための 1(4 匹の雄羊)1]14[匹の 1 歳の雄の子羊]、[また穀物の捧げ物と灌奠を] (捧げるよう

に)」と復元している。W はこの行を民 29:13b の広範囲の逐語的引用とする。MT 民 29:13b
は、rX[ h[bra hnX ynb ~yXbk、Col. 20:2 は、r⌉X[ h[bra [hnX yn]b ~[yXbk となって

いる。 
(309) Q と CH は、[l[ ~md ta wqrzw] ~wX[y hlw[ rxa [~yXbk]l[w ~ylyal jpXmk]
「[雄羊のためまた雄の子羊の]ため[規定に従って、]燔祭の後にそれらをなすように。[また

それらの血を振りかける]」と復元。M も基本的には Q と CH と同じであるが、最後の wqrzw] 
[l[ ~md ta を欠く。 
(310) Q の 1996 年版と CH は、[lwk ta]xbzmh l[ wrjqy hmblx [taw xbzmh trz[ dwsy]
「[祭壇の台座の基部(の上に)]、またそれらの脂肪[を]祭壇の上で焼いて煙にするように、[す
べてを]」と復元しているが、Q は 2010 年版で、l[ wrjqy hmblx [lwk taw bybs xbzmh] 

[lwk ta ,xbz]mh「[祭壇の周囲に、またそれらすべての]脂肪[を]祭壇の上で焼いて煙にす

るように[すべてを]」と、復元を修正している。M は Y と同じ。 
(311) W はこの行をレビ 3:9b の広範囲の逐語的引用とする。MT レビ 3:9 b は、blxh taw 
brqh l[ rXa blxh lk taw brqh ta hskmh、Col. 20:5 は、ta hskmh blxh] 
⌈~ybr⌉qh l[ rXa [b]lxh lwk taw [brqh である。最後の語 ~ybrqh は「内臓」と訳

したが、これは複数である。CH によれば、Col. 23:14–15 と 11Q20 frgs. 8–9 を比較しての結

論である。だが、MT と 4QLevb frg. 8 のレビ 3:9 は brqh で単数。CH によれば MT におい

て犠牲に関する文脈では複数はない。 
(312) Y と M は同じ。Q と CH が同じで、ただ 1 箇所の前置詞が前者と異なる。trtwy] taw 
[hmhyl][ [rXa] blxh taw hnrysy twylkh [~[ dbkh「また[肝臓の付属物]を、腎臓

共に、彼は[それらの]上[にある]脂肪と取りさるように」と復元。 
(313) W は 6 行目からこの行の前半を、レビ 3:10b の再配列された語順による逐語的引用、並

びにレビ 3:9b の再配列された語順による逐語的引用とする。MT レビ 3:10b は、blxh taw 
hnrysy tylkh l[ dbkh l[ trtyh taw ~ylskh l[ rXa !hl[ rXa、MT レビ 3:9b

は、hskmh blxh taw hnrysy hc[h tm[l hmymt hylah wblx、Col. 20:6–7a は、

l[ rXa で taw] [hnhyl][ [rXa] blxh taw hnrysy twylkh [l[ dbkh trtwy] taw 
hylah t[aw ~ylskh である。 
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8 [すべてを祭壇の上で。]それらの穀物の供物と灌奠と共に、([主の御前の])9[宥]め[の]香

り、火に焚く供犠である(314)。 

9 彼らはすべての穀物の供物を、供えられた灌奠と共に[規定]に従って捧げるように(315)。 

10 [またすべ]⌈ ての穀物の供物
 ⌉は乳香をその上に共[に]、或いは乾いたままでも、(記念)11

の部分としてそれからひと握りを取るように(316)。 

11 また祭壇の上でそれを焼いて煙にするように。またそれらの残りを、彼らは([中])12庭で

食べるように(317)。 

                                                        
(314) Q と CH が Y と異なるのは、先頭に ta を置くことである。M はさらに、ta ~ynhwkh
を置く。M は、11Q20 frgs. 8–9 の 18 行に基づいて下記のように復元している。wryjqyw 
[x]w[x]yn xyr hXa hmksn hmtxnm ~[ [xbzmh l[ lwkh ta ~ynhwkh]「[祭司たちは

すべてを祭壇の上で] (焼いて煙にするように)7。彼らの穀物の捧げ物と彼らの灌奠と共に、

火に焚く供犠([主の御前の])9[宥]め[の]香りである」。しかし、ここも M の 11Q20 の復元テ

キストであるので決定的な復元とは言い難い。 
(315) Q と CH は殆ど同じ。以下 CH の復元。hm[ brq rXa hxnm lwk brqtw [hwhy ynpl] 

[jpXm]k $sn「[主の御前に]あなたはすべての穀物の捧げ物を、供えられた灌奠と共に[規

定]に従って」。だが Q は、[hwhy ynpl] の後に vacat「-空白-」を挿入する。M は Y と殆ど

同じであるが、Y の wbyrqhw に対して brqhw と復元。しかし 11Q20 Col. 4, frgs. 8–9 の 19–
20 行の復元テキストの中では Q と殆ど同じ復元になっている。W は 7 行後半からこの行の

前半をレビ 3:11 の短い引用を含む節ないしその一部のパラフレーズとする。MT レビ 3:11
は、hwhyl hXa ~xl hxbzmh !hkh wryjqhw、Col. 20:7b–9a は、[xbzmh l[lwkh] [wryj]qyw 
[hwhy ynpl] [x]w[x]yn xyr hXa hmksnw hmtxnm ~[である。この行の後半は民 15:4–5a

の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズとする。MT 民 15:4–5a は、byrqmh byrqhw 
!yhh ty[brb $snl !yyw !mX !yhh ty[ybr lwlb !wrX[ tls hxnm hwhyl wnbrq 
hl[h l[ hX[t、Col. 20:9b は、[jpXm]k $sn hm[ brq rXa hxnm lwk wbyrqhw で
ある。 
(316) W はこの行の前半をレビ 7:10a の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズとする。

MT レビ 7:10a は hxnm lkw、Col. 20:10a は hxnm l[wkw]。 
(317) W は 10 行後半からこの行をレビ 2:2b の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズと

する。MT レビ 2:2b は、ryjqhw htnbl lk l[ hnmXmw htlsm wcmq alm ~Xm #mqw 
hwhyl xxyn xyr hXa hxbzmh htrkza ta !hkh、Col. 20:10b–11a は、ta hnmm wcmqy 
xbzmh l[ wryjqyw ht[rkza]である。 
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12 祭司たちはそれらを[種入れぬまま]食[べるように。](318 ) 酵母の入ったものは食べては

ならない。その日のうちに、それは[食べるよ]うに(319)。 

13 太陽が沈む前に(320)。すべての捧げ物の上に塩を置くように。また(321) 

14 あなたは永遠の塩の契約を(絶[やし]て) 13はならない。-空白- 彼らに主に向かって供え

物を上げさせるように(322)。 

15 ⌈雄⌉羊[から、]雄の子羊から右の腿を、胸を(323) 

16 [両頰を、胃]⌈ を⌉、肩の骨から前脚まで、それらを差し上げるように。差し上げる供物

として(324)。 

                                                        
(318) Y と M の復元では、~wl[kw]ay である。この形はプアルの動詞となるのではないだろう

か。文脈で正しい形は Q と CH の復元によると、~wl[k]awy である。カル未完了複数人称語

尾とすべきだと筆者は考える。訳は Q と CH の復元によった。いずれにせよ Y の主張通り

この復元が正しければ、肯定的命令である。 
(319) W は、11 行後半からこの行をレビ 6:9 の再配列された語順による逐語的引用、レビ 2:11
の短い引用を含む節ないしその一部のパラフレーズ、並びに自由作文とする。MT レビ 6:9
は、d[wm lha rcxb Xdq ~wqmb lkat twcm wynbw !rha wlkay hnmm trtwnhw 
hwlkay、MT レビ 2:11 は、#mx hX[t al、Col. 20:11b–12 は、wlkwy hmhm rtwnh taw 
[lk]at awhh ~wyb #mx lkat awl ~ynhwk ~wl[kw]ay [twcm] t[y]m[ynph] rcxb で

ある。 
(320) 原文は、「太陽をその上に来らせてはならない」。 
(321) Y と M は同じ。Q と CH は似ているが最後の語の復元が異なる。CH は、a[wb]t a[wlw] 
tybXt awlw xlm wntt hmknbrwq lwk l[w XmXh [h]y[l][、Q は最後の単語が twbXt
でカル未完了。ただしこの行の基になっているレビ 2:13 は tybXt。 
(322) W は 13 行目からこの行の前半をレビ 2:13 の短い引用を含む節かその一部のパラフレー

ズと民 18:19 の広範囲の逐語的引用とする。MT レビ 2:13 は、xlmb $txnm !brq lkw 
xlm tyrb tybXt alw xlmt、MT 民 18:19a は yttn hwhyl larXy ynb wmyry、Col. 

20:13–14 は、wmyryw vacat ~lw[l xlm tyrb t[y]bXt awlw xlm wntt hmknbrwq lwkw 
hmwrt hwhyl である。 
(323) Q、M、CH はこの行の最初に、hpwn[t]「[揺]り動かす捧げ物」を復元。 
(324) W は 15 行後半からこの行の前半をレビ 7:31b–32a の短い引用を含む節かその一部のパ

ラフレーズと申 18:3b の再配列された語順による逐語的引用とする。MT レビ 7:31b–32a
は、!ymyh qwX taw wynblw !rha hzxh hyhw、MT 申 18:3b は、!tnw hX ~a rwX ~a 
hbqhw ~yyxlhw [rzh !hkl、Col. 20:15–16 は、qwX ta ~yXbkh !mw [~lyah [!m] 

hmtwa wpynyw ~kXh ~c[ d[ [wrzah taw h[bqh taw ~yyxlh] taw hzxh taw !ymyh 

hpwnt となっている。 
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Col. 21(325) 

hzxw hmwrth qwX hyhy[ ~ynhwklw vacat hwhy ynpl] 01  

twnml twabqhw ~yyxlhw t[w[wrzah ….hpwnth] 02  

[wrzah !m raXnh ~kXh taw la[rXy ynb tam ~lw[ qwxl….] 03  

!mw hm[rzlw hmhl ~lw[ qwx[l….] 04  

!mw ~ylyah [!m] ~yplah yrX[   ….] 05  

 ⌉ל אחד כבש אחד ולכול⌈]אי הכבשים לכוהנים איל אחד כבש אחד וללויים[ 1
 ⌉ש֯ר שבטי⌈]שנים ע ות[ד כבש אחד לכ̇ול̇ המט̇ ]אחאיל  7 המטה[ 2
 vacat? יהו̇ה̇  לפני נה]החיצוביום הזה בחצר [ 8) ישראל ואכלום( 3

 (?)]שנים[ והלויים̇  9 ראישונים ⌉י̇ם ישתו שמה⌈]הכוהנ                  [ 4
 10 ⌉ה⌈שונ⌉אי⌈נ̇שיא̇י הדגלים בר̇  ל[                                             ] 5
 ⌉קטן⌈ עד]ו ל[ואחריהמה כול העם מגדו̇  שם[                              ] 6
 ⌉כי⌈ סר מן הגפנים]ו[ב] י[ענ̇ב̇ פר̇  כול] ו[ל̇ ]יאוכולוא [ 11 ⌉יחלו לשתות יין חדש⌈ 7
 י̇ה̇וה] ני[בני ישראל לפ 12 תירוש וישמחו⌉ם̇ הזה יכפ֯ר֯ו על ה⌈]ביו[ 8
 ]הזה ום[בי֯  13 ושמחו מה בכול מושבותיהמההעולם לדורותי] חוק[ 9

 ⌉ה⌈יהוה שנה בשנ̇  לנסך נסך שכר יין חדש על מזבח] כי החלו[ 10
11                 vacat     14  
 פעמים תשעה 15 ה מיום̇ הזה שבעה שבעות שבע]לכמ[ ה]תמ[ו̇ס̇פ̇ר 12
 ממוחרת השבת וארב֯עי̇ם יום ש̇ב̇ע̇ שבתות תמימות תהיינה עד 13
 חדש ממשבות תספורו חמשים יום והקרבתמה שמ̇ן 16 השב̇יעית 14
 המטה שמן חדש כתית אחד מן 17 רא̇ל מחצית ההין]יש ני[טות̇ ב̇ ]מ[ 15
 מזבח העולה בכורים לפני יהוה יצהר על[                               ] 16

 

21 欄 

11Q20 Vと平行している(326)。 

01 [主の御前に。-空白- また祭司たちのために、]ももの供え物と胸(327) 
                                                        
(325) テキスト内のアラビア数字は平行箇所の 11Q20 V の行を表す。 
(326) 01–05 行は M の編集した DJD XXIII 11Q20 による。Y の版にもロックフェラー 43, 975
（後の 11Q20）によって 01–06 行が復元されているが、01 行は完全な「-空白-」で、その後

は M の復元に近い。 
(327) Y は hwhy ynpl「主の御前に」を欠く。CH はこの行の最後の語、「胸」を 02 行の最初に

移動。 
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02 の[差し上げる供物] ([が]ある。) 01 [前]脚、両頰、胃を、部分として(328)。 

03 [イスラ]エル[の子らの永遠の定めとして。]また前脚より残った肩を(329) 

04 彼らと彼らの子孫に永遠の定め[として。](330) 

05 千人隊長たち 雄羊からまた(雄の子羊)1[から](331) 

                                                        
(328) Y は、最初の語 hpwnth「差し上げる捧げ物」を欠く。CH は、次のように復元。hzxw 
~yyxlhw t[w[wrzah ta wntyw tyXarlw hpwnth]「と胸の[差し上げる捧げ物。また第 1

に前脚]そして両頰を([与えるように])」。だが、CH は英訳の方で hzx「胸」を訳していない。

Q は hzxw を 01 行の最後に置き、後は CH と同じ復元。W はこの行をレビ 7:32–33 の短い

引用を含む節かその一部のパラフレーズとする。MT レビ 7:32–33 は、wntt !ymyh qwX taw 
wl !rha ynbm blxh taw ~ymlXh ~d ta byrqmh ~kymlX yxbzm !hkl hmwrt 

hnml !ymyh qwX hyht、Col. 21:02 は、twnml twabqhw ~yyxlhw t[w[wrzah ….hpwnth]。

両者間には類似点がほとんどない。最後の hnml と twnml のみか？ 
(329) Y は [rXy ynb tam ~lw[ qwxl …] を欠く。Q は ynb tam ~lw[ qwx hmhl hyhw] 
[wrzah !m raXnh ~kXh taw la[rXy「[彼らにとってイスラ]エル[の子らにおける永遠

の定めとなるように。]また前脚より残った肩を」と復元。CH は内容は Q と同じであるが、

行が異なる。twnml twabqhw をこの行の先頭へ持ってきて、!m raXnh ~kXh taw 
[wrzah を次の行へ持ってゆく。W はこの行を申 18:3a の広範囲の逐語的引用とする。MT

申 18:3a は、xbzh yxbz tam ~[h tam ~ynhkh jpXm hyhy hzw、Col. 21:03 は、…] 

[wrzah !m raXnh ~kXh taw la[rXy ynb tam ~lw[ qwxl となっており、類似点を

欠く。CH は出 29:28 を比較聖句としてあげている。この、yk larXy ynb tam ~lw[ qxl 

hwhyl ~tmwrt ~hymlX yxbzm larXy ynb tam hyhy hmwrtw awh hmwrt の方が近

い。 
(330) Y は、qwxl の l を欠く。Q は、~lw[ qwx[l ~[h tam hmhl hyhw ~yywll wnty] 
hm[rzlw hmhl「[レビ人らにわたすように。彼らにとって民における、]また彼らの子孫

にとっての永遠の定めとなるように」と復元。CH は、hmhl ~lw[ qwx[l ~[h tam] 

[ynb la ~waycy rxa] hm[rzlw「[彼らにとって民における、]また彼らの子孫にとっての

永遠の定めとなるように。[後で彼らがそれらを(イスラエル)06の子らに出したら]」と復元。 
(331) Q は、!mw ~ylyah [!m] ~yplah yrX [wntnw larXy ynb la ~waycwy rxa]「[後で彼

らがそれらをイスラエルの子らに取り出し、]千人隊長たちは雄羊[から]また…から与える

ように」と復元。CH は、[lya ~yXbkh] !mw ~ylyah [!m] ~yplah yrX [wntnw larXy]
「[イスラエル(の子ら)05]千人隊長たちは雄羊[から]また[雄の子羊]から[与えるように。雄羊]」
と復元。 
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1 [を祭司たちのために、雄羊 1 匹と雄の子羊 1 匹をレビ人たちのために、雄]⌈ 羊 1 匹と

雄の子羊 1 匹をそれぞれの⌉ (332) 

2 [部族のために、雄羊]1[匹]と雄の子羊 1 匹をすべての[諸]部族、(イスラエル)3の⌈1⌉[2] 
⌈部族  (333)⌉ 

3 [この日]主の御前の[外庭]で (彼らはそれらを食べるように。)(334)。-空白-(335) 

4 [     ]先ず[祭司]⌈ たちがそこで飲むように、⌉そしてレビたちが[次に。](336) 
5 [     ]先ず連隊の指導者が(337) 

6 [     ]名のある者が、彼らの後すべての民が大いな[る]者から⌈小さき者⌉まで。 

7 ⌈新しいブドウ酒を飲み始めるように。⌉ 彼らはすべてブドウのまだ熟さない果実[を食

べ]て[はならない。]実に(338) 

                                                        
(332) Q、CH と M の復元は、M が 1 行目の最初に置く lya ~yXbkh を前の行に置く以外、

意味は同様である。総合すると復元は以下の通り。wnb[lw !wrhal dxa Xbk dxa lya] 

dxa Xbk dxa l[ya y]wl ynblw「[雄羊 1 匹と雄の子羊 1 匹をアロンとその]子のため。

また[雄]羊 1 匹と雄の子羊 1 匹をレ[ビ]の子らのために」。 
(333) Y と M は同じ。Q と CH も Y と M がこの行の最初に置く lwklw を前の行の最後の置

くことと、最後に置かれている yjbX を次の行の最初に置くだけの違いである。以下、意味

上大きく異なるもののみ記す。 
(334) この括弧は筆者のものでなく DE 版による。 
(335) Y は Col. 22 の 13 行より復元。Q と CH の復元は以下の通り。~[wlka larXy yjbX 

[wtXyw] hwhy ynpl hnwcyxh rcxb「イスラエルの部族。また彼らは外庭の主の御前でそ

れらを食べるように。[また彼らは飲むように]」。M は殆ど Q と CH と同じであるが、最後

の [wtXyw] を欠き、その場所を Y と同じく [vacat?] とする。 
(336) Q と CH は、[~ynX] ~yywlhw ~ynwXyar hmX wtXy ~y[nhwkh Xwryth !m]「[ブドウ汁

から。祭司た]ちはそこで最初に飲むように。またレビ人たちは次に」と復元。M は最初の

Xwryth !m と最後の [~ynX] を欠く。 
(337) Q と CH は、hnwXyarb ~ylgdh yayXn lar[Xy ynb lwk wtXyw hmhyrxaw]「[彼らの

後にすべてのイスラエルの子らは飲むように。先ず連隊の指導者]」と復元する。M は 
ynb lwk wtXyw hmhyrxaw] を欠く。 
(338) Q、CH と M は、Y と反対の意味にとれる復元をしている。[Xdx !yy twtXl wlxy] 
[yk] ~ynpgh !m rswbw ~ybn[ lwkalw「新しいブドウ酒を飲み、ブドウのまだ熟さない果

実と熟した果実を食べるように[じつに]」。CH によると Q は 22:14–16 行との比較で「新し

い油とオリーブの果実を食することに」は肯定文なのでここも肯定文とする。また M も

11Q20 Col. 5, frgs. 10 i–11 の 10–11 行の注解の中で lwkal al の al を入れる余白がない

として否定。 
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8 この[日]ブドウ汁(339)⌈を彼らは浄めるように。⌉イスラエルの子らは主の御[前]で喜ぶよ

うに。 

9 彼らの世代を通しての永遠の[定め]である。すべて彼らの居住地において、[この日]に

は喜ぶように(340)。 

10 [実に彼らは]年ご⌈と⌉に主の祭壇の上に灌奠、強い酒、新しいブドウ酒、を注ぐことを

[始めたから。](341) 

11 -空白- 

12 また、[あなたたち]はこの日から 7 週間で、7 回を数えなければならない。9 日と(342) 

13 40 日、7 回の完全な安息日があるように。(第 7 回目)の安息日の翌日まで 

                                                        
(339 ) この行に記される Xwryt に関して、Koehler, L., and, Baumgartner, W., The Hebrew & 
Aramaic Lexicon of the Old Testament, Vol. 2, Leiden: Brill, 2001, pp. 1717–1728 も、発酵したも

のか否かの論争について記している。Xdx !yy との区別のためにも「ブドウ汁」とした。こ

の祭は聖書に記されていないクムラン独特の祭の可能性がる。 
(340) Y と M は同じ。Q と CH は Y と M が単数としている最初の語 qwx 定めが hqwx 掟の

複数の twqwx。W はこの行をレビ 3:17 の広範囲の逐語的引用と自由作文とする。MT レビ

3:17 は wlkat al ~d lkw blx lk ~kytbXwm lkb ~kytrdl ~lw[ tqx、Col. 21:9

は、[hzh ~w]yb wxmXw hmhytwbXwm lwkb hmhytwrwdl ~lw[ [qwx]である。 
(341) Q の 1996 年版と CH は次のように復元している。!yy rkX $sn $wsnl [~lxh] d[wmb 

hnXw hnX hwhy xbzm l[ Xdx「定まった時に彼は年ごとに主の祭壇の上に灌奠、強い

酒、新しいブドウ酒、を注ぐことを[回復した]」。CH は Q の復元を受け入れているが、訳で

は ~lxh を when they begin としており、Y と M の復元にある wlxh と同じである。M は

次のように復元している。hnX hwhy xbzm l[ Xdx !yy rkX $sn $wsnl [wlxh] d[wmb 

hnXw「定まった時に彼らは年ごとに主の祭壇の上に灌奠、強い酒、新しいブドウ酒、を注ぐ

ことを[始めた]」。CH の訳が M の訳に近いものになっていることが解る。W はこの行を民

28:7b の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズとする。MT 民 28:7b は、$sn $sh 
hwhyl rkX、Col. 21:10 は、hnX hwhyl xbzm l[ Xdx !yy rkX $sn $snl [wlxh yk] 

hnXb。Q は 2010 年版では、[~lxh] d[wmb を [~]d[wmb「[それらの]定まった時に」と復

元し直している。 
(342) Y と M は同じ。ただし M は、frgs. 10 i–11 の 14 行を参考に Y が tw[bX を weeks と訳

しているものを tw[wbX と復元している。Q と CH は、h[bX hzh ~wym ~[kl hmt]rps 

~ym[p [bX tw[bX「また、[あなたがた]は、その日から 7 週間で、7 回を数えるように」

と復元。Y と M が hmkl としているところを ~kl とする。 
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14 50 日を数えるように。また、あなたたちは[イス]ラエルの子[ら]の各部族の居住地から

新しい油を捧げるように(343)。 

15 各部族から1/2ヒンの新しく抽出された油。 

16 [     ]燔祭の祭壇の上に油。主の御前に、初物の捧げ物である(344)。 

Col. 22 

~ynX ~ylya ~[ 01  

ynpl hd[h lwk l[ wb r[pkw] 02  

!yhh tyxcm hzh !mXb h[lwlb tlws ~ynwrX[ hXwlX … hwhy] 03  

 xyr hXa hawh hlw[ jpX[mk …] 04  

[… hwhyl xwxyn] 05  

 מה[בה 6 ר̇ות[   ]⌉יבעירו בנרות ל⌈ 1
 ]                             7 יאי[⌉נש ים עם⌈ם שרי האלפ̇ [                  ] 2

 [               ]⌉ונסכמה ר ומנחתמה⌈ארבעה עש̇ ] שנה ני[ם̇ ב̇ ]כבשי         [ 3
 ]                         ת[ו̇שחטו בני לוי א֯  vac? לאלים]ו 8 לכבשים       [ 4

 ]                      המזבח סביב9 על[ א̇ה̇ר̇ו̇ן את דמם ⌉הכוהנים בנ̇י⌈ ק֯ו]וזר[ 5

 ]                       עולה[ה̇  ת חלבמה יק̇ט̇ירו על מז̇בח̇ ]וא        [ 6
 ]אשי ריח               ם[החלבי ו̇נסכמה יקטירו על] ומנחתמה[ 7
 ]                      ן[וירימו מ   vacat   י̇הוה]ל [נ̇י̇ח̇וח̇  8

 את]ואת האזרוע  [התנופה ולראש֯י֯ת֯  *הימין ואת חזיאת שוק  9
 וללויים 2 כמשפטמ̇ה̇  הלחיים ואת הקבה לכוהנים יהיה למנה 10
 י֯ם̇ ]נ[ישראל לכ̇ו̇ה֯  3 בני את השכם אחר יוציאום אל בני ישראל ונתנו 11
 אחד ולכול מטה איל אחד כבש אחד וללויים איל אחד כבש 12

 בחצר החיצונה ומטה איל אחד כבש אחד ואכלום ביום הזה 4 13

                                                        
(343) W は 12 行目からこの行をレビ 23:15–17a の広範囲の逐語的引用と自由作文とする。MT
レビ 23:15–17a は、[bX hpwnth rmw[ ta ~kaybh ~wym tbXh trxmm ~kl ~trpsw 
hxnm ~tbrqhw ~wy ~yXmx wrpst t[ybXh tbXh trxmm d[ hnyyht tmymt twtbX 
~kytbXwmm hwhyl hXdx、Col. 21:12–14 は、h[bX hzh ~wym h[mkl] [hmt]rpsw 
trxwmm d[ hnyyht twmymt twtbX [bX ~wy ~y[braw h[Xt ~ym[p [bX tw[bXh 

twbXmm hXdx !mX hmtbrqhw ~wy ~yXmx wrwpst ty[ybXh tbXh である。 
(344) Y がこの行の始めを欠損部分としている場所を Q、CH と M は、tyXar ta wbyrqyw] 
rhcy[h「また彼らは最初の最上の油を捧げるように」と復元。 
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 בשנה אחר עולם לדורותיהמה שנה 5 לפני יהוה חוקות 14
 ביום הזה יכפרו כי 6 יואכלו ויסוכו מן השמן החדש ומן הזתים 15

 בשנה וישמחו הר הארץ לפני יהוה פעם אחת]יצ[ ל̇ ]כו[ ל֯ ⌉ע֯ ⌈ 16
 

22 欄 

11Q20 V–VIと平行している。 

01 [  ]2 匹の雄羊(345) 

02 [  ]また彼はそれによって、すべての会衆を([主])03の御前に[浄める]ように(346)。 

03 [  ]1/2 ヒンのこの油と[混ざっている、3/10 の上質の小麦粉、](347) 

04 [  規]定に[従って。]これは燔祭、火に焚く供犠(348)。 

                                                        
(345) Y は殆ど復元していない。Q の 1996 年版は 6 行で復元して、その 2 行目として、~yrp] 

~[ynX ~ylya ~[ynX「[2 匹の雄牛]2 匹の雄羊」と復元していたが、2010 年版では、[ynX ~yrp]
「[2 匹の雄牛]」を削除。CH も 6 行で復元している。この箇所は 02 となり、以下 1 行ずつ

ずれる。[tajxl dxa ~yz[ ry[Xw   ] ~ynX ~ylya] 02 (~[ynX ) ~yrp 01「([2 匹の雄牛 ])01 
2 匹の雄羊[   また雄山羊 1 匹浄罪の供犠として]」。 
(346) Y と M は同じ。Q の 1996 年版は、lwk l[ wb r[pkl tajxl dxa ~yz[ ry[Xw ] 
ynpl hd[「[   また雄山羊 1 匹浄罪の供犠として]それにより、すべての会衆を御前に[贖]

うために」と復元していたが、2010 年版では、この行の先頭は ry[Xw rX[] と復元してい

る。つまり 01 行目は「12 匹の雄羊」となる。CH は、ynpl hd[ lwk l[ wb r[pkl] 

[hXwlX tlws wtxnmw hwhy]「それにより、すべての会衆を[主]の御前に[贖]うために。ま

たその穀物の[捧げ物、3/(10)04 の上質の小麦粉]」と復元。W はこの行をレビ 10:17b の短い

引用を含む節ないしその一部のパラフレーズ？とする。MT レビ 10:17b は、hd[h !w[ ta 
hwhy ynpl ~hyl[ rpkl、Col. 22:02 は、(03hwhy) ynpl hd[h lwk l[ wb rpkw であ

る。 
(347) Y と Q は h[lwlb tlws ~ynwrX[ hXwlX … hwhy] を欠く。ただし Q は 2010 年版で

は先頭に hwhy を復元している。CH は、h[lwlb tlws ~ynwrX[] !yhh tyxcm hzh !mXb
「この 1/2 ヒンの油と[混ざっている (3)03/10 の]」と復元。W はこの行を民 15:10 の短い引用

を含む節かその一部のパラフレーズとする。MT 民 15:10 は、!yhh ycx $snl byrqt !yyw 
hwhyl xxyn xyr hXa、Col. 22:03 は、hzh !mXb h[lwlb tlws ~ynwrX[ hXwlX...hwhy] 
!yhh tyxcm、MT は「ブドウ酒の灌奠」。ここは油について述べている。前者が !yhh ycx 

と記すのに対し後者は !yhh tyxcm と記す。 
(348) Y、Q と M は殆ど同じだが、指示代名詞 hawh を Y は awh、Q は hayh とそれぞれ違

う。M は The Dead Sea Scrolls Study Edition では awh。CH は、wtxnm taw wblx ta ryjqhw] 
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05 [主の御前の宥めの](香り)04 (349)。 

1 ⌈彼らはランプに火を灯すように。⌉ [それ]によって[  ](350) 

2 千人隊長⌈たち、の指導⌉[者たち]と共に、[  ](351) 

3 14 匹の[1]歳の[雄の子羊]⌈ とそれらの穀物の供物と灌奠。⌉ [  ](352) 
4 [雄の子羊をまた]雄羊を -空白-? またレビの子らは を屠るように。[  ](353) 

                                                        
hawh hlw[ jpX[mk wksnw「[また、その脂肪、その穀物の捧げ物と灌奠を規定]に従って

[焼いて煙にするように。]これは燔祭である」と復元。W はこの行を、出 29:25b の再配列

された語順による逐語的引用とする。MT 出 29:25b は、hwhy ynpl xwxyn xyrl hl[h l[ 

hwhyl awh hXa である。W は言及していないが、次の 05 行まで入れると、出 29:25b に

似てくる。Col. 22:04–05 は、[… hwhyl xwxyn] xyr hXa hawh hlw[ jpX[mk …] であ

る。 
(349) Y はこの行の終わりに hzh !mXh この油を復元。Q は [!mw   hwhy ynpl xwxyn]「[主

の御前の宥め(の香り)5また…から]、CH は vacat hwhy ynpl xwxyn] xyr hXa「火に焚く

供犠。[主の御前の宥めの香り -空白-」と復元。 
(350) Y は脚注で可能性のある復元として、[wryay hm]hb twr[wnm]l twrnb wry[by「彼ら

は[燭]台のランプに火を灯すように。それ[らによって輝かせるように]」を示唆する。Q、M
と CH は前の行で Y が復元した hzh !mXh をこの行の最初に持ってきて、以下のごとく復

元している。]hb twr[nb wry[by hzh !mXh]「[彼らはこの油でラ]ンプに火[を灯すよう

に]」。 
(351) Y と M は同じ。Q と CH の復元は以下の通り。[~ylgdh] yayXn ~[ ~yplah yrX ~[ 

「]千人隊長たち、[連隊の]指導者たちと共に」。しかし Q は 2010 年版では、wbyrqyw  ] 

[~ylgdh] yayXn ~[ ~yplah yrX ~[hyl[「[ 彼らは彼らのために犠牲を捧げるように]
千人隊長たち、[連隊の]指導者たちと共に」と復元し直している。 
(352) M の復元では Y にある。[hnX yn]b「1 歳の」が欠除。Q と CH の復元は以下の通り。

hmksnw hmtxnmw rX[ h[bra ~yX[bkw rX[ h[bra ~ylya]「[雄羊 14 匹また雄の]子
羊 14 匹とそれらの穀物の捧げ物とそれらの灌奠」。W はこの行を民 29:13b の広範囲の逐語

的引用と自由作文とする。MT 民 29:13b は、wyhy ~mymt rX[ h[bra hnX ynb ~yXbk、
Col. 22:3 は、hmksnw hmtxnmw rX[ h[bra [hnX yn]b ~[yXbk    ]。 
(353) Q と CH の復元は以下の通り。~ylah t]a ywl ynb wjxXw ~y[Xb]klw ~yla j[pXmk] 

[~yXbkh taw「雄羊と雄の[子]羊を[規定通]り。またレビの子らは[雄羊と雄の子羊を]屠る

ように。M は [~yXbkh taw ~ylah] を欠く。注：この箇所の ~yla は ~ylya であるが、

原文のまま記した。 
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5 [また]⌈ 祭司たち、⌉アロンの⌈子ら⌉はそれらの血を[祭壇の周囲の側面に打ち]掛けるよう

に。[  ](354) 

6 またそれらの脂肪[を燔祭]の祭壇の上で焼いて煙にするように。[  ](355) 

7 [それらの穀物の供物]と灌奠を脂肪の上で焼いて煙にするように。[  火に焚く供犠

(356)](357) 

8 主の宥めの(香り)7。-空白- 彼らは か[ら]上げるように(358)。 

9 差し上げる供物の右の腿を胸を。第 1 のものとして[前脚をまた](359) 

                                                        
(354) W はこの行をレビ 3:2 の再配列された語順による逐語的引用とする。MT レビ 3:2 は、

bybs xbzmh l[ ~dh ta ~ynhkh !rha ynb wqrzw、Col. 22:5 は、ynb ~ynhwkh wq[rzw] 
[      bybs xbzmh l[] ~md ta !wrha である。 
(355) Q、CH と M は、Y が次の行の最初に置く [taw] をこの行の最後に置いている。hmrXb] 

[taw jpX]mk [hlw[]h xbzm l[ wryjqy hmblx[w 「[それらの肉と]それらの脂肪を[規
定]に従って、[燔祭]の祭壇の上で焼いて煙にするように。[また]」と復元したが、Q は 2010
年版では、[taw jpX]mk [hlw[]h xbzm l[ wryjqy hmblx [lwk taw]「[そして全ての]

脂肪を[規定]に従って、[燔祭]の祭壇の上で焼いて煙にするように」と変更した。W はこの

行を民 18:17b の再配列された語順による逐語的引用と自由作文とする。MT 民 18:17b は、

hwhyl xxyn xyrl hXa ryjqt ~blx taw xbzmh l[ qrzt ~md ta、Col. 22:6 は

[      hlw[]h xbzmh l[ ryjqy hmblx t[aw である。 
(356) yXa が使われている。hXa の複数連語形。レビ 7:30、21:16、申 18:1 参照。 
(357) M は Y と同じ。Q の 1996 年版と CH は、rXbhw ~]yblx l[ wryjqy hmksnw [hmtxnm] 

[xyr yXa「[それらの穀物の捧げ物]と灌奠を脂肪と[肉]の上で焼いて煙にするように。[火に

焚く供犠]」と復元していたが、Q は 2010 年版で yXa と xyr の間に hawh を挿入し、yXa 
xyr hawh と復元している。訳せば、「[それらの穀物の捧げ物]と灌奠を脂肪と[肉]の上で焼

いて煙にするように。[それは、火に焚く供犠]」となる。 
(358) Y は脚注において !]m wmyryw 以降の可能な復元をしている。Col. 20, 14–15 行を参照し

て、[hmwrt ~yXbkh !mw ~ylyah !]m wmyryw「[彼らは雄羊か]ら[また雄の子羊から供え

物を]上げるように」とする。Q、CH と M は、!mw ~ylyah !]m wmyryw vacat hwhyl xwxyn 
[~yXbkh「主の宥めの(香り)、-空白- 彼らは [彼らは雄羊か]ら[また雄の子羊から]上げるよ

うに」と復元。 
(359) 原文は tyXarl。Y はそのまま for the reshith、CH は the prime parts、M は as the choicest 
parts と訳している。ここは序数であるので「第 1 のもの」と訳した。 
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10 両頰(を)9 胃をそれらの規定に従って、祭司たち彼らのために与えるように。またレビ

人たちのために(360)、 

11 肩を(与えるように)。後で彼らは、それらをイスラエルの子らに取り出すように。また

イスラエルの子らはそれを祭[司]たちに 

12 雄羊 1 匹雄の雄の子羊 1 匹を、レビ人たちにも雄羊 1 匹、雄の子羊 1 匹を、すべて 

13 それぞれの支族にも雄羊1匹雄の雄の子羊1匹を(与えるように。)11また、 

この日彼らは(主の御前)14の外庭でそれらを食べるように。 

14 年ごとの彼らの世代を通しての永遠の掟。後に(361) 

15 彼らはオリーブから食べ、新しい油から灌奠を注ぐように。実にこの日 

16 主の御前に、年に 1 度、彼らは[すべ]て地の[最上]の油を(浄める)15から。彼らは喜ぶよ

うに(362)。 

 

Col. 23 

[vacat hmhytwbXwm ]lwkb larXy yn[b] lwk 01  

[wbyrqy rhcy d[wm rxaw vacat] 02  

[~ybyrqmh wyhw larXy ynb twjm rX[ ~ynX] ~[yc[ ta x]bzml 03  

 [ynbw !mynb ynXh ~wy]b hdwhyw [ywl] twtm [!wXyrh ~wyb] 04  

 [                   ]מ[                                 ] 1
 ]              [יבי אשר[                             ] 2
 ]          וה[ליה̇  ם֯ עולה[                             ] 3

                                                        
(360) 11Q20 の hmjpXmk の後には「-空白-」が来る。W は、8 行目からこの行の前半までを

自由作文、並びにレビ 7:31b–32 の短い引用を含む節ないしその一部のパラフレーズ、並び

に申 18:3b の短い引用を含む節ないしその一部のパラフレーズとする。MT レビ 7:31b–32
は、~kymlX yxbzm !hkl hmwrt wntt !ymyh qwX taw wynblw !rhal hzxh hyhw、
申 18:3b は、hbqhw ~yyxlhw [rzh !hkl !tnw hX ~a rwX ~a、Col. 22:8–10a は、xwxyn 
ta ]tyXarlw hpwnth yzx taw !ymyh qwX ta [         !]m wmyryw vacat hwhy[l ] 
~ynhwkl hbqh taw ~yyxlh ta[w [wrzah となっており、類似点は少ない。 

(361) W は 10 行後半からこの行の前半までをレビ 3:17a の広範囲の逐語的引用と申 15:20a の

広範囲の逐語的引用とする。MT レビ 3:17a は、~kytrdl ~lw[ tqx、MT 申 15:20a は、

hnXb hnX、Col. 22:14b は、hnXb hnX hmhytrdl ~lw[ twqwx。 
(362 ) 21:8 のブドウ汁を浄める祭と同じように聖書にはないクムラン独特の祭であった可能

性がある。新しい(オリーブ)油の祭？ 1QSa1:3 と 1QS8:6 には、22:16 にあるように共同体

の者が地を浄める話が登場する。 
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 ]           ים[שנ ע֯ירי עזים]ש                                [ 4
 ]         שפט[כמ מה ונסכמה]ומנחת                     [ 5
 ]            אחד ש[כב איל אחד אחד  פר [                             ] 6
 ]        ב[יעקו נ̇ים עשר בני]ש[ טה ומטה̇ ]מ                 [ 7
 ]ונסכה מיד[עולת הת ז̇בח אחר]מ[ם על ה̇ [                             ] 8
9            vacat           ֯עולת הלויים [ל̇ א̇ת]ו[ב הכוהן הגד̇ ]קרי[ו֯ה[ 

 ]הוא אשר[לראישונה ואחריה יקט̇י̇ר את עולת מטה יהודה וכ 10
 והעל̇ה̇ א̇ת̇  לראישונהמקטיר ושחטו לפניו את שעיר העזים  11
 ]ח[ארבע קרנות מז̇ב̇  ד̇מו באצבעו על]מ ן[דמו למזבח במזרק ונת̇  12
 ]ד[דמו על יסו העולה ועל ארבע פנות עזרת המזבח וזרק את 13
 החלב המכסה את עזרת המזבח סביב ואת חלבו יקטיר המזבח 14
 הקרב ואת אשר על הקרבים ואת יותרת הכבד עם הכליות 15
 הכסלים ויקטר יסירנה ואת החלב אשר עליהמה ואת אשר על 16
 ניחוח ליהוה ואת הכול על ה̇מזבח עם מנחתו ונסכו אשי ריח 17

 

23 欄 

11Q20 VI と平行している。 

01 すべてのイスラエルの[子]ら、すべての彼らの[居住地  ]において。[-空白-](363) 

02 [  -空白-最上の油の祭の後、彼ら](364) 

03 [ イスラエルの子らの 12 の支族は]祭[壇に木]々を([捧げる者らであるように。])02 (365) 

                                                        
(363) Y と CH は同じ。Q は Y と CH が次の行に置く [hmhytwrwdl] をこの行に入れるが。

基本的には 3 人は同じ復元である。hwhy ynpl hmyhtwbXwm] lwkb larXy yn[b] lwk 

[hmhytwrwdl ~lw[ qwx「[すべてのイスラエルの[子]ら、すべての彼らの[居住地において、

主の御前に、彼らの世代を通しての永遠の定め]」。 
(364) Q の 1996 年版と M は、[wbyrqy rhcyh d[wm dxaw] という同じ復元であるが、Q は

2010 年版ではこの行の文を全て削除し、次の行の後半に復元している。CH はこの文章を次

の行の初めに置く。 
(365) Q は 1996 年版でこの行に置いた [!wXyrh ~wyb]「[第 1 日に]」を 2010 年版では、M と

同じように次の行に置く。CH は内容的には Q や M に近いのであるが、前の行から文章が

ズレてくるので、04 行の終わりに復元。M は 11Q20 では正しい記述をしているが、Study 
Edition の本文では、「支族(複数)」を表す twjm が誤植により hwjm となっている。 
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04 [  第 1 日にはレビ]とユダの支族が、[第 2 日]には[ベニヤミンと(366) 

1 (367) 

2 [  ]であるところの[  ](368) 

3 [  ]主への燔祭[  ](369) 

4 [  2]匹の雄山[羊  ](370) 

5 [  また]それらの[穀物の供物]と灌奠を[規定]に従って[  ](371) 

6 [  ]1頭の雄牛、1匹の雄羊と[1匹の雄の小]羊。[  ](372) 

                                                        
(366) CH はこの後に、[~yrpa dxy @swy ynbw]「[またヨセフの子らエフライムと共に]」を加

える。 
(367) Q と M は、次のように復元。y[ybrh ~wybw !w[]mX[w !bwar yXylXh ~wybw @swy] 
rkXXy「[ヨセフ。また第 3 日にはルベンと]シメ[オンの 第 4 日にはイッサカル」。CH は

最初の名前が「[@swy]」でなく、[hXnmw]「[マナセ]」。前の行がエフライムであるからそれ

と調和する。[hXnmw ~yrpa dxy @swy ynbw]「[またヨセフの子らエフライムとマナセと共

に]」という復元テキストは Col. 24 の 13 行に現れる。 
(368) Q、M と CH は、yltpnw [!d yXXh ~wybw rXaw dg yXmxh ~wyb]w !lwb[zw]「[とゼ]
ブルン、[第 5 日にはガドとアセル、第 6 日にはダン]とナフタリ」と復元。 
(369) Q と CH は、hw]hyl hlw[ ~yc[h [l[ wbyrqyw vacat「-空白- 彼らは]木々の[上に主]

への燔祭を[捧げるように]」と復元。M は、hw]hyl hlw[ ~yc[h [gxb wbyrqh vacat ] 
「[-空白- お前たちは]木々の[祭に主]への燔祭を[捧げよ]」と復元。 

(370) Q と CH は rpkl tajxl ~y]nX ~yz[ yry[[X「2 匹の[雄]山羊は[浄めのための浄罪の

供犠]」と復元。M は rpkl tajx] を欠く。W はこの行を民 7:87b の広範囲の逐語的引用

と何かを加えたとする。MT 民 7:87b は、rX[ ~ynX ~yz[ yry[Xw、Col. 23:4 は、~yz[ yry[[X 

~y]nX である。ただし W の主張する読みならば、「[  12]匹の雄山[羊  ]と復元すべき

であるが、Y は 11Q20 Col. 6, frgs. 10 ii, 12 の 16–17 行に、]l ~ynX ~yz[ [yry[X とあるた

め tajxl ~y]nX ~yz[ yry[[X「2 匹の[雄]山羊は[浄罪の供犠]」と復元している。 
(371) Q の 1996 年版と CH は、[wX[yw jpX]mk hmksnw hm[txnmw larXy ynb l[ hmhb] 

[h]lw[「[それらによって、イスラエルのすべての子らまた]それらの[穀物の捧げ物]と灌奠

は規定に従って、また燔祭をなすように」。しかし Q の 2010 年版は、wX[yw を waybyw と変

更。よって、「また燔祭を持ってくるように」となる。M は、[jpXmk hmksnw hmtxnmw] 
h]lw[「[またそれらの穀物の捧げ物と灌奠は規定に従って]燔祭である」と復元。W はこの

行を民 29:6 の広範囲の逐語的引用と何かを加えたものとする。MT 民 29:6 は、htxnmw 
~jpXmk ~hyksnw、Col. 23:5 は、jpX]mk hmksnw hm[txnmw。 
(372) Q と CH は、[wtnX !b dxa X]bkw dxa lya dxa rp「雄牛 1 匹、雄羊 1 匹、また[1 歳

の雄の子羊 1 匹]」と復元している。M は、dxa lya dxa rp [hwhyl xwxyn xyr hXa awh] 
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7 [  ]ヤコ[ブ]の子らの1[2]の支族[ごとに  ](373) 

8 [  ]常[供]の燔祭と[その灌奠]の後、[祭]壇の上で(374) 

9 [  -空白- 大]祭司は(初めに)10 [レビたちの燔祭]を[焼い]て煙にするように(375) 

10 そしてその後、ユダの支族の燔祭を焼いて煙にする。[彼が] 

11 焼いて煙にしている([間]に、)10彼らは初めに雄山羊を彼の前に屠るように。また彼は

(376) 

12 その血を小鉢に入れ祭壇の上に(上げるように)11 その血から(取り)彼の指で(燔祭)13 の

祭[壇]の 4 つ角に塗[るように。](377) 

13 また祭壇の台座、彼はその血を(378)基部[の]上に打ち掛けるように。 

                                                        
[wtnX !b dxa X]bkw「[これは、火に焚く供犠。主の御前の宥めの香り]雄牛 1 匹、雄羊 1
匹、また[1 歳の雄の子羊 1 匹]」と復元。W はこの行を民 7:15 の広範囲の逐語的引用と何か

を加えたものとみている。MT 民 7:15 は、dxa Xbk dxa lya rqb !b dxa rp、Col. 

23:6 は dxa X]bk dxa lya dxa rp[ である。 
(373) Q、CH と M は、b]wq[y ynb rX[ ~ynX hjmw hj[m lwkl ~ymymt]「[傷のない、そ

れぞれの支族に]またヤコ[ブ]の子らの 12 の支族」と復元している。 
(374) CH は、[hksnw dym]th tlw[ rxa xbzmh l[ ~wyh [[bwrb ~wX[yw]「[また彼らは

1/4]日に日[ごと]の燔祭と[その灌奠]の後で祭壇の上にそれらを作すように」と復元してい

る。ただし CH の英訳には、「[また彼らは第 4]日に 1 匹の日[ごと]の燔祭と[その灌奠]を祭

壇の上に準備するように」とある。ヘブライ語と異なるので訂正した。Q の復元は殆ど CH
と同じであるが、この行の ~wyh に w を入れるスペースがないとして、~yh とする。ただ、

「海」を意味するとは思えない。恐らく Qere のように、~yh と書いて ~wyh と読ませるの

だろう。M は最初の動詞を [~wXyw] としているが、訳は CH と同じように they shall prepare

「彼らは準備するように」である。[~wXyw] は [~wX[yw] の誤植。 
(375) Q と CH は、[~yywlh] tlw[ ta l[w]dgh !hwkh b[rq]yw vacat「-空白- 大祭司は[レビ

人たち]の燔祭を焼いて[煙]にするように」と復元している。M は Y と同じで最初の動詞は

b[yrq]hw。Y と M は waw 継続法が 11Q19 で使われていたと認識している。 
(376) W はこの行の前半をレビ 5:8 の短い引用を含む節ないしその一部のパラフレーズ、並び

に自由作文とする。MT レビ 5:8 は、hnwXar tajxl rXa ta byrqhw、Col. 23:11a は、

hnwXyarl ~yz[h ry[X ta wynpl wjxXw ryjqm である。類似点は最後の hnwXar のみ。 
(377) W はこの行をレビ 4:25 の広範囲の逐語的引用と自由作文とする。MT レビ 4:25 は、 
la $pXy wmd taw hl[h xbzm tnrq l[ !tnw w[bcab tajxh ~dm !hkh xqlw 
hl[h xbzm dwsy、Col. 23:12 は、[bra l[ w[bcab wmd[m !]tnw qrzmb xbzml wmd 

[x]bzm twnrq となっている。 
(378) 写本では wmdta という 1 つの単語となっている。 
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14 また祭壇の台座の周囲、またその脂肪を祭壇の上で焼いて煙にするように(379)。 

15 内臓を(覆う脂肪)14、諸々の内臓の上にあるもの、また腎臓とともに肝臓の付属物を 

16 取り去るように。それらの上にあるところの脂肪、また腰の上にあるところ(すべてを

祭壇の上で)17 焼いて煙にするように。 

17 その穀物の供え物とその灌奠を火に焚く供犠、主の宥めの香り(380)。 

Col. 24 

 ]                           ש[א̇ת הראו̇ [                 ] 1

 [                                ]ת ואת ה]                   [ 2

 [                        ]ה̇  החזה עם[                    ] 3
 ]                  טירו[ויק י֯ הכרעים[                   ] 4
 ]                       יינו[ חת שמנו ונסך]מנ                  [ 5
 ]ניחוח אשה[ הבשר לריח[                 ]  6
 ]וכבש כבש[ול֯  פ̇ר ולאיל ואיל]והוא ליהוה וככה יעשו לפר [ 7
 ]עולם [תה ונסכה עליה חוקו֯ת̇ ]ומנח ו[וארביה לבד יהי 8
  vacat לדורותיכמה לפני יהוה 9

 ]ר[לבד כ̇אש̇  ואחר העולה הזואת יעשה עולת מטה יהודה 10
 לעולת הלויים כ̇ן̇ יעשה לעולת בני יהודה אחר הל̇ויי̇םעשה  11
12  vac   לראישונה ואחריה̇  וביום השני יעשה עולת בנימין 

                                                        
(379) W は 13 行目からこの行をエゼ 45:19 の広範囲の逐語的引用と出 29:16b の広範囲の逐語

的引用、並びに自由作文とする。MT エゼ 45:19 は、l[w xbzml hrz[h twnp [bra law 
tymynph rcxh r[X tzwzm、出 29:16b は、bybs xbzmh l[ tqrzw wmd ta txqlw、
Col. 23:13–14a は、trz[ [d]wsy l[ wmd ta qrzw xbzmh trz[ twnp [bra l[w hlw[h 
bybs xbzmh となっている。この行の中盤はレビ 4:26a からの広範囲の逐語的引用とする。

MT レビ 4:26a は、hxbzmh ryjqy wblx lk taw、Col. 23:14b は、ryjqy wblx taw。 
(380) W は 14 行後半からこの行を、レビ 3:14b–16 の再配列された語順による逐語的引用とす

る。MT レビ 3:14b–16 は、brqh l[ rXa blxh lk taw brqh ta hskmh blxh ta 
l[ dbkh l[ trtyh taw ~ylskh l[ rXa !hl[ rXa blxh taw tylkh ytX taw 
hwhyl blx lk xxyn xyrl hXa ~xl hxbzmh !hkh ~ryjqhw hnrysy tylkh、Col. 

23:14c–17 は、~ybrqh l[ rXa taw brqh l[ rXa taw brqh ta hskmh blxh 
l[ lwkh ryjqyw hmhyl[rXa blxh taw hnrysy twylkh ~[ dbkh trtwy taw 
taw hwhyl xwxyn xyr yXa wksnw wtxnm ~[ xbzmh である。 
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 השלישי יעשה וסף יחד̇ אפרים ומנשה וביוםהיעשה עולת בני י 13
 וביום הרביעי את עולת ראובן לבד ואת עולת שמעון לבד 14
 וביום החמישי לבד ועולת זבולון לבדיעשה עולת יש שכר  15
 וביום הששי vacat     יעשה עולת גד לבד ועולת אשר לבד 16

 

24 欄 

1 [  ]頭を[  ](381) 

2 [  ]また  を[  ](382) 

3 [  ]と共に胸[  ](383) 

4 [  ]脛、また彼らは焼いて[煙にするように。  ](384) 

5 [  ]その油の[穀物]の供物また[そのブドウ酒]の灌奠。[  ](385) 

6 [  ]肉は[宥め]の香りとして、[火に焚く供犠。](386) 

                                                        
(381) Y と M は同じ。Q の 1996 年版と CH は、レビ 1:8 に基づき、rdph taw] Xwarh ta[ 

「]頭を[また脂肪を」と復元しているが、Q は 2010 年版では、Xwarh ta hnwXyarl wkr[w] 
[rdph taw「[先ず、頭をまた脂肪を整えるように]」と復元している。 
(382) Q の 1996 年版と CH は、~k]Xh taw t[w[wrzh ytX「2 本の脛]と[肩]を」と復元して

いるが、Q の 2010 年版ではこの文の前に ta wkr[y rxaw  ] を加えて、「[また後、2 本

の脛]と[肩]を整えるように」と復元し直している。M は t[w[wrzh ytX を欠く。 
(383) Y と M は同じ。Q の 1996 年版と CH は、[!ymyl rXa qwX]h ~[ hzxh [taw]「[また]

胸[を右の腿]と共に」と復元したが、Q の 2010 年版では、この文の前に hmhyrxaw  ] を
加えて、「[またそれらの後に、]胸[を右の腿]と共に」と復元し直している。また Q は最後

の !ymyl を 4 行目の最初に置く。 
(384) Q と CH は[lwkh ta wryj]qyw ~y[rkh yt[X taw brqh ta ~ymb wcxrw] [彼らは

水で内臓をまた 2]本の前脚を洗うように、そして[すべてを焼いて煙に]するように、と復元。

ただし Q は最後の lwkh を 5 行目の最初に置く。CH の英訳は ~ymb を on (that) day として

いるが、誤訳と思われる。もし on (that) day であれば、~wyb と復元テキストを変えるべき。

水で洗うことに関しては Y もこの行との関連を示唆するレビ 1:9 を参照している。M は、

wryj]qyw ~y[rkh yt[X のみの復元。 
(385) Q と CH は[wnyy] $snw wnmX tx[nm ~[ hwhyl hlw[ xbzmh l[]「]祭壇の上で。主の

燔祭である。] その油の[穀物]の捧げ物また[そのブドウ酒]の灌奠を共に」と復元している。

M は、[…]$snw wnmX tx[nm…] のみの復元。 
(386) Q と CH は [yXa xwxyn] xyrl rXbh l[[] $sny !yhh[  ]ヒンの灌奠をその肉の上

に注ぐように。[宥めの]香りとして、[火に焚く供犠である。]と復元している。M は !yhh[ 
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7 [それは主に属する。それぞれの雄牛に]、それぞれの雄羊に、[それぞれの雄の子羊]に、

[そのようになすように。](387) 

8 またそれは肢体(388)のみになっているよう[に。]その[穀物の]供物とその上の灌奠は 

9 主の御前のあなたたちの世代を通しての([永遠]の掟)8 

10 またこの燔祭の後で、ユダの支族のためのみの燔祭をなすように。丁[度] 

11 レビ人たちの燔祭をなした(ように)10、そのようにユダの子らの燔祭をレビ人たち(389)の

後で、なすように。 

12 -空白-また第 2 日にベニヤミンの燔祭を初めに、またその後に 

13 ヨセフの子らの燔祭をエフライムとマサセと共になすように。また第 3 日に 

14 ルベンのためにのみ燔祭を、またシメオンのためのみの燔祭を(なすように)13。また第

4 日に 

15 イッサカルのためのみの燔祭を、またゼブルンのためのみの燔祭をなすように。また第

5 日に 

16 ガドのためのみの燔祭を、またアシェルのためのみの燔祭をなすように。-空白- また

第 6 日に 

 

Col. 25 

 [                    ]ע יקריב[                         ]  1
2                        ]cat]va  ֯השביעי ודש[ו֯ב֯ח[ 
 ]קודש קרא[תרועה מ ר̇ון⌉שבתון זכ⌈] באחד לחודש יהיה לכמה[ 3
 ]פר רבתמה[והק֯  פני יהוה]לועשיתמה עולה אשה ריח ניחוח [ 4

                                                        
[yXa xwxyn] xyrl rXbh ]l[[] $snw ヒンと灌奠をその肉の上に注ぐように。[宥めの]香
りとして、[(主の)7火に焚く供犠である。] と復元している。 
(387) Q と CH は、[Xbkw Xbk]lw lyaw lyalw rpw rpl wX[y hk[kw  hwhyl]「[主の。 

-空白- 彼らは、それぞれの雄牛に、それぞれの雄羊に、[それぞれの雄の子羊]に、その[よう

に]なすように」と復元。M は Q と CH に類似しているが、先頭の hk[kw hwhyl の間にス

ペースのない形で復元。 
(388) Y、Q と M は復元テキストの括弧の位置が少し異なるが内容そのものは同じ。ただし、

この行の最初の語 bra の意味が不明。Y が様々な可能性を述べている。The Temple Scroll, 

Vol. 2, 109 を参照。その中で Y の支持するミルグロムの説として、写字者が rba を誤写し

てしまったとする見方がある。CH はこの説を支持して hyrbaw と改訂している。 
(389) Q、M と CH はこの行の最後の語を ~yywlh と書かないで ~ywlh としている。 
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 ]תמימים ושעיר ה[שבע̇  שנ̇ה] ני[ם̇ ב̇ ]כבשי[ ⌉ד איל אחד⌈]בן בקר אח[ 5
 ]ריח ניחוח ה[כמשפטמ מנחתמה֯ ו̇נ̇ס̇כ̇י̇ה̇מ̇ה̇ ]ועזים אחד לחטאת [ 6
 ]תעשו את העולה [ל֯ת֯ החודש א̇ח̇ר]ועו[ ת התמיד]מעולליהוה לבד [ 7
 ]בכול מושבותיכמה מה[ל̇דורות̇יכ̇  הי̇ום̇ חוקות עולם] ת[זואת בשלישי]ה[ 8

 ש̇בתון יהיה] ודה[עב ת֯שמחו ביום הזה לוא תעשו בו כול מלאכת 9
 ובעשרה בחודש הזה vacat           לכמה היום הזה  10

 כול הנפש אשר לוא יום כפורים הוא ותענו בו את נפשותיכמה כי 11
 מעמיה והקרבתמה בו עולהתתענה בעצם היום הזה ונכרתה  12
 שעיר{    }  שבעה ליהוה פר אחד איל אחד כבשים בני שנה 13
 ומנחתמה ונסכמה עזים אחד לחטאת לבד מחטאת הכפורים 14
 ולחטאת הכפורים תקריבו כמשפטמה לפר לאיל ולכבשים ולשעיר 15
 עליו ועל בית אביהו אלים̇ ש̇נ̇י̇ם לעולה אחד יקריב הכוהן הגדול 16

 

25欄(390) 

1 [  ]彼は捧げるように[  ] 

2 [  ]また[第 7 の月]において -[空-  ](391) 

3 [その月の1日には、あなたたちには]⌈ 厳粛な安息⌉となるように。それは角笛の響きによ

る⌈記⌉念、[聖なる集会であ]る(392)。 

                                                        
(390) Q も M もこの欄に他の『神殿の巻物』に類似する証拠からの重複を認めていない。しか

し Y と CH はここに 01 として以下の文章を入れる。 
[       dbl yltpn tlw[w dbl !d tlw[ hX[y] 01  

「[ダンのためのみの燔祭を、またナフタリのためのみの燔祭をなすように]」。 
(391) Q と CH は、[dxab y[ybX Xdw]xbw [ vacat ]「[ -空白- ]また[第 7 の月の 1 日]におい

て」と復元している。M は、[…] vacat […]「[…] -空白- […]」とする。 
(392) Q はこの行の最後に hyhy を加え、「[聖なる集会となるように]」と復元している。CH

は Y と同じだが、最後に Y の 4 行目の最初にくる hmtyX[w を持ってきて、2 行と 3 行の

復元の最後が Xdwq arq]m 後とする。M は、[…]m h[wrt !w[rkz…] のみの復元である。

W は 2 行目からこの行をレビ 23:14b の広範囲の逐語的引用とするが、MT とは全く類似し

ていない。ここは CH に書かれているようにレビ 23:24 で W の誤記であろう。MT レビ 23:24
は、Xdq arqm h[wrt !wrkz !wtbX ~kl hyhy Xdxl dxab y[ybXh Xdxb、Col. 

25:2–3 は、arq]m h[wrt !wrkz !wtbX [ hmkl hyhy Xdwxl dxab] [y[ybXh Xdw]xb 
[Xdwq である。 
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4 [あたなたがたは燔祭、火に焚く供犠、]主の御[前の宥めの香りをなすように。あなたた

ちは](393) 

5 [1頭の若い(雄牛)4、]⌈ 1匹の雄羊⌉、7匹[の傷のない]1歳の雄の[子羊、]また(394) 
6 [1 匹の雄山羊を浄罪の供犠として] (捧げ[るように]。) 4それらの穀物の供物と灌奠は規

定に従って[(主)7の宥めの香りとなる。](395) 

7 ただ常供の[燔祭]と新月の[燔]祭は[別]である。[後で] (1/3 日)8[にこの燔祭をなすよう

に。](396) 

                                                        
(393) Q は、[hlw[ wb hmtbr]qhw hwhy ynp[l] awh [hxmX ~wy hmkl hzh ~wyh]「[こ
の日こそあなたたちにとって]主の[御]前に[喜びの日である。その日あなたたちは燔祭を]捧
[げるように]」と復元。CH は、hmtbr]qhw hwhy ynp[l] awh [xwxyn xyr hXa hlw[] 

[hlw[ wb「それは[燔祭、火に焚く供犠、]主の御[前の宥めの香り。その日あなたたちは燔

祭を]捧[げるように]」と、全半は Y に後半は Q に基づき復元している。M は、ynp[l…] 

[…]hw hwhy「[…]主の御[前]と[…] のみ復元。 
(394) Q と CH は、[~yz[ ry[Xw h][bX hnX [yn]b ~[yXbk] dxa [lya dxa rp hwhyl]
「[主へ 1 頭の雄牛、] 1 匹[の雄羊、]7 匹の 1 歳の雄の[子羊、]また雄山羊」と復元。M は、

[… h][bX hnX … […]「[…] … 歳 7[…]」と復元。W は 4 行目からこの行の前半をレビ

29:2 の再配列された語順による逐語的引用とするが、レビ 29:2 は存在しない。ここも正し

くは CH に書かれているように民 29:2 であり、W の誤記であろう。MT 民 29:2 は、~tyX[w 
~mymt h[bX hnX ynb ~yXbk dxa lya dxa rqb !b rp hwhyl xxyn xyrl hl[、
Col. 25:4–5a は、rqb !b] [rp hmtwbr]qhw hwhy ynp[l xwxyn xyr hXa hlw[ hmtyX[w] 
~ymymt h][bX hnX [yn]b ~[yXbk] dxa lya d[xa である。 
(395) Q と CH は、[ynpl xwxyn xyr h]mjpXmk hmhyksnw hmtxnm[w tajxl dxa]「[1
匹を浄罪の供犠として]それらの穀物の捧げ物と灌奠は規定に従って[御前の宥めの香りで

ある]」と復元。M は、[… h]mjpXmk hmhyksnw hmtxnm[w…]「[…]それらの穀物の捧げ

物と灌奠は規定に従って[…]」と復元。W は 5 行後半からこの行の前半を民 29:5a の著しい

削除による逐語的引用とする。MT 民 29:5a は、tajx dxa ~yz[ ry[Xw、Col. 25:5b–6a は

tajxl dxa ~yz[] [ry[Xw である。 
(396) Q と CH は、[hlw[h ta wX[t] rxa Xdwxh tlw[[w] dymth t[lw[m dbl hwhy]
「[主の 常供の[燔祭]と新月の[燔]祭は[別]である。後で[燔祭をなすように]」と復元してい

る。M は、[hlw[h ta wX[t] rxa Xdwxh tl[w[w] dymth t[lw[ …]「[常供の燔]祭と

月ごとの[燔]祭である。後で[燔祭をなすように]」と復元している。W は、6 行後半からこ

の行の前半を、民 29:6 の再配列された語順による逐語的引用とする。MT 民 29:6 は、htxnmw 
hwhyl hXa xxyn xyrl ~jpXmk ~hyksnw、Col. 25:6b–7a は、hmhyksnw hmtxnm[w 
hwhyl] [xwxyn xyr h]mjpXmk である。 



209 
 

8 [あなたたちの居住地すべてにおける、あなた]たちの世代を通しての永遠の掟(397)。 

9 この日あなたたちは喜ぶように。あなたはすべてのなすべき仕[事]をこの日行ってはな

らない。 

10 あなたたちにとってこの日は(厳粛な安息となるように。)9 (398)   -空白-   この月の

10 日は 

11 贖罪の日である。その日、あなたたちは自分自身を苦しめるように。実にすべて自分(399) 

12 自身を苦しめない者は、ちょうどその日その民から絶たれる。あなたたちはその日(主

へ)13燔祭を捧げるように(400)。 

13 1 頭の雄牛、1 匹の雄羊、7 匹の 1 歳の雄の子羊、｛   ｝また(1 匹の)14 (401) 

                                                        
(397) M は Y と同じである。Q の 1996 年版と CH は、~lw[ tqwx ~wyh tyXlXb tawz[h] 

[hmkytwbXwmb hm]kytwrdl「[こ]れは 1/3 日において。あなたたちの居住地における、あ

なた]たちの世代を通しての永遠の掟」と復元したが、Q の 2010 年版は、hmkytwbXwmb の

後に yk を加えて、9 行目を hzh ~wyb wxmXt「実にあなた方がこの日に喜ぶために」をこ

の行の説明としている。W は 7 行後半からこの行を自由作文およびレビ 23:14b の広範囲の

逐語的引用であるとする。MT レビ 23:14b は、~kytbXm lkb ~kytrdl ~lw[ tqx、Col. 

25:8b は、[hmkytwbXwm lwkb hm]kytrdl ~lw[ twqwx である。CH は比較として、レ

ビ 24:3 を加える。MT レビ 24:3 は ~kytrdl ~lw[ tqx。 
(398) W は 9 行目からこの行の前半を、自由作文、並びに民 29:1a の再配列された語順による

逐語的な引用、並びに民 29:1b の短い引用を含む節ないしその一部のパラフレーズとする。

MT 民 29:1a は、wX[t al hdb[ tkalm lk、Col. 25:9 は、tkalm lwk wb wX[t awl 
[hdw]b[、民 29:1bは、~kl hyhy h[wrt ~wy、Col. 25:10aは、hzh ~wyh hmkl hyhy !wtbX。 
(399) W は 10 行後半からこの行の前半をレビ 23:27 の著しい削除による逐語的引用とする。

MT レビ 23:27 は、hyhy Xdq arqm awh ~yrpkh ~wy hzh y[ybXh Xdxl rwX[b $a 

hwhyl hXa ~tbrqhw ~kytXpn ta ~tyn[w ~kl、Col. 25:10b–11a は、Xdwxb hrX[bw 
hmkytXpn wb wn[tw awh ~yrpkh ~wy hzh である。 
(400) W は 11 行後半からこの行の前半をレビ 23:29 の著しい削除による逐語的引用とする。

MT レビ 23:29 は、hym[m htrknw hzh ~wyh ~c[b hn[t al rXa Xpnh lk yk、Col. 

25:11b–12a は、hym[m htrknw hzh ~wyh ~c[b hn[tt awl rXa Xpnh lwk yk となっ

ている。 
(401) Y と M は同じ。CH は ry[X はの前の｛ ｝を欠き、Q は、(~ymymt) と復元している。

W は 12 行後半からこの行の前半を民 29:8 の著しい削除による逐語的引用とする。MT 民

29:8 は、hnX ynb ~yXbk dxa lya dxa rqb !b rp xxyn xyr hwhyl hl[ ~tbrqhw 
~kl wyhy ~mymt h[bX、Col. 25:12b–13a は、lya dxa rp hwhyl hlw[ wb hmtbrqhw 
h[bX hnX ynb ~yXbk dxa である。 
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14 (雄山羊を)13 浄罪の供犠として。浄めの浄罪の供犠とそれらの穀物の供物と灌奠は別で

ある。 

15 規定に従って、雄牛、雄羊、雄の子羊、雄山羊そして浄めの浄罪の供犠をあなたたちは

捧げるように(402)。 

16 2 匹の雄羊を燔祭に。1 匹を大祭司自身のためと彼の父の家のために。 

 

Col. 26 

 [                    ][                         ] 1

 [                    ][                      ] 2
 ]על שני גדול[ה ה֯ן]הכוונתן                           [ 3
 ]לעזזאל ליהוה וגורל אחד חד[ג̇ו̇רל א̇ ] השעירים גורלות[ 4
 ]ליהוה והעלה עליו הגורל ה[שחט את השעיר אשר על]ו[ 5
 ]כאשר עשה לדם מו[ש̇ה לד̇ ]וע דו[את דמו ב̇מ̇זרק הזהב אשר בי 6
 הפר אשר לו וכפר בו על כול עם̇ ה̇קהל ואת חלבו ואת מנחת 7
 עורו ואת פרשו נסכו יקטיר על מזבח העולה ואת בשרו ואת 8
 על כול עם̇ ה̇קהל יש̇רופו אצל פרו̇ חט̇את הקהל הוא ויכפר בו9 

 ונסלח להמה ורחץ את ידיו ואת רגליו מדם החטאת ובא אל10 
 בני ישראל עם השעיר החי והתודה על רואשו את כול עוונות11 
 כול אשמתמה לכול חטאתמה ונתנמה על רואש השעיר ושלחו12 
 שעיר את כול עוונותלעזזא̇ל המדבר ביד איש עתי ונשא ה13 

 

26 欄 

1 [  ] ….[  ] 

2 [2  ] ….[  ] 

                                                        
(402) W は 13 行後半からこの行の前半を民 29:11 の著しい削除による逐語的引用と自由作文

とする。MT 民 29:11 は、dymth tl[w ~yrpkh tajx dblm tajx dxa ~yz[ ry[X 
~hyksnw htxnmw、Col. 25:13b–15a は、~yrwpkh tajxm dbl tajxl dxa ~yz[ ry[X 

~hyksnw htxnmw hmksnw hmtxnmw である。4QNumb Col. 23: frgs. 48–45 の 29:11 は、ry[Xw 
~hyksnw ~txnmw dymth tl[w ~yrpkh tajx dblm tajxl dxa] [~yz[ となって

いる。この tajxl dxa は、11Q19 と一致する。 



211 
 

3 [  また大祭]司[は2匹の(雄山羊のくじを)4引くように。](403) 

4 [一方]のくじは[主のため。またもう一方はアザゼルのため。](404) 

5 [また]彼は[主のためにくじが当]たった方の雄山羊を屠るように(405)。 

6 またその血を彼の手[に]ある金の鉢に([上げ])5 (406)、彼の(雄牛)7の[血にしたようにする

よう]に。 

7 またそれによって、すべての集会の民を浄めるように。またその脂肪、その穀物の 

供物(407) 
8 その灌奠を燔祭の上で焼いて煙にするように。またその肉、その皮、またその汚物を(408) 

                                                        
(403) Y は、この復元と挿入が正しければ、レビ 16:8 の雄山羊についての話題がここから始

まっていると主張。M の復元は Y と同じ。Q の 1996 年版と CH は、ynX を次の行の先頭へ

移し、以下の如く復元。[l[ lwdg]h !h[wkh !tnw  a]mjy [「]それは[穢れ また大祭]司

[は(2 匹の雄山羊のくじを)4 引くように]」。だが、Q の 2010 年版は a]mjy を削除し、「また

大祭]司[は(2 匹の雄山羊のくじを)4 引くように]」と復元し直している。W はこの行をレビ

16:8a の広範囲の逐語的引用とする。MT レビ 16:8a は、!tnw ynX l[ !rha、Col. 26:3 は、

lwdg]h !h[wkh !tnw [ynX l[ である。 
(404) Y と M は同様。Q と CH は同様であるが、ynX が先頭に来るだけで意味は 4 者とも同

様。W はこの行をレビ 16:8b の広範囲の逐語的引用とする。MT レビ 16:8b は、twlrwg 
~ry[Xh 

lzaz[l dxa lrwgw hwhyl dxa lrwg、Col. 26:4 は、dx]a lrwg [twlrwg ~yry[Xh] 

[lazz[l dxa lrwgw hwhyl、アザゼルの名に関して MT は lzaz[、11Q19 は lazz[。
lazz[ は 4Q180 (4QAgesCreat A) で、天使の名前として現れる。 
(405) W はこの行をレビ 16:15a の広範囲の逐語的引用とレビ 16:9b (W は 19:9b としているが

誤記) の広範囲の逐語的引用とする。MT レビ 16:15a は、tajxh ry[X ta jxXw、MT レ

ビ 16:9b は、tajx whX[w hwhyl lrwgh wyl[ hl[ rXa、Col. 26:5 は、ry[X ta jxX[w] 
[hl[hw hwhyl lrwgh wyl[ h]l[ rXa である。 
(406) M、Q と CH は 5 行目の終わりのこの語を hl[hw ではなく !hwkh lbqw と復元。訳

は以下のようになる。「また([祭司])5はその血を彼の手[に]ある金の鉢に([受け])5」。 
(407) W は 6 行目からこの行の前半を自由作文とレビ 16:15b の広範囲の逐語的引用とする。

MT レビ 16:15b は、~dl hX[ rXak wmd ta hX[w tkrpl tybm la wmd ta aybhw 
rph、Col. 26:6–7a は、hX[ rXak wm]dl hX[[w wd]yb rXa bhzh qrzmb wmd ta 

rph [~dl である。 
(408) W は 7 行後半からこの行の前半をレビ 16:33 の再配列された語順による逐語的引用、レ

ビ 16:25 (W は 16:35 と誤記)の短い引用を含む節ないしその一部のパラフレーズ、並びに自

由作文とする。MT レビ 16:33 は、rpky lhqh ~[ lk l[w、Col. 26:7b は l[ wb rpkw 
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9 彼らは彼の雄牛の傍らで焼くように(409)。それは集会の浄罪の供犠である。それにより、

すべての集会の民を浄めるように(410)。 

10 そして彼らは許される(411)。また彼は浄罪の供犠の血から手と足とを洗うように(412)。 

11 それから彼は生きている雄山羊の傍らに(来るように。)10 彼はその頭上にイスラエルの

子らのすべての咎と共に 

12 彼らのすべての罪責、すべての罪を(告白するように。)11また彼は、それらを雄山羊の

頭に置き、 

13 係の者(413)の手で荒野のアザゼル(414)に(去らせるように。)12  (415)雄山羊はすべての咎を

                                                        
lhqh ~[ lwk、MT レビ 16:25 は、hxbzmh ryjqy tajxh blx taw、Col. 26:7b–8a は

xbzm l[ ryjqy wksn txnm taw wblx taw となっている。 
(409) W は 8 行後半からこの行の前半を出 29:14a の広範囲の逐語的引用と自由作文とする。

MT 出 29:14a は、Xab @rXt wXrp taw wr[ taw rph rXb taw、Col. 26:8b–9a は、 

wrp lca wpwrXy wXrp taw wrw[ taw wrXb taw である。 
(410) W はこの行の前半を、レビ 4:21b の広範囲の逐語的引用とレビ 16:33b (W は 11:33 b と

誤記) の再配列された語順による逐語的引用とする。MT レビ 4:21b は、awh lhqh tajx、
MT レビ 16:33b は、rpky lhqh ~[ lk l[w、Col. 26:9b は、rpkyw awh lhqh tajx 

lhqh ~[ lwk l[wb である。 
(411) W はこの行の前半をレビ 4:20b の広範囲の逐語的引用とする。MT レビ 4:20b は、xlsnw 
~hl、Col. 26:10a は hmhl xlsnw。 
(412) Y の注解を参考にすると、10 行後半は、出 30:21 の短い引用を含む節ないし、その一部

のパラフレーズ (W は Col. 26:10b–11a を出 29:19–20a と誤記)。MT 出 30:21 は、~hydy wcxrw 
~hylgrw、Col. 26:10b は、wylgr taw wydy ta #xrw。 
(413) レビ 16:21 に 1 度登場するこの語は yt[ Xya。原文は「時の人」。LXX は avnqrw,pou 

ètoi,mou 備えられた者。TO は、!ymzd rbg「定めれられた者」。ペシッタは、byjmd arbg「備

えられた者」。BT のヨマー66b にはラビたちによる説明があるが、解釈は定まっていない。 
(414) lazz[。MT は lzaz[。4QLev-Numa frgs. 8–14 も同じ。 
(415) ここでは Y と W を参考にする。10 行終わりから 13 行目の前半まではレビ 16:21 に類

似している。W は MT ではない他の古代訳からの広範囲の逐語的引用とするが、他の古代

訳で類似の文章は発見できなかった。MT レビ 16:21 は、lk ta wyl[ hdwthw yxh ry[Xh 

xlXw tnw[ ry[Xh Xar l[ ~ta !tnw ~tajx lkl ~hy[Xp lk taw larXy ynb 

hrbdmh yt[ Xya dyb、Col. 26:10b–13a は、wXawr l[ hdwthw yxh ry[Xh la abw 
Xawr l[ hmntnw hmtajx lwkl hmtmXa lwk ~[ larXy ynb twnww[ lwk ta 

wxlXw ry[Xh である。ただし、Y の比較するミシュナ・ヨマー6:2 はこの行に類似してい

る。hdwtmw wyl[ wdy ytX $mwsw xltXmh ry[X lca wl ab「彼は追放される雄山羊



213 
 

負う(416)。 

Col. 27(417) 

[rbdmb ry[Xh ta xlXw hrzg #ra la larXy ynb] 01  

 [rpkw ~[h tlw[ taw tlw[ ta hX[w        010  

bybs xbzmh l[ ~]md ta [qrzw ~[h d[bw wd[b] 011  

  hw]hy ynpl [awh xwxyn] xyr yXa 012  

 [                             ]ל ה[                      ] 1
 ]                                 [ב̇נ̇י̇ ישראל ונסל̇ח להמה̇  כו̇ל̇  על 2
 פטמה]כמש הכבשים [ל ואת]אי[אחר יעשה̇ את הפ̇ר ואת ה 3
 ח̇וקות עו̇לם י̇שראלו̇לה לבני ]ע[על מזבח העולה̇ ונרצתה ה 4

 להמה לזכרון פ̇עם א̇חת בשנה יהיה היום הזה  מהיהלדורות 5
 מ̇ה̇ ו̇כול האיש]לה[ ולוא יעשו ב̇ו̇ כ̇ול מ̇לאכה כי שבת שבתון יהיה 6
 כ̇רתו מתוך]נ[ו אשר יעשה ב̇ו̇ מלאכה או אשר לוא יתענו בו 7
 היום הזה עממה שבת שבתון מקרא קודש יהיה לכמה 8
 תעשו כול ה ולואמאותו לזכרון בכול מושבותיכ וקדשתמה 9

 ובח̇מ̇שה עשר יום לחודש הזה   vacat    מלאכה 10
 
27 欄 
01 [イスラエルの子らは不毛の地へ。また彼は雄山羊を荒野へ送るように。] 
010            彼の燔祭と民の燔祭をなすように。また] 

011 [彼自身のためとその民のために(浄めをなすように)010。またそれらの]血を[祭壇の周囲

に打ち掛けるように。](418) 

                                                        
の傍らに来る。そして彼はその上に彼の両手を置き告白する」。 
(416) Y はレビ 16:22 から、hrzg #ra la larXy ynb がこの行の後に続き、XXVII 欄の初

めに付属すると考えていた。繋げて訳すと、「雄山羊はイスラエルの子らのすべての咎を負

い不毛の地へ」となる。W はこの行の後半をレビ 16:22a の広範囲の逐語的引用とする。MT
レビ 16:22a は、~tnw[ lk ta wyl[ ry[Xh aXnw、Col. 26:13b は、ta ry[Xh aXnw 
twnww[lwk である。 
(417) この欄で CH は 0 行をレビ 16:22–24, 4–5, 26, 28 によって復元している。ただし 02–09
行目は空白である。ここでは、より多くを復元している CH のものを空白の行を除き、0 行

として掲載する。 
(418) Q と M は 01 として以下のように復元。]md ta [   ]「血を[」。 
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012 [それは主]の御前の宥めの香[り]、火に焚く供犠である(419)。 

1 [  ]   [  ](420) 

2 すべてのイスラエルの子らのために。そして彼らは許される。[      ](421) 

3 その後、彼は雄牛、雄羊、また雄の子羊を規定に従って (燔祭の祭壇の上で)4捧げる(422)

ように(423)。 

4 またイスラエルの子らとして燔祭が受け入れられるように。これは(彼らの世代を通し

ての)5永遠の掟(424)。 

5 1 年に 1 度この日は(425)彼らにとって記念となるように(426)。 

                                                        
(419) Q と M は 02 として復元。内容は Y、CH と同じ。 
(420) Q、M と CH は以下のように復元。]h l [[    ]]h ~wyb ~ [   ]「その日[」。 
(421) Y と W の主張通り、民 15:25a から取られている。W はここを民 15:25a の広範囲の逐語

的引用とする。MT 民 15:25 は、~hl xlsnw larXy ynb td[ lk l[ !hkh rpkw、Col. 

27:2 は、hmhl xlsnw larXy ynb lwk l[。 
(422) ヘブライ語原文 hX[y は、「行うように」。 
(423) Y によればこの句は 1 日の犠牲が論議され、レビ 16:24 ~[ tl[ taw wtl[ ta hX[w
を詳細にしたもの。スタイル一般はツラアットについて扱っている、MT レビ 14:19 hX[w 
hl[h ta jxXy rxaw wtamjm rhjmh l[ rpkw tajxh ta !hkh「また祭司は浄

罪の供犠を捧げ自分の穢れから浄めの儀式を受ける者のため浄めるように。その後で燔祭

を屠るように」を参照するように書いている。W は 3 行目からこの行の前半をレビ 16:24 の

短い引用を含む節ないしその一部のパラフレーズとしている。MT レビ 16:24 は、ta #xrw 
wd[b rpkw ~[h tl[ taw wtl[ ta hX[w acyw wydgb ta Xblw Xwdq ~wqmb wrXb 

~[h d[bw ~ymb、Col. 27:3–4a は、~yXbkh ]taw l[ya]h taw rph ta hX[y rxa 

xbzm l[ hmjp[Xmk hlw[h である。 
(424) Y によると同様の聖句は聖書にはない。類似聖句としては、エゼ 43:27 の ~ynhkh wX[y 
~kta ytacrw ~kymlX taw ~kytwlw[ ta xbzmh l[「祭司たちはこの祭壇の上であな

たたちの燔祭と和解の犠牲を捧げるように。そして私はあなたたちを受け入れる」、また、

レビ 1:4 の wyl[ rpkl wl hcrnw hl[h Xar l[ wdy $msw「また彼はその片手を燔祭

の頭上に押し付けるように。そしてそれは彼を浄めるものとして受け入れられる」の 2 つが

ある。 
(425) W は 4 行後半からここまでを自由作文とレビ 23:31b の広範囲の逐語的引用とする。MT
レビ 23:31b は、~kytbXm lkb ~kytrdl ~lw[ tqx、Col. 27:4b–5a は、hlw[[]h htcrnw 
hmhytwrwdl ~lw[ twqwx larXy ynbl である。 
(426) Y が hyhy としているものを Q、M と CH は hyhw としている。ただし訳において、文

章の分け方が異なる。Y と M は hmytwrdl で区切り、「これは(彼らの世代を通しての)5永
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6 彼らはすべての仕事をこの日行ってはならない。実に彼ら[にとって]特別な安息日とな

るように。また(427) 

7 この日に仕事をする(すべての者)6またはこの日、自分自身を苦しめない者は(彼らの民

の(428))8うちから絶た[れる]ように。 

8 この日はあなたにとって(429) 特別な安息日、聖なる集会となるように(430)。 

9 またあなたたちは、あなたたちの居住地において、それを記念として聖別するように。

またあなたたちは、すべて 

                                                        
遠の掟」と 4 行と結びつけて句読点をつける。だが CH は、hnXb txa ~[p hmytwrdl
「1 年に 1 度彼らの世代を通して」と理解する。W はこの行の後半をレビ 16:34a の広範囲の

逐語的引用と出 12:14a の広範囲の逐語的引用とするが、MT レビ 16:34b の hnXb txa が

ここと等しいのみである。MT 出 12:14a は、!wrkzl ~kl hzh ~wyh hyhw、Col. 27:5b

は、!wrkzl hmkl hzh ~wyh hyhy hnXb txa ~[p である。 
(427) Y はここを lwkw とするが、Q、M と CH は lwk とする。また Y によるとこの行から

先、巻物の「著者／編纂者」はレビ 23:23 を基として、さらに民 29:7 とレビ 16:29 を組み合

わせて統一した文章にしたと考えている。W はこの行の前半をレビ 23:31 の再配列された

語順による逐語的引用とレビ 23:32 の広範囲の逐語的引用とする。MT レビ 23:31a は、wX[t 
al hkalm lk。32a は、~kl awh !wtbX tbX。Col. 27:6a は、lwk wb wX[y awlw 
hm[hl] hyhy !wtbX tbX yk hkalm である。 
(428) ヘブライ語は hmm[ が使用されている。レビ 23:29 の hn[t al rXa Xpnh lk yk 
hym[m htrknw hzh ~wyh ~c[ であれば主語が Xpnh なので女性形人称語尾で問題ない

のであるが、主語は 6 行目の Xyah である。Y は、上記の聖句やレビ 17:9 の Xyah trknw 
wym[m awhh などのテキストが人称語尾に影響したこと、さらにアラム語の影響の可能性

を指摘している（hmm[ ＝ wmm[）。 
(429) W は 6 行目からこの行の前半をレビ 23:29–30 の削除によって再配列された語順による

逐語的引用としている。MT レビ 23:29–30 は、~wyh ~c[b hn[t al rXa Xpnh lk yk 

ta ytdbahw hzh ~wyh ~c[b hkalm lk hX[t rXa Xpnh lkw hym[m hzh 

hm[ brqm awhh Xpnh htrknw、Col. 27:6b–8a は、hkalm wb hX[y rXa Xyah lkw 
awl rXa wa となっている。 
(430) W はこの行の後半をレビ 23:32a の広範囲の逐語的引用、民 29:7a の広範囲の逐語的引

用、並びに自由作文とする。MT レビ 23:32a は、~kl awh !wtbX tbX、MT 民 29:7a は、

~kl hyhy Xdq arqm hzh y[ybXh Xdxl rwX[bw、Col. 27:8b は、arqm !wtbX tbX 

hzh ~wyh hmkl hyhy Xdwq である。 
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10 の仕事を(なしてはならない)9。-空白-(431) またこの月の 15 日に(432) 

 

Col. 28(433) 

[hmtbrqhw wX[t awl hdb[ talm lk hmkl hyhy Xdwq arqm] 01  

[hwhyl xwxyn xyr yXa ~ymy t[bX hwhyl gx hmtgxw] 02  

[rX[ hXwlX rqb ynb ~yrp !wXarh ~wyb hmtbrqhw] 03  

[wyhy ~mymt rX[ h[bra hnX ynb ~yXbk ~ynX ~ylya] 04  

[!mXb hlwlb tlws ~txnmw tajxl dxa ~yz[ ry[Xw] 05  
[!yhh ycx !yy $snw !yhh ycxb ~ynwrX[ hXwlX] 06  

[hlwlb tlws txnmw ~yrph rX[ hXwlXl dxah rpl] 07  

[tyXlyX $snw !yhh tyXlyXb ~ynwrX[ ynX !mXb] 08  

[!wrX[ !wrX[w ~ylyah ynXl dxah lyal !yy !yhh] 09  

[ty[ybr] $snw !yhh [ty[ybrb hlwlb tlws hxnm] 010  

[rX[ h[bra]l wX[y hk[k dxah Xbkl !yy !yhh] 011  
 תה[ו֯מנח ד֯ ]ymth tlw[ dblm ry[Xlw[כ֯ב֯ש֯י֯ם֯ ]ה[ 1

 ]וביום ]וביום ניחוח הוא ליהוה יח[המ̇זבח̇ אשי ר 2
 ]ארבעה אלים שנים כבשים[ השני פרים שנים עשר 3
 מ̇ה̇ ]ונסכ חתמה[נ̇ ]ומ[ ת]לחטא[ עשר ושעיר עזים אחד 4
 אשה לשעיר]ו[ ולכבשים] ים[כמשפטמה לפרים ול̇אל 5
 השלישי ו̇ביום     vacat       ר̇יח ניחוח הוא ליהוה 6

                                                        
(431) Y はこの「-空白-」の前までで贖罪の日について論じることが終わり、以降、仮庵の祭

が紹介されていると考える。W は 9 行目からここまでを自由作文とレビ 23:31a の再配列さ

れた語順による逐語的引用とする。MT レビ 23:31a は、wX[t al hkalm lk、Col. 27:9–

10a は、hkalm lwk wX[t awlw hmkytwbXwm lwkb !wrkzl wtwa hmtXdqw である。 
(432) W はこの行の後半をレビ 23:34b の MT ではない他の古代訳からの広範囲の逐語的引用

とするが、古代訳の箇所が明記されていない。MT レビ 23:34b は、Xdxl ~wy rX[ hXmxb 

hzh y[ybXh、Col. 27:10b は、hzh Xdwxl ~wy rX[ hXmxbw である。これに加え Y は、

MTレビ 23:6のhzh Xdxl ~wy rX[ hXmxb、また、MT民 28:17のXdxl ~wy rX[ hXmxb 
hzh、MT 民 29:12 の y[ybXh Xdxl ~wy rX[ hXmxb とも比較している。 
(433) 『神殿の巻物』の他の写本との平行記事はない。Y と CH は、多少の違いはあるが、0
行を民数記 29:12–16、15:4–10 より復元している。0 行については、聖書語句の語順やヘブ

ライ語の綴りに関して CH の方がやや優っていると考え、CH の復元を採用した。 
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 ר̇בעה עשר̇ ]א[ רים ע̇שתי עשר אלים שנים כבש̇ים]פ[ 7
 כמש̇פ̇ט̇ ל̇פ̇ר̇י̇ם ושעיר עזים אחד לחטאת ומנחתם ונסכ̇ם̇  8
 עי]בי[הר̇  וביום   vacat    לאילים ו̇לכבשים ולשעיר 9

 אלים שנים כבשים בני שנה ארבעה עשר] ה[פרים עש̇ר̇  10
 לפרים ושעיר עזים אחד לחטאת ומנחתמה ונסכמה 11

 

28 欄 

01 [あなたたちに聖なる集会となるように。あなたたちはすべての仕事をなしてはならな

い。](434) 

02 [また 7 日の間、主の祭を祝うように。主への火に焚く供犠、宥めの香り。](435) 

03 [またあなたたちは第 1 日に牛の群れからの 13 頭の若い雄牛、](436) 

04 [2 匹の雄羊、14 匹の傷のない 1 歳の雄の子羊、(を捧げるように。)03 それらは傷がな

ないように。](437) 

05 [また 1 匹の雄山羊を浄罪の供犠として。また(1/2 ヒンの油と) 06 混ざっている、それら

の穀物の供物のための] 

06 [3/10 の(上質の小麦粉) 05また灌奠のためのブドウ酒 1/2 ヒンを] 

07 [13 頭の若い雄牛それぞれ 1 頭に対して。また(1/3 ヒンの油と) 08混ざっている穀物の供

物ための] 

08 [2/10 の上質の(小麦粉)07また灌奠のための 1/3 ヒンの] 

09 [ブドウ酒を 2 匹の雄羊それぞれ 1 匹のために。また 1/10、1/10 の] 

                                                        
(434) Y はこの行の最後に hmtbrqhw を置いている。 
(435) Y の元来の復元は以下のように、CH の復元の前半と後半が入れ替わっている。 

[~ymy t[bX hwhyl gx hmtgxw hwhyl x]wxyn xyr yXa 
(436) Y は最初の動詞を ~t[brqhw] とするが、01 行の最後の hmtbrqhw を考えると CH の

復元が正しいと思われる。しかし、CH は次の行の最初に置く ~ylya を ~yla と綴りこの

行の最後に置く。この綴りの違いは復元テキスト以外でも起こっている。9 行、10 行を参

照。よって必ずしも Y が ~t[brqhw] と綴っても間違っているとは言えない。だが 01 行を

Y 自身も hmtbrqhw としているのなら、何故ここを変えるのか説明が必要と思われる。CH

は hmtgxw から以下の文章を前半に移すことで同じ動詞の重複を避けている。 
(437) Y は ~yla を前の行の最後に持ってゆく。 
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010 [1/4 ヒンの(油と)混ざっている穀物の供物ための上質の小麦粉。また灌奠のための

1/4](438) 

011 [ヒンのブドウ酒をそれぞれの 1 匹の雄の子羊のために。このように 14 匹の](439) 

1 雄の子羊のために[また雄山羊のために、常]供の[燔祭の他に](行うように)011。また[そ

の]穀物の供[物とその灌奠はすべて、](440) 

2 祭壇の(上で)1火に焚く供犠、[それは主への宥めの香]りとなる。[-空白-(441) また第] 

3 2(日)2 に雄牛 12 頭、[雄羊 2 匹(442)、雄の子羊]1[4](443) 

4 匹また雄山羊 1 匹を[浄罪の供]犠として、[またそれらの穀物の供]物とそれらの[灌奠は] 

5 それらの規定に従って(捧げるように)(444)。雄牛、雄[羊]、雄の子羊[と]雄山羊は(445) 

                                                        
(438) Q と M はこの行以下、0 行を復元。ただし 010 ではなく 01、02 となる。Q は Y や CH
と同じだが、M は、[… $]snw !yhh[…] だけを復元。 
(439) Q は Y や CH とほぼ同じだが、hk[k と dxah の間に「-空白-」を入れる。M は hk[k…] 

[…]l wX[y のみを復元。 
(440) この行は Y の注から復元した。ht]xnmw d[ymth tlw[ dblm ry[Xlw ]~yXbk[h] 

[l[ lwkh hksnw。Y のもとの読みは htxnmw d[      ]~yXbk[h]。Q と CH の復元は、

ほぼ Y の注と同であるが、hksnw の後の lwkh を欠く。M は、hksnw ht]xnmw […] … […] 

[l[ のみを復元。 
(441) CH はこの「-空白-」を新しき日の始まりを示唆するものとして意図的に入れられたと理

解している。 
(442) W は 2 行目の終わりからここまでを、民 29:17a の著しい削除による逐語的引用とする。

MT 民 29:17a は、rX[ ~ynX rqb ynb ~yrp ynXh ~wybw、Col. 28:2b–3a は、ynXh [~wybw 
rX[ ~ynX rqb ynb ~yrp である。 
(443) 民 29:17 を基としてこの行は復元されているが、Y は 11Q19 の第 1 日目の命令で基本的

な詳細がすでに語られたとして、著者が意図的に ~yrp の後の rqb ynb を削除したとす

る。 
(444) W は 4 行目からここまでを民 29:17b の著しい削除による逐語的引用と民 29:19a の広範

囲の逐語的引用および民 29:6a の広範囲の逐語的引用とする。MT 民 29:17b は、~mymt rX[、
MT 民 29:19a は、tajx dxa ~yz[ ry[Xw、MT 民 29:6a は、~jpXmk ~hyksnw htxnmw、
Col. 28:4–5a は、hmjpXmk hm[ksnw hmtx]n[mw] t[ajxl] dxa ~yz[ ry[Xw rX[。 
(445) Q、M、CH は Y の復元にある ry[Xl の前の[w]を除く。Y のヘブライ語版(以下 H 版)は

[w]を挿入していないのであるが、後に出された英語版(以下 E 版)では挿入している。Q は写

真の参照により[w]の余白はないと主張する。 
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6 火に焚く供犠、それは主への宥めの香りとなる(446)。-空白- また第 3 日に 

7 雄牛 11 頭、雄羊 2 匹、子羊 14 匹(447) 

8 また雄山羊 1 匹を浄罪の供犠として(448)、またそれらの穀物の供物とそれらの灌奠、 

9 雄牛、雄羊、雄の子羊と雄山羊は((規定に従って(捧げるように))8 (449)。-空白- また第 4

日に 

10 [雄]牛 10 頭、雄羊 2 匹、1 歳の雄の子羊を 14[匹(450) 

11 また雄山羊 1 匹を浄罪の供犠として、またそれらの穀物の供物とそれらの灌奠、雄 

牛(451) 

                                                        
(446) W は 5 行目の後半からここまでを民 29:18a の広範囲の逐語的引用と自由作文、および

民 29:6b の再配列された語順による逐語的引用とする。MT 民 29:18a は、~lyal ~yrpl 

~yXbklw、MT 民 29:6b は、hwhyl hXa xxyn xyrl、Col. 28:5b–6a は、[~y]lalw ~yrpl 

hwhyl awh hXa xwxyn xyr ~yXbklw である。 
(447) W は 6 行目の後半からここまでを民 29:20 の著しい削除による逐語的引用とする。MT
民 29:20 は、rX[ h[bra hnX ynb ~Xbk ~ynX ~lya rX[ ytX[ ~yrp yXylXh ~wybw 
~mymt、Col. 28:6b–7 は、~ynX ~yla rX[ ytX[ ~yr[p] yXylXh rX[ h[br[a] ~wybw 
hnX ynb ~Xbk である。 
(448) CH は MT 民 29:22a の dxa tajx ry[Xw と古代訳を比較。SamP は、dxa ~yz[ ry[Xw 
tajxl、ペシッタは ahjx plx az[d dx ayrpcw、LXX は kai. ci,maron evx aivgw/n e[na peri. 

àmarti,aj、NFT は、htajxl !yz[ rb rypcw である。CH は、ウルガタの et hircum pro 
peccato を引用。だが unum「1 匹」を入れないと他の古代語との比較にならない。ウルガタには

「1 匹」が欠如している。CH は、この欄の 4 行と比較することを勧めている。結果この行は

ウルガタを除く他の古代訳との類似が見られる。W も、ここを民 29:22a の MT ではない他

の古代訳からの広範囲の逐語的引用としている。 
(449) W は 8 行目の後半からここまでを、民 29:21 の再配列された語順による逐語的引用と自

由作文とする。MT 民 29:21 は、~yXbklw ~lyal ~yrpl ~hyksnw ~txnmw jpXmk 
~rpsmb、Col. 28:8b–9a は、ry[Xlw ~yXbklw ~ylyal ~yrpl jpXmk ~ksnw ~txnmw
である。 
(450) W は 9 行目の後半からここまでを民 29:23 の著しい削除による逐語的引用とする。MT
民 29:23 は、rX[ h[bra hnX ynb ~yXbk ~ynX ~lya hrX[ ~yrp y[ybrh ~wybw 
~mymt、Col. 28:9b–10 は、h[bra hnX ynb ~yXbk ~ynX ~yla [h]rX[ ~yrp y[[yb]rh ~wybw 
rX[ となっている。 
(451) W はこの行を民 29:25a の広範囲の逐語的引用と、民 29:24a の広範囲の逐語的引用とす

る。MT 民 29:25a は tajx dxa ~yz[ ry[Xw、MT 民 29:24a は ~yrpl ~hyksnw ~txnm、
Col. 28:11 は ~yrpl hmksnw hmtxnm tajxl dxa ~yz[ ry[Xw である。 
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Col. 29(452) 

[yXymxh ~wybw  vacat  jpXmk ry[Xlw ~yXbklw ~ylyalw] 01  

[~yz[ ry[Xw rX[ h[bra ~yXbk ~ynX ~ylya hX[t ~yrp] 02  

[~ylyal ~yrpl jpXmk hmksnw hmtxnmw tajxl dxa] 03  

[hnwmX ~yrp yXXh ~wybw  vacat   ry[Xlw ~yXbklw] 04  

[tajxl dxa ~yz[ ry[Xw rX[ h[bra ~yXbk ~ynX ~ylya] 05  

[ry[Xlw ~yXbklw ~ylyal ~yrpl jpXmk hmksnw hmtxnmw] 06  

[~yXbk ~ynX ~ylya h[bX ~yrp y[byXh ~wybw  vacat   ] 07  

 [hmksnw hmtxnmw tajxl dxa ~yz[ ry[Xw rX[ h[bra] 08  

[~wybw  vacat   ry[Xlw ~yXbklw ~ylyal ~yrpl jpXmk] 09  

[awl hdwb[ t]k[a]lm [lwk hmkl hyht trc[ ynymXh] 010  

[lya dxa rp hwhyl xwxyn xyr hXa hlw[ yl hmtbrqhw wX[t] 011  
 [hmtxnmw dxa tajx ry[Xw h[]bX ~yX[bkw dxa] 012  

 ]לפר לאיל ולכבשים ולשעיר כמשפטמה מה[ונסכ 1

 ]                           במועדיכמה תעשו ליהוה[ אלה 2
 ]שכין[אש֯ר֯ א ב֯בית[           ]  לעלות֯י֯כ֯מ֯ה֯ ו֯ל֯נ֯ס֯כ֯י֯כ֯מ֯ה֯  3
 ב̇יומו כתורת המשפט הזה] דבר יום[ עו̇לות[            ]  שמי עליו 4
 לבד מנדבות̇מה לכול אש̇ר יקרי̇בו̇ תמיד מאת בני ישראל  5
 ]מה[לרצון לה לכול נסכיהמה ו֯ל֯כול מת̇נותמה אש̇ר יב̇יאו לי 6
 שכנתי]ו[ ורצית֯י֯ם֯ ו֯ה֯י֯ו֯ לי לעם ואנוכי אהיה להם לעולם 7

 אשר אשכין ק̇דשי בכבודי]מאת [ אתמה לעולם ועד ואקדשה 8
 מק̇ד̇שיאת  עליו את כבודי עד יום הברכה אש̇ר אברא אני 9

 יעק̇וב בבית אל להכינו לי כול ה̇ימים כברית אשר כרתי ע̇ם 10
 

29 欄 

01 [雄羊、雄の子羊と山羊は規定に従って(捧げるように) -空白- また第 5 日に] 

02 [雄牛 9 頭、雄羊 2 匹、雄の子羊を 14 匹、また雄山羊] 

03 [1 匹を浄罪の供犠として、またそれらの穀物の供物とそれらの灌奠、雄牛、雄羊、] 

04 [雄の子羊と山羊は((規定に従って(捧げるように))03  -空白- また第 6 日に雄牛 8 頭、] 

                                                        
(452) ここも『神殿の巻物』の他の写本との平行記事はない。Y と CH は多少の違いはあるが、

0 行を民数記 29:25–37 を基に復元している。0 行目 CH の復元を採用した。 
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05 [雄羊 2 匹、雄の子羊を 14 匹、また雄山羊 1 匹を浄罪の供犠として、] 

06 [またそれらの穀物の供物とそれらの灌奠、雄牛、雄羊、雄の子羊と山羊は規定に従っ

て(捧げるように)。] 

07 [-空白- また第 7 日に雄牛 7 頭、雄羊 2 匹、雄の子羊を] 

08 [14 匹、また雄山羊 1 匹を浄罪の供犠として、またそれらの穀物の供物とそれらの灌

奠、](453) 

09 [雄牛、雄羊、雄の子羊と山羊は規定に従って(捧げるように)。 -空白- また第] 

010 [8 日にはあなたたちに祝会があるように。すべての]なす[べ]き[仕事を](454) 

011 [行ってはならない。主への火に焚く供犠、宥めの香り、燔祭を私に捧げるように。雄

牛 1 頭、雄羊](455) 

012 [1 匹、雄の子]羊を 7[匹、また山羊 1 匹を浄罪の供犠として、またそれらの穀物の供

物](456) 

1 と[それらの]灌奠、[雄牛、雄羊、雄の子羊と山羊は規定に従って(捧げるように)。](457) 

2 これらを[あなたたちの定められた祭に於いて、主のために行うように。   ](458) 

                                                        
(453) CH の復元における、「それらの灌奠」という語のヘブライ語の綴り xmksnw は誤植。正

しくは hmksnw。 
(454) Q と M は[t]k[a]lm のみ復元。 
(455) Y は wX[t awl の後に wb を挿入する。これは LXX 民 29:35 の ouv poih,sete evn auvth/| に
従ったもの。 
(456) CH の復元における、「それらの穀物の捧げ物」という語のヘブライ語の綴り xmtxnmw
は誤植。正しくは hmtxnmw。また Q と M は [h[]bX ~yX[bk] のみ復元。 
(457) Q の 1996 年版と CH はこの行の最後に vacat「-空白-」を挿入するが、Q の 2010 年版で

は vacat「-空白-」を削除している。M は hmksnw のみ復元。 
(458) Q と CH は、[Xdwq yarqm hmtwa warqt rXa hwhy yd[wm] hla「これらは[あな

た方が彼らを招くところの主の諸祭日、聖なる諸集]」と復元しているが、Q は 2010 年版で

は、lar[Xy ynb lwkl hmwct rXa Xdwq yarqm hwhy yd[wm] hla「これらは[全ての

イス]ラエル[の子らために、あなたが断食する聖なる諸集会、主の諸祭日]」と復元し直して

いる。M は […] hla のみ復元。 
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3 あなたたちの燔祭とあなたたちの灌奠を(459)[   ] 私が(私の名前)4を[置く]家で(460) 

4 [   ]それぞれの日に[定められた]燔祭をこの規定の律法に従い(捧げるように)(461)。 

5 イスラエルの子らにより常に、自発的な捧げ物とは別に、彼らが捧げるすべて、 

6 彼[らが]受け入れられるために、私に携え来る彼らの灌奠(462 )すべて、また彼らの贈り

物すべて(463)、 

7 私はそれらを受け入れる(464 )。彼らは私の民となり、私は永遠に彼らと共にいる。[ま

た](465) 

                                                        
(459) W は 2 行目からここまでを民 29:39 の再配列された語順による逐語的引用？とする。

MT 民 29:39 は、~kytl[l ~kytbdnw ~kyrdnm dbl ~kyd[wmb hwhyl wX[t hla 
~kymlXlw ~kyksnlw ~kytxnmlw、Col. 29:2–3a は、[   hmkyd[wmb hwhyl wX[t] hla 

[     ] hmkyksnlw hmkytwl[l である。 
(460) Q と CH は、[!ykX]a rXa tybb[   ~yksnw xbz hxnmw ]hlw[ twl[l「私が(その

上に私の名を)3 [住まわせる]ところの家で、燔祭[と穀物の捧げ物、和解の犠牲と灌奠を  ]
捧げるため」と復元していたが、Q は 2010 年版では、~yksnw xbz hxnmw ]hlw[ twl[l 

[!ykX]a rXa tybb[ jpXmk「私が(その上に私の名を)3 [住まわせる]ところの家で、燔祭

[と穀物の捧げ物、和解の犠牲と灌奠を法に従って]捧げるために」と復元し直している。M
は [!ykX]a rXa tybb […] … twl[l のみ復元。 
(461) Q と CH は hzh jpXmh trwtk wmwyb [~wy] tlw[ [wb wbrqyw]wyl[ ymX「その上に

私の名を([住まわせる])2 それぞれの日に[定められた]燔祭をこの規定の律法に従って[そこ

で捧げるように]」と復元。M は、hzh jpXmh trwtk wmwyb [~wy] tlw[ [….]wyl[ ymX
「その上に私の名を([住まわせる])2 […]それぞれの日に[定められた]燔祭をこの法の律法に

従って」と復元。W はこの行後半を、レビ 23:37 の短い引用を含む節かその一部のパラフ

レーズ、並びに自由作文としている。MT レビ 23:37 は、~wy rbd ~yksnw xbz hxnmw hl[ 

wmwyb、Col. 29:4b は、hzh jpXmh trwtk wmwyb [~wy rbd] twlw[である。 
(462) Q、CH と M は Y の hmhyksn の代わりに hmkyrdn「彼らの満願の捧げ物」と復元。 
(463) W は 5 行目からこの行の前半を、自由作文と、レビ 23:38b の短い引用を含む節ないし

その一部のパラフレーズとする。MT レビ 23:38b は、~kyrdn lk dblmw ~kytwntm dblmw 
hwhyl wntt rXa ~kytwbdnlk dblmw、Col. 29:5–6b は、dbl larXy ynb tam dymt 

yl wayby rXa hmtwntm lwklw hmhyksn lwkl wbyrqy rXa lwkl hmtwbdnm である。 
(464) W は 6 行後半からこの行の前半までを、出 28:38 の短い引用を含む節ないしその一部の

パラフレーズとする。MT 出 28:38 は hwhy ynpl ~hl !wcrl、Col. 29:6b–7a は !wcrl 
~ytycrw [hm]hl である。 
(465) Q、CH と M は Y のように ytnkX[w] とせず、ytnkXw と復元。 
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8 私は代々限りなく彼らと共に(住み)7 (466)、私の栄光により、私の神殿を聖別する。 

9 その上に私の栄光を、私が神殿を創造する祝福の日(467)まで(住まわせる)8。 

10 私がベテルでヤコブと結んだ契約に従って、すべての日々、私自身のためにそれを確立

する。 

 

Col. 30 

 (?)[  ]ואקדש[                  ] 1

2 [                             ] 

 ]    תה[עשות ועשי̇ [                                          ] 3
 י]      [   בבית אשר תבנה]                          בה[למעלו̇ת מס֯  4
 צפון להיכל̇ בית מרובע ת̇ה את מסבה]ועשי                     [עלי 5
 מ̇פ̇נה אל̇ פ̇נ̇ה̇ עשרים באמה לעומת ארבע פנותיו ורח̇ו̇ק̇ מקיר 6
 היכל̇ שב̇ע̇ אמ̇ות במערב צפונו ועשי̇ת̇ה רוחב ק̇י̇ר̇ו̇ ארבע]ה[ 7
 מ̇מ̇קצו̇ע א֯ל֯ מקצוע כ̇ה̇יכל ותוכו]                           [אמות 8
 ועמוד בתוך באמצעו מרובע רוחבו̇ ארבע] באמה ה[שתים עשר̇  9

 [    ]מעלות א ת אשר מסביב̇ עולה]      [א̇מות ל֯כ֯ו֯ל֯ ר̇ו̇חותיו 10
 

30 欄 

1 [           ]また私は聖別しよう。[   ](468) 

2 [                         ](469) 

                                                        
(466) W は 7 行後半からここまでをエゼ 37:23 の広範囲の逐語的引用と自由作文とする。MT
エゼ 37:23 は、~yhlal ~hl hyha ynaw ~[l yl wyhw、Col. 29:7b–8a は、~[l yl wyhw 
d[w ~lw[l hmta ytnkX[w] ~lw[l ~hl hyha ykwnaw となっている。 
(467) Q、CH と M は hyrbh ~wy「創造の日」と復元。Y もその可能性を示唆している。 
(468) Y はこの行が Col. 29:8 に類似していることを指摘。ydbkb yXdq[m ta] Xdqaw「私

は、私の栄光により、私の[神]殿[を]聖別する」を復元の可能性として上げている。M の復

元は Y と同じ。Q の 1996 年版と CH は、]Xdqaw yt[ と復元したが、Q は 2010 年版では

h]Xdqaw yt[ と復元している。MRはその著書The House of the Lordで、Col. 24:28にhXdqaw
があり、前の 27 に ytnkXw があることから、この行を以下のごとく復元している。yt[nkXw ] 

]Xdqaw「私は[住み]そして聖別する[」。 
(469) Q と CH は、]◦◦ lm◦ [ と復元している。 
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3 [            ]なすこと。またあなたはなすよ[うに。](470) 

4 螺[旋]階段のために[   ]あなたが建てる家で。[   ](471) 

5  [ また]あなたは螺旋階段のために、本殿の北に四角い家を[作るように](472)。 

6 その四隅に対し、1 つの角から別の角まで 20 アンマに、また([その]本殿)7の壁から 

の(473) 

7 (距離)6 を 7 アンマ、その北西において。またあなたはその壁の幅を 4(アンマ)8 とする

ように(474)。 

8 [       ]本殿またその内部のように隅から隅まで(475) 

9 12 アンマ。そして、その中央に、正方形の柱があるように。(すべてその四方に対して)10

その幅は 4(476) 

                                                        
(470) Q のは 2010 年版と CH は、[tyb ht]yX[w twX[ [   ] hbsm l[m[「]螺旋階段[   ]
作る。そして[あなたは家を]作るように」と復元。ここでいう「家」は「聖所」を意味する。

Q の 1996 年版は最後の [tyb を欠く。M は、[… ht]yX[w twX[[l…] hbsm [tw]l[m[…]
「[…]螺旋階段を[…]作るために、またあなたは[…]作るように」と復元。 

(471) Q と CH は wyl[5 ymX twyhl hnbt rXa tybb rXa ~yr[[Xh ydc yn]Xm twl[ml
「私の名が(その上にある)5、あなたが建てる部屋の二つ[の門の脇]からの階段」と復元。M は

wyl[5 ymX twyhl hnbt rXa tybb […]m twl[ml「私の名が(その上にある)5、あなたが

建てる螺[…]階段の部屋のため」と復元している。 
(472) Q と CH は、[bwrm tyb lkyhl !wpc hbsm t[yb] htyX[[w]「[また]あなたは螺旋階

段の[部屋]、宮の北に四角い部屋を[作るように]」と復元。M は最初の復元部分が異なる以

外は殆ど Q と CH と同じであり、[bwrm tyb lkyhl !wpc hbsm t[yb] ht[yX[w …] と
している。 
(473) Q、CH と M は同じ。Y との違いは qwxr の前の w を省くこと。 
(474) Q、CH と M は同じ。Y との違いは lkyh[h]の鍵括弧を外し、lkyhh としている点。 
(475) Y は脚注で、この行の欠落部分に、[(?)hma ~y[bra whbwgw]「[またその高さは 40 ア

ンマ]」と復元。この復元は MR も lkyhk との関連で支持している。Q と CH は、hlw[ twma 
[wcqm la [wcqmm wktw lkyhk h[zh rwrp]hm rXy「アンマ。こ[の柱廊]から真直ぐ上

る。宮のように、その中の端から端に」と復元。M は、lkyhk h[…]hm rXy hlw[ twma 

[wcqm la [wcqmm wkwtw「アンマ。[…]から真直ぐ上る。宮のように、その中の端から端

に」と復元。 
(476) 基本的にみな同じである。ただし 1 箇所の lacuna を表す鍵括弧の位置の違いのみであ

る。Y は [hmab h]rX[。Q と CH は hm[ab] hrX[、M は h[mab h]rX[。 
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10 アンマ、[   ]周りの上への階段は(螺旋状に)(477)。[   ] 

 

Col. 31 

 ת[                                         ] 1

 השער[                                       ]  2

 ה[                                             ] 3

 הכוהן המשנה]                  [                 4

  vacat  ד֯ול]הגהכוהן                           [א֯ל֯ ב֯י֯ת֯  5
 ר̇ פתוח ל̇ג̇ג ה̇ה̇יכל וד֯ר֯ך֯ עשוי]שעהזה תעשה  ית[ובעלית הב 6

 באים̇ בו לעלית ההיכל ה̇יכל אשר יהיו]ה(?) גג [לפת̇ח̇ }א{ ב̇ש̇ער הזה 7
 ושע̇ר̇י̇ו̇ וגגו מבית צפו זהב קירותיול̇ בית המסבה הזואת ]כו[ 8
 בחוץ ועמודו ומעלותיו ועשה ככול אשר אנוכי מדבר אליכה]ומ[ 9

 ו̇ע̇שיתה בית לכיור נגב מזר̇ח̇ מרובע לכול רוח̇ותיו אחת ועשרים 10
 ש̇לוש̇ אמות וגבה ר̇ ]י[אמה ר֯ח֯ו֯ק֯ מ̇ה̇מ̇ז̇ב̇ח̇ חמשים אמה ורחב הק̇  11
 עשו לה מהמזרח ומהצפון ו̇ש̇ע̇רים]                    [מ̇הא̇ ש̇ר̇י̇ם̇ ]  ע[ 12
 ש̇בע̇  חב הש̇ע̇רים ארבע אמות וגובהמהוומהמערב ו̇ר 13

 

31 欄 

11Q20 VIII と平行している。 

1 [                                                ] 

2 [                                      ]門 

3 [                      ](478) ……….. 

4 [                                      ]第 2 の祭司 

5 その家に(479)[                 大]祭司 -空白- 

                                                        
(477) (螺旋状に)は Y の英訳による挿入。Q、CH と M は hbsmh bxwrw wytwxwr lwkl twma 

twm[a] [bra twl[m hlw[「アンマそれぞれの側面に。また螺旋階段と上への階段の幅は

4[ア]ンマ」と復元。 
(478) Q の 1996 年版、CH と M は hxyXmh ![mX「注ぎの油」と復元しているが、Q は 2010

年版では hxwXmh ![mX「注ぎの油」と復元している。MR は xyXmh ![hwkh「油注がれた

祭司」と復元している。 
(479) Q、CH と M は、Y が復元している tyb la を欠く。 
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6 また、[この家]の階上の部屋に、[あなたは門を作るように、]本殿の屋根を開き、造ら 

れた道が、 

7 この門により本殿[の屋根の]入口{へ}(480 )。それで本殿の階上の部屋に来るものがある

ように。 

8 [すべ]て、この螺旋状通路の家は金で覆え。その壁、その門、その屋根の内(481) 

9 [と]外(482)、その柱、その階段も。また私があなたに語るすべてのように行え(483)。 

10 またあなたは洗盤のために南東に家を正方形に作るように。すべてその四方に対して

21 

11 アンマ。祭壇からの距離は50アンマ。壁の幅は3アンマ。高さ(484) 

12 [2]0ア(485)ンマ。[       ](486)それに対し門を作れ。一方は東から、一方は北から、 

13 一方は西から。門の幅(487)は4アンマ。それらの高さは7 

 

Col. 32 

 ]                [ שלוש א̇מות̇ ]                                            1
 ]                 [      ]                                      2

 ]              [          ]                                            3

 ]   [               ]                                    4
 ]           [    עש ה]                                        5

                                                        
(480) CH は Y が復元している xtpl{a}を rwrpl「柱廊へ」と復元している。Q、M と MR

は rwrpl{a}と復元している。 
(481) M は鍵括弧の位置が異なる lw[k]。Q と CH は、Y と M のから鍵括弧を除き、lwk とす

る。 
(482) Y が #xb[mw] と復元しているのに対し、Q、CH と M は #xm[w] とする。 
(483) Y は H 版では h[t]yX[w としているが、E 版では Q、CH と M と同じく hX[w としてい

る。 
(484) Y が hbgw と復元しているのに対し、Q、CH と M は whbgw その高さ、とする。 
(485) Y は写字者が最初 hm と書き、その後で h の上に a を書いたとする。 
(486) Q、CH と M は[  ]の中に h[XwlXw     vacat?]と復元し、その後 Y が ~yr[Xw
と復元しているものを ~yr[X と復元している。MR は ~yr[X h[XwlX   ] と復元し

ている。 
(487) Q の 1996 年版と M は Y が bxwrw と復元しているものを bxwr と復元している。CH は

bxr として Q が bxwr としながらも Y の可能性も受け入れていることを紹介し、TSCT で

は bxwr と復元している。よって Q は 2010 年版では bxwrw と復元し直している。 



227 
 

 ]ם[א֯ש֯מ֯ת֯ם֯ לכפר על העם̇ ובעלות]                                              6
 ם ולהק̇טיר על המזבחלכ]                    [                         7
 בק̇יר הבית(?) ה̇ ]ת[ו֯ע֯ש֯י֯  ]                          לה[העו 8
 אמה וגובהמה]ב[ ר֯ו֯ח֯ב֯ [                      ] מה ובת֯ו֯כ֯י֯מה֯ ]פני (?)ים[הזה בת֯  9

 ם֯ עליהמה]ש[ יהיו מניחים ⌉אשר⌈ ת זהב⌉מצופו⌈] ות[מן הארץ ארבע אמ 10
 [        ]מ֯על ל֯בי̇ת̇ ה֯מ ם למעלה]בה[ ם֯ ]באי ו[את בגדיהמ̇ה אשר יהי 11
 ]ה[לכי̇ו̇ר אצל̇ ב̇י̇תו̇ ו֯התעל̇  עשיתה תע֯ל֯ה֯ ס̇ביב̇ ]ו[ ב̇ב̇ואם ל̇ש̇ר̇ת בקודש 12
 אל תוך הארץ̇ א֯ש̇ר̇  טת]ופוש[ הכיור ל֯מחלה י̇ו̇ר̇דת] מבית[ ה֯ו̇לכת̇  13
 ה̇ארץ ולואבתוך  יהיו המים נשפכים ו̇הולכים א֯ליה ואובדים 14
 מתערב במה יהיה נוגעים בה̇מ̇ה כול אדם כי מדם ה֯עולה 15

 

32 欄 

11Q20 IX と平行している。 

1 3 アンマ 

2  

3 (488) 

4 (489) 

5 (490) [  ] 

6         ]彼らの罪責、民を浄めるために、また[彼らの]燔祭で(491)。 

7 [      ] (燔[祭])8 の祭壇上で焼いて煙にするため(492) 

                                                        
(488) Q、CH、M と MR は、]XwlX[「]3[」と復元。 
(489) Q、CH、M と MR は、]hmhy[「]彼らの[」と復元。 
(490) Q、CH、M と MR は、]X[ xbzml hm[「]祭壇に[」と復元。 
(491) Y は、And when [they] sacrifice「また彼らが[犠牲]を捧げる時」と訳し、M と MR は and 
when [they] go up「また[彼ら]が登る時」としている。これらは [~]twl[bw の、可能性のあ

る訳である。 
(492) CH、M と MR は、]xbzmh l[ ryjqhlw ~[tx]nml[「]彼らの穀物の[捧げ物]をまた祭

壇の上で焼いて煙にすること[」。Q は、]xbzmh l[ ryjqhlw ~[tx]nml[   ~ynhwkh]
「[祭司たち   ]彼らの穀物の[捧げ物]をまた祭壇の上で焼いて煙にすること」と復元して

いる。 
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8  [      ] ……[あな]たは(この)9家の壁に(493) 
9 空[間]を(作るように)8。[内]側に、またその中において[    ]幅 1 アンマ[で]。また

それらの高さ(494) 

10 地からは 4 アン[マ]。そ[こ]の上に置く⌈べ⌉きものは、金で⌈覆われている⌉。 
11 彼らが神殿の上方に[来る時に、](495)身につける衣服を[  ] (496) 
12 聖所で奉仕するため彼らが来る時(497 )。[また]あなたは家の傍らにある洗盤の周りに溝

を作るように。また[その]溝は(498) 

                                                        
(493) M は、tybh ryqb…twr[…h]lw[h「燔[祭…]の…この家の壁に」と復元し、Q と CH

は、tybh ryqb t t  twr[  h]lw[h「燔[祭 ]の  この家の壁に」と

復元。MR は、tybh ryqb (?)h[t]yX[w …. ….twr[     hl]w[h「燔[祭  ]の……ま

たあなたは家の壁に を作るように(?)」と復元。(?) は MR の挿入。 
(494) Q、M と MR は、hmhbwgw hma[   ] !m [   ]cmw hmal hma [   ]tb hzh「この建

物 8[  ]1 アンマに対して 1 アンマそして[  ]から[  ]アンマそれらの高さ」と復元。

CH もこれらと殆ど同じであるが、最初の欠落のみ Y に従い、[   ~y]tb とする、つまり

「この家の 8 空[間]1 アンマに対して 1 アンマそして[  ]から[  ]アンマそれらの高さ」

と復元している。 
(495) W は 10 行後半からここまでを、エゼ 43:14 の引用なしのパラフレーズと自由作文とす

る。しかし、これは W の誤記であり、実際はエゼ 42:14 である。MT エゼ 42:14 は wxyny ~Xw 
!hb wtrXy rXa ~hydgb、Col. 32:10b–11a は hmhydgb ta hmhyl[ ~[X] ~yxynm wyhy 
~[hb] ~[yab w]yhy rXa である。 
(496) Q と CH は、[r]wykh tyb l[m hl[ml ~[hy]la ~yab wyhy rXa hmhydgb ta「彼

らが洗[盤]の家の上方のそ[れら] (の所)に来る時に、着る衣服を」と復元。M もこれらと殆

ど同じだが、最後の欠落の洗盤にあたる部分を復元せず。MR は Y に近いが、最後が異な

る。Y は [   ]mh tybl であるが、MR は ]h tybl である。 
(497) Wは11行後半からここまでを出28:42の引用なしのパラフレーズと自由作文とするが、

ここも誤記。Y も同様に間違っている。実際は出 28:43。MT 出 28:43 は、lha la ~abb 

Xdqb trXl xbzmh la ~tXgb wa d[wm、Col. 32:11b–12a は、[  ]mh tybl l[m hl[ml 

Xdwqb trXl ~awbb である。 
(498) Q の 1996 年版と、CH、M と MR は、lca 以降を hlw[h xbzm とする。つまりこの行

の訳は、「神殿で奉仕するため彼らが来る時。またあなたは燔祭の祭壇の傍らにある洗盤の

周りに溝を作るように」である。しかし Q は 2010 年版では wtnwkm lca「台座の傍ら」と

する。 
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13 洗盤の[家から]来て穴に落ち、大地の中に[広が]る。つまり(499) 

14 その水は注ぎ出され、その内を通り、大地の中に失われてゆく。また 

15 すべての者は、それらに触れてはならない。実に燔祭の血がそれに混じっているからで

ある。 

 

Col. 33 

 ]                       [                             ים באים[               ] 1
 ]                                    ר[ו̇בעת אש̇ [                            ]  2
 ]                                            [ואת֯ מ̇ם [                       ] 3
 ]                                           חים[אש֯ר֯ עליהמה ומני֯ [           ] 4
 ]                           ר[ל̇כיו̇ [        ]  ם̇ ש֯ ה̇כ̇י̇ו̇ר̇ ו̇מ̇ ] ת[ב̇י̇  [       ] 5
 ]        [                   אל ו֯ה֯יוצאים מ֯המה(?) אליה֯מ֯ה֯ ם [                ] 6
 [                     ] י֯ה֯י֯ו֯ מקדשים את̇ עמ̇י̇ ב̇בגדי̇ ה̇ק̇ו̇ד̇ש אש̇ר̇  7
8 tvaca ו̇ר]הכיבית [ כמדת ]ר[יו]כ[ועשיתמה בית̇ למזר̇ח בית ה 

 ו̇מ̇קרותיו כ̇בית̇ ה̇כי̇ור ול בנינו]כ[שבע אמות ו̇ ר̇ו ]י[וק קירו̇ מק]ח[ר]ו[ 9
 בית̇ ] י[כמדת שער̇  ו̇שנים שערים לו̇ מצפונו ומדרומו זה נוכח ז̇ה 10
 פנימה אטומים הכיור וכול הבית הזה כולו קירו עשו̇י̇ חלונ̇ים 11
 אמות שתי אמות רוחבמה ב̇שתי אמות וגובה̇מ̇ה̇ ארבע 12
 ול̇מ̇ח̇תות ו̇תלמ̇ז̇רקים ולקש̇ו̇אמדולתים בתים לכלי המזבח  13
 הקרבים ואת ולכוננות הכסף אשר יהיו מעל̇ים במ̇ה את 14
 ובכלותמה לקט̇י̇ר̇   vacat        ה֯ר̇גלים על המזבח 15

 

33 欄 

1 [       ]彼らは来る。[                    ](500) 

2 [         ]またその時に[                  ] 

                                                        
(499) Q、CH と M は、rXa #rah $wt la hjml tdrwy hlxmw rwykh tx[t]l tklwh
「洗盤の下へ行き、そして穴の下方へ落ち、大地の中へ。つまり」と復元。MR もこれに近

いが最初の欠落部分を [tybm] とも tx[t]l とも復元していない。 
(500) Q の 1996 年版、CH と MR は、   ] ~yab ~yy[ と復元。しかし Q の 2010 年版は、 

] ~yab ~yn[hwkh wwyxy   ] と復元し直している。 
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3 [        ]また[                       ](501) 

4 [   ]その上に。また置かれるべき[                 ] 

5 [   ]洗盤の家そして[   ]洗盤[に                 ](502) 

6 [   ]彼らへ(？)またそれらから出て へ[              ](503) 

7 私の民を聖別(しない)ように。聖なる衣服によって。即ち[      ](504) 

8 -空白- またあなたは[洗]盤[の]家の東に家を作るように。洗[盤の家]の寸法に従って

(505)。 

9 [また]その壁から壁[の距]離は 7 アンマ。またす[べ]てのその建物とその天井は洗盤の

家に従って(506)。 

10 また 2 つの門がそれにあり、1 つは北にもう 1 つは南に、これとこれは向き合ってい

る。(洗盤)11の家[の]門の寸法に従って(507)。 

11 またすべてこの家は、すべての壁に窓が作られ、内側で閉じられている(508)。 

                                                        
(501) Q、M、CH と MR は、] taw ~mw[ と復元。 
(502) Q と CH は   r]wykl ~[  ]mw rwykh [t]yb[ と復元。M は、~[…]mw rwykh [t]yb[…] 

[… r]wykl […]と復元。 
(503) Q の 1996 年版、M、CH と MR は、rcxh]la hmhb ~yacwyw rwykh la ~[yab wyhy] 
[awlw hnwkyth「洗盤に[来る者]ら。またそれらにより[中庭]へ出る者ら[があるように]。「ま

た しないように」と復元。しかし、Q は 2010 年版では初めの部分を tyb la ~[yab wyhy] 
rwykh としており、rwykh la の間に tyb を挿入している。 
(504) Q と CH は、[hmhb wtrXy] rXa Xdwqh ydgbb r[Xh ta ~yXdqm wyhy と復元。

前節からの続きとして訳すと、「[彼らがそれらによって仕える]聖なる衣服によって門を聖

別しないように」。M と MR は、wtrXy] rXa Xdwqh ydgbb ym[ ta ~yXdqm wyhy 
[hmhb と復元。これも前節からの続きとして訳すと、「[彼らがそれらによって仕える]聖な

る衣服によって私の民を聖別しないように」となる。 
(505) 復元箇所の区切りが少し違うところはあるが、Y、Q、M、CH と MR の文章は同じ。 
(506) Q、M、CH と MR は Y にある最初の [w] を欠く。また、Y の wnynb lw[k]w を、Q のみ

が wnynb lw と復元。 
(507) Q、CH と MR は、Y と M の [y]r[X を r[X と復元。Q は両方の可能性を示唆。「洗盤

の家の門の寸法に従って」。Col. 31:13 によると 4 × 7 アンマ。 
(508) 原文は、~ymwja hmynp ~ynwlx。Y と MR によると、似た表現として、王上 6:4 の ynwlx 
~ymja ~ypqX「格子窓」(岩波訳)、エゼ 40:16 の twmja twnlxw「隠し窓」(岩波訳)があ

る。したがって MR は、~ymwja ~ynwlx を聖書的表現とする。LXX では quri,dej kruptai,
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12 その幅は 2 アンマ、(深さ)2 アンマ、またその高さは 4 アンマ。 

13 それらには扉(509)があり、祭壇の諸器具のための数々の家となる。それらは小皿、鉢(510)、

火皿、 

14 銀の柄杓(511)。これにより内臓や足を(祭壇の上)15にもたらす。 

15 -空白- 彼らが焼いて煙にすることを終える時。 

Col. 34 

 ]                        שת[בלוח נחו(?) ני֯ם֯ [                    ] 1
 ]                     מוד[ובין העמוד לע[                     ] 2
 ]        [                      א֯שר בין ה֯עמודים[                ] 3
 ]                    לים[הג̇ל̇ג ים אל בין  [                 ] 4

 ]                      [ים וסוגרים את הגלגלים וא֯ [        ] 5

 ב֯טבעות]            [ואוסרים את̇ ר֯א֯ש̇י ה̇פ̇רים אל הטבעות ו 6
 במזרקות] הדם ת[אותמה ו̇יהיו כונסים אאחר יהיו ט̇ובח̇ים  7
 ופותחים    vacat ו̇ז̇ורקים אות̇ו̇ ע̇ל יסוד המזבח סביב 8
 את הגלגלים ו֯פ֯ו֯שטים את עורות הפרים מעל לבשרמה ומנתחים 9

 אותמה לנתחיהמה ו̇מו̇לחים את הנתחים במלח̇ ומרחצים את 10
 אותמה עלהקרבים ואת הכרעים ומולחים ב̇מ̇לח ומקטירים  11
 האש אשר על המזבח פר ופר ונתחיו אצלו̇ ומנח̇ת סולתו עליו 12
 ויין נסכו אצלו ו̇מ̇מנו עליו והקטיר̇ו̇ הכוהנים בני אהרון את הכול 13
 vacat       על המזבח אשה ריח ניחוח לפני יהוה 14

                                                        
「隠し窓」である。これを MR は Y の訳と同じ、blocked windows「閉じられた窓」と理解し

ている。The House of the Lord, p. 34 参照。 
(509) 原文は、~ytlwdm。これは hapax legomennon である。Y が主張するように tld「扉」

と関係することは明らか。Y および MR は、~ytb ＝ ~ymwja ~ynwlx とする。Y は、

~ytlwdm を窓を閉じるための蓋と見て、And they(shall) have doors と訳す。The DSS 

Concordance は、to be opend と翻訳しているが、Y の have doors、CH の ~ytlwdm を双数形

とみなした with double doors と、M の with doors や MR のような It shall have doors の方が、

文章の前後関係から見て妥当性がある。ちなみに TDOCH は have doors と訳している。よっ

てここでは窓が複数であることも含め、Y の訳に従った。 
(510) CH と M は Y と同じく twawXql と復元しているが、Q と MR は tawXql と復元。 
(511) M. G. Abegg, Jr. with E. B. James, and M. C. Edward, in consultation with T. Emanuel, The Dead 
Sea Scrolls Concordance: The Non-Biblical Texts from Qumran, Vol. 2, Leiden: Brill, 2003, p. 369. 
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 ועשיתה שלשלות יורדות מן מקרת שני עשר העמודים 15
 

34 欄 

1 [      青]銅の板で。[                 ](512) 

2 [           ]また柱と柱の間。[          ] 

3 [          ]柱と柱の間にある[           ] 

4 [        ]車輪との間[                ] (513) 

5 [       ]また車輪を閉じ、そして[           ](514) 

6 また雄牛の頭を輪に括り付け、また[            ]輪に(515) 

7 後にそれらを屠るように。また[その血を]小皿に集めるように(516)。 

8 またそれを祭壇の周囲の基に打ち掛けるように(517)。また -空白- 彼らは(車輪を)9開け

るように(518) 

9 また雄牛の皮をその肉の上から剝ぎ、また(519)、 

                                                        
(512) Q、CH と MR は tX]wxn xwlb ~yp[wcm「青]銅の板で覆われ[ている」と復元。M は、

tX]wxn xwlb ~yp[ と復元。 
(513) Q、CH と MR は、~yl]glgh $wt la ~yrph [ta ~yaybmw]「[また彼らは]雄牛を車輪

の中に[連れて来るように]」と復元。M は、~yl]glgh $wt la ~yrp[h と復元。 
(514) Y は脚注において、最初の ~y[ ]を[~yxtwpw「また開ける」と復元。Q、CH、M と MR

は、]aw ~ylglgh ta ~yrgwsw ~ylg[lgh]「[車]輪また車輪を閉じ、そして[」と復元。 
(515) Q、CH、M と MR は、Y が ~yrph yXar「雄牛の頭」としているところを ~yrph ynrq
「雄牛の角」と復元している。 

(516) Y が[~dh t]a「[血を]」と復元している部分は、M は Y と同じ。Q と CH は lwk] ta 

[~dh「[すべての血]を」と復元。MR は意味は同じながら [~dh lwk t]a と復元。 
(517) W はこの行の前半をレビ 1:5b の広範囲の逐語的引用とする。MT レビ 1:5b は、wqrzw 
bybs xbzmh l[ ~dh ta、Col. 34:8a は、bybs xbzmh dwsy l[ wtwa ~yqrwzw である。 
(518) レビ 1:5 参照。bybs xbzmh l[ ~dh ta wqrzw ~dh ta ~ynhkh !rha ynb 
wbyrqhw「またアロンの子らである祭司達は、その血を捧げるように。またその血を祭壇の

周囲に打ち掛けるように」。 
(519) Q、CH と MR は、~yxtnmw hmrXb l[m ~yrph twrw[ ta ~yjyXpmw ~ylglgh ta
「車輪を。また雄牛の皮をその肉の上から剝ぎ取り、また切ること」と復元。M もこれと似

ているが、~yjyXpmw を、~yjyXwp[mw]（[and t]ear off）と復元している。しかし、~yjyXwp[mw
が動詞であるならばプアル、分詞、男性、複数である。これは受身で訳すべきなので、訳と

復元が合わない。MR も同様の指摘をしている（The House of the Lord, p. 38）。最後の句
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10 それらをその部分に(520)(切り、)9塩をまぶし(521)、また(内臓と脛)11を洗い(522)、 

11 それらに塩をまぶし(523 )、そしてそれらを (祭壇の上の火で(524 ))12 焼いて煙にするよう

に(525)。 

12 雄牛と雄牛またその部分は、その傍らに。上質の小麦粉の穀物の供物はその上に。 

13 その灌奠のブドウ酒はその傍らに。その中から(526 )上に(注ぐ)。またアロンの子らであ

る祭司達は、すべてを(527) 

                                                        
hmhyxtnl hmtwa ~yxtnm は、Y と MR の主張通り、MT レビ 1:6 の hyxtnl hta xtnw
「またそれを部分に切るように」となる聖句であるが、MT の動詞が単数であるのに対して

LXX の meliou/sin と SamP の wxtn は複数である。この行の ~yxtnmw は LXX と SamP に

近い。 
(520) MT レビ 1:6 参照。 
(521) W は 8 行目の後半からここまでをレビ 1:6 の引用なしのパラフレーズとする。MT レビ

1:6 は、hyxtnl hta xtnw hl[h ta jyXphw、Col. 34:8b–10a は、~yglgh ta ~yxtwpw 
hmrXbl l[m ~yrph twrw[ ta ~yjXwpw である。 
(522) 原文は ~ycxrm、ピエル、分詞、男性、複数である。#xr のヘブライ語聖書の用法は

カル、プアルとヒトパエルのみである。W はここを、レビ 2:13a の引用なしのパラフレーズ

とする。MT レビ 2:13a は、tyrb xlm tybXt alw xlmt xlmb $txnm !brq lkw、
Col. 34:10b は xlmb ~ytxnh ta ~yxlwmw である。 
(523) 10 行目の同様の文章参照。W は 10 行目の終わりからここまでをレビ 1:9a の引用なしの

パラフレーズと自由作文とする。MT レビ 1:9a は ~ymb #xry wy[rkw wbrqw、Col. 34:10c–

11a は ~y[rkh taw ~ybrqh ta ~ycxrmw。 
(524) MT レビ 1:8 参照。 
(525) 翻訳上 11 行になっているが、12a を含む。W は 11 行後半から 12 行前半までをレビ

1:12b の著しい削除による逐語的引用とする。MT レビ 1:12b は、l[rXa Xah l[ rXa 
xbzmh、Col. 34:11b–12a は、xbzmh l[ rXa Xah l[ hmtwa ~yryjqmw である。 
(526) Y はヘブライ語版の著書では wnmXw と復元しているが(104 参照)、その後、Q の復元を

受け入れ wnmmw としている(1983 版 46 参照)。CH と MR はこれに従っている。M は wnmXw
「その油を」のままである。 

(527) lwkh ta、MT レビ 1:9 は lkh ta、SamP は lkh ここは MT に近い。ちなみに LXX
は ta. pa,nta、MT も SamP も訳せば同じになる。 
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14 祭壇の上で(528)(焼いて煙にするように(529))13。火に焚く供犠、主の御前の宥めの香り(530)。 

-空白- 

15 またあなたは12の柱の天井(531)から下る鎖を作るように。 

 

Col. 35 

 ]                    ם[ש̇ הקודש̇י̇ ]קוד     [ 1

 ]                                     [כול איש אשר לו̇א̇  [   ] 2
 ו֯דש]ק                                 [א̇שר לוא֯ א כול איש [  ] 3
 הו̇א אין] [                             וכו̇ל̇  vac הה מ[   ] 4

 ה֯ן אשר יבוא]כו הוא(?) [מת וכול אי֯ש֯ א֯ש֯ר֯ ]ו[ה̇ו̇א̇ כ֯ו֯ה֯ן֯ י̇  5
 אתמ֯ה֯ מלא ]בההקודש אשר  די[והוא אי̇ן ה̇ו̇א̇ ל̇בוש̇ בג֯  א֯  6
 ד֯ש אלוה̇י̇המה לשאת]מקאת  לו[י̇דיו גם המה יומתו ולוא יח̇ל 7
 ב למזבח ולהיכל ולכיור ]בי[ה את ס̇ }מ{ע̇וון אשמה למות וקדשת 8

 vacat  ו̇ל̇פ̇רו̇ר̇ והיה קודש קודשים לעולם ועד 9

 ועשיתה מקום למערב ההיכל סביב פ̇רור עמודים עומדים 10
 מזה לחטאת הכוהנים ולשעיריםלחטאת ולאשם מובדלים זה  11
 ולחטאות העם ולאשמותמה ולוא יהיו מערבים כולו אלה 12
 באלה כי מובדלים יהיו מקומותמה זה מזה למען לוא 13
 ישוגו הכוהנים בכול חטאת העם ובכול אלי אשמות לשאת 14

                                                        
(528) 原文は xbzmh l[。MT レビ 1:9 と SamP は方向の h が付いている hxbzmh、LXX は

evpi. to. qusiasth,rion。ここは LXX に近い。W は 13 行後半から 14 行前半までをレビ 1:5b
の広範囲の逐語的引用とする。MT レビ 1:5b は、xbzmh l[、Col. 34:13b–14a は、wryjqhw 
xbzmh l[ lwkh ta !wrha ynb ~ynhwkh である。しかし CH は、ここをレビ 1:9 と比較

している。類似箇所は、MT レビ 1:9 の hxbzmh lkh ta !hkh ryjqhw。 
(529) MT レビ 1:9 は !hkh ryjqhw。SamP も同じ。ただ LXX は、kai. evpiqh,sousin oì ìerei/j

「また祭司達は置くであろう」。この行も LXX に近い。 
(530) W は 14 行後半をレビ 1:9b の広範囲の逐語的引用とする。MT レビ 1:9b は、xyr hXa 

hwhyl xwxyn、Col. 34:14b は、hwhy ynpl xwxyn xyr hXa、SamP も hwhyl、LXX は tw/| 

kuri,w|、NFT は yyy hmXl ~dq aw[rd xyrl、TJ は yyy ~dq aw[rb、TO は ~dq aw[rb 

ywy であり、この行はタルグム諸訳に近い。 
(531) CH はコヘ 10:18 を参照しているが内容に関係がない。hrqmh $my ~ytlc[b「二重の

怠惰によって天井は沈む」。 
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 התורים והעוף על המזבח יעשה vacat   חטא אשמה 51

 

35 欄 

4Q524 1と平行している。 

1 [   至]聖[所                 ](532) 

2 [ ]でないすべての者は[             ](533) 

3 [ ]でないすべての者は[           ]聖(534) 

4 [ ] -空白- すべての[           ] (祭司)5ではない者(535) 

5 は死に[処]されるように。また であるすべての[者は   ]来るべき[祭]司(536) 
                                                        
(532) Q、CH、M と MR は、~]yXdwqh X[dwq la]「至]聖[所へ]」と復元。Y も脚注において

2 つの復元の可能性を記している。awby awl ~]yXdwqh X[dwq la]「彼は至]聖[所へ来て

はならない]」、および、awh ~]yXdwqh X[dwq yk]「[じつにそれは]最も[聖]なる場所であ

る」である。9 行を参照。 
(533) M は Y と同じ。Q の 1996 年版は、出 30:22–23 を基に以下に復元している。lwk ht[wa] 

[Xdwq txXm   ]awl rXa Xya「[ そ]れを。でないすべての者は[   聖なる注ぎ油]」

と復元。しかし 2010 年版で Q は、[Xdwq txXm   ] を削除している。CH は、lwk ht[wa] 

]awl rXa Xya「[ そ]れを。でないすべての者は[」と復元。MR は、rXa Xya lwk h[ ] 

]awl「[ ]でないすべての者は[」と復元。 
(534) Q は、]awl rXa Xya lwk h[yht ]「[(聖なる注ぎ油)2があるよ]うに。でないすべて

の者は[」と復元している。2 行目の復元の続きである。CH もこの行の復元は Q と同じだ

が、不思議なことに 2 行で Xdwq txXm を復元していない。とすれば何故この行が Q と同

じになるのであろうかが疑問である。M と MR は、Y が復元している最初の文字 a を復元

せず。 
(535) Q の 1996 年版と CH は、htwa awby rXa larXy ynbm Xya] lwkw hnmm x[Xmy] 
!ya awh[w「それによって[油注がれるように]。また[イスラエルの子らの]すべてそこに来る

者で、[(祭司)5 ではない者は」と復元したが、Q の 2010 年版では、最初の x[Xmy]を h[   ]

と変更している。M は、!ya awh[…] lwkw hnmm h[…]「[…]それからまたすべての[…] (祭

司)5でない者は」と復元。MR は、~tya awby rXa larXy ynbm Xya]lwkw hnmm h[ ] 

!ya awh[w「[  ]それから。また[彼らと共に来るイスラエルの子らは]誰でも、だが(祭司)5で

ない者は」と復元。研究者による復元の多様性はあるが、明らかに祭司以外の者で聖域に入

ろうとする者への警告が書かれている。 
(536) Q と CH は、ayby rXa ![wra ynb ~ynhwk]hm Xya lwkw tmwy !hwk awh「祭司(でな

い者は)4、死に処されるように。また[アロンの子らで、祭司たち]からのすべての者で(それ

を)6 もたらす者」と復元。MR は殆ど Q と CH と同じだが、最後の ayby を awby とする。
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6 [聖なる]衣服を身に着けていない者、それ[らにより] (任職され(537))7ている者は(538)、 

7 彼らもまた死に処されるように(539)。彼らの神の神[殿を穢]してはならない(540)。 

8 死によって(罰すべき)罪責の咎を(負うゆえに)7 (541)。あなた[がた]は祭壇、本殿、洗盤

そして(柱廊)9の周[囲]を聖別するように。 

                                                        
そして Q と CH が復元している、次の 6 行目の初めの htwa を ~tya と復元。すると以下

のようになる。「祭司(でない者は)4、死に処されるように。また[アロンの子らで、祭司たち]
からのすべての者で(彼らと共に)6来る者」。M は、awby ![… Xy]a lwkw tmwy !hwk awh 

rXa「祭司(でない者は)4、死に処されるように。またすべての者で(そこに)6 来る者」と復

元。 
(537) 原文は手を満たす。祭司として任職されること。 
(538) Q の 1996 年版と CH は、awl [rXa wa Xdwqh yd]gb Xwbl awh !ya awhw htwa 

ta alm「また[聖なる衣服]を身に着けていない者、[また] (任職され)7ていない者は」と復

元。しかし Q の 2010 年版は、yd]gb に前置詞 b を加え、Xdwqh yd]gbb となっている。

M は、ta alm awl[….Xdwqh yd]gb Xwbl awh !ya awhw htwa「また[聖なる衣服…]

を身に着けていない者、(任職され)7ていない者は」、MR は、Xwbl awh !ya awhw ~tya 

ta alm [ Xdwqh yd]gb「また[聖なる衣服  ]を身に着けていない者は、(任職され)7てい

ても」と復元。 
(539) W は 6 行目から 7 行前半までを、出 28:41b の引用なしのパラフレーズと出 28:43 の短

い引用を含む節かその一部のパラフレーズとする。MT 出 28:41b は、talmw ~ta txXmw 
yl wnhkw ~ta tXdqw ~dy ta、MT 出 28:43 は、lha la ~abb wynb l[w !rha l[ wyhw 
w[rzlw wl ~lw[ tqx wtmw !w[ waXy alw Xdqb trXl xbzmh la ~tXgb wa d[wm 
wyrxa である。MT 出 28:41b の ~dy ta talmw が 6 行終わりから 7 行目の初めの alm 

wdy ta と似ているが、他は類似性がかなり乏しい。むしろ 7 行目 CH がそれを基に Q が復

元したというレビ 21:12 の、wyhla Xdqm ta llxy alw が類似している。Q の復元は以

下の通り(Y も脚注では同じ)。 
taXl hmhyhwla Xd[qm ta w]llxy awlw wtmwy hmh ~g wydy 

(540) MT レビ 21:12 は、wyhla Xdqm ta llxy alw であり、この行と似ているが、wyhla
「彼の神、この行は hmhyhwla「彼らの神である。Y は LXX に答えを見出そうとしている

が、LXX も tou/ qeou/ auvtou/ で MT と同じである。MR は、これこそ聖書の書き直しである

としている。 
(541) W は 7 行後半からここまでを、レビ 21:13b の広範囲の逐語的引用とレビ 22:16a の広範

囲の逐語的引用および自由作文とする。ただしレビ 21:13b ではなくレビ 21:12b が正しい。

MT レビ 21:12b は上記の通り。MT レビ 22:16a は、hmXa !w[ ~twa wayXhw、Col. 35:7b–

8a の類似点は hmXa !w[ taXl である。 
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9 またそれは永遠から永遠にまで、最も聖なるところとなる。-空白-(542) 

10 またあなたは本殿の西(543)に周囲に柱廊、柱の立ち並ぶ場所を設けるように。 

11 浄罪の供犠と償いの供犠は互いに分離されている(544)ように。祭司たちのための浄罪の

供犠は雄山羊である。 

12 民のための浄罪の供犠と償いの供犠は、これらすべて(互いに)13混ぜて(545 )はならない。 

13 それらの場所も互いに分離されているように。 

14 その祭司が民の浄罪の供犠と償いの供犠の雄羊(546)とで間違えることが(ないように)13 

15 (罰すべき)罪の罪責を(負うゆえに)14 -空白- 鳥は祭壇の上で捧げる(547)ように。コキジバ

ト 

Col. 36 

 [    ]א]                 [                               1

 [     ] ש֯ע֯רים ו֯מ֯א֯ה֯ [                                        ] 2
 ]       [מן המ̇קצ̇ו̇ע̇ [                                        ]  3
 אר֯ב֯ע֯י֯ם֯ רחב  השער]עשרים ומאה באמה ו ר[ת̇ ה̇שע̇ ]פנעד [ 4
 ש̇ב̇ע אמ̇ו̇ת̇ ] רו[ח̇ב קי̇ ]רו[ו̇ ] כמדה הזואת[ ל̇כול רוח ור̇ו̇ח̇ ] באמה[ 5
 שש̇ ] איו[ב̇ ת̇ ]ורוח ו[רת גג̇ ]מקוארבעים באמה עד [ ה֯ו֯ חמש]וגוב[ 6
 ר̇י̇ם̇ הבאי̇ם̇ ב̇מ̇ה]ע[ו̇ע̇ש̇ר̇י̇ם̇ ב̇אמה מ̇מ̇קצוע אל מקצוע ו̇הש 7

                                                        
(542) W は 8 行後半からここまでを、出 40:10 の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズ

とする。MT 出 40:10 は、hyhw xbzmh ta tXdqw wylk lk taw hl[h xbzm ta txXmw 
~yXdq Xdq xbzmh、Col. 35:8b–9 は rwyklw ylkyhlw xbzml b[yb]s ta h[m]tXdqw 
d[w ~lw[l ~yXdq Xdq hyhw rwrpw である。4QExod-Levf Col. 2 frg. 2 ii においては、出

40:10 の xbzmh ta tXdqw は xbzmh ta Xdqw となっている。11Q19 で採用されている

語形は、MT、SamP とも 4QExod-Levfとも異なる h[m]tXdqw である。 
(543) MR は、Y と同様、この行におけるエゼ 46:19, 20 の影響を確認している。 
(544) 原文は ~yldbwm。語根は ldb、ホファル分詞、男性、複数。この形は聖書ヘブライ語

には出てこない。ミシュナ・ヘブライ語の形である。 
(545) 原文は ~ybr[m。語根は br[、ピエル分詞、男性、複数。動詞の形では聖書ヘブライ

語には出てこない。 
(546) Y は wla と復元しているが、脚注では、twmXa ?yleae「償いの供犠の雄羊」と理解して

いる。Q と MR は、ここは yla もっと正確には yleyae と読むべきと考える。wla が人称代

名詞としてここに来るのは難しいとする。 
(547) 原文は「行うように」。 
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 ר̇ה באמה וגובהמ̇ה̇ ]עש[ ארבעצאים במה רוחב השער ]יו[ו̇ה̇  8
 וגובה וגובה ף̇ עד ה̇משקוף}{ש̇רים באמה מן הס]ע[שמונה ו̇  9

 המקר̇ה מ̇ן המשקוף ארבע עשרה באמה ומקורה כיור 10

 vacat ארז מצ̇ופ̇ה̇ זהב טהור ודלתותיו מצופות זהב טוב 11

21 vacat ו̇מ̇פנת השער עד המקצוע השני לחצר̇ עשרים 
 האלה אשר ת כול השעריםדבאמ̇ה וככה תהיה מומאה  31
 לחצר הפ̇נ̇י̇מית והשערים באים פנימה אל תוך החצר 41

 

36 欄 

1 [             ] [ ](548) 

2 [ ]門また 100？[ ](549) 

3 [ ]端から[ ](550) 

4 門の[隅まで 120 アンマ。また]門の幅は 40(551) 

5 [アンマ](としなければならない)。それぞれの側面は[この寸法]に従う(ように)。また[そ

の]壁の幅は 7 アンマ(とするように)(552)。 

6 またその[高さ]は、[その]屋根の天[井まで 4]5[アンマ。またその部]屋の幅は(553)、 

7 端から端までで 26 アンマ。また門、それによって入り、 

                                                        
(548) Q の 2010 年版は 1 行の前に 01 行を想定し、[  hnwyh ynbw]「[鳩の幼鳥(複数)]」と復元

している。 
(549) Y のみが hamw「また 100」を復元。 
(550) Q と CH は、][wcqmh !m l[ と復元。 
(551) CH は脚注で Y の復元を認め、TSCT では他と同じく Y の復元に従っているが、最初の

復元では ~y[bra bxr r[Xh[w      r][Xh t[np d][ と復元している（p. 90）。 
(552) Q、CH と MR は、twma [bX [wr]yq bx[wr]w [tazh hd]mk wytwxwr lwkl hma「ア

ンマ(としなければならない)。すべてその側面は[この寸法]に従う(ように)。また[その]壁の

幅は 7 アンマ(とするように)」と復元。M は最初の [hmab] のみ Y と同じ。後は Q、CH と

MR と同じである。CH の TSCT における [tazh hd]~k は誤植（p. 328）。 
(553) すべての学者が Y の復元に従っているが、Q と CH は最初の wh[bwgw] を whbwgw と復

元。また、その後の部分を Q は 1996 年版では hma ~y[braw ] Xmx と復元していたが、

2010 年版では、hmab ~y[braw ] Xmx と Y の復元と同じになっている。CH は、脚注で

Y の復元を認め、TSCT では他と同じく Y の復元に従っているが、最初の復元では、whbwgw 
XX [wya]t b[xwrw w]gg trq[m      ]Xmx と復元している（p. 90）。 
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8 またそれによって出る、門の幅は 14 アンマ。またそれらの高さは(554) 

9 敷居から鴨居まで、28 アンマ。また(555) 

10 鴨居から天井までの(高さ)9が14アンマ(となるように)。また(門は) (杉で造られ、純金 

で覆われた)11台によって天井が付けられるように。 

11 またその扉も良い金で覆われているように。-空白- 

12  -空白- また門の隅から第2の庭の端まで120 

13 アンマ。またこれらすべての(中庭の)14門の寸法はこのようであるように。 

14 また門は庭の内側に来るように。 

 

Col. 37 

 01          m

 [                              ][                 ] 1

 [                    ]ל̇כ̇ו̇ל̇ הש(?) ח̇דש מ֯ה֯ג̇נות[                  ] 2
 [                             ]    ה ב̇ין]    [            3
 [               ] ב֯ח֯ א֯שר֯ ]מז[ה֯פנימי̇ת ל̇עזרת ה] החצר[ 4
 ]            והנים[ולכ  ת֯ ז̇ב̇ח̇י̇ שלמי בנ̇י ישראל]א[ 5
  ע֯ש֯ו֯י֯ם֯  הפרור ה̇תח̇תו̇ן(?) פ֯נ֯ות[    ] עש[           ]  6
 ה̇ש̇ער] עברי[ רים מ̇ש̇ני]ע[ש֯ ]ה[             ש֯לות א̇צל̇ ]מב[ו֯  7
 לכוה̇נ̇י̇ם ושולחנות שבות]ו[ת֯ מ]י[נ̇ימה ב֯ ]פ צר[יתמה בח̇ ]ש[ו̇ע 8
 החיצון ⌉ה̇חצר̇ ⌈ ל̇פ̇נ̇י̇ המושבות בפרור הפנ̇ימי אצל קיר 9

 ו̇למעשרות ח̇יהמה ולבכו̇ר̇ים]ב[מקומות עשוים לכוהנים לז 10
 זבח̇י̇  ⌉רבו⌈תע]י[ ולזבחי שלמיהמ̇ה אשר יהיו זובחים̇ ולו̇א̇  11
 vacat      שלמי בני ישראל בזבחי הכ̇וה̇נים 12

                                                        
(554) すべての学者が Y の復元に従っているが、Q と CH は最初の ~yac[wy]hw を ~yacwyhw
と復元。Y は「門の幅 14 アンマ」について、LXX エゼ 40:48 に平行記事、to. eu=roj tou/ 
qurw,matoj phcw/n de,ka tessa,rwn があることを認めている。しかし、MR はこの聖句が引

用されていることを否定している。その理由は、11Q19 が内庭の門の 1 つについて扱ってい

るのであって、LXX は門の幅を扱っている、というものである。MR はむしろ聖句の再構成

を主張。 
(555) Q の 1996 年版、CH、M と MR は、@wqXmh d[ @(a)sh !m hmab ~yrX[w hnmX 

hbwgw と復元。ただし Q と M の @(a)sh は、M は CH の TSCT では @sh、MR は @()sh、
Q の 2010 年版は @(w)sh と復元。9 行の意味は Y と同じ。 
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 ⌉לכ̇י̇רים̇ ⌈ להמה̇ מק̇ו̇ם̇ ] ה[ובארבעת מקצועות ה̇חצר ע̇ש̇ית 13
 ה̇ח̇טאות את]ו[ אשר יהיו מבשלים שמה א̇ת̇ זבחיהמה 14

 

37 欄 

11Q20 Xと平行している。 

01 [ ] . [ ] 

1 [ ] ….[ ](556) 

2 [ ]庭園(?)から新しい すべてのために[ ](557) 

3 [ ] の間 [ ](558) 

4 内[庭]祭壇の台座へ。[ ](559) 

5 イスラエルの子らの和解の犠牲[を]  祭[司たちに  ](560) 

6 [ ]  [ ]下柱廊の隅(?)を作るように(561)。 

                                                        
(556) Q と CH は、] h ! と復元。 MR ]   は ] h !yy ブド… [」]  

ウ酒 …… [」と復元。 
(557) M は Y と同じ。Q、CH と MR は、hn]Xh lwkl twnghm Xdx [!yy「庭園から新しいブ

ドウ酒をまる 1 年のために[」と復元。 
(558) M は Y と同じ。Q の 1996 年版と CH は、]t[bra !yb hnb[t rwrpw「[また柱廊を]4

つの(壁の)4間に建てるように[」と復元しているが、Q の 2010 年版は、!yb hnb[t rwrpw 
twnghq]m t[bra「[また柱廊を]4 つの[端]に建てるように[」と復元。MR は、rwrpw を省

いた形で復元している。 
(559) M は Y と同じ。Q、CH と MR は、wyhy rXa] xb[zm]h trz[l tymynph [rcxh ryq] 

[~yxbwz / ~ylkwa「[内庭の壁]祭[壇]の台座へ(続く) [ところで彼らは食べるように／或いは

彼らは犠牲を捧げるように]」と復元。Q は 11 行目から ~yxbwz wyhy も可能としている。 

(560) Q の 1996 年と CH は rwrphm hl[[m]lw /hl[w[]lw larXy ynb ymlX yxbz t[a hmX]
「[そこで]イスラエルの子らの和解の犠牲をまた柱廊から登る/或いは上方へ」と復元してい

るが、Q の 2010 年版では、hl[[m]l「上[方]へ」と復元。M は、ynb ymlX yxbz t[a] 

[…]klw … larXy「イスラエルの子らの和解の犠牲[を] [….]」と復元。MR は、t[a hmX] 
hl[ ]lw larXy ynb ymlX yxbz「[そこで]イスラエルの子らの和解の犠牲を、また」と

復元。W はこの行をレビ 10:14b の広範囲の逐語的引用？とする。MT レビ 10:14b は、yxbzm 
larXy ynb ymlX、Col. 37:5 は、~ynhw]klw ◦◦◦◦◦ larXy ynb] ymlX yxbz t[a である。 

(561) MR は Y と同じ。Q と CH は、bhz ~ywX[ !wtxth rwrph twnp[ ]X[ [ ]「[ ]

金で作られた下柱廊の隅」と復元。M は、!wtxth rwrph twnp[….]X[[…]「[ ]下柱廊の

隅」と復元。 
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7 また門  の傍らの[料]理する場所。門の[両側](562)。 

8 内側の[庭]に祭司たちのために座る場[所]また(563) 

9 外⌈庭⌉の壁の傍ら、座る場所の前に内柱廊と(机を作るように。)8 (564) 

10 場所は祭司たちのためにつくられた。彼らの犠[牲]、長子、1/10(565) 

11 そして彼らが犠牲とするべき彼らの和解の犠牲。また  

12 イスラエルの子らの和解の(犠牲)11と祭司たちの犠牲を([混]ぜ⌈ては⌉ならない)11 (566)。 

13 また庭の 4 つの端に彼らのため⌈竈⌉(567)の場所を作る(568)よう[に]。 
14 そこで彼らの犠牲[と]浄罪の供犠(569)の調理(570)を(571)するように(572)。 

 

                                                        
(562) Q、CH、M と MR は、r[Xh [yrb[] ynXm ~yr[Xh [twryq] lca twl[mh「門の壁

の傍らの階段は門の両側から」と復元。Q によれば twl[mh の最初の 3 文字は古い赤外線

写真の左の余白に今なお残っていて、仮にここにあるにすぎない。Y の twlX[bm]w の可能

性は少ないとする。 
(563) Q の 1996 年版は、twnxlwXw ~ynhwkl twbXwm t[y]b hmX / hmyn[p rc]xb hmty[X][w
「またあなたたちは内側の/そこの [庭]に祭司たちのために座る場[所]また机を作るように」

と復元したが、2010 年版では、twnxlwXw ~ynhwkl twbXwm t[y]b hmX [yrc]xb hmty[X][w
「またあなたたちはそこの [諸々の]庭に祭司たちのために座る場[所]また机を作るように」

と復元し直している。 
(564) 11Q20Frg. 17 Col. 10:1、]h rcxh r[y]q lca ymynph[ と平行。 
(565) 11Q20Frg. 17 Col. 10:2、] vacat  twrX[mlw ~yrwk[ と平行。 
(566) 11Q20Frg. 17 Col. 10:3、]Xy ynb ymlX yxbz wbr[ と平行。 
(567) 11Q20Frg. 17 Col. 10:5、]~yrykl ~wq[m] hm[ と平行。 
(568) Y が [h]tyX[とするところを、Q、CH と M は、twX[[l] としている。MR は Y と同じ

だが、Q と CH と M の読みも肯定。 
(569) Y、Q、CH、M、MR 共々twajxh とする。だが、Q と MR は tajxh の読みも可能と

する。 
(570) 11Q20 frg. 17 Col. 10:5、]bm wyhy rXa と平行。 
(571) この行には直接目的語を指す ta が 2 度現れる。Y と M は 2 番目を taw とするが、

Q、CH と MR は ta とする。 
(572) W はこの行をエゼ 26:23b の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズ、並びに自由

作文とする。エゼ 26:23b は存在しない。類似している聖句はエゼ 46:24b。MT エゼ 46:24b
は、~[h xbz ta tybh ytrXm ~X wlXby rXa ~ylXbmh tyb hla、Col. 37:14 は、

twajxh ta[w] hmhyxbz ta hmX ~ylXbm wyhy rXa となっている。 
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Col. 38 

 taw hnwpc yxrzmh [w[cqmb 01 [  ]

 ]                                      [י֯ה֯י̇ו̇ אוכל̇י֯ם֯ [                        ]  1
 [                            ] שיתמה[    ][                          ] 2
 ]                               [יה֯יו אוכלים ושות֯י֯ם֯ [                         ] 3
 ]                          יצהר[לדגן לתירוש̇ ו̇ל̇         ]            [ו̇י̇ו̇אכל̇  4

 ]                                                            [ 5
 ]                                                    [ א֯ו֯כ֯ל֯י֯ם֯ א֯צ֯ל שער המערב 6
 ]                        [            כ֯ו֯ל֯ עץ אשר י֯ב֯ו֯א֯ ל[                ] 7
 ]                     [                          ע֯ליה לבונה ול[       ]  8
 ]                    [                             ש̇ער הזה]ה ין[ו֯לימ̇  9

 ]      [    ולתורים ולבני היונה̇  העוף[             ]  ש̇מה יהי̇ו̇ אוכלים  10
11  vacat                                 

 י̇מית רחוב מאה באמה̇ ]הפנ חצר[ב̇ ל̇ ]י[צר שנ̇ית ס̇ב̇ ]ח[ ועשית֯ה֯  12
 ואורך לכולו̇כ̇כ̇ה̇ רוחב  ואורך לר̇וח הקדם שמונים וארבע̇ מ̇אות באמה 13
 ]ה[ב̇ע אמ̇ו̇ת וגובה שמו̇נ̇ ]אר[ רוחותי̇ה̇ ל̇נ̇ג̇ב̇ ולים ולצ֯ צפון ו֯ר̇ו̇חב קירה̇  14

 > ובין התאו לתאו שלו̇שvol. 2: <מחוץ ועשר̇ים באמה ותאים עשוים לקיר בחוץ15 

ycxw twma 01(573) 

 

38 欄 

4Q365a 2 i(?) (12–15行)と平行している。 

01 北東の端[において]。また[ ](574) 

1 [ ]彼らは食べるように。[ ] 

2 [ ]あなたたちは作[る(?)]ように。 [ ] (575) 

3 [ ]彼らは食べ飲むように(?)。[ ] 

                                                        
(573) 4Q365a frg. 2 Col. 1:11 に基づく。次の欄の冒頭に置くこともできるが、場所としてはこ

こに属する。 
(574) M の 11Q20 frg. 17 Col. 10:6 による。この行は前の欄からの直接の続きである。CH と MR
は M と同様。Y は ynwpc yxrzmh [w[cqmh]「北東の[端]」と復元。Q は、[w[cqmb wlXby] 
[w]lkaw hnwpc yxrzmh「[彼らは]北東の[端において調理し]、また食べる[ように]」と復元。 
(575) Q、CH、M と MR は hmtyX[ar]「彼らの最[初]」と復元。 
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4 また[彼らは]食べるように。[ ]穀物の、ブドウ汁の、また最上の[油]の(576) 
5 ……………………………………………………(577) 
6 西の門の傍らで食べる(ように)。[ ](578) 
7 [ ]運び込まれるすべての木は[ ](579) 
8 [ ]その上に乳香、また[ ](580) 
9 またこの門の[右]に[ ](581) 

                                                        
(576) Q、CH と MR は、]rhcylw Xwrytl !gdl ~[yrwkbh ymyb]「穀物、ブドウ汁、また最

上の油の初[物の日々に]」と復元。M は rhcy]lw Xwrytl !gdl「穀物、ブドウ汁、また[最

上の油]」と復元。4Q365a frg. 2 i:2 の rhcylw !gdl ~[ が、この行と一部重なっている。

ただし現存するテキストにおいては、Xwrytl が欠けている。 
(577) M は Y と同じ。Q と CH は[yrpl] ~yrwkbh ~wybw larXy ynb la l  tyXyr   

と復元。MR「貧困者 イスラエルの子らへまた初物の日に[実を]  」 は、larXy ynb] 

[yrpl ~yrwkbh ~wybw「[イスラエルの子ら。また初物の日[実を]」と復元。4Q365a frg. 2 

Col. 1:3 の、~yrwkbh ~wybw larXy ynb[  ] [ が Q、CH と MR の復元と類似している。 
(578) Q の 1996 年版と CH は、[ta] hm[cra yrp lwk t] br[mh r[X lamXl [wayby] 
mynath「[彼らは]西の門の左に彼らの[地の実のすべてを携え来るように]、無花果」と復元。

Q の 2010 年版は lamXl を lawmXl、mynath を ~ynath と復元している。M は、[…] 

br[mh […] r[X lamXl「[ ]西の門の左に[ ]」と復元。MR は、ta] br[mh r[X l…l 

[~ynath ta hmcra yrp lwk「西の門の左に彼らの[地の実のすべてを、無花果]」と復

元。4Q365a frg. 2 I:3 の ~ynath[…]hm[ と類似している。 
(579) Q と CH は、[tw]nbrwqh txnm h[zh r[Xh !ymyl]w lkay rXa #[h[w] ~ynwmrhw
「とザクロ、[そして]彼が食べるところの木を。またこの門の右へ捧げ[物]の穀物の捧げ物を」

と復元。M は、[…] … rXa #[h[…]「[…]ところの木を… […]」。MR は、lkay rXa #[h 

[twnbrwqh txnm hzh r[Xh !ymyl]w「彼が食べるところの木を。また[この門の右へ捧げ

物の穀物の捧げ物]」と復元。またこの行は、4Q365a frg. 2 I:3, 4 の txnm h[… mynwmrhw 
~ynbrwqh と類似している。Q はこの 4Q365a frg. 2 I:3 の最後の m を ~ とせずそのままこ

の行の冒頭の復元に用いている。そして 4 行の ~ynbrwqh は twnbrwqh と修正している。 
(580) Q、CH と MR は、twanqh t[w]mXah txnm !wp[ch r[]X lwamXlw hnwbl hyl[ habh
「乳香をその上に置き持って来たものを。また北の門の左に妬みの償いの供犠の穀物の捧げ

物を」と復元。4Q365a frg. 2 I:5, 6 の twanqh t[xnm…] hyl[ habh と類似。 
(581) M は Y と同じ。Q、CH と MR は、tatx[h y]ry[Xw hxnmh lwk hzh r[Xh !ymylw 
ynb wbyrqy rXa「またこの門の右へ、(イスラエル)10の子らが捧げるすべての穀物の捧げ

物と浄罪の供犠[の雄]山羊を」と復元。4Q365a frg. 2 I:6 の hzh r[Xh !ymylw と類似。 
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10 そこで彼らは食べるように。[ ] 鳥、コキジバト、鳩の雛。[ ](582) 
11             -空白- 

12 またあなたは[内庭の]周りに第 2 の庭を作るように。幅 100 アンマ(583) 

13 また東の側面の長さ、480 アンマ。そしてこのように、幅と長さをすべての(584) 

14 側面に(するように)。南に、西に、北に(585)。また壁の幅は[4]アンマ(となるように)。(そ

の)高さは(586) 

15 2[8]アンマ。また外側に(587)壁のために側室を作る(ように)。側室と側室の間は(588) 3 

01 アンマ半 

 Col. 39 

  י֯ם  ]                                     [    1

 ]                [מ֯קרת הג̇ג֯ ]                   [                 2
 ה̇ב̇ ]ז ת[מצופו ודלתותיה]                   [                           3
 ]             [חצר הזואת ]                 [                 שפ̇  4
 בן] עי[םה דור רבי]                                     [ש ולו 5

 ת בנ̇י̇ ]ד[ע̇  להשתחוות לפני כול]                        [    י֯ש֯ר֯א֯ל֯  6

                                                        
(582) M は Y と同じ。Q、CH と MR は、@w[h twajx ta ~ylkwa wyhy hmX larX[y] 
hnwyh ynblw ~yrwtlw「[イ]スラエル。そこで彼らは浄罪の供犠を食べるように。鳥、コキ

ジバト、鳩の雛」と復元。4Q365a frg. 2 I:7 の twajx ta ~ylkwa wyhw .[…] と類似。 
(583) Q、CH、M と MR は、ham bwxr tymynph rcxh ta tbbws tynX rc[x] htyX[w 
Hmab「またあなたは内庭の周りに第 2 の[庭]」を作るように。「幅 100 アンマ」と復元。 
(584) 4Q365a frg. 2 I:9, 10 の lwkl $rw[a …] xwrl $rwaw hm[ab および 12 行の最後の

hmab と、この行の xwrl $rwaw とは類似し、この行終わりの lwkl $rwa とも類似して

いる。 
(585) 底本原文は !wpc clw。元来の写本では !wpclw。Y は、写字者が最初は clw と書き、

羊皮紙の傷のため少し飛ばしてしまい、再び書き込む時に !wpc と書くミスを犯したとみ

る（The Temple Scroll, Vol. 2, p. 164）。 
(586) 4Q365a frg. 2 I:10 の最後の hytwxwr はこの行の最初の hytwxwr と同じ。 
(587) 原文は #wxm。Y は H 版では #wxb としていた。M は H 版と同じである。Q は元来 

#wxb と書いていたものを写字者が #wxm と書き直したと考えている（The Temple Scroll, 
Vol. 2, p. 54）。 
(588) 4Q365a frg. 2 I:11 の ycxw twma XwlX wtl wt !yb[ は、この行最後の watl wath !yb 

XwlX と類似。 
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 ל֯ו֯א֯ תבוא ב̇ה̇ אשה וילד עד יום[    ] ישר̇אל̇  7
 מחצית השקל חוק̇ עו̇לם נ֯פ֯ש֯ו֯ ליהוה[            ] י֯ש֯ל֯י֯ם֯ חוקאשר  8
  לזכרון ב֯מ֯ו֯ש֯ב֯ו֯ת֯י֯ה֯מ֯ה֯ ע̇ש֯ר֯י֯ם֯ ג̇ר̇ה̇ ה̇ש̇ק̇ל̇  9

 לי אחר יבואו מבן[     ]  ל̇ ]ק[וכאשר יש̇או̇ ממנ̇ו̇ את מחצית ה̇ש 10
 ]ות[על ש̇מ̇  צר הזואת]ח[ל̇  ע̇ר̇ים אשר]הש ות[יו̇ ש̇מ]וה[        עשרי̇ם̇  11
 א̇ובן יוסף ובנימין לנגב]ר[ אל שמע̇ון ל̇וי ו̇י̇הודה בקדם מזרח̇ ]ר[בני יש̇  12
 דרום יש שכר זבולון וגד לים דן נפ̇תל̇י̇ ו֯א֯ש֯ר֯ לצפון ו̇ב̇ין שער לשער 13
 מדה מן פנה למזרח צפון עד שער שמע̇ו̇ן̇ תש̇ע̇ ותשעים באמה והשער 14
 לוי תשע̇ ותשעים} { הזה עד שער} שמעון{ שמונה ועשרים באמה ומשער 15
 עד שער̇ י̇ה̇ודה באמה והשער שמונה ועשרים באמה ו̇משער לוי 16

39 欄 

1 (589) 

2 [ ]屋根の天井[ ](590) 

3 [ ]またその扉は金で覆う(ように)。[ ](591) 

4 [ ]この庭[ ](592) 

5 [ ]第[4]世代。息子の(593) 

                                                        
(589) Q はこの前に 4Q365a から 10 行として ycxw twma「～アンマ半」を復元している。Q、

CH と MR は、[~yr[]Xh td[m    ]「   [     門]の寸[法]」と復元。 

(590) M は Y と同じ。Q、CH と MR は、[    ]ggh tqm d[ [    ]lwkh「すべて[   ] 
屋根の天井まで」と復元。 
(591) Q と CH は、]wa h m hytwtldw[        ][ twma「アンマ[   ]「またその扉」

と復元。M は、[…]m hytwtldw […] twma。MR は、… hytwtldw[      twm]a と復元。 
(592) CH と MR は、lwk tawzh rcxh[        ]bhz hpwcm「金で覆う[   ] この庭は

すべて」と復元。Q は、lwk tawzh rcxh[la wawby  ]bhz hpwcm「金で覆う[  彼

らは]この庭[に]来るように、すべて」と復元。M は、[…] tawzh rcxh[… bhz h]pwcm と

復元。 
(593) Q の 1996 年版と CH は、!bm y[ybr rwd h~k[wtb dlwy rXa rghw larXy]td[ lhq
「[イスラエル]の会衆の集会[とあなた方の中]で[生まれた] 4 世代目の寄留者、(20)6 歳から」

と復元したが、Q の 2010 年版は rgh と larXy の間に lwkw を入れ、「[イスラエル]の会衆

の集会[とあなた方の中]で[生まれた] 4 世代目のすべての寄留者、(20)6歳から」と復元。M
は、!bm [y[]ybr rwd h~…[… larXy ]td[ lhq「[イスラエル…] の会衆の集会… 4 世
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6 イスラエル[     ]私の前に平伏すためにすべての(イスラエル)7の子らの[会] 

衆(594) 

7 [        ]女と子供は、(定めを満たす)8日まで、そこに入ってはならない(595)。 

8 [ ]彼自身のため、主に半シェケルを(捧げるまで。これは)永遠の定め(596)、 

9 彼らの居住地における記念(となる)。シェケルは 20 ゲラ(597)。 

10 また彼らが彼から半シェ[ケ]ルを取る時、私に[ ]その後で、(20)11歳から入るように(598)。 
                                                        
代目(20)6歳から」と復元。MR は殆ど Q と CH と同じであるが、最後の !bm を欠いた形で

復元。「[イスラエル]の会衆の集会[とあなた方の中]で[生まれた]4 世代目の寄留者」と読む。 
(594) MR は Y と同じ。Q と CH は、ynpl twwxtXhl[ wawby rXakw hl[mlw] hnX ~yrX[ 

ynb td[ lwk「20(歳)5またそれ以上から、彼らは同じように私の前に平伏すために来るよ

うに。すべての(イスラエル)7の子らの会衆」と復元。M は、ynpl twwxtXhl […] ~yrX[ 

yn[b td[] lwk「20 (歳から)5[…] 私の前に平伏すためにすべての(イスラエル)7の[子]らの

[会衆]と」復元。 
(595) Q の 2010 年版と MR 以外、皆 Y と同じ。Q は larXy と awbt awl の空白の間に

hl[mlw hnX ~yrX[ !bm「20 歳またそれ以上から」と復元している。MR は、他が awl 
hXa hb awbt としているところを awbt hXa ab awl と復元。残念ながら理由は説明

されていない。 
(596) Q と CH は、lqXh tycxm hwhyl wXpn ![wydp  ] wymlw[ qwx ~ylXy rXa「彼が

彼の成熟の定めを満たし、彼自身の[ 贖い]のため、主に半シェケルを(捧げるまで)」と復

元。Xpn !wydp に関しては、出 21:50、詩 49:9 参照。M は、tycxm hwhyl […]… rXa 

lqXh「[…]…主に半シェケルを(捧げるまで)」と復元。MR は、wXpn[  ] qwx ~ylXy rXa 

lqXh tycxm hwhyl「彼が彼の定めを満たし、[  ] 彼自身のため主に半シェケルを(捧げ

るまで)」と復元。 
(597) W は 8 行の後半からここまでを、出 30:12b の広範囲の逐語的引用、出 30:13b の広範囲

の逐語的引用、レビ 3:17 の短い引用を含む節ないしその一部のパラフレーズ、出 30:16b の

広範囲の逐語的引用と、再び出 30:13b の広範囲の逐語的引用とする。MT 出 30:12b は、

hwhyl wXpn、MT 出 30:13b は、lqXh tycxm、MT レビ 3:17 は、~lw[ tqx、MT 出 30:16b

は、!wrkzl、MT 出 30:13b は、lqXh hrg ~yrX[、Col. 39:8b–9 は、tycxm hwhyl wXpn 
lqXh hrg ~yrX[ hmhytbXwmb !wrkzl ~lw[ qwx lqXh である。 
(598) M は Y と同じ。Q、CH と MR は、yl [[bXy] l[q]Xh tycxm ta wnmm waXy rXakw 
!bm wawby rxa「また彼らが彼から半シェ[ケ]ルを取る時、私に[誓うよう]に。その後で、

(20)11 歳(またそれ以上)11 から入るように」と復元。W は 10 行目から 11 行の始めまでを出

30:13b の広範囲の逐語的引用と出 30:14b の広範囲の逐語的引用、および自由作文とする。

MT 出 30:13b は lqXh tycxm、MT 出 30:14b は hnX ~yrX[ !bm、Col. 39:10b–11a

は ]~yrX[ !bm wawby rxa yl[    ] lqXh tycxm となっている。 
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11 [ また]この庭の門の名[前]は(イス[ラ]エルの子ら)12の名[前]のためのものであるよう

に(599)。 

12 シモン、レビ、ユダは東、日の出る方に(600)。[ル]ベン、ヨセフ、ベニヤミンは南に(601) 

13 イッサカル、ゼブルン、ガドは西に。ダン、ナフタリ、アシェルは北に。また門と門 

の間の 

14 寸法は、北東の隅からシモンの門のまで 99 アンマ。また門は 

15 28 アンマ。またこの[シモンの] (602)門からレビ の門まで 99(603) 

16 アンマ。また門は 28 アンマ。またレビの門からユダの門まで 

 

 Col. 40 

 ]                 גדים[ללבוש את הב[                             ] 1
 ]                           ים[ה להיות מ֯שרת]                    [     2
 [                            ]ימ בני ישראל ולוא[                       ] 3
 [                                   ]ר הזואת ל]החצ                   [ 4
 [               ] ת]י[שליש חצרועשיתה [                       ]  5

                                                        
(599) Q、CH、M と MR は、l[ tazh rcxl rXa ~yr[Xh ~Xw hl[mlw h[nX] ~yrX[ 

[twm]X「20[歳]またそれ以上。またこの庭の門の名前は(イス[ラ]エルの子ら)12の名[前]のた

めのものであるように」と復元。 
(600) ヘブライ語は xrzm ~dqb。両方とも東を表す言葉である。ただし後者は日の出の方角

を意味する。旧約聖書翻訳員会、木幡藤子・山我哲雄(訳)『出エジプト記 レビ記』136 頁

注 12 参照。W は 11 行後半から 12 行の初めまでをエゼ 48:31a の短い引用を含む節、ないし

その一部のパラフレーズとする。MT エゼ 48:31a は、yjbX twmX l[ ry[h yr[Xw 
hnwpc hXwlX ~yr[v larXy、Col. 39:11b–12a は tawzh rc[x]l rXa ~yr[[Xh tw]mX 

larXy ynb [tw]mX l[ である。 
(601) すべてが Y と同じ復元。ただし ~dqb については、Q が ~dql の可能性も示唆、l
の痕跡が Col. 39 の写真に見られるとしているが、全く見られない。CH によると Col. 40 の

裏には b が現存しているとのこと（The Temple Scroll, Vol. 2, p. 96）。 
(602) Y は「写字者が元来 !w[mX r[Xmw と書こうとしたが、hzh r[Xmw と書いてしまっ

た。それで、彼は r[Xmw 上に !w[mX を保留したが、結局それを削除した」とする（The 
Temple Scroll, Vol. 2, p. 168）。それに対して Q は、「インクの跡は別の欄からのものとする

（The Temple Scroll, Vol. 2, p. 56）。CH、M も MR も Q に従っているようである。 
(603) ~y[Xtw [Xt Q は [Xt の [ はとても小さく、~y[Xtw の w には先端がない。よって

両方は修正の結果とする（p. 56）。 
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 ]                  ו[אשר נולד̇  לבנותיהמה ולגרים]ו                    [ 6
 [                       ]חב סביב לחצר התיכונה ש̇ ]רו                         [ 7
 הזאו̇ת̇ לכול ר̇ו̇ח ורוח כמדה  א̇מ̇ה̇ מפנה לפנה]במאות [ באורך כאל̇ף̇ ושש 8
 ן̇ ורוחב הק̇יר שבע אמות וגובה תשע]פו[ל̇מז̇ר̇ח ולד̇ר̇ו̇ם̇ ולי̇ם ולצ̇  9

 לעומת המוסד שוים בי̇ן֯ לשעריו מחוץ]ע[ ורבעים ב̇אמה ו̇ת̇אים 10
 ושלושה בדרום ושלושה שער̇ים במזרח] ו[עד̇ עט̇רות̇י̇ו̇ ש̇ל̇ו̇ש̇ה̇ ב̇  11
 באמה וגובהמה שבעיםל̇ים ושלושה לצפון ור̇וחב השע̇רים חמשים  12

 וששים באמה מן הפנה עד שלוש מאות] מדה[ באמה ובין שער לשער̇  13
 שמעון עד שער לוי שער שמעון ששים וש̇לוש מאות באמה ומשער 14
 הזואת ששים ושלוש לוי עד שער יהודה כמדה] ר[את ומשעוכמדה הז 15

 

40 欄 

1 [ 祭]服を身に着けるために[ ](604) 

2 [ ]奉仕者であるために。[ ](605) 

3 [ ]イスラエルの子ら。また[彼らは]しないように。[ ](606) 

                                                        
(604) Q の 2010 年版は 01 行として、[!hwkhw…]「[…そしてその祭司]」と復元している。ま

た Q の 2010 年版の 1 行目、txt ~ydg]bh ta Xbll [wdy ta alm rXa wyxam lwdgh] 

[rXaw whyba を 01 行と合わせて翻訳すると、「[また大祭司がその兄弟たちから任職されそ

の父の代りに祭]服を身につけるために」となる。 
(605) Q の 1996 年版、CH と MR は、!wrha t]xt a[y]Xn twyhl h[  ]「[アロンの代]わり

に君[主]となること」と復元しているが、Q の 2010 年版は、hx[wXm !mX wXawr l[ qcwy] 
[awby awl !wrha t]xt a[y]Xn twyhl「[その頭に[聖]別の油を注がれ、アロンの代]わりに

君[主]となり、[(そこへ)3来てはならない]」と復元している。M は最後のアロンを欠き、h[…] 

… t]xt a[y]Xn twyhl としている。 
(606) Y は脚注において出 30:21 を参考に、[… ~lw[ tqwx…wtw]my awlw larXy ynb[「イス

ラエルの子ら彼[らは死]んではならない。[…永遠の掟…]」と復元。CH は Y の復元に従う。

Q の 1996 年版、M と MR は、wtw]my awlw larXy ynb[「イスラエルの子ら彼[らは死]んで

はならない」と復元。だが Q の 2010 年版は、wtw]my awlw larXy ynb[   hmX] と復

元している。hmX は上記 2 行の「(そこへ)」。W は 1 行目から 3 行のまでをエゼ 42:14 或い

は 44:19 の引用なしのパラフレーズ？とする。MT エゼ 42:14 の類似点は、~hydgb wxyny 
~yrxa ~ydgb wXbly hnh Xdq yk !hb wtrXy rXa、MT エゼ 44:19 は、ta wjXpy 
alw ~yrxa ~ydgb wXblw Xdqh tkXlb ~twa wxynhw ~b ~trXm hmh rXa ~hydgb 
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4 [ ]この[庭   ](607) 

5 [ ]あなたは[第] 3 の庭を作るように。[ ](608) 

6 [ また]生まれ[た]彼らの娘たちと寄留者たちは[ ](609) 

7 [ ]中庭の周囲の幅[は](610) 

8 長さは 16[00 ア]ンマ。隅から隅まですべての側面で、また側面はこの寸法に従って(作

るように)(611)。 

9 東に、南に、北に、北に。また壁の幅は 7 アンマ。そして高さは 49 

10 アンマ。側室をその門の間に作る(ように)。外側に、基礎に対して(612)、 

                                                        
~hydgbb ~[h ta wXdqy、Col. 40:1–3 は、twyhl h[   ] [   ~ydgb]h ta Xwbll[   ] 

[   ]my awlw larXy ynb [   ] [   ~y]trXm である。 
(607) M と MR は Y と同じ。Q と CH は、]t l l tazh r[cxh と復元。訳は変わらな

い。 
(608) M と MR は Y と同じ。Q と CH は、ta tbbws] tyXlX rcx htyX[w [   ] h[「[    ] 

[rcxh「またあなたは[(中)6庭の周囲に]第 3 の庭を作るように」と復元。 
(609) MR は Y と同じ。M は hmhytwnbl の前の w を欠く。Y は脚注で rXa 以降を次のよう

に復元している。[tyXlX rwd hmhl w]dlwn rXa「彼らに生まれ[た第 3 世代]」。Q の 1996

年版と CH は、[larXyb w]dlwn rXa ~yrglw hmhytwnblw  [hnwkyth] [    ]」[ま

たイスラエルで]生まれ[た]([第 3 世代までの])7彼らの娘たちと寄留者たちは」と復元。しか

し Q の 2010 年版では w]dlwn を ~y]dlwn と変更、よって訳は、「[またイスラエルで]生ま

れ[る] ([第 3 世代までの])7 彼らの娘たちと寄留者たちは」となる。W は 6 行を、申 23:9 の

短い引用を含む節かその一部のパラフレーズとする。だが、MT 申 23:9 の wdlwy rXa ~ynb 

hwhy lhqb ~hl aby yXylX rwd ~hl はこの行のヘブライ語と殆ど似ていない。ただ、

この行の内容は寄留者の女性に関するものであって、寄留者の子らが 3 世代目に主の会衆

に加わることができるという内容の申 23:9 と全く無関係である訳ではない。Col. 40:6 は、

[   w]dlwn rXa ~yrglw hmhytwnbl[w   ] である。 
(610) Q と CH は、hma twam XX hnwkyth rcxl bybs bxwr [w  yXlXh rwdh d[]「[3

世代まで    また]中庭の周囲の幅は 600 アンマ」と復元。M と MR は、rcxl bybs bx[wr 

hma [tw]am [X]X hnwkyth「また]中庭の周囲の幅は 6[00]アンマ」と復元。 
(611) Q、CH と M は、hma [twam] XXw「6[00]アンマ」と復元し、Y は、hma[b twam] XXw
と復元。MR は、プレート 28 の 1 行に、この行 b の左上部の先端の跡があるとする。よっ

て Y を支持。また M は本行最後に、Xw twazh と、小さな上付き文字で復元している。 
(612) Q、M と MR は、dswmh tmw[l #xm wyr[Xlw wb ~ywX[[] ~yatw hmab ~y[brw
「(49)9 アンマ。側室をその中にそしてその門に作る(ように)。外側に、基礎に対して」と復

元。CH は最初の ~y[brw を ~y[braw に修正。 
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11 屋上の冠まで。[そこ]には 3 つの門を東に、3 つを南に。3 つを(613) 

12 西に。3 つを北に。門の幅は 50 アンマ。それらの高さは 70 

13 アンマ。門と門の間の[寸法]は 360 アンマ。隅から 

14 シメオンの門まで、360 アンマ。シメオンの問からレビの門まで 

15 この寸法に従って。またレビの門(614)からユダの門までこの寸法に従って。60 と 3 

 

 Col. 41 
(615)[hdmk ~wrdh tnp d[ hdwhy r[Xmw hmab twam]  01 

[tawzh hnph !mw hmab ~yXXw twam XwlX tawzh] 02  

[r[Xmw hmab ~yXXw twam XwlX !bwar r[X d[] 03  

[XwlXw ~yXX tawzh hdmk @swy r[X d[ !bwar] 04  

[XwlX !mynb r[X d[ @swy r[Xmw hmab twam] 05  

 ]ב[ע֯ר֯ ]הממאות וששים באמה ומשער בנימין עד פנת [ 1
 ה֯ז֯ו֯את֯ ] שלוש מאות וששים באמה וככה מן הפנה[ 2
 א̇מה ומשער]ביש שכר שלוש מאות וששים  ער[עד ש̇  3
 באמה מאות] עד שער זבולון ששים ושלוש [יש שכר 4
 מאות ש̇ל̇ו̇ש]ום [⌉ולון עד שער גד ששי⌈ומשער זב 5
 שלוש מאות] עד פנת הצפון[ ⌉ג̇ד̇ ⌈] ער[באמה̇ ו̇מ̇ש̇  6

 עד הזואתמ֯ן֯ ה̇פ̇נ̇ה ]ו       cat]va  וששים באמה 7
 דן עד שער דן שלוש מאות̇ ו̇ששים בא̇מה̇ ו̇ככה משער 8
 נפתלי שער נפתלי ששים ושלוש מאות באמה ו̇משער 9

 עד שער אשר שלוש מאות וששים באמה̇ ומשער 10

                                                        
(613) Y、M と MR は [w]b hXwlX としているが、Q と CH は wb hXwlX とする。 
(614) Y は ywl [r][Xmw としているが、写真では r を確認できない。Q は ywl [Xmw として

[ の後には r を入れるスペースはないとしている。MR は plate 28＊:1 に鏡のように映った

r の残りのシミがあるとする。CH は r を復元している。その理由として、Col. 44:15 に同

じ問題があるとして、写真を見ると明らかに写字者がrを書き忘れた後に書き足して r[Xmw
となっていることを挙げている。Plate 55 の写真にも、[ の一部か r を書き足したのか判断

しかねるが、確かにシミはある。 
(615) 01–05 は Y が可能な復元として Col. 41 の冒頭に置いているものである。Y は Col. 40 と

Col. 41 を基に復元し、正しいとしているが、MR は証拠がないとして、自らの復元では省略

している。Q、M、DE も省いている。 
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 המזרח שלוש מאות וששים באמה(?)} של{ אשר עד פנת 11
 ויוצאים השערים מקיר החצר לחוץ שבע אמות 12
 מקיר החצר שש ושלושים באמה ולפניםה באים 13
 וגובהמה ורוחב פתחי השערים ארבע עשרה באמה 14
 שמונה ועשרים באמה עד המשקוף ומקורים 15
 מצופות באדשכים עץ ארז ומצופים זהב ודלתותיהמה 16
 נשכות שער לשער תעשה פנימה} ע{ זהב טהור ובין 17

 

41 欄 

4Q365a 2 ii と平行している。 

01 [(360)(616)アンマ。またユダの門から南の隅まで(この)02寸法に従って] 

02 [360 アンマ。またこの隅から] 

03 [ルベンの門まで 360 アンマ。また(ルベンの)04門から] 

04 [ヨセフの門までこの寸法に従って 360] 

05 [アンマ。ヨセフの門からベニヤミンの門まで 3] 

1 [60 アンマ。またベニヤミンの門から西の隅まで](617) 

2 [360 アンマ。またこのように]この[隅から] 

3 [イッサカルの門]まで[360]アンマ。また(618) 

4 イッサカルの門から[ゼブルンの門まで 36]0 アンマ。 

5 ゼ⌈ブルンの門からのガド門まで 3⌉60 

6 アンマ。⌈ガド⌉門から[北の隅まで]360 

7 アンマ。-空[白-  また]この隅から 

8 ダンの門(まで)7360 アンマ。またこのようにダンの門から 

9 ナフタリの門(まで)8360 アンマ。またナフタリの門から 

10 アシェルの門まで 360 アンマ。また 

                                                        
(616) Col. 40:15 に基づく復元。 
(617) Q と M は、[b]r[[mh tnp d[ !ymynb r[Xmw]「[またベニヤミンの門から]西[の隅ま

で]」と短い復元をしている。ただし 4Q365a 2 ii を見ると、Y の復元の方が可能性が高い。 
(618) Q は、1996 年版では他の研究者と同じようにイッサカルを rkX Xy と復元していたが、

2010 年版では rkXXy と修正している。 
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11 アシェルの(門から)10東[の(?)](619)隅まで 360 アンマ。 

12 また門は庭の壁から外に 7 アンマ突出する。 

13 また庭の壁から内側に 36 アンマ来る。 

14 また門の入口の幅は 14 アンマ。またそれらの高さは 

15 鴨居まで 28 アンマ。また天井がつけられる。 

16 金で覆われた杉の木の梁によって。またそれらの扉も(純金(620))17で覆われる(ように)。 

17 また門と門の間の内側にあなたは側室を作るように。 

 Col. 42 
(621)[vacat ~yrwrpw ~yrdxw]  01 

⌈hmab ~yrX[ wkraw hmab rX[ rdxh bwxr⌉  02 

[~ykXdab hrwqmw hmab hrX[ []⌈bra whbwgw⌉  03 
⌈hzm hcwxlw twma ~ytX ryqh bxwrw zra #[⌉  04 

[hmab rX[ hkXnh bxwr] vacat ⌈twkXnh⌉  05 

 ⌉רוחבעשרים באמה והקיר שתים אמות ⌈] ואורכה[ 1
 ⌉תחה⌈] ע̇ד̇ המשקוף ופ֯ וגובהה ארבע עשרה באמה[ 2

 ]ולחדריה[מה ] לכול הנשכותוכן תעשה[ ⌉שלוש אמות רוחב⌈ 3

                                                        
(619) Y は{(?)lX}と復元。恐らくは写字者が XwlX と書こうとして、自分の誤りに気付き lX
を消したと考えられる。Q は、写字者が r[X と書こうとして r を次の単語 (h)xrzmh の

最初の文字 h に書き直したと考え、(h)xrzmh ([X) tnp としている。4Q365a frg. 2 ii の 4

行を見ると、(h)xrzmh tnp となっていて写字者の誤りの可能性は高い。だが M はこの両

方の説を取らず xrzmh […] tnp としている。CH は Q の説を取り、TSCT の方では 4Q365a 

frg. 2 Col. 2:4 に従い xrzmh tnp と改訂している。MR は Q を支持。 
(620) 原文は rwhj bhz。11Q19 の源泉と理解されている 4Q365a frg. 2 Col. 2:7 は、bwhj bhz
となっている。Y によると最初 rwhj と書き、bwj と改めようとしてこうなったと考える。

代下 3:5, 8 は bwj bhz と書き、LXX は crusi,on kaqaro,n「純金」と訳す。Y は、LXX の訳

者とクムランの写字者のヘブライ語理解としてbwj bhz ＝ rwhj bhz が成り立つとする。 
(621) Y、Q、MR、CH は、4Q365a frg. 2 Col. 2:7–11 を使用し、Col. 42 の最初に復元している。

Q のみが 4Q365a の行の番号と長さをそのまま使用している。よって以下に付す。 
[~yrwrpw ~yrdxw] 7                             

[~ykXdab hrwqmw hmab hrX[] [bra whbwgw hmab ~yrX[ wkraw hmab rX[ rdxh bwxr  8 
[hkraw hmab rX[ hkXnh bxw]r hkXnh hzm hcwxlw twma ~ytX ryqh bxwrw zra c[ 9  

[~ykXdab hrwqmw hmab hrX[ [bra hhbwg]w bxwr twma ~ytX ryqhw hmab ~yrX[ 10  
bxwr twma XwlX hxtpw zra yc[ 11  

前の行との比較をしていくと 4Q365a は確かに 11Q19 と平行している。 
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 רו]חב עשר אמות ובין שער               ו֯פרו֯[ר 4
 ] עש̇ר̇ה נשכה וחדריהמהתעשה שמונה[ לשע̇ר̇  5
 vacat]             עשרה שמונה[ 6
 ת̇עש̇ה אצל קירות השערים בתוךובית מעלו̇ת  7
 הפרור עולים מסבות לתוך הפרור השני ולשלישי 8
 ולגג ונשכות בנוית וחדריהמה ופרוריהמה כתחתונות 9

 השלישית שניות ושלי̇שיות כמדת התחתונות ועל גג 10
 תעשה עמודים ומקורים בקורות מעמוד אל עמוד 11
 מקום לסוכות גבהים שמונה אמות והיו הסוכות 12
 נעשות עליהמה בכול שנה ושנה בחג הסוכות לזקני 13
 העדה לנשיאים לראשי בתי האבות לבני ישראל 14
 ולשרי האלפים ולשרי המאיות אשר יהיו עולים 15
 לות את עולת המועד אשרע{ע}ה ויושבים שמה עד 16
 לחג הסוכות שנה בשנה בין שער לשער יהיו 17

 

42 欄 

4Q365a 2 ii と平行している。 

01 [小部屋と柱廊 -空白- ](622) 

02 ⌈小部屋の幅は 10 アンマその長さは 20 アンマ。⌉(623) 

03 ⌈またその高さは⌉1⌈ 4⌉[アンマ。(杉の木(624)の)04梁で天井を(つけるように)。](625) 

04 ⌈またその壁の幅は 2 アンマ。そこから外に⌉(626) 

                                                        
(622) Y と MR は、殆どの部分が同じ復元。よって異なる時に記す。M は 0 番の復元をしてい

ない。Q の復元は上記注の 521 を参照。CH の復元は 01 行目から 3 行の前半まで、意味の

大きな違いはなく、行の中のヘブライ語の長さが他の復元と著しく異なる。この行では、

[~yrwrpw ~yrdxw]のすぐ後に「-空白-」を入れず、wkraw hmab rX[ rdxh bwxr を持っ

てきている。 
(623) CH は、[hrwqmw hmab hrX[] [bra whbwgw hmab ~yrX[ と復元。 
(624) Y は #[ としているが、Q は c[ としている。DJD においては、4Q365a 2 ii の 9 行で

ホワイトは #[ としている。写真では c[。 
(625) CH は hcwxlw twma ~ytX ryqh bxwrw zra #[ [~ykXdab hrwqmw hmab と復元。 
(626) CH は ~yrX[ [hkrwaw hmab rX[ hkXnh bxw]r hkXnh hzm と復元。Y と MR は

twkXnh / hkXnh の後に「-空白-」を入れるが、CH は入れない。 
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05 ⌈側室は⌉(627) -空白- [側室の幅は 10 アンマ。](628) 

1 [またその長さは]⌈ 20 アンマ。また壁の幅は 2 アンマ⌉ (629)。 

2 またその鴨居まで[の高さは 14 アンマ]。またその入⌈口は⌉(630) 

3 ⌈3 アンマの幅⌉。またすべての部屋とそ[れらの]小部屋を[このように作るように](631)。 
4 また柱[廊     幅]10 アンマ。また門と(632) 

5 門の間に 1[8]の部屋とそれらの小部屋をあなたは[作るように](633)。 

6 [1]8(634)    -空白- 

7 またあなたは門の壁の傍らに階段の部屋を作るように。 

8 柱廊の(中に)7、螺旋階段は第 2、第 3 の柱廊の中を上り 

                                                        
(627) Y のみが複数形。Q、CH、MR は hkXn 単数形で復元。 
(628) CH は [hrX[ [bra hhbwg]w bxwr twma ~ytX ryqhw hmab である。 
(629) Q は [tw]ma X[wlX]「[3]ア[ンマ]」と復元。M は […]、CH は [~ykXdab hrwqmw hmab] 

twma XwlX hxtpw zra yc[「アンマ。杉の木々の梁で天井を(つけるように)。その入口

は 3 アンマ」と復元。 
(630) Q は [hmhyrwr]pw @wqXmh hbwg[「]高さその鴨居、また[それらの]柱[廊]」と復元。M

は […].w @wqXmh d[「鴨居まで。また[…]」と復元。CH は @wqXmh d[ [   ]bxwr 
[hmhyrwr]pw「幅[   ]鴨居まで、また[それらの]柱[廊]」と復元。 
(631) Q と CH は、[h]mhyrdxlw twkXnh lwkl [txa hdm]「すべての部屋に 1 つの寸法。

また彼らの小部屋に」と復元。M は、[hm]hyrdxlw twkXnh lwkl[…]「[…]すべての部屋

にまた彼らの小部屋に」と復元。 
(632) Y の脚注、Q、CH、MR は、r[X !ybw twma rX[ bx[wr wyhy hmlwk] hmhyrwrpw と
復元。また[それらの]柱廊[それらすべては幅]10 アンマ。また門と]と復元。M は Y の本文

と同じ復元。 
(633) M と MR は Y と同じ。Q の 1996 年版と CH は、r[Xl hmhyrdxw hkXn hrX[ 
[hnwmX hnyyh]t「門の間に 1[8]の部屋とそれらの小部屋が[あるように]」と復元。どちらに

も可能性があるが、この欄の中では 7、11、13 行に hX[ が使用されている。Y の復元の方

がより妥当性があり、Q も 2010 年版では hX[]t に変更している。 
(634) M と CH は Y と同じ。Q と MR は rX[ hnwmX と復元。MR によれば 5 行の hmhyrdx
にかかる数字であれば男性形なので Q が正しいとする（The House of The Lord, p. 82）。しか

し Y は 5 行に hrX[ [hnwmX があるので、[hrX[] hnwmX … hrX[ [hnwmX として 2 つ

の部分は補足し合い、それぞれの門の間 360 アンマをそれぞれ 20 アンマの単位で分ける数

字として、この復元は確かであるとしている（p. 178）。 
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9 そして屋根まで。また建てられた部屋をそしてそれらの小部屋を、それらの柱廊を下の

ように（あなたは作るように）(635) 

10 第 2、第 3(636)のものは下の寸法のように。また第 3 の屋根の上に 

11 あなたは柱を作るように。また梁によって柱から柱に天井がつけられる(ように)。 

12 (これは)仮庵の場所(となる)。8 アンマの高さ。また仮庵が 

13 毎年の仮庵の祭において、その上に作られるように。 

14 会衆の(長老たちのため)13、指導者たちのため、イスラエルの子らの父祖たちの家の頭

たちのため、 

15 また千人隊長たちのため、百人隊長たちのため、つまり上って来て、 

16 そこに座り、(仮庵の祭に)17定められた祭の燔祭が捧げられる(637)まで。 

17 毎年、門と門の間で彼らは  

 

Col. 43 

 ]                               [לשש ה̇ [                             ] 1

 ]                        י[בימי השבתות ובימ[                 ] 2
 ]וליצהר ירוש[ובימי הבכורים לדגן לת[                      ] 3
 ]חו[ולוא יני̇ עצים באלה הימים יאכל ]הובמועד קורבן [ 4
 ממנו שנה לשנה אחרת כי ככה יהיו אוכלים אותו 5
 הדגן מ̇חג הבכורים לדגן החטים יהיו אוכלים את 6
 עד השנה השנית עד יום חג הבכורים והיין מיום 7
 מועד התירוש עד השנה השנית עד יום מועד 8

                                                        
(635) MR によれば、9–10 行に記された 3 層の部屋は聖書の 2 箇所で扱われている。それは、

王上 6:6 の tyXylXhw hbxr hmab XX hnkythw hbxr hmab Xmx hntxth [wcyh 
tybh twryqb zxa ytlbl hcwx bybs tybl !tn tw[rgm yk hbxr hmab [bX と、

エゼ 42:5–6 の twnkthmw twntxthm hnhm ~yqyta wlkwy yk twrcq tnwyl[h twkXlhw 
twnwtxthm lcan !k l[ twrcxh ydwm[k ~ydwm[ !hl !yaw hnh twXlXm yk !ynb 
#rahm twnkythm である。彼は 9–10 行目をこれらの聖書の rewritten text として理解して

いる。また 9 行の twynb は複数形 twywnb だとする。 
(636) 原文は twyXylXw。Q は最初の y は写真上には存在しないとしている。 
(637) M、MR は Y と同じく twl[h{[}と読み、Q と CH は twl[h(h)と読んでいる。MR によ

れば、写真を見れば両方可能だが写字者が最初に h を間違って書き、さらに h と書き直す

だろうか、と問う。むしろ [ を間違って書き h と書き直したと考える方が上策とする。 
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 התירוש והיצהר מיום מועדו עד השנה השנית 9
 מזבח וכול אשרהלעלמועד יום הקרב שמן חדש  10
 נותר ממועדיהמה יקדש באש ישרף לוא יאכל עוד 11
 כי קדש והיושבים במרחק מן המקדש דרך שלושת 12
 ימים כול אשר יוכלו להביא יביאו ואם לוא יוכלו 13
 לשאתו ימכרוהו בכסף והביאו את הכסף ולקחו בו דגן 14
 ולוא ואכלוהו בימי המועדיםויין ושמן ובקר וצאון  15
 יואכלו ממנו בימי המעשה לאונמה כי קודש הוא 16
 ובימי הקודש יאכל ולוא יאכל בימי המעשה 17

 

43 欄 

1 [ ]6 の[ ](638) 

2 [ ]安息の日々また   [ の]日々[ ] 

3 [ ]また穀物の初穂、ブド[ウ汁また最上の油の(祭の)]日々(639) 

4 [また]木々の[捧げ物の定められた祭において](640)。これらの日々において(それら)を食

べるように。しかし 

                                                        
(638) M は Y と同じ。ただし Y は脚注で Q、CH、MR と同じく、ymy t]XXl h [       ] 

[hX[mh「[働きの]6[日に]」と復元している。 
(639) 前半の [ ] 内を復元しない点で、M、CH は Y と同様である。ただし、CH は脚注で Q
を支持しているが、TSCT の方では Y の復元のままで、[ ]内を復元しない。Q の復元につ

いては沈黙。Q の復元は次の通り。[Xwr]ytl !gdl ~yrwkbh ymybw [twcmh gx ymybw]
「[また種入れぬパンの祭の日々] 穀物の初穂、ブド[ウ汁また最上の油の(祭の)]日々」。ただ

し後半部分は Q の復元に従って M、CH、MR も復元している。MR はこの行の最後に Y の

ように rhcylw を入れる充分なスペースがないとしている。 
(640) CH、M、MR は、~yc[ [h ymybw yrhcy]lw「また[最上の油と]木々の(祭)[の日々]」と復

元。 
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5 それらをその年から次の年に(残し[ておいては]ならない)4 (641)。実に彼らはこのように

食べるように(642)。 

6 小麦の穀物の初穂の祭からは穀物を食べるように。  

7 翌年の初穂の祭の日までに。またブドウ酒を 

8 ブドウ汁の定められた祭の(日)7 から翌年の(ブドウ汁)9 の定められた祭の日まで(飲む

ように)。 

9 また最上の油を定められた祭の日から翌年の 

10 定められた祭に、新しい油を祭壇の上(643)に捧げる日まで(用いるように)。またすべて 

11 彼らの定められた祭で残ったものは聖なるものとし、火によって焼くように。再び食し

てはならない。 

12 即ち聖であるから(644)。また神殿から 3(日)13ほどの距離に住む者らは 

13 彼らが持って来ることのできるものを持って来るように(645)。だがもし、 

                                                        
(641) W は 4 行目から 5 行の前半までを、自由作文と、レビ 7:15 の短い引用を含む節ないし

その一部のパラフレーズとする。レビ 7:15 は、lkay wnnbrq ~wyb wymlX trwt xbz rXbw 
rqbb d[ wnmm xyny al、Col. 43:4–5a は、lkay ~ymyh hlab ~yc[[h !brwq d[wmbw] 
wnmm [wx]yny awlw である。 
(642) W はこの行の後半を、申 14:22b の非聖書的要素を含むハラハー的釈義と、出 12:11a の

短い引用を含む節ないしその一部のパラフレーズとする。申 14:22b は、hnX hnX、出 12:11a

は、wta wlkat hkkw、Col. 43:5b は、wtwa ~ylkwa wyhy hkk yk trxa hnXl hnX で

ある。 
(643) 原文は、xbzmhl[。写字者は最初に xbzml と書き、その後で xbzmh l[ と修正する

ために文字を加筆した。 
(644) W は 10 行の後半からここまでを、出 29:34 の構成要素が引用のために明確なミドラッ

シュ的用法(短い引用を含む節かその一部のパラフレーズと等しい)とする。出 29:34 は、~aw 
Xdq yk lkay al Xab rtwnh ta tprXw rqbh d[ ~xlh !mw ~yalmh rXbm rtwy 
awh、Col. 43:10–12a は、dw[ lkay awl @rXy Xab Xdqy hmhyd[wmm rtwn rXa lwkw 
Xdq yk となっている。 
(645) W は 12 行の後半からここまでを、申 14:24b の非聖書的要素を含むハラハー的釈義とす

る。申 14:24b は hwhy rxby rXa ~wqmh $mm qxry yk、Col. 43:12b–13a は ~ybXwyhw 
~ymy tXwlX $rd Xdqmh !m qxrmb である。W は「神殿から 3 日ほどの距離に住む者

ら」という語は非聖書的要素と考えているのかもしれないが、Y が主張するように、出 3:18
に wnyhla hwhyl hxbznw rbdmb ~ymy tXlX $rd an hkln ht[w とあり、エズ 10:9

にも ~ymyh tXlXl ~lXwry !mynbw hdwhy yXna lk wcbqyw とある。 
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14 彼らが運ぶことができないのなら、それを売り(646)金銭(647)にし、金銭を持って来て(648)、

それによって穀物、 

15 ブドウ酒、油、牛などの家畜、羊などの小家畜を(買い)14 (649)、定められた祭の日々に食

べるように。しかし 

16 彼らの喪の行為の日(650)には食べてはならない。即ちそれは聖であるから。 

17 また聖なる日々には食べるように。しかし(喪)の行為の日々には食べてはならない(651)。 

 

Col. 44 

 ]                           [י̇ושבים[                ] 1

 ]        [          אשר בתוך העיר למ[         ] 2

                                                        
(646) Y が whwrkmy と読むのに対して、Q、M、MR、CH は whwrkmw と読む。死海文書のヘ

ブライ文字は w と y の判別が難しい。 
(647) 原文は「銀」。 
(648) W は 13 行の後半からここまでを、自由作文、申 14:24a の非聖書的要素を含むハラハー

的釈義、および申 14:25a の非聖書的要素を含むハラハー的釈義(短い引用を含む節かその一

部のパラフレーズと等しい)であるとする。申 14:24a は、al yk $rdh $mm hbry ykw 
wtaX lkwt、申 14:25a は、@skh trcw @skb httnw、Col. 43:13b–14a は、rXa lk 

@skb whwrkmy wtaXl wlkwy awl ~aw wayby aybhl wlkwy である。 
(649) W は 14 行の後半からここまでを、申 14:26a の引用なしのパラフレーズと、申 14:23b の

広範囲の逐語的引用および自由作文とする。申 14:26a は、hwat rXa lkb @skh httnw 
rkXbw !yybw !acbw rqbb $Xpn、申 14:23b は、$rqb trkbw $rhcyw $Xryt $ngd 

$nacw、Col. 43:14b–15a は、!wacw rqbw !mXw !yyw !gd wb wxqlw @skh ta waybhw であ

る。 
(650) 申 26:14 の wnmm ynab ytlka al 参照。 
(651) Y は、17 行の最後に写字者が ymyb と再度書き、消したとする。しかし Q と CH は、

ymyl だったとする。M と MR は、何らかの文字があったとする {…} のしるしを残してい

る。W は 15 行の後半からここまでを、申 26:14a の非聖書的要素を含むハラハー的釈義であ

るとみており、それは申 26:14a の広範囲の逐語的引用と自由作文とレビ 27:30b の広範囲の

逐語的引用と自由作文(出 29:34b も可能か？)と等しいとしている。申 26:14a は、ytlka al 

tml wnmm yttn alw amjb wnmm ytr[b alw wnmm ynab、レビ 27:30b は、Xdq awh 
hwhyl、出 29:34b は、awh Xdq lkay al Xab rtwnh ta tprXw、Col. 43:15b–17 は

ymybw awh Xdwq yk hmnwal hX[mh ymyb wnmm wlkawy awlw ~yd[wmh ymyb whwlkaw 
hX[mh ymyb lkay awlw lkay Xdwqh である。 
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3 ]   [  vacat  וחלקתה את ]משער(?) הנשכות וחדריהמה[ 

 ]             [    ן֯ עד שער יהודה יהיו לכוהנים]שמעו[ 4
 ]לק[ל֯ ימין שער לוי ושמאולו לבני אהרון אחיכה תח]ו[וכ̇  5
 שמונה ומאה נשכה וחדריהמה ושתי סוכותיהמה 6
 אשר מעל הגג ולבני יהודה משער יהודה עד 7
 הפנה ארבע וחמשים נשכה וחדריהמה והסוכה 8
 משער שמעון עד הפנהאשר מעלהמה ולבני שמעון  9

 מה ולבני ראובןה̇ תו̇ השנית נשכותמה וחדריהמה וסוכ 10
 מן המקצוע אשר אצל בני יהודה עד שער ראובן 11
 תמה ומשערות וחדריהמה וסוכושתים וחמשים נשכ 12
 ראובן עד שער יוסף לבני יוסף לאפרים ולמנשה 13
 הלויים }י{נ}ב{ומשער יוסף עד שער בנימין לבני קהת מ 14
 בנימין עד פנת המערב לבני בנימין מן הפנה רומשע 15
 שכר ומשער שכר לבני יש הזאת עד שער יש 16

 

44 欄 

1 [ ]住んでいる。[ ] 

2 [ ]都の中の[ ](652) 

3 [ ] -空白- またあなたは[部屋とそれらの小部屋を]割り当てるように(653)。 

4 [シメオ]ンの(門から)3ユダの門まで祭司たちに属するように。[ ](654) 

5 またレビの門のすべての右(側)と左(側)はあなたの兄弟アロンの子らに属する。あなた

は割り当てるように。 

6 108 の部屋とそれらの小部屋、また(屋根の上にある)72 つの彼らの仮庵を。 

7 またユダの子らに属する(もの)はユダの門から 

8 隅(まで)754 の部屋とそれらの小部屋、(それらの上にある)9仮庵。 

                                                        
(652) Q、M、CH、MR は、xr]zml ry[h $wtb rXa[「 ]都の中の[東 ]方に」と復元して

いる。しかし、Y もその脚注においてすでに xrzml「東方に」を復元している。 
(653) Q 、M、CH、MR は、[r[Xm twkXnh lwk] ta tqlxw vacat「-空白- またあなたは

[すべての部屋を]割り当てるように、の門から」と復元している。 
(654) Q と CH は最後に、!wrha ynb を加え、「アロンの子らである祭司たちに」と復元。Y
と M、MR は同じ。 
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9 またシメオンの子らに属する(もの)はシメオンの門から(第 2 の)10隅まで 

10 それらの部屋とそれらの小部屋、それらの仮庵(655)。またルベンの子らに属する(も 

の)は 

11 ユダの子らの傍らの端からルベンの門まで。 

12 52 の部屋(656)とそれらの小部屋、それらの仮庵(657)。また(ルベンの)13門から 

13 ヨセフの門まで、ヨセフの子らに属する、エフライム属し、マナセに属する。 

14 ヨセフの門からベニヤミンの門までレビ人たちの子らケハトに属する。 

15 またベニヤミンの門から西の隅までベニヤミンの子らに属する。(この)16隅から、 

16 イッサカルの門までイッサカルの子らに属する。また  の門から 

 

Col. 45 
(658)[r[X tnp d[ !wlwbz r[Xmw !wlwbz ynbl !wlwbz r[X d[ rkX Xy]  01 

[dg ynbl !wpch tnp d[ dg r[Xmw ~yywlh !m !wXrg ybl dg] 02  

[yltpn r[X d[ !d r[Xmw !d ynbl !d r[X d[ twazh tnph !m] 03  

[~yywlh !m yrrm ynbl rXa r[X d[ yltpn r[Xmw yltpn ynbl] 04  

 ]                           אשר עד פנת המזרח לבני אשר ער[ומש 1

 ]                                                        [שבעים̇  2
 ]               [שני יהיה בא לשמאול]ה[                 וכאשר י 3
 א]      מה[כל̇י̇הב̇ ו֯ מתערבים אלה באלה ו]יהי[ ן̇ ולוא]י[יצא הרישון מ̇ימ̇  4
 ליום השמיני ומטהרים אתא֯ וזה י̇ו̇צא ]ב [משמר אל מקומו וחנו ז̇ה 5
 ע̇ת תצא הראישונה ולוא תהיה שמה]ל [הנשכות זואת אחרי זאות 6
 לאכי יהיה לו מקרה לילה לוא יבוא ]יש[וא  vacat    תערובת 7

 לים שלושת ימים וכבס בגדיו ורחץ]יש[ כול המקדש עד אשר 8
 השמש אחרובאה  ורחץ ביום הראישון וביום השלישי יכב̇ס בגדיו 9

 יבוא אל המקדש ולוא יבואו בנדת טמאתמה אל מקדשי וטמאו 10

                                                        
(655) 原文は、hmhtwkwsw。中釣りの文字は写字者の修正。 
(656) Y や Q が記しているように写字者は最初に hkXn と書き、その後 twkXn と修正してい

る。 
(657) 原文は、hmtwkwsw。 
(658) 01–04 行は、Y が可能な復元として Col. 45 の冒頭に置いているものである。MR は古文

書の証拠が全くないとして、自らの復元では省略している。Q、M、DE も同様に省いてい

る。ただし Col. 44 の流れから言って、この欄があったことは Y の言う通り確かに思える。 
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11  vacat  ואיש כיא ישכב עם אשתו שכבת זרע לוא יבוא אל כול עיר 
 כול איש עור vac המקדש אשר אשכין שמי בה ש̇לושת ימים 12
 לוא יבואו לה כול ימיהמה ולוא יטמאו את העיר אשר אני שוכן 13
 vacat יהוה שוכן בתוך בני ישראל לעולם ועדבתוכה כי אני  14
 וכול איש אשר יטהר מזובו וספר לו שבעת ימים לטהרתו ויכבס ביום 15
 השביעי בגדיו ורחץ את כול בשרו במים חיים אחר יבוא אל עיר 16
 וכול צרוע vac ש לוא יבואו לה עד אשר יטהרופהמקדש וכול טמא לנ 17
 יטהרוׄ וכאשר יטהר והקריב את ומנוגע לוא יבואו לה עד אשר 18

45 欄 

11Q20 XI–XII と平行している。 

01 [イッサカル(の門から)(659)ゼブルンの門までゼブルンの子らに属する。またゼブルンの

門から(ガド)02の門まで] 

02 [レビ人たちのゲルションの子らに属する。またガドの門から北の隅までガドの子らに

属する。] 

03 [この隅からダンの門までダンの子らに属する。またダンの門からナフタリの門まで] 

04 [ナフタリの子らに属する。またナフタリの門からアシェルの門までレビ人たちのメラ

リの子らに属する。] 

1 また[アシェルの門]から[東の隅までアシェルに属する。](660) 

2 70[ ](661) 

                                                        
(659) Col. 44:16 からの補い。 
(660) M はこの行に、[…]…しか記していない。Q は、]mX[         ~yab wy]hy と復

元。MR も、X ~yab wy]hy と復元。CH は、[ rXa ynbl xbzmh tnp d[ rXa r[X]mw 
] ~X [    ]~yab「また[アシェルの門]から[東の隅までアシェルに属する。]それらは入り」

と復元している。 
(661) Q は、]l hmhylkw a[  hkXn ~ytamw] ~y[bX「70[と 200 の部屋  ] そしてそ

の器具」と復元。CH は Q の復元に対し ~ytamw を欠く。M は Q の復元に対し最後の l を

欠く。MR は、[  hkXn ~ytamw] ~y[bX「70[と 200 の部屋  ]」と復元している。し

かし、Y も脚注において、twam Xmxw ~ynwmXw XX larXy ynblw hkXn ~ytamw] ~y[bX 
[hkXn「70[と 200 の部屋とイスラエルの子らのために 6 と 80 そして 500 の部屋]」と復元

している。 
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3 また[   ]の時[ ]第 2 のものが左に入り[ ](662) 

4 第 1 のもの(663)が右から出る(664)。これらは互に混じりあってはならない。また[彼]らの

器具は(665) 

5 見張る者(666)はその場所へ、そして彼らは宿営するように。8 日目に 1 人は[入り]もう 1

人は出る。また彼らは 

6 一つ一つの部屋を(浄める)5。第 1 のもの(667)が出る時に(668)、そこで互に(混じり)7 合っ

てはならない。 

7 -空白- また人に夜間遺精があったなら、彼が 

8 3 日を[満]たしその衣服を洗うまで、神殿のいかなる(場所) (へも入ってはならない)7。 

9 第 1 日に(沐浴し)8、そして第 3 日にその衣服を洗い沐浴して、日が沈み、その後 

10 神殿に入るように。しかし彼らの月経のような穢れを帯びて私の神殿に入って、これを

穢してはならない。[ ](669) 
                                                        
(662) Y と M はほぼ同じ hyhy / hy[h]y。Q は、ab hyhy ynX[h rm]Xmh ab h[yh]y rXakw 
[wawbbw] lwamXl、「また見張[る者]が入る時[は]、第 2 の(者)は左に、[そして彼らが入る

時]」と復元。CH は、lwamXl ab hyhy ynX[h !waXrh rm]Xmh ab h[yh]y rXakw 
[wawbbw]「また第一の見張る者が入る時、第 2の(者)は左に、そして彼らが入る時」と復元

している。MR は wawbb] lwamXl ab hyhy ynX[h   ]y rXakw「そして、の時、[  ]
第 2 の者は左(MR は右へと誤訳している)に入るように、[彼が入る時」と復元している。 
(663) 原文は、!wXyrh（男性形）。 
(664) Y、M、CH は、復元の範囲は異なるが、基本的に !ymym と復元している。Q と MR は

最後が y か w の違いはあるが、yry[ か wry[「その町、或いは、私の町」と復元している。 
(665) この後に M、Q と CH は abw と復元している。MR は Y と同じだが、最後の a を除

く。 
(666) Y は Course、M は Priestly Course と訳し、祭司が神殿で奉仕する当番のことと理解して

いる。 
(667) 原文は、hnwXyarh（女性形）。 
(668) Y は t[ [l]「時のために」と復元。Q と M は t[ [m]「時から」と復元。MR は t[ [b]

「時において」と復元している。 
(669) W は、7 行の後半からここまでを、申 23:11–12 の構成要素が引用のために明確なミド

ラッシュ的用法とし、それは申 23:11 の削除し再配列した語順による逐語的引用、申 23:12a
の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズ、出 19:10–11 の著しい削除による逐語的引

用、申 23:12b の広範囲の逐語的引用と自由作文と等しいとしている。申 23:11 は、hyhy yk 

$wt la aby al hnxml #wxm la acyw hlyl hrqm rwhj hyhy al rXa Xya $b 
hnxmh、申 23:12a は、~ymb #xry br[ twnpl hyhw、出 19:10–11 は、rxmw ~wyh ~tXdqw 
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11 -空白- また男がもしその妻と寝て射精があったなら、(私の名をそこに住まわせる、)12

神殿の都のいかなる(場所)へも 

12 3 日の間(入ってはならない)11 (670)。-空白- すべての盲人は 

13 彼らは生涯、そこに入ってはならない。彼らは私がその(中に)14住む都を穢してはなら

ない。 

14 実に私は主、イスラエルの子らの中に代々限りなく住む者である(671)。-空白- 

15 また自分の漏出から自らを浄めようとするすべての者は、自らの浄めのために 7 日を

数えるように。そして 

16 7 (日目に)15清い水で(672)その衣服を洗い全身を沐浴して(673)、その後(神殿)17の都へ入る

                                                        
hwhy ~wyb dry yXylXh yk yXylXh ~wyl ~ynkn wyhw ~tlmX wsbkw、申 23:12b は、 
hnxmh $wt la aby XmXh abkw、Col. 45:7b–10 は、hlyl hrqm wl hyhy yk [Xy]aw 
~wyb #xrw wydgb sbkw ~ymy tXwlX ~yl[Xy] rXa d[ Xdqmh lwk la awby awl 

wawby awlw Xdqmh la awby rxa XmXh habw #xrw wydgb sbky yXylXh ~wybw !wXyarh 

wamjw yXdqm la hmtamj tdnb となっている。 
(670) W は 11 行目からここまでを、レビ 15:18 の構成要素が引用のために明確なミドラッシュ

的用法とし、それはレビ 15:18a の再配列された語順による逐語的引用と、自由作文と、出

19:11 の引用なしのパラフレーズと等しいとする。レビ 15:18a は、Xya bkXy rXa hXaw 
[rz tbkX hta、出 19:11 は、hwhy dry yXylXh ~wyb yk yXylXh ~wyl ~ynkn wyhw、
Col. 45:11–12a は、ry[ lwk la awby awl [rz tbkX hta wtXa ~[ bkXy ayk Xyaw 
rXa Xdqmh ~ymy tXwlX hb ymX !ykXa である。 
(671) W は 11 行目からここまでを、レビ 21:17–23 からの引用が構成要素ゆえに明白なミド

ラッシュ的用法とし、それはサム下 5:8b の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズと

自由作文とレビ 21:23b の引用なしのパラフレーズと自由作文と等しいとする。サム下 5:8b
は、tybh la awby al xspw rw[ wrmay !k l[、レビ 21:23b は、yna yk llxy alw 
~Xdqm hwhy、Col. 45:12b–14 は、lwk hl yXdqm ta wawby awl xspw rw[ Xya lwk 

ynb $wtb !kwX hwhy yna yk hkwtb !kwX yna rXa ry[h ta wamjy awlw hmhymy 
d[w ~lw[l larXy となっている。 
(672)原文は ~yyx ~ymb「命の水」。レビ 15:13 の TO、TJ、NFT によると、[wbm ym、または 

[wbm ayym で、「泉の水」となっている。 
(673) W は 15 行目からここまでをレビ 15:13 の広範囲の逐語的引用と自由作文とする。レビ

15:13 は、wrXb #xrw wydgb sbkw wtrhjl ~ymy t[bX wl rpsw wbwzm bzh rhjy ykw 
rhjw ~yyx ~ymb、Col. 45:15–16a は、~ymy t[bX wl rpsw wbwzm rhjy rXa Xya lwkw 
~yyx ~ymb wrXb lwk ta #xrw wydgb y[byXh ~wyb sbkyw wtrhjl である。 
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ように。 

17 また死体(674)によって身を穢したすべての者自身は、自らを浄めるまでそこに入っては

ならない(675)。-空白- またすべてツァーラアト 

18 や障りのある者(676)は自らを浄めるまでそこに入ってはならない(677)。また彼が清まった

時は[   ]を捧げるように(678)。 

Col. 46 

q[r Xdqmh $wtb hrhjh la brqy ynmXh d[ ~wyb wtajx] 01  

[XmXh awbbw ~yXdwqh !m lkwy awlw] Xdqmh la awby awl 02  

awby] Xdqmh law lkwy [~yXdwqh !m ynmXh ~wyb] 03  

 ]tXwxnlX hb[             ]             04  

 ]כול[ א י̇ע̇ו֯ף֯ ]לו                        [ [      ] 1

 ]אשר[ גגי השערים]        שי[עוף טמא על מקד̇  2
 ]לם[היות בתוך מקדשי לעו̇ ]       [לחצר החיצונה ו̇כ̇ו̇ל̇  3
  vacat     ן בתוכ̇ם̇ ]שוכ ני[ועד כול הימים אשר א֯  4
5 vacat  ועשיתה רובד סביב לחוץ מחצר החיצונה רחב 
 כולמה ושתים ארבע עשרה באמה על פי פתחי השערים 6
 עשרה מעלה תעשה לו אשר יהיו עולים בני ישראל אליו 7
 vacat    לבוא אל מקדשי 8
 ועשיתה חיל סביב למקדש רחב מאה באמה אשר יהיה 9

 מבדיל בין מקדש הקודש לעיר ולוא יהיו באים בלע אל תוך 10

 מקדשי ולוא יחללוהו וקדשו את מקדשי ויראו ממקדשי 11
                                                        
(674) 原文は、Xpnl。この表現については民 5:2 を参照。 
(675) W は、17 行の半ばを民 5:2 の非聖書的要素を含むハラハー的釈義であるとする。民 5:2
は、Xpnl amj lkw bz lkw [wrc lk hnxmh !m wxlXyw、Col. 45:17a は、amj lwkw 
hl wawby Xpnl である。 
(676) 原文は、[wgnm。「障りのある者」と訳したが、ツァーラアトと同じ意味で使用されてい

る。 
(677) W は、17 行最後からここまでを民 5:2 の非聖書的要素を含むハラハー的釈義とする。民

5:2 は、Xpnl amj lkw bz lkw [wrc lk hnxmh !m wxlXyw、Col. 45:17c–18a は、lwkw 
wrhjy rXa d[ hl wawby awl [gwnmw [wrc である。 
(678) W は 18 行後半を、レビ 14:12 の非聖書的要素を含むハラハー的釈義とする。レビ 14:12
は、~Xal wta byrqhw、Col. 45:18b は、ta byrqhw rhjy rXakw。 
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 vacat      שוכן בתוכמהאשר אנוכי  12
 ועשיתה להמה מקום יד חוץ מן העיר אשר יהיו יוצאים שמה 13
 לחוץ לצפון המערב לעיר בתים ומקורים ובורות בתוכמה 14
 תהיה נראה לכול רחוק ולוא אשר תהיה הצואה יורדת אל תוכמה 15
 ועשיתה     vacat     מן העיר שלושת אלפים אמה 16
 מקומות למזרח העיר מובדלים זה מזה אשר יהיושלושה  17

 אנשים אשר יהיה להמה מקרה-באים המצורעים והזבים וה 18
 

46 欄 

11Q20 XII–XIIIと平行している。 

01 [8日目に彼の浄罪の供犠(を捧げるように)(679 )。神殿の都の中の清いものに近づくこと

ができる。た]だ(680) 

                                                        
(679) Col. 45:18 からの続き。 
(680) 01–04 行までは CH 版による。Q は同復元を 9 行、10 行、1 行としてまとめている。た

だし、CH の 04 にあたる 1 の部分は CH より長く復元している。 
la awby awl q[r Xdqmh $wtb hrhjh la brqy ynmXh d[ ~wyb wtajx]   9 

Xdqmh 
[~yXdwqh !m ynmXh ~wyb XmXh awbbw ~yXdwqh !m lkwy awlw] 10 

awby] Xdqmh law lkwy 
hnwkml[   ]tXwxnlX h[nwkm             ] 1 

1 銅の土[台][  ] 土台へ 
M は、自著 DJD XXIII 11Q20, XII–XIII にあるもののみを復元。 

Xdqmh la awby awl q[….] 01  
Xdqmh law lkwr[….] 02  

vacat [….awby awl] 03  
]tXwxnlX hb[             ]             04  

01 […]神殿に入ってはならない。 
02 […]商人。また神殿に 
03 [ 彼は入ってはならない…] 
04 […] 銅の[…] 

 
MR は以下の通り。 

la awby awl q[r] 01  
[lkwy /lkwr    Xdqmh] 02  
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02 神殿に入ってはならない。[また彼は聖なるものを食べてはならない。] 

03 [また 8 日目の(日の入り)01 には聖なるものを彼は] 食べてもよい。[神殿にも入ること

ができる。 

04       [   ] 銅の[ 

1 [   ] [   ]飛ばせてはならない。[どんな](681) 

2 穢れた鳥も。[私の]神殿の上を。 ] (外庭)3の門の屋根(682) 

3 またすべての [   ] (代々)4[限]りなく私の神殿の中にある(683)。 

4 すべての日々[私]は彼らの只中に住む。 -空白- 

5 -空白- あなたは外庭の外の周囲にテラスを作るように。幅は 

6 14 アンマ。すべての門の入口(の数)に従って。また 

7 12 の階段をあなたはそれに作るように。イスラエルの子らがそれで登り、 

8 私の神殿に入るように。 -空白- 

9 またあなたは神殿の周囲に幅 100 アンマの壕(684)を作るように。 

                                                        
vacat [ Xdqmh law] 03  

hnwkml[   ]tXwxnlX h[nwkm 04 
01 [た]だ([神殿])02に入ってはならない。 
02 [                    商人/可能である。] 
03 [ また神殿へ] -空白- 
04 銅の土[台][  ] 土台へ 

(681) Q、M、CH は 11Q20 の 12 をもとに 1 行に以下の復元をしている。 
[!w]kXy awl rXa wlwb[g      ]h rX[ 

] それは境界で(穢れた鳥は)2は住んではならない。 
MR は一部違いがある。以下、]a[wl rXa lwk[      ]h rX[「] すべて～しない者は」。 
(682) Q、CH と MR は、レビ 20:25 と申 14:14 をもとに rcxb rXa yX]dqm l[ amj @w[ 

[rXa] ~yr[Xh ygg l[[w tymnyph「穢れた鳥は[中庭にある神]殿の上[また]門の屋根の上

に(住んではならない)1」と復元している。M の復元は先のものから tymnph rcxb rXa
「中庭にある」を欠く。 

(683) Q、CH、M は、yXdqmh $wtb twyh[l lwky awl amj @w[] lkw hncxh rcxlw 
[~]lw[l「また外庭にも。そしてすべての[穢れた鳥は]永遠に私の神殿の中に[居ることはで

きない]」と復元。MR もこれに基本的に同じであるが、最後の [~l]w[l の lacuna の部分が

異なる。 
(684) 原文は lyxe。Y は、fosse（城・要塞の）「堀」。M と MR は、trench「壕」。CH は、

rampart「塁壁」と訳している。ここでは Y の壁の否定と幅のみが書かれていることから M
と MR の「壕」を使用した。 
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10 聖なる神殿を都から分けるように。そして、彼らが突然、(私の神殿)11の中にやって来

て、 

11 その神聖を穢すことのないためである(685)。また彼らは私の神殿を神聖し、私の神殿を

畏れるように(686)。 

12 私が彼らの只中に住んでいるからである。-空白- 

13 またあなたは彼らのために都の外に手の場所(便所)(687)を作るように。彼らは外のそこ

へ出るように。 

14 都の北西に、梁のはられた家で、その中に穴がある。 

15 その中に排泄物が落ちて行くように。それはどのような距離からでも(都から)16見えな

いように、 

                                                        
(685) W は 10 行目からここまでを、自由作文と民数記（章節を記していない）の短い引用を

含む節ないしその一部のパラフレーズとみる。それは、構成要素が引用のために明確である、

民 4:2a のミドラッシュ的用法と等しいとしている。しかし民 4:2a は、コハテ族の人口調査

について記してあり、この行とは内容が全く異なる。おそらく民 4:20 の誤記。民 4:20 は、

wtmw Xdqh ta [lbk twarl waby alw、Col. 46:10–11a は、Xdwqh Xdqm !yb lydbm 

whwllxy awlw yXdqm $wt la [lb ~yab wyhy awlw ry[l である。 
(686) W はこの行の後半を、自由作文と、レビ 29:5b の広範囲の逐語的引用であるとするが、

レビ 29:5b は存在しない。CHｄが主張するレビ 19:30 あたりが妥当と思われる。レビ 19:30
は waryt yXdqmw、Col. 46:11b は yXdqmm waryw yXdqm ta wXdqw である。 
(687) dy ~wqm「手の場所」＝「便所」。CH によれば申 22:13 の hnxml #wxm $l hyht dyw
が比較するべき聖句。聖書には ~wqm と dy の組み合わせはない。dy 自体に「場所」の意

味がある。エベン・ショシャンの A New Concordance of the Old Testament, p. 442 参照。以下

の古代訳はそれを示唆する。それは、LXX の、kai. to,poj e;stai soi e;xw th/j parembolh/j

「またあなたに宿営の外に場所があるように」、また、TO の、arbm $l yhy !qtm rtaw
「また外に備えられた場所があなたのためにあるように」である。11Q19 が書かれた時代に

は説明として ~wqm を必要としたのかもしれない。1Q33 (1QM) 7:7（CH は 7:6 としている

が実際には 7:7）にも dyh ~wqm が出てくる。 

hary awl [r rbd twr[ lwkw hmab ~yplak dyh ~wqml hmhynxm lwk !yb 
vacat ~hynxm lwk twbybs 

「すべての彼らの宿営と手の場所(便所)の間を 2000 アンマ(取るように)。悪しき恥ずべ

きものをすべての彼らの宿営の周囲で見ることがあってはならない。-空白-」。 
J. マグネスはその著書 The Archeology of Qumran and Dead Sea Scrolls, p. 108 で、11Q19 の dy 
は「陰茎」を意味しているとする。dy ~wqm の表現はこの時代のヘブライ語の特徴を表し

ているのかもしれない。 
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16 3000 アンマ(688)(離すように。)(689) -空白- またあなたは  

17 都の東に 3 つの場所を(作るように)16。それは互に離れていて、 

18 ツァーラアトの者、漏出のある者、(夜間)(690)遺精のあった者が入るように(691)。 

 

 Col. 47 

[hlyl] 01  

]l[            ] ~yyabhw 02  

[ry[h !]m qwxr 03  

[       ][ lwkw 04  

[        ]Xmw rbd 05  

[                           ] 06  

[              ]mxw 07  

 [                                     ][               ] 1
 vacat]                  ה[מעלה ולוא למט]ל      [ 2
 ה לעולם והעיר]                  [ע̇ר̇יהמה טהורות וש֯ ] והיו[ 3

                                                        
(688) 先の『戦いの書』、1Q33 (1QM) 7:7 には 2000 アンマとあるので、終末戦争時の宿営とは

1000 アンマの違いがある。 
(689) W は 13 行目からここまでを、申 23:13–15 の構成要素が引用のために明確であるミド

ラッシュ的用法としている。それは、申 23:13 の短い引用を含む節ないしその一部のパラフ

レーズ並びに自由作文、また、申 23:15b の短い引用を含む節ないしその一部のパラフレー

ズ並びに自由作文と等しいという。申 23:13 は、#wxm $l hyht dyw、申 23:15 は、hyhw 
$b hary alw Xwdq $ynxm #wx hmX tacyw hnxml、Col. 46:13–16a は、hmhl htyX[w 
~ytb ry[l br[mh !wpcl #wxl hmX ~yacwy wyhy rXa ry[h !m #wx dy ~wqm 

lwkl harn hyht awlw hmwkt la tdrwy hawch hyht rXa hmwktb twrwbw ~yrwqmw 
hma ~ypla tXwlX ry[h !m qwxr である。 
(690) 11Q20 Col. 13, frgs. 21 ii, 25:2 による。 
(691) W はこの行を、民 5:2b の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズと自由作文とす

る。それは、レビ 13:26 の引用のゆえに構成要素が明確なミドラッシュ的用法と等しいとす

る。民 5:2b は、Xpnl amj lkw bz lkw [wrc lk hnxmh !m wxlXyw、レビ 13:26 は、

wbXwm hnxml #wxm bXy ddb awh amj amjy wb [gnh rXa ymy lk である。内容に

類似点はあるがヘブライ語に共通性がない。CH は、類似があるのは申 23:1 としているが、

おそらく誤記で申 23:11 が正しい。申 23:11 は、rwhj hyhy al rXa Xya $b hyhy yk 

hnxmh $wt la aby al hnxml #wxm la acyw hlyl hrqm、Col. 46:18 は、~yab 

hrqm hmhl hyhy rXa ~yXnahw ~ybzhw ~y[rwcmh である。 
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 קודש וטהורהת̇ה̇יה ] בתוכה שי[א̇שר אקדיש לשכין שמי ומקד̇  4
 מכול דבר לכול טמאה אשר יטמאו בה כול אשר בתוכה יהיה 5

 טהור וכול אשר יבוא לה יהיה טהור יין ושמן וכול אוכל 6
 וכול מושקה יהיו טהורים כול עור בהמה טהורה אשר יזבחו 7
 בתוך עריהמה לוא יביאו לה כי בעריהמה יהיו עושים 8
 עיר מקדשי לוא יביאובהמה מלאכתמה לכול צורכיהמה ואל  9

 כי כבשרמה תהיה טהרתמה ולוא תטמאו את העיר אשר 10
 אנוכי משכן את שמי ומקדשי בתוכה כי בעורות אשר יזבחו 11
 במקדש בהמה יהיו מביאים את יינמה ואת שמנמה וכול 12
 אוכלמה לעיר מקדשי ולוא יגאלו את מקדשי בעורות זבחי 13
 ארצמה ולוא תטהרו עירפגוליהמה אשר יזבחו בתוך  14
 מתוך עריכמה לעירי כי כטהרת בשרו כן יטהרו העורות אם 15
 במקדשי תזבחוהו יטהר למקדשי ואם בעריכמה תזבחוהו וטהר 16
 לעריכמה וכול טהרת המקדש בעורות המקדש תביאו ולוא תטמאו 17
 את מקדשי ועירי בעורות פגוליכמה אשר אנוכי שוכן בתוכה 18

 

47 欄 

11Q20 XIIIと平行している。 

01  [夜](692) 

                                                        
(692) 前の欄からの続き。0 行の復元は、DJD XXIII 11Q20 Col. 13, frgs. 21 ii, 25:2–8 までを参

考にしていた CH のものを使用した。M は 3–8 行の復元。よって 0 番の番号と内容が 1 つ

ずつずれ、復元も 06 までである。MR は 0 番を復元していない。Q の 1996 年版は 11Q19 の

13:2–10 行を用い以下のように復元。ただし hlyl の後の l … ~yyabhw を欠いている。 

[hlyl]              1  
vacat(?)  [hma ~ypla tXwlX ry[h !]m qwxr 2  

[ twrhj wyhy hmhyr][ lwkw 3  
[t[r]cmw rbd 4  

5  
[ytl]mxw 6  

[yt]drwhw 7  

[hm]hyr[  8 
1 [夜] 
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02 また入るものたち。[      ] 

03 [ 都か]らの距離。 

04 またすべての[   ]  

05 ことが[ ] 

06 [            ] 

07 また[          ] 

 (693)[   ] [   ] 1

                                                        
2 [ 都か]ら[の距離は 3000 アンマ。]-空白？- 
3 またすべて[ 彼らの都は清くあるように  ] 
4 者とツァーラ[アト ]   
5  
6 [私は]憐[れむ。]             
7 また[私は]降ろす。           
8 [彼らの]都 

しかし、Q の 2010 年版は以下のように改訂している。 
[hlyl                            ] (3) 

  [          hma ~ypla tXw]l[X ry[h !]m qwxr 4  
[twr[ lwkmw        twrhj wyhy hmhyr][ lwkw 5  

[                                    t[r]cmw rbd 6  
 [                                                 ] 7   

[                        hmkyl[ ytl]mxw 8  
(3) [                               夜] 

4 [ 都か]ら[の距離は 3000 アンマ。      ] 
5 またすべて[ 彼らの都は清くあるように     またすべての恥ずべき ] 
6 ものとツァーラ[アト ]  
7  
8 [また私はあなた方を]憐[れむ。] 
また、1996 年版にあった 7 行の「また[私は]降ろす」と、8 行の「[彼らの]都」は「また

[私は]降ろす」を 1 行に、「[彼らの]都」を 3 行に挿入している。 
(693) M と CH は [hm]tdrwhw「また[あなたたちは]降ろす」と復元。Q の 2010 年版は、 

[wt[b ~Xgh ta ytdrwhw   ]bw[     ]� [ 
] [  ]私はその時に従って雨を降らせる。 

と復元している。 
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2 上[へ]。下[へ]でなく。[       ] -空白-(694) 

3 また彼らの都は清くあるように。[       ]永遠に。また(695) 

4 私が聖別し、私の名を住まわせ、またその中には、私の神殿がある(都) 3、それは聖で清

くあるように。 

5 すべてのもので、何であれ穢れているもの、それ(神殿)を穢すものは、何であれその中

にあるものは 

6 清く(あるように)5。また何であれそれに入るものは清くあるように。ブドウ酒、油、ま

たすべての食物。 

7 すべての飲み物は清くあるように。すべての清い家畜で(彼らの町の中で)8屠られるも

のの皮は、 

8 そこに持って来てはならない。実に彼らの町においては、 

9 それらをそれぞれ、すべての彼らの必要(696)に応じて彼らの仕事とするように。しかし

私の神殿の都へは。持って来てはならない。 

10 じつに彼らの清さは彼らの肉に従うからである(697)。 

11 私が私の名を住まわせ、またその中には、私の神殿がある(都を穢してはならない)10。

またじつに(神殿において)12屠られた諸々の皮は 

12 彼らのブドウ酒と共に、彼らの油と共に、またすべての 

13 彼らの食物を私の神殿の都に(持ってくるように)12。しかし私の神殿を穢してはならな

い。 
                                                        
(694) M と MR は Y と同じ。Q と CH は、h]jml awlw hl[m[l qr wyhyw]「[それらはただ]
上[へ]下[へ]ではなく。-空白-」と復元。W はこの行を申 23:13a の再配列された語順による

逐語的引用？と何か？としている。申 23:13a は誤記。正しくは申 28:13a。申 28:13a は、$ntnw 
hjml hyht alw hl[ml qr tyyhw bnzl alw Xarl hwhy、Col. 47:2 は、hl[m[l   ] 

h]jml awlw である。 
(695) M と Y は同じ。Q、CH、MR は、hm[kwtb ymX ytnk]Xw twrwhj hmhyr[ w[yhyw] 
ry[hw ~lw[l「また彼らの都は清くあるように。[私の名はその中に ]永遠に[住む]。また

都は」と復元。 
(696) CH によると、$rwc は、BH においては hapax legomenon であるが（代下 2:15）、MH に

おいては、ごく普通の語彙である。また、ベン・シラのヘブライ語断片に一定の頻度で現れ

る（CH の p. 114 参照）。 
(697) Y は、「彼らの清さの度合いは彼らの肉の清さの度合いに従う」と訳す。ここでは、肉が

たとえレビ記で許された清い動物のものであっても、神殿の都以外で屠られた動物の皮は、

神殿に対して穢れたものであるとの考えがある（pp. 203–204）。 
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14 彼らの地の中で屠られた、不適当な(和解の犠牲の皮によって)13。また 

15 あなたたちはあなたたちの様々な町からの(町を)14 私の都の(清さで) (浄めてはならな

い)14。実に彼の肉の清さに従い、確かに彼らはその皮を浄めるからである。もし 

16 私の神殿で屠るなら、私の神殿にそれ(皮)は清い。しかしもしあなたたちの様々な町で

屠るのなら、(あなたたちの町に)17清い。 

17 またすべての神殿の清いものは、神殿の様々な皮であなたたちは持ってくるように。ま

た、あなたたちは 

18 私がその中に住む私の神殿と私の都をあなたたちの不適当な皮によって、(穢してはな

らない)17。 

 

Col. 48(698) 

                                                        
(698) ここと平行する『神殿の巻物』の他の証拠はない。ただし Y はレビ 11:13–21 からこの

欄に鳥の名の一覧を復元していることを示唆している。CH はそれに基づき以下のごとく

01–05 までを冒頭に復元している。 
] 01  

[wlkay al @w[h !m wcqXt hla taw] 02  
[hnyml hyah taw hadh taw hynz[h taw srph taw rXnh ta ~h] 03  

[whnyml #nh taw @xXh taw smxth taw hn[yh tb taw wnyml br[ lk ta] 04  

[~xrh taw taqh taw tmXnth taw @wXnyh taw $lXh taw swkh taw] 05  

01 [ 
02 [羽のあるもので、あなたがたが忌み嫌い、食べてはならないものはこれら 03である。] 
03 [鷲、禿鷲、黒禿鷲、鳶、隼の類、] 
04 [すべての烏の類、駝鳥の種、夜鷹、カモメ、鷹の類] 
05 [梟、鵜、みみずく、白ふくろう、ペリカン] 
 
ただし CH は、同時に Col. 48 には上記の行を入れる十分な空きがないことも示唆してい

る（p. 352）。 
Q は 11Q21 frg. 3 から次のように復元している。 

h 1  

yry[ la awbl 2  

[w]ldgt awl lwgnrt 3  

Xdqmh lwkb 4  

[Xd]qmh 5  

1  
2 私の都に来るため 
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 ]               והעטלף יפת[והדוכ̇  נ̇ה]למיהשלך והחסידה והאנפה [ 1
2  [                ]vacat 
 רגולוע̇ם למינו והח]ל[ה̇עוף תוכלו הארבה ל̇מינו והס] את אלה משרץ[ 3
 על ארבע אשר >vol. 2 יםכ̇ ה̇ה̇ול< למינו והחגב למינו אלה משרץ העוף̇ תואכלו ה̇ז̇וחלים 4

 ע̇ל̇ הארץ ולעוף בכנפיו כול יש לו כרעים מעל רגליו לנתור בהמה 5
 נבלה בעוף ובבהמה לוא תואכלו כי מכור לנוכרי וכול תועבה לוא 6
 בנים אתמה  vacat   תואכלו כי עם קדוש אתה ליהוה אלוהיכה 7
 ליהוה אלוהיכמה לוא תתגדדו ולוא תשימו קורחה בין עיניכמה 8
 תובולמת ושרטת על נפש לוא תתנו בבשרכמה וכתבת קעקע לוא תכ 9

 ולוא תטמאו את  vac  מה בכמה כי עם קדוש אתה ליהוה אלוהיכה 10

 ולוא תעשו כאשר הגויים עושים בכול מקום המה  vac    ארצכמה 11

 מקומות קוברים את מתיהמה וגם בתוך בתיהמה המה קוברים כי אם  12
 בין ארבעתבדילו בתוך ארצכמה אשר תהיו קוברים את מתיכמה בהמה  13
 ערים תתנו מקום לקבור בהמה ובכול עיר ועיר תעשו מקומות למנוגעים 14
 בצרעת ובנגע ובנתק אשר לוא יבואו לעריכמה וטמאום וגם לזבים 15
 ולנשים בהיותמה בנדת טמאתמה ובלדתמה אשר לוא יטמאו בתוכם 16
 בנדת טמאתם והצרוע אשר בו צרעת נושנת או נתק ויטמאנו הכוהן 17

 

48 欄 

1 [鵜、鸛、鷺、その]類。八[頭そして蝙。](699) 

                                                        
3 あなた[たち]は鶏を育ててはならない。 
4 神殿すべてにおいて。 
5 神[殿] 

しかし、確かに CH の主張するようにこの復元は Col. 46 上に持って行くべきだろう（同

p. 352）。 
(699) Q と CH は、@[w[ #rX lwk @lj[hw] tpykwdhw hn[yml hpnahw hdysxhw]「[鵜、

鸛、鷺、その]類、八[頭そして蝙。すべての羽のある群れる](生き物 )」と復元。M は、 
hn[yml tpykwdhw「その]類。八[頭]」のみ復元。W はこの行を、申 14:18 の広範囲の逐語

的引用？とする。しかし、実際、申 14:17c–1 は、tpykwdhw hnyml hpnahw hdysxhw $lXh 
@lj[hw、Col. 48:1 は、@lj[hw tpy]kwdhw hn[yml hpnahw hdysxhw $lXh] である。 
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2 [   ] -空白-(700) 

3 [これら群棲するものの中で ]翅のあるもので、あなたたちが食べることのできる(もの)

はトノサマバッタの類。ヒシバッタ(701)の類。こおろぎ(の類)4 
4 羽長蝗の種類(702)。これらが群棲するものの中で、翅のあるもので、あなたたちが食べ

ることのできるものである。4つ (足)で這い回り<vol. 2は、歩き>(703)、 

5 それには足の上に脛があり、それらによって地の上を跳ね(704)、その翅で飛ぶ。 

6 翼のあるものや家畜の死骸は(一切)5食べてはならない。実に異国人に売れ(705)。また、

すべての忌むべきものは 

7 食べては(ならない)6。実にあなたは、あなたの神、主の聖なる民であるから(706)。-空白

-あなたたちは、 

                                                        
(700) M は Y と同じ。Q は、[[bra l[ $lwhw]「四足で歩くものと復元。CH は、l[ $lwhw 
~kl awh #qX] [[bra「四足で歩くものは忌むべきものである」と復元。 
(701) Y の ~[[l]shw に対して、Q、M、CH は ~w[[l]wshw と復元。 
(702) レビ 11:22 は、whnyml bgxh taw whnyml、4Q365 frgs. 15a–b の 5 行目は、taw wny[ml 

]wnyml b[g]xh である。 
(703) W は 3 行目からここまでを、レビ 11:22 の MT ではない他の古代訳からの広範囲の逐語

的引用とする。ただし、どの古代訳か不明。レビ 11:22 は、ta wlkat ~hm hla ta 

whnyml bgxh taw whnyml lgrxh taw whnyml ~[lsh taw wnyml hbrah、Col. 48:3–

4a は、wnyml lwgrwxhw wnyml ~[[l]shw wnyml hbrah wlkwt @w[h[ #rXm hla ta] 
<Vol. 2 ~yklwhh > ~ylxzh wlkawt @w[h #rXm hla wnyml bgxhw である。 
(704) W は 3 行目からここまでを、レビ 11:21 の MT ではない他の古代訳からの広範囲の逐語

的引用とする。ここも、どの古代訳か不明。レビ 11:21 は、~y[rk al rXa [bra l[ 

#rah l[ !hb rtnl wylgrl l[mm、Col. 48:4b–5a は、~y[rk wl Xy rXa [bra l[ 

#rah l[ hmhb rwtnl wylgrl l[mm である。 
(705) 原文は、yrkwn rwkm yk。Y や CH は、「しかし売ってもよい」と訳しているが、rwkm
は、命令形や不定詞の形であるとみて、肯定命令としても理解できる。M は命令形として訳

している（Study Edition, Vol. 1, p. 1267）。W は 5 行後半からここまでを申 14:21a の MT で

はない他の古代訳からの広範囲の逐語的引用とする。ここも、どの古代訳か不明。申 14:21a
は、yrknl rkm wa hlkaw hnntt $yr[Xb rXa rgl hlbn lk wlkat al、Col. 48:5b–

6a は、yrknl rkm yk wlkawt awl hmhbbw @w[b hlbn lwk wypnkb @w[lw である。 
(706) W は 6 行後半からここまでを、申 14:3 の広範囲の逐語的引用と申 14:21b の広範囲の逐

語的引用とする。申 14:3 は、hb[wt lk lkat al、申 14:21b は、hta Xwdq ~[ yk 
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8 あなたたちの神、主の子らである。(死者のために)9あなたたちは自分自身を傷つけ、ま

たあなたたちの額(707)に禿げを作ってはならない。 

9 また死んだ魂のために傷をあなたたちの身につけてはならない(708)。また(あなたがた

に)10刺青や徴を彫ってはならない(709)。 

10 実にあなたは、あなたたちの神(710)、主の聖なる民であるから(711)。-空白- またあなたた

ちは(あなたたちの地)11を穢してはならない(712)。 

11 -空白- またあなたたちは、他国民が行っているように行ってはならない。彼らは何処

の場所でも 

12 彼らの死者を埋葬している。しかも彼らの家にさえ埋葬している。むしろ場所を 

13 あなたたちの地の中から離すように。そこにあなたの死者たちを埋葬するように。 

                                                        
$yhla hwhyl、Col. 48:6b–7a は、hwhyl hta Xwdq ~[ yk wlkawt awl hb[wt lwk 

hkyhwla である。 
(707) 原文は「目の間」。 
(708) W は 7 行後半からここまでを申 14:1 の広範囲の逐語的引用とする。申 14:1 は、~ynb 

tml ~kyny[ !yb hxrq wmyXt alw wddgtt al ~kyhla hwhyl ~ta、Col. 48:7b–9a は

tml hmkyny[ !yb hxrwq wmyXt awlw wddgtt awl hmkyhla hwhyl hmta ~ynb で

ある。 
(709) W はこの箇所をレビ 19:28 の著しい削除による逐語的引用とする。レビ 19:28 は、jrXw 
hwhy yna ~kb wntt al [q[q tbtkw ~krXbb wntt al Xpnl、Col. 48:9b–10a は

hmkb wbwtkt awl [q[q tbtkw hmkrXbb wntt awl Xpn l[ tjrXw である。 
(710) Y による底本原文は、hm hkyhwla である。写字者は最初 hkyhwla と記し、後で hm
を挿入したとみられる（写真版では hmkyhwla という、ほぼ連続した文字列に見えるが、

hm の前に僅かなスペースが確認できる）。 
(711) Wはこの行のここまでを申 14:2aの広範囲の逐語的引用とする。申 14:2aは、Xwdq ~[ yk 

$yhwla hwhyl hta、Col. 48:10b は、hkyhwla hwhyl hta Xwdq ~[ yk である。 
(712) 原文は、wamjt awlw。民 35:34a は、amjt alw、SamP 民 35:34a は、wamjt awlw、
LXX 民 35:34a は ouv mianei/te、TO、TJ、NFT は !wbast alw であり、復元部分ではある

が、4QNumb Col. 20 XI: frgs. 80–84, 27 行目に wamjt awlw とある。MT 以外はすべて複数。

W はここにこそ MT 以外のヘブライ語聖書を考えるべきであるとしている。W は 10 行の

「-空白-」の後からここまでを民 35:34a の広範囲の逐語的引用とする。民 35:34a は、alw 
#rah ta amjt、Col. 48:10c–11a は、hmkcra ta wamjt awlw である。 
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14 (4 つの)13町(の間に)13あなたたちは埋葬する場所を置くように。またそれぞれの町に障

りのある者の場所を作るように(713)。 

15 ツァーラアト、疫病、疥癬。 これらの者があなたたちの町々に入って、これを穢さな

いように。また漏出の者も 

16 月経期間の穢れた女と出産したもの、彼らが(彼らの不浄で)17あなたたちの中を穢すこ

とのないように。 

17 ツァーラアト、彼のうちに慢性のツァーラアトを持つもの、またはかさぶたのあるもの、

祭司が彼らに穢れていると宣言したもの。 

 

Col. 49 

 [                                   ]ת[                   ] 1

 [                             ]ת̇מה אותמה ש̇ ]      [          2
 ]                      [ם ובעץ ארז ובאזוב ובח[          ] 3
  vacat  את עריכמה בנגע הצרעת וטמאו 4
 ואדם כי ימות בעריכמה כול בית אשר ימות בו המת יטמא 5
 שבעת ימים כול אשר בבית וכול הבא אל הבית יטמא 6
 ם̇ יטמא כול המושקה]י[שבעת ימים וכול אוכל אשר יוצק עליו מ̇  7
 יטמא וכלי חרש יטמאו וכול אשר בהמ̇ה לכול איש טהור 8
 יטמא והפתוחים יטמאו לכול אדם מישראל כול המושקה 9

 vacat            אשר בהמה 10
 וביום אשר יוציאו ממנו את המת יכבדו את הבית מכול 11
 ויין ולחת מים קרקעו וקירותיו ודלתותיו יגרודותגאולת שמן  12
 ומנעוליו ומזוזותיו ואספיו ומשקופיו יכבסו במים ביום אשר 13
 יצא המת ממנו יטהרו את הבית ואת כול כליו רחים ומדוכה 14

                                                        
(713) W は 11 行後半からここまでを、構成要素が引用のために明確である申 19:1–2 のミド

ラッシュ的用法であるとし、それは自由作文と、申 19:2 の引用なしのパラフレーズ、さら

に自由作文に等しいとする。申 19:1–2 は、hwhy rXa ~ywgh ta $yhla hwhy tyrky yk 

$l lydbt ~yr[ XwlX ~hytbbw ~hyr[b tbXyw ~tXryw ~cra ta $l !tn $yhla 

htXrl $l !tn $yhla hwhy rXa $cra $wtb、Col. 48:11b–14a は、rXak whX[t awlw 
rXa hmkcra $wtb lydbt twmwqm ~a yk ~yrbwq hmh ~wqm lwkb ~yXw[ ~yywgh 

hmhytm ta hmhb rwbql ~wqm wntt ~yr[ [bra !yb hmhb ~yrbwq wyht となっ

ている。 
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 וכול כלי עץ ברזל ונחושת וכול כלים אשר יש להמה טהרה 15
 היה בביתובגדים ושקים ועורות יתכבסו והאדם כול אשר  16
 וכול אשר בא אל הבית ירחץ במים ויכבס בגדיו ביום הראישון 17
 וביום השלישי יזו עליהמה מי נדה וירחצו ויכבסו סלמותמה 18
 השביעי וביום       vacat           ואת הכלים אשר בבית 19
 יזו שנית וירחצו ויכבסו בגדיהמה וכליהמה ויטהרו לערב 20
 בכול טהרתמה ובאדם אשר לוא הטמא עלמהמת לגעת  21

49 欄 

4Q524 23 と平行している？ 

1 [   ] [   ] 

2 [   ]彼らを [   ](714) 

3 [   ] また杉の木によって、またヒソプによって。そして  によって。[   ](715) 

4 [   ]あなたたちの町々はツァーラアトの疫病により、それらは穢れる。-空白- [   ] 

5 もしあなたたちの町々で人が死んだら、すべての死者の出た家(716)は(7 日の間)6穢れる。 

6 すべてその家にあるもの、またその家(717)に入る者も(7 日の間)7穢れる。 

7 すべての食物でその上に水がかけられたものは穢れる(718)。すべての飲み物は 

                                                        
(714) Y は脚注において、[~ymy t[b]X hmtwa hmt[rgshw]「[また]あなたたちはそれらを

[7 日間、閉鎖するように]」と復元している。M はこれと同じ。Q と CH は、hmt[rgshw] 
[hmtwa hmtajxw ~ymy t[b]X hmtwa「[また]あなたたちはそれらを[7 日間、閉鎖すよ

うに。またそれと共に浄めの儀式を行うように]」と復元。 
(715) M は Y と同じ。Q と CH は、ynX jw]xbw bwzab zra #[bw ~[yrwpc ytXb] awlw ynX 
[wamjy awlw「[2 羽の小]鳥に[よって]また杉の木によって、ヒソプによって、[緋色の紐]に

よって、[それらを穢してはならない]」と復元。ynX jwx は、レビ 14:4 では t[lwt ynX「緋

色の糸」である。Y はヨシュア 2:18 か雅歌 4:3 の ynXh jwx の影響を示唆している。 
(716) 原文は tyb。CH によると、民 19:14 の lhab「テント」ではなく、tyb「家」が使用さ

れている。LXX は evn oivki,a| であり、この行と同じく「家」という単語を使用している。 
(717) 同上。民 19:14b は、lhah la abh lk、LXX 民 19:14b は、pa/j o ̀eivsporeuo,menoj 

eivj th.n oivki,an であり、Col. 49:6b は、tybh la abh lwkw となっている。 
(718) W は 5 行後半からここまでを、引用のゆえに構成要素が明確である民 19:14 のミドラッ

シュ的用法、即ち、民 19:14a の短い引用を含む節ないしその一部のパラフレーズと自由作

文、民 19:14b の短い引用を含む節ないしその一部のパラフレーズに等しいとする。民 19:14
は、rXa lkw lhah la abh lk lhab twmy yk ~da hrwth ~ymy t[bX taz 
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8 穢れる。またすべての陶器は穢れる(719)。その中にあるものも、すべて清い者も 

9 穢れる(720)。またすべて開いているものはすべてのイスラエルの者にも、 

10 その中にある(すべての飲み物も穢れる)9。-空白-(721) 

11 また、それから死者が運び出される日、その家から 

12 穢れた油(722)、ブドウ酒、水分(723)を(取り除くように)11。その床、その壁、その扉からこ

すり落とすように。 

13 またその錠、そのメズーザー(724)、その敷居、その鴨居を水で洗うように。 

14 また死者がそれから出て行く(日に)13、その家を、またすべての器を浄めるように。 

碾臼、モルタル(725) 

                                                        
amjy lhab、Col. 49:5–7a は、tmh wb twmy rXa tyb lwk hmkyr[b twmy yk ~da 

~ymy t[bX amjy である。 
(719) W は 7 行後半からここまでをレビ 11:34 の構成要素が引用のために明確であるミドラッ

シュ的用法、それはレビ 11:34 の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズに等しいとし

ている。レビ 11:34 は、hqXm lkw amjy ~ym wyl[ awby rXa lkay rXa lkah lkm 

amjy ylk lkb htXy rXa、Col. 49:7b–8a は、amjy ~[y]m wyl[ qcwy rXa lkwa lwkw 
amjy hqXwmh lwk である。 
(720) W は 8 行後半からここまでを、レビ 11:33 の短い引用を含む節ないしその一部のパラフ

レーズと自由作文とする。レビ 11:33 は、lk wkwt la ~hm lPy rXa Xrx ylk lkw 
wkwtb、Col. 49:8b–9a は、rXa rwhj Xya lwkl hmhb rXa lwkw wamjy Xrx ylkw 
amjy である。 
(721) W は 9 行後半からここまでを、民 19:15 の短い引用を含む節ないしその一部のパラフ

レーズと自由作文とする。民 19:15 は、amj wyl[ lytp dymc !ya rXa xwtp ylk lkw 
awh、Col. 49:9b–10 は、hmhb rXa hqXwmh lwk larXym ~da lwkl wamjy ~yxwtphw。 
(722) 原文は、tlwagt、語根は lag「穢れ」。CH によると、これは BH にも MH にも現れな

い語である。ただし、タルグム偽ヨナタンのイザ 4:4 に、同語源の atlagt が、hac「穢

れ」、「便」の婉曲表現として現れる。 
(723) CH によると xl は BH においては hapax legomenon である。申 34:7 では hxl。MH で

は普通にこの語が用いられる。 
(724) 「門柱」の意。ユダヤ人の家屋の門柱や家屋の出入り口の右手上方に取り付けられる、

申 6:4–9, 11:3–21 を記した清い動物の皮の巻物、またはその容器（長窪専三『古典ユダヤ教

辞典』505 頁）。 
(725) W はこの行を民 19:18 の引用なしのパラフレーズと自由作文とする。だが類似点は一部

である。民 19:18 は ~ylkh lk l[w、Col. 49:14 は wylk lk taw。またこの行の最後の部
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15 またすべての木、鉄、青銅の器を。またすべての器で、彼らにとって清いものも(726)。 

16 また衣服、袋、皮は洗われるように(727)。またすべてその家に居た者、 

17 またすべてその家に来た者は水で沐浴するように。また彼の衣服は第 1 日に洗うよう

に(728)。 

18 そして第 3 日に彼らの上に不浄(を浄める)水を振りかけるように。また彼らは沐浴し、

その衣服を 

19 また家にある器を(洗うように)18 (729)。-空白- また第 7 日に 

                                                        
分について、CH は民 11:8 の、hkdmb wkd wa ~yxrb wnxjw を見るように促している。

Col. 49:14 は hkwdmw ~yxr wylk である。 
(726) W はこの行を、構成要素が引用のために明確である民 31:20–23 のミドラッシュ的用法、

即ち、民 31:20 の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズと民 31:22 の短い引用を含む

節かその一部のパラフレーズと等しいとする。民 31:20 における類似点は #[ ylk lkw で
ある。民 31:22 は lzrbh ta tXxnh ta、Col. 49:15 は tXxnhw lzrb #[ ylk lkw。 
(727) W はこの箇所を、構成要素が引用のために明確である、レビ 11:32a のミドラッシュ的

用法、即ち、レビ 11:32a の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズと等しいとする。

レビ 11:32a は qX wa rw[ wa dgb wa #[、CH はこれに加え、民 31:20a の ylk lkw dgb 
rw[ とも比較している Col. 49:16a は wsbkty twrw[w ~yqXw ~ydgbw lkw である。 
(728) W は 16 行後半からここまでを、構成要素が引用のために明確である民 19:14b のミド

ラッシュ的用法、即ち、民 19:14b の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズ、並びに

出 19:10 の引用なしのパラフレーズと等しいとする。民 19:14b は lkw lhah la abh lk 

lhab rXa、出 19:10 は ~tlmX wsbkw rxmw ~wyh ~tXdqw、Col. 49:16b–17 は ~dahw 
!wXyarh ~wyb wydgb sbkyw ~ymb #xry tyb la ab rXa lwkw tybb rXa lwk であ

る。6 行で説明した通り、民 19:14b は lhah la abh lk、LXX 民 19:14b は pa/j ò 

eivsporeuo,menoj eivj th.n oivki,an である。11Q19 は tyb la ab rXa lwkw であり、LXX に

近い。 
(729) W は 18 行目からここまでを、構成要素が引用のために明確である民 31:19–20 のミド

ラッシュ的用法、即ち、民 31:19–20 の短い引用を含む節ないしその一部のパラフレーズと、

出 19:10b–11a の短い引用を含む節ないしその一部のパラフレーズと等しいとする。広範囲

な引用だが、民 31:19–20 の類似部分は、31:19 の wajxtt llxb [gn lkw Xpn grh lk 
yXylXh ~wyb、また、31:20 の wajxtt #[ ylk lkw ~yz[ hX[m lkw rw[ ylk lkw 
dgb lkw である。出 19:10b–11a は、yXylXh ~wyl ~ynkn wyhw ~tlmX wsbkw、Col. 49:18–

19a は、rXa ~ylkh taw hmtwmls wsbkyw wcrxyw hdn ym hmhyl[ wzy yXylXh ~wybw 
tybb である。Y は出 19:14b の ~tlmX wsbkyw と hmtwmls wsbkyw の類似性を主張。s
の使用はアラム語の影響とする。 
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20 彼らは再び(水の)振りかけをし、沐浴するように。またその衣服と器を洗い、夕べに(730) 

21 死者から清まる。また彼らのすべての清いものに触れること(ができる)。また穢れてい

ない者には 

 

Col. 50 

[    ] 01  

        ] ~wy d[[           ] 02  

y[bXh ~[wy     h] 03  

[       ] 04  

         ~ymb[               05  

[                           ] 06  

              ]tmb wamj[              ] 07  

 [             ]א̇ל֯ [  ]ש֯ [                                          ] 1
 [                 ] ערובת המת]ת                        ה[כי מי טהר֯  2
 ]נית[ה̇ עד אשר יזו את הש]             ד[ע֯ונטמאו אין  3
 וכול vacat    רב כבוא השמש]לע ו[ביום השביעי וט̇הר 4

 איש אשר יגע על פני השדה בעצם אדם מת ובחלל חרב 5
 או במת או בדם אדם מת או בקבר וטהר כחוק המשפט 6
 הזה ואם לוא יטהר כמשפט התורה הזואת טמא הוא עוד 7
 ו בו וכול האדם אשר יגע בו יכבס בגדו ורחץ וטהרטמאת 8

   vacat              לערב 9
 ואשה כי תהיה מלאה וימות ילדה במעיה כול הימים אשר 10
 הוא בתוכה מת תטמא כקבר כול בית אשר תבוא אליו יטמא 11
 וכול כליו שבעת ימים וכול הנוגע בו טמא עד הערב ואם 12

 יטמא שבעת ימים וכבס בגדיולתוך הבית יבוא עמה  13
                                                        
(730) W は 19 行の後半からここまでを民 19:19 の短い引用を含む節かその一部のパラフレー

ズと民 31:20 の引用なしのパラフレーズとする。民 19:19 は、~wyb amjh l[ rhjh hzhw 
br[b rhjw ~ymb #xrw wydgb sbkw y[ybXh ~wyb wajxw y[ybXh ~wybw yXylXh、民

31:20 は、wajxtt #[ ylk lkw ~yz[ hX[m lkw rw[ ylk lkw dgb lkw、Col. 49:19b–

20 は、br[l wrhjyw hmhylkw hmhydgb wsbkyw wcxryw tynX wzy y[ybXh ~wybw であ

る。民 19:19 の最後の語は br[b である。Col. 49:20 は br[l。Y によるとラビの慣用句と

のこと（p. 217）。 
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 ים הראישון וביום השלישי יזה ויכבס בגדיו ורחץ}מ{ורחץ ב 14
 וביום השביעי יזה שנית וכבס בגדיו ורחץ ובאה השמש 15
 וכול הכלים ובגדים ועורות וכול        vacat        וטהר 16
 מעשה עזים כמשפט התורה הזואת תעשו להמה וכול כלי 17
 ישברו כי טמאים המה ולוא יטהרו עוד עדחרש  18
  vacat      לעולם 19
 כול שרץ הארץ תטמאו החולד והעכבר והצב למינו והלטאה 20
 והכח והחמט והתנשמת כול איש אשר יגע בהמה במותמה 21

 

50 欄 

4Q524 2 11Q20 XIVと平行している 

01 [   ](731) 

02 [   ]その日ま[で  ] 

03 [   ]第 7 日 

04 [   ] 

05 [   ]水で [   ] 

06 [   ] 

07 [   ]彼らは死者によって穢れ[る] [   ] 

1 [                ] [  ] [      ](732) 

2 実に清い水[  ]死者との交わり[  ](733) 

                                                        
(731) 0 行は DJD XXIII 11Q20 による。 
(732) Q は、[wamjn r]Xa lwk wlkawy law[gb]「[彼らが穢れる]、すべてのものを食べるこ

とにより穢[れる]」と復元。M は、[… r]Xa lwk [wlkawy law …]「[また]すべて[…]であ

るものを[彼らは食べてはならない]」と復元。CH は、[wamjn r]Xa lwk wlkawy law[ ]
「またすべて[彼らを穢すものを]彼らは食べてはならない」と復元。 

(733) M は Y が tbwr[t「交わり」（名詞）とするところを tbwr[tm「交わる」（分詞）と読

む。Q の 1996 年版と CH は、lwkb] tmh tbwr[[tm wrhjw hmhyl[ wzy h]rhj ym yk 

[rXa「実に清い水[を彼らの上に振りかけ、死者と交]わり(穢れた)3もの[すべてのを浄める

ように]」と復元しているが、Q は 2010 年版で wrhjw を ~rhjl と変更し、「実に清い水

[を彼らの上に振りかけるように。死者と交]わり(穢れた)3もの[すべてを浄めるために]」と

復元し直している。 
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3 彼らは穢れた。もは[や        ]彼らが 2 度目を振りかけるまで(734)。 

4 7 日目に夕[方に]彼らは清まる日暮れの頃に(735)。-空白- またすべて 

5 死者の骨に野で触れた者、または剣で殺された者、 

6 または死者、または死者の血液、または墓(に触れた者は) (この)7 規定の定めに従って

清めるように(736)。 

7 しかし、もし彼がこの律法の規定に従って浄めないなら、彼は穢れている。 

8 彼の穢れは(まだ)7彼の内にある(737)。また、もし彼に触れる者があるならば、その衣服

を洗い、沐浴するなら 

9 夕方に(清まる)8 (738)。-空白- 

                                                        
(734) M は Y と同じ。Q と CH は、ta wzy rXa d[ hm[trhjb ~[yghl] dw[ !ya wamjn 
[tyn]Xh「彼らは穢れた。もはや[彼らの清いものに触れてはならない。]彼らが 2 度[目]を振

りかけるまで」と復元。 
(735) W は 3 行後半からここまでを民 19:19 の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズと

申 23:12 の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズとする。民 19:19 は、rhjh hzhw 
~ymb #xrw wydgb sbkw y[ybXh ~wyb wajxw y[ybXh ~wybw yXylXh ~wyb amjh l[ 
br[b rhjw、申 23:12 は、$wt la aby XmXh abkw ~ymb #xry br[ twnpl hyhw 
hnxmh、Col. 50.:3b–4a は、awbk w]rhjw y[ybXh ~wyb [tyn]Xh ta wzy rXa d[ h◦[ 
XmXh である。 
(736) W は 4 行後半からここまでを非聖書的要素を含む民 19:16 のハラハー的釈義、即ち、民

重要な削除と再配列された語順による 19:16a の逐語的引用、並びに民 19:13a の引用なしの

パラフレーズ、並びにレビ 17:14 もしくは申 12:23 の引用なしのパラフレーズ、並びに自由

作文であるとする。しかしこの行の中心は民 19:16 であり、後は部分的類似である。聖句の

類似点は、民 19:16 の、~c[b wa tmb wa brx llxb hdXh ynp l[ [gy rXa lkw yk 

~ymy t[bX amjy rbqb wa ~da、民 19:13a は、rXa ~dah Xpnb tmb [gnh lk 

twmy、レビ 17:14 は、awh wXpnb wmd rXb lk、申 12:23 は、~dh lka ytlbl qzx qr 

Xpnh awh ~dh yk、Col. 50:4b–7a は、tm ~da ~c[b hdXh ynp l[ [gy rXa lkw 
hzh jpXmh qwxk rhjw rbqb wa tm ~da ~db wa tmb wa brx lxxbw である。 
(737) W は、7 行後半からここまでを、民 19:13b の短い引用を含む節、ないしその一部のパラ

フレーズと自由作文とする。民 19:13b は、dw[ hyhy amj wyl[ qrz al hdn ym yk 

wb wtamj、Col. 50:7b–8a は、dw[ awh amj tawzh hrwth jpXmk rhjy al ~aw 
wb wtamj である。 
(738) W は 8 行後半からここまでを、民 19:22 の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズ

とする。民 19:22 は、br[ d[ amjt t[gnh Xpnhw amjy amjh wb [gy rXa lkw で
ある。Col. 50:8b–9 は、br[l rhjw #xrw wdgb sbky wb [gy rXa ~dah lwkw である。 
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10 また女が妊娠し、その赤子がその胎で死んだなら、 

11 彼女の中に死者が居る(すべての日々)10 墓のように彼女は穢れる(739)。彼女が入るすべ

ての家も穢れる。 

12 またすべてのその器具も 7 日間(穢れる)。またそれに触れる者も夕方まで穢れる(740)。

また、もし 

13 彼が家の中に彼女と共に入ったなら、彼は 7 日間穢れる(741)。彼は彼の衣服を洗い、 

14 1 日(742)目に沐浴する。また 3 日目に(水を)振りかけ、その衣服を洗い、沐浴する(743)。 

15 7 日目に彼らは再び(水の)振りかけをし、またその衣服を洗い、沐浴するように。日暮

れに 

16 彼は清まる(744)。-空白- またすべての器、衣類、皮(製品)またすべての 

                                                        
(739) W は 11 行後半からここまでを、構成要素が引用のために明確である、民 19:14 のミド

ラッシュ的用法とする。民 19:14 は、rXa lkw lhah la abh lk lhab twmy yk ~da 

~ymy t[bX amjy lhab、Col. 50:11b–12a は、lwkw amjy wyla awbt rXa tyb lwk 

~ymy t[bX wylk である。 
(740) W はこの行の後半を民 19:22 の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズとする。民

19:22 は、br[ d[ amjt t[gnh Xpnhw amjy amjh wb [gy rXa lkw、Col. 50:12b は

br[h d[ amj wb [gwnh lwkw である。 
(741) W は 13 行前半を、民 19:14b の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズとする。し

かし、実際は 12 行の最後の単語から 13 行の前半までである。民 19:14b は、la abh lk 

~ymy t[bX amjy lhab rXa lkw lhah、Col. 50:13a は、hm[ awby tybh $wtl ~aw 
~ymy t[bX amjy である。 
(742) Y によると、写字者は最初に ~wyb と書くところを ~ymb と誤記、そして m を消した。

その後 w を入れず、~y b で明らかに意味が通じるのでそのままにしたとする（p. 223）。 
(743) W は 13 行後半からここまで（ヘブライ語テキストは 14a）を、出 19:10b の短い引用を

含む節かその一部のパラフレーズとする。類似点は限られている。出 19:10b は、wsbkw 
~tlmX、Col. 50:13b–14a は ~y{m}b #xrw wydgb wsbkw である。 
(744) W は 14 行後半からここまでを、構成要素が引用のために明確である、民 19:19 のミド

ラッシュ的用法と、構成要素が引用のために明確である申 23:12 のミドラッシュ的用法とす

る。民 19:19 は、~wyb wajxw y[ybXh ~wybw yXylXh ~wyb amjh l[ rhjh hzhw 
br[b rhjw ~ymb #xrw wydgb sbkw y[ybXh、申 23:12 は、#xry br[ twnpl hyhw 
hnxmh $wt la aby XmXh abkw ~ymb、Col. 50:14a–16a は、!wXyarh ~y{m}b #xrw 
habw #xrw wydgb sbkw tynX hzy y[ybXh ~wyb #xrw wydgb sbkyw hzy yXylXh ~wybw 
rhjw XmXh である。 
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17 ヤギの毛の製品に、この律法の規定に従って行うように(745)。またすべての 

18 陶器は壊すように。実にそれらは穢れていて再び清まることはないから 

19 永遠に(746)。-空白- 

20 地に群棲するものは穢れているとするように。もぐら、ねずみ、とげ尾とかげの類。と

かげ(747)、 

21 おおとかげ、砂とかげ、カメレオン。すべてそれらの死骸に触れる者 

 

Col. 51 

[rhjw XmXh habw ~ymb #xrw w]ydgbh [sbkyw br[h d[ amjy] 01  

[hmh]m wyl[ [ lwpy rXa lwkw                      02  

[ylk lwk qX wa rw[ wa dgb wa #[ ylk lwkm amjy hmtwmb] 03  

 [rhjw br[h d[ amjw abwy ]~ymb [hmhb hkalm hX[y rXa]  04 

aykw [w]kwt[ la hmhm lwpy rXa Xrx ylk lwk ta wrwbXtw] 05  

[              ]y 06  

[br[]h d[ [a]mjw w[          07  

 ו טמאים]יהי                           ה[צא מהמ֯ ]היווכול    [ 1
 מותמה יטמא]בוכול הנוגע בהמה  ה[ת̇טמאו בהמ̇ ] לכמה ולוא[ 2

                                                        
(745) W は 16 行後半からここまでを、構成要素が引用のために明確である民 31:20 のミドラッ

シュ的用法即ち、民 31:20 の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズと自由作文に等し

いとする。民 31:20 は、wajxtt #[ ylk lkw ~yz[ hX[m lkw rw[ ylk lkw dgb lkw、
Col. 50:16b–17a は、hrwth jpXmk ~yz[ hX[m lwkw twrw[w ~ydgbw ~ylkh lwkw であ

る。 
(746) W は 17 行後半からここまでを、構成要素が引用のために明確であるレビ 11:33 のミド

ラッシュ的用法即ち、レビ 11:33 の短い引用を含む節ないしその一部のパラフレーズ、並び

に自由作文に等しいとする。レビ 11:33 は、lk wkwt la ~hm lpy rXa Xrx ylk lkw 
wrbXt wtaw amjy wkwtb rXa、Col. 50:17b–19 は、Xrx ylk lwkw hmhl wX[t tawzh 

~lw[l d[ dw[ wrhjy awlw hmh ~yamj yk wrbXy である。 
(747) W は 17 行後半からここまでを、レビ 11:21a の短い引用を含む節ないしその一部のパラ

フレーズ、並びにレビ 11:29b の再配列された語順による逐語的引用、並びにレビ 11:31 の広

範囲の逐語的引用と短い引用を含む節かその一部のパラフレーズとする。レビ 11:21a は、

#rX lkm、レビ 11:29b は、whnyml bchw rbk[hw dlxh #rah l[、レビ 11:31 は、

wmjy ~tmb ~hb [gnh lk、Col. 50:20–21 は、rbk[hw dlwxh wamjt #rah #rX lwk 

hajlhw wnyml bchw である。 
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 ה̇שמש וטהר] במים ובאה[ ערב ויכבס בגדיו ורחץ]ה ד[ע̇  3
 ו̇כול הנושא מעצמותמה ומנבלתמה עור ובשר וצפורן וכבס 4

 ורחץ במים ובאה השמש אחר יטהר והזהרתמה אתבגדיו  5
 ולוא יטמאו בהמה אשר vac תוא}ו{בני ישראל מכול הטמ 6

 שוכן כי אני יהוה    vac  אני מגיד לכה בהר הזה ולוא יטמאו 7
 בתוך בני ישראל וקדשתמה והיו קדושים ולוא ישקצו 8

 והיואת נפשותמה בכול אשר הבדלתי להמה לטמאה  9
 vacat                  קדושים 10

 שופטים ושוטרים תתן לכה בכול שעריכה ושפטו את העם 11
 משפט צדק ולוא יכירופנים במשפט ולוא יקחו שוחד ולוא 12
 יטו משפט כי השוחד מטה משפט ומסלף דברי הצדק ומעור 13
 עיני חכמים ועושה אשמה גדולה ומטמא הבית בעוון 14
 צדק צדק תרדוף למען תחיה ובאתה וירשתההחטאה  15
 את הארץ אשר אנוכי נותן לכמה לרשתה כול הימים והאיש 16
 אשר יקח שוחד ויטה משפט צדק יומת ולוא תגורו ממנו 17
 vacat     להמיתו 18

 ים עושים בכול מקום המהאלוא תעשו בארצכמה כאשר הגו 19
 מצבותזובחים ונוטעים להמה אשרות ומקימים להמה  20
 ונותנים אבני משכיות להשתחות עליהמה ובונים להמה 21

 

51 欄 

11Q20 XV と平行している 

01 [夕方まで穢れる。そして彼はその]衣服を[水で洗い、夕暮れには清くなる。](748) 

02 -空白- [またすべてそれらもの]が、その上に[落ちたなら] 

03 [それら死んでいたらすべて木の器も、衣服も、皮も、袋も、] 

04 [それで仕事をするすべてのものも(穢れる)。03]水に[浸すように。夕方まで穢れる。そ

して清まる。] 

05 [   しかしそれが陶器]の中に[落ちたなら、あなたたちは、すべての陶器を壊すように。]

また実に 

06 [   ] 

                                                        
(748) 0 行に関しては、11Q20 とレビ 11:31–40 を使い復元した CH の TSCT を使用。 
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07 [夕]まで穢れ[る] 

1 [またそれ]らから出て[くるすべてのもの]は     [ (あなたたちに) ]2穢れたものと

[なる](749)。 

2 またあなたたちはそ[れら]によって自分を穢しては[ならない]。[またすべてそれら]死

体に触れる者は(750) 

3 夕[方まで] (彼は穢れる)2 (751)。彼はその衣服を洗い、[水で](752)沐浴するように。日[暮れ

に]彼は清まる(753)。 

4 またすべてそれらの骨の一部やそれらの死体の一部、皮、肉、爪を運ぶ者は 

5 その衣服を(洗い)4、水で沐浴するように。日暮れの後に彼は清まる(754)。またあなたは 

                                                        
(749) M は Y と同じ。Q の 1996 年版は、~yamj yk[   h]mhm ac[wyh]「[それ]らから出て

[くるもの]は   実に穢れている」と復元したが、2010 年版は、h]mhm ac[wyh ~db [gwn] 
~yamj yk[   「それ]らから出て[くる血に触れる者]は   実に穢れている」と復元し直

している。CH は、~yamj yk [   hmtwmb h]mhm ac[wyh lwkw]「[また彼らが死んだ時、

それ]らから出て[くるすべてのもの]は実に穢れている」と復元している。 
(750) Q、M、CH は、amjy hmtwmb [hmhb [gwn lwkw h]mhb ab wamjt [awlw hmh]
「あなたたちはそ[れら]によって自分を穢しては[ならない]。[またすべてそれら]死体に触れ

る者は穢れる」と復元している。 
(751) W は、1 行後半からここまでをレビ 11:35b の広範囲の逐語的引用とレビ 11:43b の広範

囲の逐語的引用とレビ 11:31b の広範囲の逐語的引用とする。レビ 11:35b は、~kl ~yamjw、
レビ 11:43b は、~hb wamjt alw、レビ 11:31b は、br[h d[ amjy wyhy ~hb [gnh lk、
Col. 51:1b–3a は、hmhb [gwnh lwkw ~tmb h]mhb wamjt[ alw hmkl] ~yamj w[yhy 
br[[h d][ amjy hmtwm[b である。 
(752) CH が主張するように、ここと比較できるレビ 11:25、28、40 には、~ymb #xrw「そし

て水で沐浴するように」という句は出てこない。SamP は 11:25、28 に ~ymb #xrw を入れ

る。40 節には LXX が、kai. lou,setai u[dati「そして水で沐浴するように」を入れる。復元

テキストではあるが、2QpaleoLev 5 行にも ~ymb #xrw がある。 
(753) W はこの行の後半を、民 19:19b の広範囲の逐語的引用とレビ 21:7a の広範囲の逐語的引

用とする。民 19:19b は rhjw ~ymb #xrw wydgb sbkw である。レビ 21:7a は W の誤記。

Y が記すレビ 22:7 が正しい。レビ 22:7a は rhjw XmXh abw、Col. 51:3b は wydgb sbkyw 
rhjw XmXh [habw ~ymb] #xrw である。 
(754) W は 4 行目からここまでを、レビ 11:25 の短い引用を含む節ないしその一部のパラフ

レーズ、自由作文、民 19:19b の広範囲の逐語的引用と(W はレビ 21:7a と誤記)レビ 22:7a の

広範囲の逐語的引用であるとする。レビ 11:25 は、amjw wydgb sbky ~tlbnm aXnh lkw 
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6 すべての穢れをイスラエルの子らに(警告するように)5 (755)。-空白- 彼らは 

7 この山で私があなた(756)に言う(それらによって自身を穢してはならない)6。また彼らは

穢してはならない(757)。-空白- 実に私は主 
8 イスラエルの子らの中に住む者である(758)。あなたたちは(彼らを)聖別するように。彼

らは聖となる。また彼らは 

9 私が彼らのために分離したすべての穢れ(759)によって、彼ら自身(760)を(忌べきものにし

てはならない)8。また彼らは 

10 聖であるように(761)。-空白- 

                                                        
d[、民 19:19b は、rhjw ~ymb #xrw wydgb sbkw、レビ 22:7a は、br[h XmXh abw、
Col. 51:4–5a は、wydgb sbkw !rwpcw rXb rw[ hmtlbnmw hmtwmc[m aXwnh lwkw 
rhjy rxa XmXh habw ~ymb #xrw となっている。 
(755) 原文は、hmtrhzhw。CH が主張するように、レビ 15:31 は、~tamjm larXy ynb ta 
~trzhw「すべての穢れからイスラエルの子らを遠ざけるように」。SamP は、~trhzhw (た
だしこれは BHS のアパラートゥスでも指摘されている。CH の注にある ~trwzhw は誤記。

ペシッタは、lyrsy ynbl !wrhztw (ここも CH は「イスラエル」の綴りが誤記)。LXX は、kai. 

euvlabei/j poih,sete uìou.j Israhl「イスラエルの子らに警告するように」。NFT は、ty !wrhztw 
larvy ynb である。LXX も SamP もペシッタも NFT も、「警告するように」であり、この

行と同じ。W は 5 行の後半からここまでをレビ 15:31a の MT ではない他の古代訳からの広

範囲の逐語的引用とする。説明は上記。Col. 51:5b–6a は、lwkm larXy ynb ta hmtrhwzhw 
twa{w}mj となっている。 
(756) hkl と記されている。だだし、11Q20 26 ii の 2 行目では h{m}kl。 
(757) W は 6 行の後半からここまでをレビ 11:43b の広範囲の逐語的引用、自由作文、および、

再びレビ 11:43b の広範囲の逐語的引用とする。レビ 11:43b は、~tmjnw ~hb wamjt alw 
~b、Col. 51:6b–7a は、wamjy awlw hzh rhb hkl dygm yna rXa hmhb wamjy awlw。 
(758) W は 7 行の後半からここまでを民 35:34b の広範囲の逐語的引用とする。民 35:34b は、

larXy ynb $wtb !kX hwhy yna yk、Col. 51:7b–8a は MT と同じ。 
(759) 原文は、hamjl。CH はレビ 20:25b の amjl ~kl ytldbh rXa と比較。MT は動

詞の不定連語形である。SamP は hamjl ~kl ytldbh rXa、LXX が a] evgw. avfw,risa 

ùmi/n evn avkaqarsi,a、ペシッタは atwmjl !wkl tvrpd であり、SamP、LXX、ペシッタでは名

詞形が使用されている。ただし LXX の前置詞は evn、他は前置詞の l。ここは SamP に近い。 
(760) hmtwXpn と記されているが、11Q20 26 ii の 3 行目では hmhytwXpn。 
(761) W は 8 行の後半からここまでを、自由作文と、レビ 11:43a の広範囲の逐語的引用と、

レビ 20:25b の広範囲の逐語的引用と、自由作文とする。それと、Y が言及しているように、

9 行最後から 10 行の文は、レビ 20:25b–26a の引用である。レビ 11:43a は、wcqXt la 
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11 あなたは、すべてのあなたの門の内に、裁判人と役人とを(任命して)置かなければなら

ない。 

12 彼らは正しい裁きをもって(民を裁くように)11 (762)。彼らは裁きにおいて、人を偏り見て

はならない(763)。また彼らは賄賂を取ってはならない(764)。また 

13 彼らは裁きを曲げてはならない(765)。実に賄賂は裁きを曲げ正しい者の言葉を歪め、 

14 賢者の目を(くらまし)13、大きな罪責を作り、(罪の)15咎で家を穢すからである(766)。 

15 義を、ただ義だけをあなたは求めるように。あなたが生き、やって来て、 

16 私があなたがたに(767)与える地を(あなたが受け継ぐためである)15 (768)。生涯受け継ぐた

めである。 

                                                        
~kytXpn ta、レビ 20:25b–26a は、amjl ~kl ytldbh rXa hmdah Xmrt rXa lkbw 
~yXdq yl ~tyyhw、Col. 51:8b–10 は、rXa rXa lwkb hmtwXpn ta wcqXy awlw 
~yXwdq wyhw hamjl hmhl ytldbh である。 
(762) W は 11 行目からここまでを、申 16:18 の MT ではない他の古代訳からの広範囲の逐語

的引用とする。しかし何という古代訳か言及していない。申 16:18 は、lkb ~yrjXw ~yjpX 

qdc $l !tt jpXm ~[h ta wjpXw $yjbXl $l !tn $yhla hwhy rXa $yr[X、Col. 

51:11–12a は、qdc jpXm ~[h ta wjpX hkyr[X lwkb hkl !tt ~yrjwXw ~yjpwX。 
(763) ~ynpwryky awlw 申 16:19 の加筆改訂本文であるが、MT は ~ynp rykt al であり、

字義的には「あなたは顔を知ってはならない」（2 人称単数 jussive）。この 3 人称複数未完了

形は LXX と同じ。ouvk evpignw,sontai pro,swpon「彼らは顔を知ってはならない」。 
(764) 原文は、dxwX wxqy awlw。同じく 3 人称複数未完了形で LXX と同じ。ouvde. lh,myontai 

dw/ron「彼らは贈り物をも受けてはならない」。ちなみに申 16:19b は、dxX xqt alw。 
(765) 原文は、jpXm wjy awl。申 16:19 の最初に jpXm hjt al として出てくるが、ここ

では最後である。ここも 3 人称複数未完了形 LXX と同じ。ouvk evkklinou/sin kri,sin「彼ら

は裁きから背を向けてはならない」。 
(766) W は 12 行の後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの、申 16:19 の広範囲の

逐語的引用とする。説明は上記。申 16:19 は、xqt alw ~ynp rykt al jpXm hjt al 

~qydc yrbd @lsyw ~ymkx yny[ rw[y dxXh yk dxX、Col. 51:12b–14a は、awl 

@lsmw jpXm hjm dxwXh yk jpXm wjy awl dxwX wxqy awlw jpXmb ~ynpwryky 
~ymkx yny[ rw[m qdch yrbd である。 
(767) hmkl と記されているが、11Q20 26 ii の 7 行目では h]mkl。 
(768) W は 15 行の後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの、申 16:20 の広範囲の

逐語的引用と、申 12:1b の広範囲の逐語的引用とする。申 16:20 は、![ml @drt qdc qdc 

$l !tn $yhla hwhy rXa #rah ta tXryw hyxt、LXX 16:20 は、dikai,wj to. di,kaion 

diw,xh| i[na zh/te kai. eivselqo,ntej klhronomh,shte th.n gh/n h]n ku,rioj o ̀qeo,j sou di,dwsi,n 
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17 しかし賄賂を受け取り、正しい裁きを曲げる者は死に処されるように。あなたは彼を 

18 殺すことを恐れてはならない(769)。 -空白-  

19 あなたはあなたがたの地に他国民が行うようにしてはならない。すべての場所で彼ら

は 

20 犠牲を捧げ、数々のアシェラを据え、石柱を立て(770) 

21 姿を彫った石を置き、それらに平伏し、また彼らは建て(771)、 

 

Col. 52 

[twmb] 01  

 ]לכה אשרה כול עץ אצל מזבחי[ ל̇וא תטע [                  ] 1
 ב̇ן]ואאשר שנאתי [ כ֯ה ולוא תקים לכה מצב̇ה]לאשר תעשה [ 2
 ולואעליה ] ות[א֯ תעשה לכה בכול ארצכה להשתח̇ו̇ ]לו[ ש̇כית]מ[ 3
 תז̇בח̇ ל̇י̇ שור ושה אשר יהיה בו כול מום רע כי תועבה המה 4
 לי ולוא תזבח לי שור ושה ועז והמה מלאות כי תועבה המה לי 5
 ושור ושה אותו ואת בנו לוא תזבח ביום אחד ולוא תכה אם 6
 כול הבכור אשר יולד בבקריכה ובצואנכה  vacat  על בנים 7
 לוא תעבוד בבכור שורכה ולוא תגוז בכורהזכרים תקדיש לי  8
 צואנכה לפני תואכלנו שנה כשנה במקום אשר אבחר ואם יהיה 9

 בו מום פסח או עור או כול מום רע לוא תזבחנו לי בשעריכה 10
                                                        
soi、申 12:1b は、l[ ~yyx ~ta rXa ~ymyh lk htXrl $l $ytba hmdah、Col. 51:15b–

16a は、#rah ta htXryw htabw hyxt ![ml @wdrt qdc qdc である。 

htXryw htabw は、LXX の kai. eivselqo,ntej klhronomh,shte に近い。 
(769) W は 16 行の後半からここまでを、申 18:22b の MT ではない他の古代訳からの広範囲の

逐語的引用とする(しかしどの古代訳か不明)。申 18:22b は wnmm rwgt al。類似点はここだ

け。Col. 51:16b–18 は wnmm wrwgt awlw。 
(770) W は 20 行後半のここを申 16:21a の短い引用を含む節か、その一部のパラフレーズ及び

申 16:22 の短い引用を含む節か、その一部のパラフレーズとする。申 16:21a は、[jt al 

hrXa $l、申 16:22a は、hbcm $l ~yqt alw、Col. 51:20b は、twrXa hmhl ~y[jwnw 
twbcm hmhl ~ymqm である。 
(771) W は 21 行を、レビ 26:1a の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズ、並びに自由

作文？とする。レビ 26:1a は、~kl wmyqt al hbcmw lspw ~lyla ~kl wX[t al 

hyl[ twxtXhl ~kcrab wntt al tykXm !baw、Col. 51:21 は、twykXm ynba ~yntwnw 
hmhl ~ynwbw hmhyl[ twxtXhl である。 
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 תואכלנו הטמא והטהור בכה יחדיו כצבי וכאיל רק הדם לוא תואכל 11
 שור על דישו על הארץ תשופכנו כמים וכסיתו בעפר ולוא תחסום 12
 ולוא תחרוש בשור ובחמור יחדיו לוא תזבח שור ושה ועז טהורים 13
 בכול שעריכה קרוב למקדשי דרך שלושת ימים כי אם בתוך 14
 מקדשי תזבחנו לעשות אותו עולה או זבח שלמים ואכלתה 15
 לשום שמי עליו וכול הבהמה רושמחתה לפני במקום אשר אבח 16
 ם בשעריכה תואכלנה רחוק ממקדשיהטהורה אשר יש בה מו 17

 קרוב למקדשי כי בשר פגול vacat סביב שלושים רס לוא תזבח 18

 ועז בתוך עירי אשר אנוכי מקדש ושה הוא לוא תואכל בשר שור 19
 לשום שמי בתוכה אשר לוא יבוא לתוך מקדשי וזבחו שמה 20
 יקטירווזרקו את דמו על יסוד מזבח העולה ואת חלבו  21

 

52 欄 

01 [高き所](772) 

1 [  ]あなたは([自身のために作る])2[私の祭壇の傍らにアシェラやどんな木も]据えて

はならない(773)。 

2 あなたは自身のために[私が憎む]石柱を立ててはならない。また 

3 [姿]を彫った([石])2を、あなたのすべて地に作ってはならない。それに平伏してはなら 

ない(774)。また 

                                                        
(772) Q と CH による。 
(773) 1 行と 2 行において、Q と CH は Y と似ているが行が異なる。 

[lca #[ lwk hrXa hkl] [jt awl lka[                  ]  1 

!k[aw ytanX rXa] hbcm hkl ~wqt awlw hk[l hX[t rXa yxbzm] 2  

1 [  ]食 あなたは([自身のために作る]私の祭壇の傍らにアシェラやどんな木も])2

据えてはならない。 
2 あなたは自身のために[私が憎む]石柱を立ててはならない。また 

Y は Q と CH が lka と復元しているところを lkX と読み、創 3:6 の lykXhl と関連付

け、木とアシェラを植えることの禁止か？、としながら憶測を避けるべきとも記している。 
W は記していないが、1 行目の申 16:21 に類似している。申 16:21 は、hrXa $l [jt al 

$l hX[t rXa $yhla hwhy xbzm lca #[ lk、Col. 52:1 は、hrXa hkl] [jt awl◦◦◦ 
[yxbzm lca #[ lwk である。 
(774 ) 原文は、hyl[ t[w]xtXhl hkcrab hkl hX[t a[wl]。CH はレビ 26:1b の
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4 あなたは雄牛、羊、山羊で、すべて重大な欠陥のあるものを捧げてはならない。実にそ

れらは(私にとって)5忌むべきことである。 

5 あなたは雄牛、羊、山羊で、妊娠(775)しているものは捧げてはならない(776)。実にそれら

は私にとって忌むべきことである。 

6 あなたは雄牛と羊(777)を、それ自体とその子とを 1 日の内に捧げてはならない。また母 

7 と子を共に(討って)6はならない(778)。-空白- すべてあなたの牛などの家畜や羊などの小

家畜の 

8 雄は私に聖別するように。あなたの雄牛の初子で働いてはならない。またあなたの(羊

などの小家畜)9の初子の毛を刈ってはならない(779)。 
                                                        
hyl[ twxtXhl ~kcrab wntt al、また、11Q19 51:21 の、twykXm ynba ~yntwnw 
hmhyl[ twxtXhl とも比較している。ただしペシッタのレビ 26:1b は、!wk[rab !wdb[t al 
!yhl !wdgst alw で、最後の前置詞と人称代名詞が異なるとする。W は 2 行目からここまで

を、申 16:22 の広範囲の逐語的引用と、レビ 26:16(ここも誤記。正しくはレビ 26:1)の広範囲

の逐語的引用とする。申 16:21 は、$yhla hwhy anX rXa hbcm $l ~yqt alw、レビ

26:1 は、wntt al tykXm !baw ~kl wmyqt al hbcmw lspw ~lyla ~kl wX[t al 

~kyhla hwhy yna yk hyl[ ~kcrab、Col. 52:2–3a は、~yqt awlw hk[l hX[t rXa] 

[tw]wxtXhl ~kcra lwkb hkl hX[t awl tykX[m] !b[aw ytanX rXa hbcm hkl 

hyl[ である。 
(775) CH は alm が妊娠を表すことについて、コヘ 11:5 および Col. 50:10 を参照している。 
(776) W は 3 行の最後の語からここまでを、MT ではない他の古代訳からの、申 17:1 の広範囲

の逐語的引用？(どの古代訳か不明)とする。申 17:1 は、hXw rwX $yhla hwhyl xbzt al 

awh $yhla hwhy tb[wt yk [r rbd lk ~wm wb hyhy rXa、Col. 52:3b–5 は、awlw 
rwX yl xbzt awlw yl hmh hb[wt yk [r ~wm lwk wb hyhy rXa hXw rwX xbzt 
yl hmh hb[wt yk twalm hmh z[w hXw である。11Q19 において神が 1 人称になる部

分の一つ。MT では明らかに 3 人称。 
(777) 原文は、hXw rwXw。CH はレビ 22:28 の hX wa rwXw「雄牛か羊か」と比較。LXX は

kai. mo,scon h' pro,baton で MT と同じ。TO、TJ、NFT も、ペシッタの akr[ wa arwtw も MT

と同じである。ただ SamP が hXw rwXw でここと同じ。 
(778) W は 6 行目からここまでをレビ 22:28 の広範囲の逐語的引用と、MT ではない他の古代

訳からの申 22:6b の広範囲の逐語的引用？とする。理由は上記。レビ 22:28 は、hX wa rwXw 
dxa ~wyb wjxXt al wnb taw wta、申 22:6b は、~ynbh l[ ~ah xqt al、また、Col. 

52:6–7a は、~ynb l[ ~a hkt awlw dxa ~wyb xbzt awl wnb taw wtwa hX wa rwXw
である。 
(779) W は 7 行後半からここまでを、申 15:19 の広範囲の逐語的引用とする。申 15:19 は、lk 
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9 あなたは私が選ぶ場所で私の前で年ごとに(780)それを食べるように。しかしもし 

10 それに欠陥があり、足が不自由であったり、目が見えなかったり、すべて重大な欠陥が

あるなら私にそれを捧げてはならない。あなたの町々の内で、 

11 あなたは、あなたの門の内で穢れている者も清い者も、あなたの内(781)で一緒にガゼル

や雄鹿を(食べるときと)同じようにそれを食べるように。ただ血を食べてはならない。 

12 地の上に水のように注がなければならない(782)。また塵でそれを覆うように(783)。あなた

はその脱穀において雄牛に口籠をかけてはならない。 

13 あなたは雄牛とロバを一緒にして耕してはならない。あなたは清い雄牛、羊、山羊 

14 を私の神殿の近く、3 日ほどの距離では、すべてあなたの町々の内で(屠ってはならな

い)13。むしろ 

15 私の神殿の中でそれを燔祭、和解の犠牲とし、あなたはそれを屠るように。またあなた

は 

                                                        
$rwX rkbb db[t al $yhla hwhyl Xydqt rkzh $nacbw $rqbb dlwy rXa rwkbh 
$nac rwkb zgt alw、Col. 52:7b–9a は、~yrkzh hkyrqbb dlwy rXa rwkbh lwk 

hknawcbw hknawc rwkb zwgt awlw hkrwX rwkbb dwb[t awl yl Xydqt である。 
(780) Y と M は hnXk hnX、Q と CH は hnXb hnX。 
(781) 申 15:22 には hkb はなく、lyakw ybck wdxy rwhjhw amjh wnlkat $yr[Xb と

なっている。ただし LXX は、evn tai/j po,lesi,n sou fa,gh| auvto, o ̀avka,qartoj evn soi. kai. o ̀

kaqaro.j ẁsau,twj e;detai ẁj dorka,da h' e;lafon（evn soi. ＝ hkb）。 
(782) W は 9 行後半からここまでを、申 15:20 の広範囲の逐語的引用と、申 15:21 の広範囲の

逐語的引用と、MT ではない他の古代訳からの申 15:22 の広範囲の逐語的引用と、申 15:22
の MT ではない他の古代訳からの広範囲の逐語的引用(どの古代訳か不明)と、MT ではない

他の古代訳からの申 15:23 の広範囲の逐語的引用(どの古代訳か不明)とする。申 15:20 は、

$tybw hta hwhy rxby rXa ~wqmb hnXb hnX wnlkat $yhla hwhy ynpl、申 15:21

は、$yhla hwhyl wnxbzt al [r ~wm lk rw[ wa xsp ~wm wb hyhy ykw、申 15:22

は、lyakw ybck wdxy rwhjhw amjh wnlkat $yr[Xb、申 15:23 は、lkat al wmd 
qr ~ymk wnkpXt #rah l[、Col. 52:9b–12a は、rXa ~wqmb hnXk hnX wnlkawt ynpl 

hkyr[Xb yl wnxbzt awl [r ~wm lwk wa rw[ wa xsp ~wm wb hyhy ~aw rxba 

#rah l[lkawt awl ~dh qr lyakw ybck wydxy hkb rwhjhw amjh wnlkawt 

~ymk wnkpXt である。 
(783) W は 9 行後半からここまでを、申 25:4 の広範囲の逐語的引用と、申 22:10 の広範囲の逐

語的引用とする。申 25:4 は、Xydb rwX ~sxt al、申 22:10 は、rmxbw rwXb Xrxt al 

wdxy、Col. 52:12b–13a は、wydxy rwmxbw rwXb Xwrxt awlw wXyd l[ rwX ~wsxt awlw。 
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16 その上に私の名を置くために私が選ぶ場所で、私の前で(食べ)15、喜ぶように。またす

べての 

17 清い(家畜)16でその身に欠陥のあるものは、あなたの町々の内で、私の神殿から離れ 

18 周囲 30 スタディアにおいて(食べるように)17。私の神殿の近くでは -空白- あなたは

屠ってはならない。実に(それは)19不適当な肉だからである。 

19 あなたは、私が(その中に名を置くために)20私が聖別する私の都の中では雄牛、羊、山

羊の肉を食べてはならない。 

20 私の神殿の中に来てはならない。彼らはそこで屠り 

21 その血を燔祭の祭壇の基部へ打ち掛け(784)、その脂肪は焼いて煙にするように(785)。 

 

Col. 53 

[hkl !ta rXa ytkrbk rXb htlkaw xbzt hkXpn twa lwkb qr] 01  

[awl ~dh qr lyakw ybck wnlwkay rwhjhw amjh hkyr[X lwkb] 02  

[rX[m hkyr[Xb lkal lkwt awl ~ymk wnkpwXt #rah l[ wlkat] 03  

 [rdt rXa hkrdn lwkw hknacw hkrqb trkbw hkrhcyw hkXrytw hkngd]  04 

[rxba rXa ~wqmb wnlkat ynpl ~a yk hkdy tmwrtw hkytbdnw] 05  

[hkyr[Xb rXa ywlhw hktmaw hkdb[w hktbw hknbw hta wb] 06  

 [hklwbg ta byxra yk hkdy xlXm lwkb ynpl txmXw]  07 

 ]ממכה המקום אשר בחרתי לשום שמי שמה[ ק]ירחכאשר דברתי לכה וכי [ 1
 ]בכול אות נפשכה שר[ו̇תה נפשכה לאכול ב]אואמרתה אוכלה בשר כי [ 2
 מצואנכה ומבקריכה כברכת̇י̇ אשר אתןה̇ ]חת[ב֯ ]וז ר[תואכל ב̇ש̇  3
 לכה ואכלתה בשעריכה וה̇טהור והטמא בכה יחדיו כצבי 4
 וכאיל רק חזק̇ לבלתי אכול הדם על הארץ תשופכנו כמים וכסיתו 5
 בעפר כי הדם הוא הנפש ולוא̇ תואכל את הנפש עם הבשר למען 6
 יוטב לכה ולבניכה אחריכה עד עולם ועשיתה הישר והטוב 7
  vacat י אני יהוה אלוהיכהלפנ 8

                                                        
(784) W は 20 行後半からここまでを、レビ 4:25b の短い引用を含む節かその一部のパラフレー

ズとする。レビ 4:25b は、hl[h xbzm dwsy la $pXy wmd taw、Col. 52:20b–21a は、

hlw[h xbzm dwsy l[ wmd ta wqrzw hmX wxbzw yXdqm $wtl awby awl である。 
(785) W は 21 行後半を、レビ 4:26a の短い引用を含む節ないしその一部のパラフレーズとす

る。レビ 4:26a は、ryjqy wblx lk taw、Col. 52:21b は、wryjqy wblx taw である。 
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 רק קודשיכה וכול נדריכה תשא ובאתה אל המקום אשר אשכין 9
 שמי עליו וזבחתה שמה לפני כאשר הקדשתה או נדרתה בפיכה 10
 וכי אם תדור נדר לוא תאחר לשלמו כי דרוש אדורשנו מידכה 11
 והיה בכה לחטאה ואם תחדל ולוא תדור לוא יהיה בכה חטאה 12
 מוצא שפתיכה תשמור כאשר נדרתה נדבה בפיכה לעשות 13
 ואיש כי ידור נדר לי או ישבע     vacat     כאשר נדרתה 14

 שבועה לאסור אסר על נפשו ולוא יחל דבריו ככול היוצא מפיהו 15
 ואשה כי תדור נדר לי או אסרה אסר על נפשה vacat  יעשה 16

 ושמע אביה את נדרה או בבית אביה בשבועה בנעוריה 17
 את האסר אשר אסרה על נפשה והחריש לה אביה וקמו 18
 ואם vac כול נדריה וכול אסרה אשר אסרה על נפשה יקומו 19

 הנא יאנה אביה אותה ביום שומעו כול נדריה ואסריה 20
 אשר אסרה על נפשה לוא יקומו ואנוכי אסלח לה כי הניאה 21

 

53 欄 

01 [ただし私があなたに与える私の祝福に従い、(あなたのすべての町々の内で)02、あなた

の魂の欲するままに屠り、肉を食べるように。] 

02 [穢れた者も、清い者も、ガゼルや雄鹿を(食べるときと)同じようにそれを食べるように。

ただし、あなたたちは血を] 

03 [食べて(はならない)02。地の上に水のように注がなければならない。あなたの町々の内

で] 

04 [あなたの穀物とブドウ汁と最上の油の(1/10)03 あなたの牛などの家畜と羊などの小家

畜の初子、またあなたが請願を立てたすべての満願の捧げ物、] 

05 [あなたの自発的な捧げ物、あなたの手による供え物も(決して食べてはならない)03。う

ではなく、私の前で、私が選んだ場所で] 

06 [あなたはあなたの息子や娘、あなたの男奴隷や女奴隷、あなたの町々の内に居る、レ

ビ人と食べるように。] 

07 [また私の前であなたの手になるすべての労作を喜ぶように。実に私があなたの境界を

広げるからである。] 
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1 [私があなたに話したように。またもしそこに私の名を置くために私が選んだ場所があ

なたから遠く](786) 

2 あなたは「さあ私は肉を食べよう」と言う。もしあなた自身が肉を欲するなら、あなた

自身の欲求において(787) 

3 あなたは肉を食べるように(788)。私が(あなたに)4与えた私の祝福に従って、あなたの羊

などの小家畜や牛などの家畜から、[あなたは]屠[るように]。 

4 あなたの町々のあなたの門の内(789)で穢れている者も清い者も一緒にガゼルや(雄鹿)5

をあなたの内で(790)(食べるときと)同じようにそれを食べるように。 

5 ただ確かに血を食べてはならない。地の上に水のように注がなければならない。 

                                                        
(786) M は空白のまま […].[…]、Q の 1996 年版は、ytrxb rXa ~wqmh hkmm] q[xry ykw] 
[htrmaw「[またもし私が選んだ場所があなたから遠]く[そしてあなたが言うなら]」と復元

したが、2010 年版では、rXa と ytrxb の間に wb を挿入して、「[またもし私が選んだその

場所があなたから遠]く[そしてあなたが言うなら]」と復元し直している。CH は、ytrbd] 

[htrmaw ytrxb rXa ~wqmh hkmm] q[xry ykw hkl「[私はあなたに言った。またもし

私が選んだ場所があなたから遠]く[そしてあなたが言うなら]」と復元している。Y において

最後の htrmaw は 2 行の最初に来る。申 12:21 をもとに復元している。 
(787) M は、[… rX]b lwkal hkXpn htw[a yk …]「[もし]あなた自身が[肉]を食べること

を欲するなら」と短い復元。 
(788) W は 2 行目からここまでを、申 12:20b の広範囲の逐語的引用とする。MT 申 12:20b は、

rXb lkat $Xpn twa lkb rXb lkal $Xpn hwat yk rXb hlka trmaw、Col. 

53:2–3a は、[hkXpn twa lwkb rX]b lwkal hkXpn htw[a yk rXb hlkwa htrmaw] 
rXb] lkawt である。 
(789) W は 3 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 12:21b の広範囲の逐

語的引用(どの古代訳か不明)とする。MT 申 12:21b は、!tn rXa $nacmw $rqbm txbzw 
$yr[Xb tlkaw $tywc rXak $l hwhy、Col. 53:3b–4a は、hkyrqbmw hknawcm h[tx]b[zw 
hkyr[Xb htlkaw hkl !ta rXa ytkrbk である。 
(790) MT 申 12:22 の wdxy rwhjhw amjh は hkb を欠く。ただし SamP と LXX 申 12:22 に

はそれぞれ、wdxy rwhjhw $b amjh、ò avka,qartoj evn soi. kai. o ̀kaqaro.j ẁsau,twj e;detai

とあり、hkb にあたる人称代名詞 $b ないし evn soi, が存在する。 
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6 また塵でそれを(覆うように)5 (791)なぜなら血は命だからである。また命を肉と共に食べ

てはならない(792)。 

7 あなたとあなたの後のあなたの子らに、永遠にまで良いことがある(ように)6。あなたは

(私の前に)8 真直ぐで良いことを行いなさい。あなたは(私の前に)8 真直ぐで良いことを

行いなさい。 

8 私はあなたの神、主である(793)。-空白- 

9 ただあなたの聖なるものとすべての満願の捧げ物をあなたは取り、(その上に私の名)10

を住まわせるための場所へ来るように。 

10 そこであなたは私の前に犠牲を捧げるように。あなたが聖別し、あなたの口で請願を立

てる時(794)、 

11 またむしろあなたが請願を立てる時はそれを果たすのを遅らしてはならない。私はあ

なたの手から必ずそれを求める。 

                                                        
(791) W は 4 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 12:22b の広範囲の逐

語的引用と、申 12:23a の広範囲の逐語的引用と、MT ではない他の古代訳からの申 12:24 の

広範囲の逐語的引用とする。MT 申 12:22b は、amjh wnlkat !k lyah taw ybch ta 

wdxy rwhjhw、MT 申 12:23a は、~dh lka ytlbl qzx qr、MT 申 12:24 は、al 
~ymk wnkpXt #rah l[ wnlkat である。ただし 6a を入れるなら、これにレビ 17:13b を

の rp[b whskw wmd ta 加えるべき。Col. 53:4b–6a は、ybck wdxy hkb amjhw rwhjhw 
rp[b wtyskw ~ymk wnkpwXt #rah l[ ~dh lwka ytlbl qzx qr lyakw である。 
(792) レビ 17:11 参照。 
(793) W は 6 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 12:23b の広範囲の逐

語的引用(どの古代訳か言及なし)と、MT ではない他の古代訳からの申 12:25 の広範囲の逐

語的引用(どの古代訳なのか不明)とする。MT 申 12:23b は lkat alw Xpnh awh ~dh yk 

rXbh ~[ Xpnh、MT 申 12:25 は hwhy yny[b rXyh hX[t yk $yrxa、Col. 53:4b–6a は

hkyhwla hwhy yna ~lw[ d[ hkyrxa hkynblw hkl bjyy ![ml である。 
(794) W は 9 行、10 行を、MT ではない他の古代訳からの申 12:26 の広範囲の逐語的引用と、

申 12:11 の引用なしのパラフレーズとする。MT 申 12:26 は、$l wyhy rXa $yXdq qr 

hwhy rxby rXa ~wqmh la tabw aXt $yrdnw、MT 申 12:11 は、rXa ~wqmh hyhw 
wmX !kXl wb ~kyhla hwhy rxby、Col. 53:9–10 は、aXt hkyrdn lwkw hkyXdwq qr 

wa htXdqh ~wqmh rXak ynpl hmX htxbzw wyl[ ymX !wkXa rXa la htabw 
hkypb htrdn である。 
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12 そしてあなたの内に罪がある。またもし、あなたがやめ、請願を立てないなら、あなた

に罪はない(795)。 

13 (あなたが請願を立たように)14あなたの口から出るものを守るように。あなたが自発的

に、あなたの口で行う請願を立てたのだから(796)。 

14 -空白- また人が私に請願を立て、(彼自身が物断ちをすると)15誓ったなら 

15 彼は自分の言葉を冒瀆してはならない。自分の口から出たすべてのように 

16 行うように(797)。-空白- また女が(若く、まだ彼女の父の家にいる内に)17、私に請願を立

てたり、彼女自身が物断ちをすると誓っ場合、 

17 しかし彼女の父が彼女の請願や 

18 彼女自身の物断ちを聞き、彼女の父が彼女に沈黙するなら、それは有効である。 

19 すべての彼女の請願や彼女自身の物断ちは有効である(798)。-空白- しかしもし、 

                                                        
(795) W は 11 行、12 行を、申 23:22 の広範囲の逐語的引用と、申 23:23 の広範囲の逐語的引

用とする。MT 申 23:22 は、Xrd yk wmllXl rxat al $yhla hwhyl rdn rdt yk 
ajx $b hyhw $m[m $yhla hwhy wnXrdy、MT 申 23:23 は、hyhy al rdn ldxt ykw 
ajx $b、Col. 53:11–12 は、wnXrwda Xwrd yk wmlXl rxat awl rdn rwdt ~a ykw 
hajx hkb hyhy awl rwdt awlw ldxt ~aw hajxl hkb hyhw hkdym である。 
(796) W は 13 行のここまで(14a を含む)を、MT ではない他の古代訳からの申 23:24 の広範囲

の逐語的引用(どの古代訳か不明)とする。MT 申 23:24 は、tyX[w rmXt $ytpX acwm 

$ypb trbd rXa hbdn $yhla hwhyl trdn rXak、Col. 53:13–14a は、hkytpX acwm 

htrdn rXak twX[l hkypb hbdn htrdn rXak tyX[w rwmXt である。 
(797) W は 14 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの民 30:3 の広範囲の逐語

的引用とする。MT 民 30:3 は、rsa rsal h[bX [bXh wa hwhyl rdn rdy yk Xya 

hX[y wypm acyh lkk wrbd lxy al wXpn l[、Col. 53:14b–16a は、rdn rwdy yk Xya 

whypm acwyh lwkk wyrbd lxy awlw wXpn l[ rsa rwsal h[wbX [bXy wa yl 
hX[y である。MT 民 30:3 の wrbd lxy al は、SamP 民 30:3 では wyrbd lxy al となっ

ている。しかし CH は wrbd と wyrbd は正字法の相違にすぎないとする（しかし SamP に

類似）。 
(798) W は 16 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの民 30:4 の広範囲の逐語

的引用と、MT ではない他の古代訳からの民 30:5 の広範囲の逐語的引用とする。MT 民 30:4
は、hyr[nb hyba tybb rsa hrsaw hwhyl rdn rdt yk hXaw、MT 民 30:5 は、[mXw 
lkw hyrdn lk wmqw hyba hl Xyrxhw hXpn l[ hrsa rXa hrsaw hrdn ta hyba 
~wqy hXpn l[ hrsa rXa rsa、Col. 53:16b–19a は、hrsa wa yl rdn rwdt yk hXaw 
rXa rsah ta wa rdn ta hyba [mXw hyrw[nb h[wbXb hyba tybb hXpn l[ rsa 
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20 それを聞いた日に彼女の父がそれを強く禁じたならば、すべての請願と彼女が自分自

身に課した物断ちは 

21 無効となる。また私は彼女を許す。なぜなら(彼女の父が) 不可としたから(799)。 

 

Col. 54 

[hyba] 01  

 ]ונשא את מעו[ש֯ו֯ ] ם[י֯ו֯ ] ואם הפר אותמה אחרי ומעו[ש̇  1
 ]לענות נפש סר[או כול שבועת א̇ ] הפרמה כול נדר ישה[עונה א̇  2
 ה]ל[ פ֯ר֯נו ביום שומעו ואנוכי אס̇ל̇ח̇ ]י[ ו̇א̇י̇ש̇ה̇ ] מנו[אישה יקי 3
4 vacat   וגרושה כול אשר אסרה על נפשהוכול נדר אלמנה 
 אשר כול הדברים  vac  יקומו עליה ככול אשר יצא מפיה 5

 היום תשמור לעשות לוא תוסיף עליהמה ולוא אותמ̇ה אנוכי מצוכה 6
 vacat   תגרע מהמה 7

 אם יקום בקרבכה נביא או חולם חלום ונתן אליכה אות או 8
 אשר דבר אליכה לאמור והמופתאמופת ובא אליכה האות  9

 נלכה ונעבודה אלוהים אחרים אשר לוא ידעתמה לוא 10
 תשמע אל דבר הנביא ההוא או לחולם החלום ההואה כי 11
 מנשה אנוכי אתכמה לדעת הישכם אוהבים את יהוה 12
 אלוהי אבותיכמה בכול לבבכם ובכול נפשכמה אחרי יהוה 13

                                                        
wmwqy hXpn l[ hrsa rXa hrsa lwkw hyrdn lwk wmqw hyba hl Xyrxhw hrsa。
民 30:5 の hrsa rXa rsa lkw hyrdn lk は、SamP では rXa hyrsaw hyrdn lk 
hrsa であり、LXX では pa/sai aì euvcai. auvth/j kai. pa,ntej oì òrismoi, ou]j ẁri,sato、ペ

シッタでは trsad arsa !whlkw ardn !whlk となっている。hrsa lwkw を単数と読むか複数

で読むかで変わってくる。Y のように単数と読めば MT と変わらないし、CH や M のよう

に複数で読めば LXX やペシッタに近い。W は後者。 
(799) W は 19 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの民 30:6 の広範囲の逐語

的引用とする。MT 民 30:6 は、rXa hyrsaw hyrdn lk w[mX ~wyb hta hyba aynh ~a 

hta hyba aynh yk hl xlsy hwhyw ~wqy al hXpn l[ hrsa、Col. 53:19b–21 は、

hXpn l[ hrsa rXa hyrsaw hyrdn lwk w[mwX ~wyb htwa hyba hany anh ~aw 
haynh yk hl xlsa ykwnaw ~wqy awl である。冒頭の htwa hyba hany anh ~aw は、

SamP 民 30:6 の hta hyba ayny anh ~aw と類似。復元テキストではあるが、4QNumb Col. 

24: frgs. 51–54 28 行の htwa hyba ayny anh ~]aw とも類似。 
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 יראו ובקולו תשמעוןאלוהיכמה תלכון ואותו תעבודון ואותו ת 14
 ובו תדבקון והנביא ההוא או חולם החלום יומת כי דבר סרה 15
 על יהוה אלוהיכה אשר הוציאכה מארץ מצרים ופדיתיכה 16
 מבית עבדים להדיחכה מן הדרך אשר צויתכה ללכת בה ובערת 17
  vacat     הרע מקרבכה 18
 בנכה או בתכהואם ישיתכה אחיכה בן אביכה או בן אמכה או  19

 או אשת חיקכה או ריעיכה אשר כנפשכה בסתר לאמור 20
 נלכה ונעבודה אלוהים אחרים אשר לוא ידעתמה אתה 21

 

54 欄 

4Q524 3、11Q20 XVI と平行している 

01 [彼女の父]  

1 彼[はそれを聞き、]1[日後(800)に無効にし、彼がそれを聞いたのなら] (彼女の咎)2[を負う。] 

2 彼女の夫がそれらすべての請願や誓い、彼女自身を苦しめる物断ちを無効にしたのであ

る。 

3 彼がそれを聞く時、彼女の夫はそれを有効にでき、彼女の夫はそれを破ることができ 

る(801)。また私は彼女を許す(802)。 

4 -空白- しかしすべての寡婦や離婚された女の請願や彼女自身の物断ちは 

5 彼女の口から出たすべてに従い、彼女に対して有効である(803)。-空白- 

                                                        
(800) 原文は、w[]mwX [~]wy [yrxa。復元箇所ではあるが、MT 民 30:16 の w[mX yrxa 参照。

MT には ~wy はないが、LXX の meta. th.n hm̀e,ran h]n h;kousen には相当する語がある。 
(801) W は 2 行目からここまでを、民 30:14 の広範囲の逐語的引用とする。MT 民 30:14 は、

wnrpy hXyaw wnmyqy hXya Xpn tn[l rsa t[bX lkw rdn lk、Col. 54:2–3a は、wa 

wnrp[y] hXyaw [wnm]yqy hXya [Xpn twn[l rs]a t[wbX lwk である。 
(802) W は 3 行の後半を、MT ではない他の古代訳からの、民 30:13a の広範囲の逐語的引用

(どの古代訳か不明)と、民 30:13b の広範囲の逐語的引用とする。MT 民 30:13 は、rph ~aw 
hXya ~wqy al hXpn rsalw hyrdnl hytpX acwm lk w[mX ~wyb hXya ~ta rpy 
hl xlsy hwhyw ~rph、Col. 54:3b は、h[l] xlsa acwm ykwnaw w[mwX ~wyb である。 
(803) W は 4 行目からここまでを、民 30:10 の広範囲の逐語的引用と民 30:13b の短い引用を

含む節かその一部のパラフレーズ、または MT ではない他の古代訳からの民 30:10 の広範囲

の逐語的引用とする。MT 民 30:10 は、hXpn l[ hrsa rXa lk hXwrgw hnmla rdnw 
hyl[ ~wqy、MT 民 30:13b は、hXpn rsalw hyrdnl hytpX acwm lk w[mX ~wyb hXya 
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6 私は今日あなたに命じる(804)彼らに関する(すべてのことを)5 あなたは守り行うように。

あなたはそれらに加えてはならない。 

7 またそれらから減らしては(ならない)6 (805)。-空白- 

8 もしあなたの只中に預言者や夢を見る者が起こり、徴か(不思議)9をあなたに与え(806)、 

9 あなたに徴か(807)不思議が実現して、あなたに 

10 さあ我々は行き、あなたたちの知らない、他の神々に仕えよう(808)と(言うなら)9、 

                                                        
hl xlsy hwhyw ~rph hXya ~wqy al、Col. 54:4–5a は、lwk hXwrgw hnmla rdn lwkw 
hypm acy rXa lwkk hyl[ wmwqy hXpn l[ hrsa rXa である。MT 民 30:10 の ~wqy 
hyl[ は、11Q19 では hyl[ wmwqy である。SamP は MT と同じで、LXX は menou/sin auvth/|

で、11Q19 と似ている。 
(804) Y は ~wyh hmtwa hkwcm ykwna「私は今日あなたにそれらを命じる」と読む。MT 申

13:1 は、wta ~kta hwcm ykna「私はあなたたちにそれを命じる」。Q は、h(k)wcm ykwna 
~wyh hktwa「私は今日あなたに命じる」と読む。また SamP は、wta ~wyh $wcm ykna
「私は今日あなたにそれを命じる」。LXX は、evgw. evnte,llomai, soi sh,meron tou/to「私は今

日あなたにそれらを命じる」。ペシッタに関しては申 13:1 ではなく、12:32 の hl $l ana dqpmd
「私はあなたにそれを命じる」を参照。Y の読みは LXX に近い。 

(805) W は 5 行の後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 13:1 の広範囲の逐

語的引用とする。MT 申 13:1 は、wrmXt wta ~kta hwcm ykna rXa rbdh lk ta 

wnmm [rgt alw wyl[ @st al twX[l、Col. 54:5b–7 は、ykwna rXa ~yrbdh lwk 

hmhm [rgt awlw hmhyl[ @yswt awl twX[l rwmXt ~wyh hmtwa hkwcm である。 
(806) W は 8 行の後半からここまでを申 13:2 の広範囲の逐語的引用とする。MT 申 13:2 は、

tpwm wa twa $yla !tnw ~wlx ~lx wa aybn $brqb ~wqy yk、Col. 54:8–9a は、~a 

tpwmh wa twa hkyla !tnw ~wlx ~lwx wa aybn hkbrqb ~wqy となっている。 
(807) 原文は、tpwmhw a。CH は tpwmh wa と読む。MT 申 13:3 は tpmhw、SamP は tpwmhw、
LXX は kai. e;lqh| to. shmei/on h' to. te,raj、ペシッタは$l rmad atrmdtw ata awhtw である。

ここは LXX に近い。 
(808) MT 申 13:3 は ~yrxa ~yhla yrxa hkln、LXX は poreuqw/men kai. latreu,swmen qeoi/j 

ète,roij である。ここも LXX に近い。W は 9 行後半からここまでを、MT ではない他の古代

訳からの申 13:3 の広範囲の逐語的引用とする。理由は上記。MT 申 13:3 は rXa twah abw 
~db[nw ~t[dy al rXa ~yrxa ~yhla yrxa hkln rmal $yla rbd、Col. 54:9b–10a

は ~yhwla hdwb[nw hkln rwmal hkyla rbd rXa tpwmhwa twah awl hkyla abw 
hmt[dy awl rXa ~yrxa である。 
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11 あなたはその預言者の言葉(809)や夢見る者の夢に(810)聞いては(ならない)10。実に 

12 私はあなたたちの中に(あなたたちの父祖の神)13、主を愛する者らがいるか試みる(811)も

のであるから。 

13 あなたたちは心を尽くし、精神を尽くして(あなたたちの神)14 (812)、主の後を 

14 行くように。彼に仕えるように。彼を畏れるように(813)。また彼の声を聞くように。 

15 彼に随き従うように(814)。しかし、その預言者や夢見る者は死なねばならない。 

                                                        
(809) 原文は、aybnh rbd。しかし MT 申 13:4 は、aybnh yrbd となっている。 
(810) 原文は、~wlxh ~lwxl wa。しかし、MT 申 13:4 は、~wlxh ~lwx la wa となって

いる。 
(811) 原文は、hmkta ykwna hXnm。しかし MT 申 13:4 は、~kta ~kyhla hwhy hsnm

となっている。我々の箇所が 1 人称であるのに対し、MT は 3 人称である。また hXnm と書

かれているが、意味は hsnm。 
(812) W は 10 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 13:4 の広範囲の逐語

的引用とする。MT 申 13:4 は、~wlxh ~lwx la wa awhh aybnh yrbd la [mXt al 

lkb ~kyhla hwhy ta ~ybha ~kXyh t[dl ~kta ~kyhla hwhy hsnm yk awhh 

~kXpn lkbw ~kbbl、Col. 54:10b–13a は、~lwxl wa awhh aybnh rbd la [mXt awl 

yhwla hwhy ta ~ybhwa ~kXyh t[dl hmkta ykwna hXnm yk hawhh ~wlxh 
hmkXpn lwkbw ~kbbl lwkb hmkytwba となっている。 
(813) 原文は、waryt wtwaw !wdb[t wtwaw !wklt hmkyhwla。MT 申 13:5 は、~kyhla 

waryt wtaw wklt、SamP は、waryt wtaw !wklt ~kyhla、LXX は、tou/ qeou/ ùmw/n 

poreu,esqe kai. auvto.n fobhqh,sesqe、ペシッタは、kwlxd hlw wlz !wkhla、1QDeuta frg. 9

は、!wd]b[t wtwaw !wklt hmkyhwla、4QDeutc frg. 21 は、w]taw !wklt ~[kyhwla であ

る。より SamP に近いが、一番近いのはクムラン出土の聖書写本かもしれない。 
(814) W は 10 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 13:5 の広範囲の逐語

的引用とする。MT 申 13:5 は、wytwcm taw waryt wtaw wklt ~kyhla hwhy yrxa 

!wqbdt wbw wdb[t wtaw w[mXt wlqbw wrmXt、Col. 54:13b–15a は、hwhy yrxa 

!wqbdt wbw !w[mXt wlwqbw waryt wtwa !wdb[t wtwa !wklt hmkyhwla、SamP は、

wtaw w[mXt wlwqbw !wrmXt wytwcm taw !waryt wtaw !wklt ~kyhla hwhy yrxa 

wqbdt wbw wdb[t。上記のように、クムラン出土の聖書写本を除けば、SamP に近い。 
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16 実にあなたを(奴隷の家から贖い)17 (815)、エジプトの地からあなたを導き出した(816)あな

たの神、主に対して(反逆を語り)15、 

17 私があなたに行くことを命じた道からあなたを迷わせたから。また 

18 あなたの只中から悪を(除き去るように)17 (817)。-空白- 

19 またもし、あなたの父の子である、あなたの兄弟、或いはあなたの母の子。或いはあな

たの息子や、或いはあなたの娘(818) 

20 或いはあなたの懐の妻、或いはあなた自身のようなあなたの隣人が、あなたを(誘惑し

て)19 (819)密かに言う、 

21 さあ我々は行き、あなたたちやあなたの知らない、他の神々に仕えよう(820)。 
                                                        
(815) 原文は、~ydb[ tybm hkytydpw。MT/SamP 申 13:6 は、~ydb[ tybm $dphw であ

る。また、1QDeuta frg. 9 は、[t]ybm [hktdp]hw となっている。 
(816 ) 原文は、hkaycwh rXa hkyhwla hwhy l[。MT 申 13:6 は、~kyhla hwhy l[ 

~kta aycwmh、SamP は、$aycwmh $yhla hwhy l[、LXX は、avpo. kuri,ou tou/ qeou/ sou 

tou/ evxagago,ntoj se、ペシッタは、 o!wqpad !wkhla ayrm ~dq である。我々の箇所は LXX と

SamP に近い。 
(817) W は 15 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 13:6 の広範囲の逐語

的引用とする。MT 申 13:6 は、hrs rbd yk tmwy awhh ~wlxh ~lx wa awhh aybnhw 
!m $xydhl ~ydb[ tybm $dphw ~yrcm #ram ~kta aycwmh ~kyhla hwhy l[ 
$brqm [rh tr[bw hb tkll $yhla hwhy $wc rXa $rdh、Col. 54:15b–18 は、rXa 
hkaycwh hkyhwla hwhy l[ hrs rbd yk tmwy ~wlxh ~lwx wa awhh aybnhw 
~yrcm #ram hb tkll hktywc rXa $rdh !m hkxydhl ~ydb[ tybm hkytydpw 
hkbrqm [rh tr[bw hkbrqm である。MT/SamP 申 13:6a は、~lx wa awhh aybnhw 
tmwy awhh ~wlxh、LXX は、kai. o ̀profh,thj evkei/noj h' o ̀to. evnu,pnion evnupniazo,menoj 

evkei/noj avpoqanei/tai、ペシッタは、ljqtn wh amlx ~lx wa wh aybnw である。我々の箇所は MT
とも古代訳とも異なる。 
(818) Col. 54:19 は、hktb wa hknb wa hkma !b wa hkyba !b hkyxa、MT 申 13:7 は、

$tb wa $nb wa $ma !b $yxa、TO は、$trb wa $rb wa $mya rb $wxa、ペシッ

タは、$rb wa $ba rb $wxa、SamP は、$tb wa $nb wa $ma !b wa $yba !b $yxa、LXX
は o ̀avdelfo,j sou evk patro,j sou h' evk mhtro,j sou h' o ̀uìo,j sou h' h ̀quga,thr sou であ

る。我々の箇所は LXX や SamP に類似している。また、4QDeutc frg. 22–23 は、$yba [!b 
[$ma !b wa] である。 
(819) hktyXy と書かれているが、意味は hktysy。 
(820) W は 19 行目からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 13:7 の広範囲の逐語的

引用とする。説明は上記。MT 申 13:7 は、wa $tb wa $nb wa $ma !b $yxa $tysy yk 
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Col. 55 

[hkyla ~ybwrqh rXa hmkytwbybs rXa ~ym[]h yhlam hkytw[baw] 01  

[hbawt awl #rah y]cq d[w #rah ycqm hk[mm ~yqwxrh wa] 02  

[wyl][ lmxt awlw wyl[ hk[ny[ swxt awlw wyla [mXt awlw wl] 03  

 hnXy[arb wb hyht hkdy wngwrht gwrh yk wyl[ hskt awlw]  04 

[yk twmyw ~ynbab wtlqsw hnwrxab ~[h lwk ]dyw wtymhl 05  

[~yrcm #ram hkaycmh hkyhwla hwhy l[m] hkxyd[hl Xqb] 06  

 [twX[l wpyswy awlw !waryw w[mXy larXy lwkw ~ydb[ tybm]  07 

 vacat                 ]כדבר הרע הזה בקרבכה[ 1

 ]שם בת[נוכי נותן לכה לש̇ ]אעריכה אשר  ת[אם תשמע ב֯א֯ח֯  2
 ו̇ש̇ב̇י̇ ]י[ על מקרבכה וידיחו את כו̇ל̇ ]בלי[ נ̇י̇ ]ב[ ם]י[לאמור יצאו א̇נ̇ש̇  3
 ידעתמהעירמה לאמור נלכה ונעבודה אלוהים אשר לוא  4

 הדבר וחקרתה היטב והנה אמת נכוןושאלתה ודרשתה  5
 נעשתה התועבה הזואת בישראל הכה תכה את כול יושבי 6

 בה ואת העיר ההיא לפי חרב החרם אותה ואת כול אשר 7
 כול בהמתה תכה לפי חרב ואת כול שללה תקבוץ אל תוך 8
 רחובה ושרפתה באש את העיר ואת כול שללה כליל ליהוה 9

 לוא תבנה עוד ולוא ידבק אלוהיכה והיתה לתל עולם 10
 בידכה מאום מן החרם למען אשוב מחרון אפי ונתתי לכה 11
 רחמים ורחמתיכה והרביתיכה כאשר דברתי לאבותיכה 21
 אם תשמע בקולי לשמור כול מצוותי אשר אנוכי מצוכה 31
 היום לעשות הישר והטוב לפני יהוה אלוהיכה 41
51 vacat     אשר אם ימצא בקרבכה באחד שעריכה 
 אנוכי נותן לכה איש או אשה אשר יעשה את הרע בעיני 61
 לעבור בריתי והלך ועבד אלוהים אחרים והשתחוה להמה 71
 או לשמש או לירח או לכול צבא השמים והגידו לכה עליו 81
 ושמעתה את הדבר הזה ודרשתה וחקרתה היטב והנה 91

                                                        
al rXa ~yrxa ~yhla hdb[nw hkln rmal rtsb $Xpnk rXa $[r wa $qyx tXa 

$ytbaw hta t[dy、Col. 54:19–21 は、wa hkma !b wa hkyba !b hkyxa hktyXy ~aw 
hkln rwmal rtsb hkXpnk rXa hky[yr wa hkqyx tXa wa hktb wa hknb 

hdwb[nw hta hmt[dy awl rXa ~yrxa ~yhwla となっている。 
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 והוצאתה אמת נכון הדבר נעשתה התועבה הזואת בישראל 20
 באבנים את האיש ההוא או את האשה ההיא וסקלתמה 21

 

55 欄 

4Q524 4と平行している 

01 [またあなたの父祖たち。あなたの周囲にいる諸々の民の神々でも、あなたの近く](821) 

02 [やあなたから遠くに居る者、地の果てから果てまでの者、あなたは(彼に)03同調しては

ならない。] 

03 [彼に聞き従ってはならない。あなたの目が彼を憐れんではならない。あなたは彼に同

情してはならない。] 

04 [またあなたは彼をかばってはならない。あなたは彼を必ず殺すように。] (彼を殺すに

は)05[あなたの手が最]初であるように。 

05 [すべての民の手はその後となる。石で彼を打ち殺すように。実に] 

06 [エジプトの地、(奴隷の家から)07あなたを導き出したあなたの神、主から] [彼は]あなた

を迷[わそうと求めたからである。] 

07 [全イスラエルは聞いて、恐れ、二度と行わないであろう] 

1 [あなたの只中でこのような悪しきことは。-空白-  ](822) 

2 もし、私があなたに与えて[そこに住]まわせる[あなたの町]の一つで(823)、 

3 あなたたちの只中から邪な者たち(824)が現れて、(その町の)4すべての住[民]を迷わし 

                                                        
(821) 0 行目は、申 13:7–12 に基づく。Y と CH は、行の分け方が 01–07 行目で同じ。Q も内

容は同じであるが、行に違いがある。M の復元は 01–05 行のみであり、多少行が合ってい

ない。しかも、内容は Y と CH の 06 行の hkxyd[hl Xqb]「あなたを惑わすことを求めた」

までしかない。 
(822) M は [vacat?]hkbrqb […]「[…]あなたの只中で[-空白-？]」とだけ復元。 
(823) W は 2 行を、MT ではない他の古代訳からの申 13:13 の広範囲の逐語的引用とする。MT
申 13:13 は、rmal ~X tbXl $l !tn $yhla hwhy rXa $yr[ txab [mXt yk、Col. 

55:2–3a は、[rwmal ~X tb]Xl hkl !twn ykwn[a rXa hkyr[ t]xab [mXt ~a、LXX
申 13:13 は、eva.n de. avkou,sh|j evn mia/| tw/n po,lew,n sou w-n ku,rioj o ̀qeo,j sou di,dwsi,n soi 
katoikei/n se evkei/ lego,ntwn となっている。 
(824) ヘブライ語は、l[ylb ynb ~yXna「ベリアルの子らの人々」。「無価値な者たちの子

ら、邪悪な者の子ら」ベリアルはクムランの文書の中で悪魔王の名。II コリ 6:15 参照。だ

が、ここでは悪魔との直接的関係はない。 
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4 さあ我々は行き、あなたたちの知らない、他の神々に仕えようと(言う)3 のを(聞いた)2

なら(825) 

5 あなたは尋ね求め、よく調べるように。また見よ、そのことが確かに真実で、 

6 イスラエルでこのような忌むべきことが行われているなら(826)、あなたは必ず 

7 その町の(すべての住民を)6剣の刃にかけて(討ち)6、それとその中にあるすべてのもの

を聖絶し、また 

8 すべての家畜も、剣の刃にかけて討つように(827)。またあなたはすべての分捕り品を 

9 広場の(中央に)8集め、その町とすべての分捕り品を火で焼き、(あなたの神)10主の全焼

の供物(とするように)。 

                                                        
(825) W は 3 行目からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 13:14 の広範囲の逐語的

引用(どの古代訳か不明)とする。MT 申 13:14 は、wxydyw $brqm l[ylb ynb ~yXna wacy 
~t[dy al rXa ~yrxa ~yhla hdb[nw hkln rmal ~ry[ ybXy ta、Col. 55:3b–4 は、

hkln rwmal hmry[ ybXw[y] lwk ta wxydyw hkbrqm l[[ylb] yn[b] ~[y]Xna wacy 
hmt[dy awl rXa ~yhwla hdwb[nw である。MT 申 13:14 の ybXy ta wxydyw は、SamP

と同じ。ペシッタは、!whtyrwd avnal wy[jaw、LXX は avpe,sthsan pa,ntaj tou.j katoikou/ntaj 

である。「すべて」が含まれる点で、我々の箇所は LXX に近い。 
(826) W は 5 行目からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 13:15 の広範囲の逐語的

引用とする。MT 申 13:15 は、htX[n rbdh !wkn tma hnhw bjyh tlaXw trqxw tXrdw 
$brqb tazh hb[wth、Col. 55:5–6a は、tma hnhw bjyh htrqxw htXrdw htlaXw 
!wkn larXyb tawzh hb[wth htX[n rbdh である。MT 申 13:15 の trqxw tXrdw 
bjyh tlaXw は SamP と同じ。ペシッタは、rypv xavw ycbw [btw、LXXBは、kai. evrwth,seij 

kai. evraunh,seij sfo,dra、LXXAは、kai. evxeta,seij kai. evth,seij kai evxeraunh,seij sfo,dra で

ある。我々の箇所は LXXAに近い。 
(827) W は 6 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 13:16 の広範囲の逐語

的引用とする。MT 申 13:16 は、hta ~rxh brx ypl awhh ry[h ybXy ta hkt hkh 

brx ypl htmhb taw hb rXa lk taw、Col. 55:6b–8a は、ybXwy lwk ta hkt hkh 
ypl hkt htmhb lwk taw hb rXa lwk taw htwa ~rxh brx ypl ayhh ry[h 

brx である。MT 申 13:16 の ybXy ta hkt hkh は、SamP と同じ。ペシッタは、bwrx 

!tyrwd hyrwm[l、LXX は、avnairw/n avnelei/j pa,ntaj tou.j katoikou/ntaj である。「すべて」

を含む点で、我々の箇所は LXX に近い。MT 申 13:16 の brx ypl htmhb taw に関して、

CH によると、LXX 申 13:16–17 の avnaqe,mati avnaqematiei/te auvth.n kai. pa,nta ta. evn auvth/| 

kai. pa,nta ta. sku/la auvth/j においては、MT にも 11Q19 にもある hkt htmhb (lwk taw) 
brx ypl が省略されているとする。 
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10 またそれは永久の廃墟となるように(828)。あなたは再び建て直してはならない。また 

11 聖絶するものから、何ものもあなたの手に(留め置いてはならない)10。私が私の燃える

怒りをおさめ(829)、あなたに 

12 憐れみを(与え)11、またあなたの父祖に語った(830)ように、私があなたを憐れみ、あなた

を増やす(ためである)11 (831)。 

13 もしあなたが私の声に聞き従い、今日私があなたに命じるすべての戒めを守り、 

14 あなたの神、主(832)の御前に真直ぐで良いことを(833)行わなければならない(834)。 

15 -空白- もしあなたの只中において(これらのことを)、見つけたら(835)、(あなたに与え

る)16あなたの町々の 1 つで、 

                                                        
(828) W は 8 行後半からここまでを申 13:17 の広範囲の逐語的引用とする。MT 申 13:17 は、

lylk hllX lk taw ry[h ta Xab tprXw hbxr $wt la #bqt hllX lk taw 
dw[ hnbt al ~lw[ lt htyhw $yhla hwhyl、Col. 55:8b–10a は、hllX lwk taw 
hwhyl lylk hllX lwk taw ry[h ta Xab htprXw hbwxr $wt la #wbqt 

dw[ hnbt awl ~lw[ ltl htyhw hkyhwla である。 
(829) 原文は、ypa !wrxm bwXa「私が私の燃える怒りを戻す」。 
(830) 11Q19 の独自の改訂。MT 申 13:18 は、yt[bXn 誓ったように。SamP、LXX、タルグム、

ペシッタもすべて「誓う」。 
(831) W は 10 行後半からここまでを申 13:18 の広範囲の逐語的引用とする。MT 申 13:18 は、

~ymxr $l !tnw wpa !wrxm hwhy bwXy ![ml ~rxh !m hmwam $dyb qbdy alw 
 $ytbal [bXn rXak $brhw $mxrw、Col. 55:10b–12 は、!m ~wam hkdyb qbdy awlw 
ytrbd rXak hkytybrhw hkytmxrw ~ymxr hkl yttnw ypa !wrxm bwXa ![ml ~rxh 

hkytwbal となっている。 
(832) 原文は、hkyhla hwhy ynpl。MT 申 13:19 の、$yhla hwhy yny[b は SamP と同じ。

ペシッタは、$hla ayrm ~dq、LXX は、evnanti,on kuri,ou tou/ qeou/ sou である。我々の箇所

はペシッタや LXX に近い。 
(833) 「御前に」と「良いこと」は SamP と LXX と同じ。 
(834) 1 行目からここまでは申 13:12–19 の改訂。W は 13 行目から 14 行を、MT ではない他の

古代訳からの申 13:19 の広範囲の逐語的引用とする。MT 申 13:19 は、lwqb [mXt yk 

hwhy yny[b rXyh twX[l ~wyh $wcm ykna rXa wytwwcm lk ta rmXl $yhla hwhy 
$yhla、Col. 55:13–14 は、hkwcm ykwna rXa ytwwcm lwk rwmXl ylwqb [mXt ~a 

hkyhla hwhy ynpl bwjhw rXyh twX[l ~wyh である。申 13:19b ペシッタでは、~dq 
rypvd db[tw .anmwy $hla ayrm である。LXX は、sh,meron poiei/n to. kalo.n kai. to. avresto.n 

evnanti,on kuri,ou tou/ qeou/ sou であり、我々の箇所は LXX に近い。 
(835) 4QDeutc frgs. 32, 34 の 2、6 行では、$]brqb acmy yk である。 
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16 男か女が私の目に悪しきことを行い、 

17 私の契約(836)を破り(837)、行って他の神々に仕え、またそれらや、 

18 太陽か、月か、すべての天の万象かに(平伏し)17 (838)、それがあなたに告げられたら、 

19 あなたはそのことを聞くように。そしてあなたは尋ね求め、よく調べるように。また見

よ、 

20 そのことが確かに真実で、イスラエルでこのような忌むべきことが行われているなら

(839)、あなたは 

21 その男と女を(引き出し)20、彼らを石で打ち(殺す)ように(840)。 

                                                        
(836) 4QDeutc frgs. 32, 34 の 2、8 行では、wtyrb である。 
(837) W は 15 行目からここまでを、申 17:2 の広範囲の逐語的引用とする。MT 申 17:2 は、yk 

ta hX[y rXa hXa wa Xya $l !tn $yhla hwhy rXa $yr[X dxab $brqb acmy 
wtyrb rb[l $yhla hwhy yny[b [rh、Col. 55:15–17a は、dxab hkbrqb acmy ~a 

ytyrb rwb[l yny[b [rh ta hX[y rXa hXa wa Xya hkl !twn ykwna rXa hkyr[X
である。 
(838) W は 17 行後半からここまでを申 17:3 の広範囲の逐語的引用とする。MT 申 17:3 は、

rXa ~ymXh abc lkl wa xryl wa XmXlw ~hl wxtXyw ~yrxa ~yhla db[yw $lyw 
ytywc al、Col. 55:17b–18a は、XmXl wa hmhl hwxtXhw ~yrxa ~yhwla db[w $lhw 
xryl wa。MT 申 17:3 の db[yw $lyw は SamP と同じ。4QDeutc frgs. 32 ii, 34 の 8 行目に、

$]lyw とある。MT 申 17:3 の xryl wa XmXlw は SamP と同じ。LXX は、tw/| hl̀i,w| h' th/| 

selh,nh|。しかしペシッタは、arhsl wa aVmVl wa である。我々の 11Q19 はペシッタに近い。 
(839) W は 18 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 17:4 の広範囲の逐語

的引用とする。MT 申 17:4 は、rbdh !wkn tma hnhw bjyh tXrdw t[mXw $l dghw 
larXyb tazh hb[wth htX[n、Col. 55:18b–20a は、ta ht[mXw wyl[ hkl wdyghw 
tawzh hb[wth htX[n rbdh !wkn tma hnhw bjyh htrqxw htXrdw hzh rbdh 

larXyb である。 
(840) W は 20 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 17:5 の広範囲の逐語

的引用とする。MT 申 17:5 は、rXa awhh hXah ta wa awhh Xyah ta tacwhw 
wtmw ~ynbab ~tlqsw、Col. 55:20b–21 は、ayhh hXah ta wa awhh Xyah ta htacwhw 
~ynbab hmtlqsw である。MT 申 17:5 は SamP と同じ。LXX は、kai. evxa,xeij to.n a;nqrwpon 

evkei/non h' th.n gunai/ka evkei,nhn kai. liqobolh,sete auvtou.j evn li,qoij、ペシッタは、wdb[d 
apkb !wna wmgrw attna wa wh arbg !a !wkyrwqb aVyb anh amgtp となっている。我々の箇所は

LXX に近い。 
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Col. 56 

[tmwy ~yd[ hXwlX wa ~yd[ ~ynX yp l[ wtmw] 01  

[wb hyht ~yd[h dy dxa d[ yp l[ tmwy awl tmh] 02  

[[rh tr[bw hnwrxab ~[h lwk dyw wtymhl hnwXarb] 03  

vacat hkbrqm]  04 

[!ydl !yd !yb ~dl ~d !yb jpXml rbd hkmm alpy yk] 05  

[htyl[w htmqw hkyrXb twbyr yrbd [gnl [gn !ybw] 06  

[~yywlh ~ynhwkh la htabw rxba rXa ~wqmh la]  07 

 ]לכה את ידו[ו̇ד̇ר̇ש֯ת֯ה֯ ו֯ה֯ג֯ ] אשר יהיו בימים ההמה פטים[ו֯ ]ש[ו֯ אל ה֯ ]א[ 1

 דו לכה את המשפט]והגילדרוש  אתה[הדבר אשר עליו֯ ב֯  2
 ועשיתה על פי התורה אשר יגידו לכה ועל פי הדבר 3
 מספר התורה ויגידו לכה באמת    vac אשר יואמרו לכה 4
 מן המקום אשר אבחר לשכין שמי עליו ושמרתה לעשות 5
 ועל פי המשפט אשר יואמרו לכהככול אשר יורוכה  6
 תעשה לוא תסור מן התורה אשר יגידו לכה ימין 7
 ושמאול והאיש אשר לוא ישמע ויעש בזדון לבלתי 8
 שמוע אל הכוהן העומד שמה לשרת לפני או אל 9

 השופט וימת האיש ההוא ובערתה הרע מישראל וכול 10
 vacat העם ישמעו ויראו ולוא יזידו עוד בישראל 11
 כי תבוא אל הארץ אשר אנוכי נותן לכה וירשתה וישבתה 21
 אשר סביבותי עלי מלך ככול הגואים הבה ואמרתה אשים 31
 תשים עליך מלך מקרב אחיכה בו אבחר אשר שם תשים עליכה מלך 41

 לוא תתן עליכה איש נוכרי אשר לוא אחיכה הוא רק לוא 51
 למלחמה למעןירבה לו סוס ולוא ישיב את העם מצרים  61
 לוא ואנוכי אמרתי לכה vacat הרבות לו סוס וכסף וזהב 71
 תוסיף לשוב בדרך הזואת עוד ולוא ירבה לו נשים ולוא 81
 יסירו לבבו מאחרי וכסף וזהב לוא ירבה לוא מואדה 91

20     vacat     וכתבו והיה בשבתו על כסא ממלכתו 
 על ספר מלפני הכוהניםלו את התורה הזואת  21
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56 欄 

01 [彼らは死ななければならない。2人また3人の証人によって処刑されなければならな

い。] (841) 

02 [1人の証人の証言によって処刑されてはならない(842)。(彼を処刑するにあたり、先ず)03

証人たちが手を下すように。] 

03 [その後にすべての民が手(を下すように)。あなたは悪を除き去るように] 

04 [あなたの只中から。-空白-] 

05 [もし裁く事柄があなたにとって難しい時。流血、権利をめぐる争い、] 

06 [暴行障害に関わる裁きにあなたの町々の内で論争があるなら(843)、あなたは立って] 

07 [私が選ぶ場所へ上り、レビ人である祭司のところに来るように。] 

1 [ま]たは、[それらの日々に存在する裁]判[人たちに]。あなたは求めるように。また彼ら

は[あなたに告げるために](844) 

2 [あなたが尋ねた]事柄に関して。彼らはあなたに規定を[告げる] (845)。 

3 あなたは、彼らがあなたに告げる律法に従っておこなうように。 

4 彼らがあなたに語る(事柄に従って)3。-空白- 彼らは真実に律法の書から告げるように。 

5 あなたは、私が選び、そこに名を置く、その場所で、 

                                                        
(841) 0 行の復元は Y と CH による。申 17:5–9 に基づき復元。 
(842) 原文は、「その死者は 1 人の証人の証言によって死なない」。 
(843) 05 行目からここまでの原文は、「血と血の間、訴えと訴えの間、打撃と打撃の間の裁き

にあなたの門の内で論争があるなら」。 
(844) Q、M、CH は、[ta w]Xrdw hm[hh ~ymyb hyhy rXa jp]w[X]h la w[a]「[ま]たは、

[それらの日々に存在する裁]判[人に]、彼らは求めるように」と復元。 
(845) Q、M、CH は、~yjpXmh ta hkl wd[yghw Xwrdl h]tyl[ rXa rbdh「あなたが

[尋ねるため]上った事柄に関して、彼らはあなたに諸規定を[告げる]」と復元。W は 1 行目

からこの 2 行までを、MT ではない他の古代訳からの申 17:9 の広範囲の逐語的引用とする。

なお、MT 申 17:9 は、~hh ~ymyb hyhy rXa jpXh law ~ywlh ~ynhkh la tabw 
jpXmh rbd ta $l wdygh wtXrdw、Col. 56:1–2 は、wyhy rXa ~yjp]w[X]h la w[a] 

hkl wd[yghw Xwrdl hta]b wyl[ rXa rbd [ta hkl wdy]ghw htXrdw [hmhh ~ymyb 
jpXmh ta である。CH は、申 17:9 と申 17:12 を復元の基としている。最初の部分は申 17:9

の law jpXh より、むしろ申 17:12 の jpXh la wa であるとする。他の部分はおおよそ

申 17:9 に従っている。ただしペシッタは申 17:9 も anyd twl wa 。復元部分だが、我々の箇

所はペシッタに近い。 
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6 すべて彼らがあなたに教える(846)規定に従って(守り行うように)5 (847)。彼らがあなたに語

る(ことを) 

7 あなたは行うように。彼らがあなたに告げる律法から、あなたは右にも 

8 左にも(逸れてはならない)7 (848)。そして(もし)人が聞き従わず、不遜に振る舞い、 

9 私の前に仕えるためにそこに立っている祭司や(裁判人)10に聞か(ない)8 

10 (なら)この者は死ぬように(849)。あなたはイスラエルから悪を除き去るように(850)。また

すべての 

                                                        
(846) W は 3 行目からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 17:10 の広範囲の逐語的

引用とする。MT 申 17:10 は、rXa awhh ~wqmh !m $l wdygy rXa rbdh yp l[ tyX[w 
$wrwy rXa lkk twX[l trmXw hwhy rxby、Col. 56:3–6a は、hrwth yp l[ htyX[w 
hkl wdygyw hrwth rpsm rXa vac hkl wrmawy rXa rbdh yp l[w hkl wdygy rXa 

hkwrwy rXa lwkk twX[l htrmXw wyl[ ymX !ykXhl rxba rXa ~wqmh !m tmab
である。MT 申 17:10b の rXa awhh ~wqmh !m は SamP と同じで、LXX は、evk tou/ to,pou 

ou-、ペシッタは wh arta !m となっており、我々の箇所は LXX に近い。また、申 17:10c の

twX[l trmXw hwhy rxby は、LXX では、ou- a'n evkle,xhtai ku,rioj ò qeo,j sou evpiklhqh/nai 

to. o;noma auvtou/ evkei/ kai. fula,xh| sfo,dra poih/sai である。Col. 56:5 の、ymX !ykXl rxba 
twX[l htrmXw wyl[ は LXX に近いといえる。 
(847) MT 申 17:10–11 の、jpXmh l[w $wrwy rXa hrwth yp l[ $wrwy rXa lkk は SamP

と同じ。LXX は、kata. to.n no,mon kai. kata. th.n kri,sin h]n a'n ei;pwsi,n soi、ペシッタは

$l !wrmand anyd ~wp !mw $nwwxnd aswmn ~wp !m である。 
(848) W は 6 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 17:11 の広範囲の逐語

的引用であるとする(どの古代訳か不明)。MT 申 17:11 は、l[w $wrwy rXa hrwth yp l[ 

lamXw !ymy $l wdygy rXa rbdh !m rwst al hX[t $l wrmay rXa jpXmh、Col. 

56:6b–8a は、wdygy rXa hrwth !m rwst awl hX[t hkl wrmawy rXa jpXmh yp l[w 
lwamXw !ymy hkl である。 
(849) Y は tmyw。Q、M、CH は tmwy「この者は死に処されるように」。 
(850) W は 8 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 17:12 の広範囲の逐語

的引用とする(どの古代訳か不明)。MT 申 17:12 は、!wdzb hX[y rXa Xyahw [mX ytlbl 

tr[bw awhh Xyah tmw jpXh la wa $yhla hwhy ta ~X trXl dm[h !hkh la 

larXym [rh、Col. 56:8b–10a は、hmX dmw[h !hwkh la [wmX ytlbl !wdzb X[yw 
larXym [rh tr[bw awhh Xyah tmyw jpwXh la wa ynpl trXl である。 
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11 民は聞いて恐れ、イスラエルにおいて再び不遜に振舞うことはない(851)。-空白-(852) 

12 もしあなたが、私があなたに与える地に入り、(そこ)13を受け継いで住むようになり、 

13 あなたが、私も自分の周囲のすべての他国民のように、さあ私の上に王を立てようと言

うとき(853)、 

14 必ずあなたの上に私の選ぶ王を立てるように(854)。あなたの兄弟の只中から、あなたの

上に王を立てるように。 

15 あなたの兄弟ではない、異国人をあなたの上に置いてはならない(855)。ただ彼は、 

16 自分のために馬を増やしてはならない。また戦争のために民をエジプトへ帰らしては

ならない。 

17 (戦争のために)馬や金銀を増やすためである。-空白- 私はあなたに言った。 

18 再びこの道を帰っては(ならない)17 (856)。また彼は自分のために妻を増やしてはならず、 

                                                        
(851) W は 10 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 17:13 の広範囲の逐

語的引用とする(どの古代訳か不明)。MT 申 17:13 は、!wdyzy alw waryw w[mXy ~[h lkw 
dw[、Col. 56:10b–11 は、larXyb dw[ !wdyzy awlw waryw w[mXy ~[h lwkw である。最後

の larXyb「イスラエルにおいて」に関する言及は、LXX、SamP、タルグム、ペシッタな

どの古代語訳にもなかった。 
(852) CH は、「-空白-」は MT 申 17:13 の amwts の役割を果たしていると考える（p. 144）。 
(853) W は 11 行後半から 12 行までを申 17:14 からの引用とする。MT 申 17:14 は、abt yk 

$lm yl[hmyXa trmaw hb htbXyw htXryw $l !tn $yhla hwhy rXa #rah la 
ytbybs rXa ~ywgh lkk、Col. 56:12–13 は、hkl !twn ykwna rXa #rah la awbt yk 
ytbybs rXa ~yawgh lwkk $lm yl[ h~yXa htrmaw hb htbXyw htXryw。この Col. 

56:10b–11 の MT との違いは、正字法や、11Q19 の特徴の一つである、$yhla hwhy の 1 人

称の ykwna への変更といった程度のものである。 
(854) 原文は、hkyl[ ~yXt ~X である。申 17:15 は、MT では $yl[ ~yXt ~wX、SamP で

は $yl[ ~yXt ~yX となっており、ここは SamP に近い。だが、CH の言うように、DSS に

おいて y と w は判別しづらい（p. 144）。 
(855) W は 14 行目からここまでを申 17:15 の MT ではない他の古代訳からの広範囲の逐語的

引用とする(どの古代訳か不明)。MT 申 17:15 は、hwhy rxby rXa $lm $yl[ ~yXt ~wX 

al rXa yrkn Xya $yl[ ttl lkwt al $lm $yl[ ~yXt $yxa brqm wb $yhla 

awh $yxa、Col. 56:14–15a は、~yXt hkyxa brqm wb rxba rXa $lm hkyl[ ~yXt ~X 

awh hkyxa awl rXa yrkwn Xya hkyl[ !tt awl $lm hkyl[ となっている。 
(856) W は 15 行の後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 17:16 の広範囲の

逐語的引用とする。なお、MT 申 17:16 は、~[h ta byXy alw ~ysws wl hbry al qr 
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19 私から心を逸らしては(ならない)18。また金銀を自分のために(857)多く、増やしてはなら

ない(858)。 

20 -空白- 彼がその王国の玉座に座る時、 

21 彼らは祭司たちの前から、彼のためにこの律法を書物に(書き記すように)20 (859)。 

 

Col. 57 

[![ml wyyx ymy lwk wb arqw wm[ htyhw] 01  

[tawzh hrwth yrbd lwk rwmXl ytwa haryl dmly] 02  

[wbbl ~wr ytlbl hmtwX[l hlah ~yqzxh taw] 03  

 [lwamXw !ymy hwcmh !m rws ytlblw wyxam]  04 

[brqb wynbw awh wtklmm l[ ~ymy $yray ![ml] 05  

[                            larXy] 06  

[                                           ]  07 

 ]?ונשאו[ ה̇כ̇ו̇ה̇נ֯י֯ם֯ ] אשר יכתבו לו מלפני[ ו̇זואת התור̇ה̇  1
 בני ישראל מבן] את ראוש תו[ביום אשר ימליכו או֯  2

                                                        
dw[ hzh $rdb bwXl !wpst al ~kl rma hwhyw sws twbrh ![ml、Col. 56:15b–18a

は、sws twbrh ![ml hmxlml ~yrcm ~[h ta byXy awlw sws wl hbry awl qr 

dw[ tawzh $rdb bwXl @yswt awl hkl ytrma ykwnaw vac bhzw @skw である。awl 
sws wl hbry は、LXX では ouv plhqunei/ èautw/| i[ppon、ペシッタでは aVk^r hl agsn al（＝ 

MT/SamP ~ysws wl hbry al）、TO では !wsws hyl ygsy al となっている。11Q19 は

LXX に近い。残念ながら CH は最初の MT と最後のタルグムの綴りを誤記。 
(857) ヘブライ語は awl だが、申 17:17 により読み替えている。また写字者は他の箇所で wl
の意味でも使用している（Col. 65:15、66:10）。 
(858) W は 18 行の後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 17:17 の広範囲の

逐語的引用とする。申 17:17 は、al bhzw @skw wbbl rwsy alw ~yXn wl hbry alw 
dam wl hbry、Col. 56:18b–19 は、@skw yrxam wbbl wrysy awlw ~yXn wl hbry awlw 
hdawm wl hbry awl bhzw。CH は申 17:17 の bhzw @skw wbbl rwsy alw をペシッタ

abhdw amasw hbl !yjsn ald a ^vn hl agsn alw と比較しているが、Col. 56:8b–19 との関係は不

明。 
(859) W は 20 行目からここまでを、MT ではない他の古代訳からの、申 17:18 の広範囲の逐語

的引用とする(どの古代訳か不明)。申 17:18 は、btkw wl wtklmm ask l[ wtbXk hyhw 
~ywlh ~ynhkh ynplm rps l[ tazh hrwth hnXm ta、Col. 56:20–21 は、tbXb hyhw 
~ynhwkh ynplm rps l[ tawzh hrwth ta wl wbtkw wtklmm ask l[w である。申

17:18 の btkw を TJ は !wbtkyw とする。こは TJ に近い。 
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 }ו{עשרים שנה ועד בן ששים שנה לדגליהמה ופקד 3
 בראשיהמה שרי אלפים ושרי מאיות ושרי חמשים 4
 שרות בכול עריהמה וברר לו מהמה אלף אלףוושרי ע 5
 מן המטה להיות עמו שנים עשר אלף איש מלחמה 6

 וכול אשר לוא יעוזבוהו לבדו ויתפש ביד הגואים 7
 הברורים אשר יבור יהיו אנשי אמת יראי אלוהים 8
 והיו עמו תמידשונאי בצע וגבורי חיל למלחמה  9

 יומם ולילה אשר יהיו שומרים אותו מכול דבר חט 10
 ומן גוי נכר אשר לוא יתפש בידמה ושנים עשר 11

 נשיי עמו עמו ומן הכוהנים שנים עשר ומן הלויים 21
 שנים עשר אשר יהיו יושבים עמו יחד למשפט 31
 ולתורה ולוא ירום לבבו מהמה ולוא יעשה כול דבר 41
 ואשה לוא ישא מכול  vacat  חוץ מהמהלכול עצה  51

 בנות הגויים כי אם מבית אביהו יקח לו אשה 61
 ממשפחת אביהו ולוא יקח עליה אשה אחרת כי 71
 היאה לבדה תהיה עמו כול ימי חייה ואם מתה ונשא 81
 לו אחרת מבית אביהו ממשפחתו ולוא יטה משפט 91

 יחמודולוא יקח שוחד להטות משפט צדק ולוא  20
 שדה וכרם וכול הון ובית וכול חמוד בישראל וגזל 21

 

57 欄 

01 [それは彼とともにあるように。彼は生涯それを読むように。](860) 

02 [彼が私を畏れることを学ぶためにであり、この律法の言葉と] 

03 [これらの定めを(守り)02行うためである。(同胞に対して)04高ぶることなく、] 

04 [また戒めから右にも左にも逸れることなく、] 

05 [彼と彼の子らとが長くその王国を治めることができるためである。] 

06 [イスラエルの(只中で)05。] 

07 [   ] 

                                                        
(860) Y と CH が復元している 0 行目は、申 17:19–20 に基づく。 
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1 またこの律法を祭司たち[の前から、彼のために 書き記すように。] [そして彼らは](861) 

2 [彼]をイスラエルの子らの[頭として]治めさせる日に、 

3 20(歳)2から 60 歳まで、彼らの連隊のために(人口調査(？)を行うように)1。そして彼は 

4 彼らの頭を、千人隊長、百人隊長、五十人隊長、 

5 十人隊長をすべての彼らの町に(任命するように)3 (862)。彼は自身のために 1000 人を選

ぶように(863)。1000 人を 

6 部族から、彼と共に居るために。12000 人の戦士、 

7 彼を 1 人見捨てることなく、また他国民の手によって捕らえられることのないように

する者たちである。またすべての 

8 選ばれし者たちは、真実な者であり、神を畏れ、 

9 不当な利得を憎み、戦争の勇士であり、彼と共に常に居る者で 

10 すべての罪深き事柄や(異国民)11から彼を昼も夜も守る者が(選ばれるように)8。 

                                                        
(861) Q は、~ynhkh[ ypl[ $lmh hX[y rXa] hrwth tawzw「またこれが祭司たち[による

王がなすべき]律法である」と復元。CH と M は、~ynhkh[   ] hrwth tawzw「またこ

れが律法である。[   ]祭司たち」と復元。 
(862) Y と M は、[w]dqpw[ ]、Q と CH は dqpw。W は 1 行目からここまでを、申 17:18、サ

ム上 8:11、レビ 27:3、申命記 1:15、あるいは出 18:21、さらに民 1:3、サム上 8:12、サム上

22:7 のミドラッシュ的構成とする。申 17:18 は、~ynhkh ynplm rps l[ tazh hrwth、
Col. 57:1 は、~ynhwkh [ynplm wl wbtky rXa ]hrwth tazw、サム上 8:11 は、$lmy rXa 

~kynb ta ~kyl[、Col. 57:2 は、larXy ynb [Xwar ta wt]wa wkylmy rXa ~wyb、レビ

27:3 は、hnX ~yXX !b d[w hnX ~yrX[ !bm、民 1:3 は、hnX ~yrX[ !bm、Col. 57:2–3

は、[w]dqpw hmhylgdl hnX ~yXX !b d[w hnX ~yrX[ !bm、申 1:15 は、~kyl[ ~yXar 
trX[ yrXw ~yXmx yrXw twam yrXw ~ypla yrX、出 18:21 は、twam yrXw ~ypla yrX 
trX[ yrXw ~yXmx yrXw、サム上 8:12 は、~yXmx yrXw ~ypla yrX となっている。ただ

し、復元箇所ではあるが 4QSama Col. 8: frgs. a–b の 4 行目は、twam yrXw ~ypla yrX、サ

ム上 22:7 は、twam yrXw ~ypla yrX、Col. 57:4–5a は、twyam yrXw ~ypla yrX hmhyXarb 

twrXw[ yrXw ~yXmx yrXw となっている。 
(863) ヘブライ語の動詞 rrb は、一般に「清める」の意で使用されるが、エベン・ショシャ

ンの A New Concordance of the Old Testament によると、ここでは「選ぶ、分離する」の意味

で使用されている（p. 209）。用例として、①エゼ 20:38 の ~ydrmh ~km ytwrbw「私はお

前たちの中から反逆する者を選り分ける」、②ネヘ 5:18 の twrrb XX !ac「選り抜きの羊

6 匹」が挙げられる。 
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11 彼らの手によって捕らえられることのないようにするためである(864)。また 12 人の 

12 彼の民の指導者は彼と共に(居るように)。また祭司たちから 12 人を。レビ人たちから 

13 12 人を。彼らは彼と共に一緒に座る者たち。裁きのために。 

14 律法のために。彼の心が彼らに対して高ぶることがないように。また彼はすべてのこと

に関して 

15 彼ら以外の助言を受けてはならない(865)。-空白- また彼は妻を 

                                                        
(864) W は 5 行後半からここまでを、サム上 8:16、サム下 17:1、民 31:4、民 31:5、王上 10:26、
出 18:25、雅 3:7–8、そして、王下 11:8 のミドラッシュ的構成とする。比較としてサム上 34:8–
12、サム上 15:8、王上 20:13–21、サム上 24:1–7、サム上 26:6–12、王下 14:1–14、エレ 34:8、
エレ 38:23、エゼ 21:28、エゼ 21:29、そして最後に詩 10:2 を挙げている。サム上 8:16 には

類似性を見つけることができなかった。おそらく以下が類似していると思われる。まず、ネ

ヘ 8:15 の ~hyr[ lkb と Col. 57:5b のhmhyr[ lwkb。また、サム下 17:1 の @la rX[ ~ynX 

Xya、民 31:5 の abc yclx @la rX[ ~ynX、王上 10:26 の ~yXrp @la rX[ ~ynXw、出

18:21, 25 の trX[ yrXw ~yXmx yrX twam yrX ~ypla yrX と、Col. 57:4b–5a の yrX 
twrXw[ yrXw ~yXmx yrX twam yrX ~ypla が類似している。さらに、民 31:4 の @la 
hjml @la hjml、4QNumb Col. 25: frgs. 55 i–56 の 14 行 yjml @la ]yjml @la と、Col. 

57:5b–6a の @la rX[ ~ynX wm[ twyhl hjmh !m @la @la rX[ ~ynXw が類似してい

る。それから、MT 雅 3:7 の larXy yrbgm、3:8 の wkry l[ wbrx Xya hmxlm ydmlm
と、Col. 57:6b の hmxlm Xya、Col. 57:9 の hmxlml lyx yrwbgw とが類似している。以下

は W が引用している聖句であり、ヘブライ語の類似性はないが、比較のため内容を列挙し

た。王下 11:8（ヨアシュ王を守護する兵士）。サム下 11 章で節を欠くのは W の誤記で、正

しくは、サム下 11:12（ウリヤはダビデの軍の兵隊）。サム下 12:1–12（ウリヤのことに対す

るダビデ王への神の裁き）。サム上 15:8（サウルによるアガグの捕獲とアマレクの殺害）。王

上 20:13–21（アハブ王のアラムに対する軍事行動）。サム上 24:1–7（サウルとその兵、エン・

ゲディにいるダビデを追う）。サム上 26:6–12（ダビデとアビシャイ、サウルとその兵に近づ

く）。王下 14:1–14（ユダの王アマツヤとその軍事行動）。エレ 34:8（ゼデキヤ王と高官の契

約破棄）。エレ 38:23（ゼデキヤとユダ王国への神の裁き）。エゼ 21:28（エルサレムの住民に

対する捕囚の預言）。エゼ 21:29（ユダ王国への裁き）。詩 10:2（悪しき者の裁き）。 
(865) W は 11 行後半からここまでを、民 1:44、代下 19:8、申 17:9, 20 のミドラッシュ的構成

とする。民 1:44 には、Xya rX[ ~ynX、Col. 57:11b–12a には wm[ yyXn rX[ ~ynXw とある。

代下 19:8 には、twbah yXarmw ~ynhkhw ~ywlh !m jpXwhy dym[h ~lXwryb ~gw 
~lXwry wbXyw byrlw hwhy jpXml larXyl、申 17:9 には、~ywlh ~ynhkh la tabw、
Col. 57:12b–13 には、wm[ ~ybXwy wyhy rXa rX[ ~ynX ~ywlh !mw rX[ ~ynX ~ynhkh !m 
jpXml dxy とある。申 17:20 には wbbl ~wr ytlbl、Col. 57:14 には wbbl ~wry awlw
とある。 
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16 すべての他国民の娘たちから(娶ってはならない)15。むしろ彼の父の家から自分のため

に妻を迎えるように。 

17 彼の父の家族の内から(であるが)、しかし彼女に対して他の妻を迎えてはならない。 

18 彼女のみが生涯、彼と共に居るように。しかしもし彼女が死んだなら、 

19 彼は自分のために他(に妻)を彼の父の家から、彼の家族から娶るように(866)。彼は裁き

を曲げてはならない。 

20 正義の裁きを曲げるために、彼は賄賂を受け取ってはならない。また彼は 

21 畑やブドウ園、すべての富や家、イスラエルのすべての好ましいものを(欲してはなら

ない)20、盗んではならない(867)。 

                                                        
(866) W は 15 行後半からここまでを、サム上 8:13、王上 11:1–2、レビ 21:13–14（翻訳上の）、

レビ 18:18 および申 17:7 のミドラッシュ的構成とみるほか、申 7:3、エゼ 9:12、ネヘ 13:25、
エゼ 26:5–6 を参照とする。サム上 8:13 に、xqy ~kytwnb taw とある。王が娘たちを下女

として使役することが記されているが、内容ではなくヘブライ語がこの箇所と類似してい

る。王上 11:1–2 には、twbr twyrkn ~yXn bha hmlX $lmhw とある。ソロモンが多く

の異邦の女を愛したことが記されている。また、レビ 21:13–14 には、hylwtbb hXa awhw 
xqy al hla ta hnz hllxw hXwrgw hnmla xqy とあり、大祭司に処女との結婚を命

じ、未亡人や離婚された女との結婚を禁じている。レビ 18:18 には、al htxa la hXaw 
xqt と記されており、姉妹を娶ることが禁止される。これらは内容における 11Q19 との対

比である。Col. 57:15b–16 には、whyba tybm ~a yk ~yywgh twnb lwkm aXy awl hXaw 
hXa wl xqy とある。異邦の娘との結婚の禁止という点で後の参照箇所と平行している。

申 17:7 との関連は見つけられず。W の参照箇所は以下の内容である。申 7:3、ネヘ 10:31、
ネヘ 13:25 は異邦人との結婚の禁止で、エゼ 9:12 は存在せず、エゼ 26:5–6 はツロに対する

呪いである。 
(867) W は 19 行後半からここまでをサム上 8:5、申 16:18–19、サム上 8:14、ミカ 2:2 のミド

ラッシュ的構成とみるほか、ミカ 3:2、箴 19:14、エレ 34:8 参照とする。サム上 8:5 には、

~ywgh lkk wnjpXl $lm wnl hmyX ht[ とあり、異邦人のように王を立てる訴えがそ

の内容である。しかし 11Q19 のテキストとは類似せず。申 16:18 は、jpXm ~[h ta wjpXw 
qdc、申 16:19 は、yny[ rw[y dxXh yk dxX xqt alw ~ynp rykt al jpXm hjt al 

~qydc yrbd @lsyw ~ymkx、Col. 57:19b–20a は、dxwX xqy awlw jpXm hjy awlw 
qdc jpXm twjhl である。また、サム上 8:14 は、~kymrk taw ~kytwdX taw、ミカ 2:2

は、wtlxnw Xyaw wtybw rbg wqX[w waXnw ~ytbw wlzgw twdX wdmxw、Col. 57:20b–21 は、

lzgw larXyb dwmx lwkw tybw !wh lwkw ~rkw hdX dwmxy awlw である。以下、文脈

は無関係だが W が参照するものを挙げる。ミカ 3:2 については、~rw[ ylzg が Col. 57:21 の

最後の語 lzgw と類似。箴 19:14 の tyb !whw は、Col. 57:21 の tybw !wh に類似。また、エ
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Col. 58 

 [                                       ] [                ] 1

2 ]w hmh[א̇נשיהמה vacat  
 מבקש לגזול מכול אשר יש  (?)]והוא[ על כול גוי וע̇ם֯  המלך יה כי ישמע}{וה 3
 אות הנתונים בעריילישראל ושלח על שרי האלפים ועל שרי המ 4
 לצאת עמו למלחמה על }העם{ ישראל ושלחו עמו מעשר העם 5
 אויביהם ויצאו עמו ואם עם רב בא לארץ ישראל ושלחו 6
 המלחמה ואם מלך ורכב וסוס ועם רב עמו חמישית אנשי 7

 ושלחו עמו שלישית אנשי המלחמה ושתי הידות יהיו שומרים 8
 את עריהמה ואת גבולמה אשר לוא יבוא גדוד אל תוך ארצמה 9

 וכי אם תחזק המלחמה עליו ושלחו לו מחצית העם את אנשי 10
 והיה אם נצחו  vacat הצבא ומחצית העם לוא יכרתו מעריהמה 11

 חרב ונשא את שללמה ונתנו}{את אויביהמה ושברום והכום לפי 12
 ממנו למלך מעשרו ולכוהנים אחד מאלף וללויים אחד מן המאה 13
 מן הכול וחצו מחצית השאר בין תופשי המלחמה לאחיהמה 14
 ם יצא למלחמה עלא}ע{ו         vacat        אשר הניחו בעריהמה 15
 חמישית העם אנשי המלחמה כול גבורי אויביו ויצא עמו 16
 החיל ונשמרו מכול דבר טמאה ומכול ערוות ומכול עוון ואשמה 17
 ולוא יצא עד יבוא לפני הכוהן הגדול ושאל לו במשפט האורים 18
 והתומים על פיהו יצא ועל פיהו יבוא הוא וכול בני ישראל אשר 19
 האוריםאתו לוא יצא מעצת לבו עד אשר ישאל במשפט  20
 והתומים והצליח בכול דרכיו אשר יצא על פי המשפט אשר 21

 

58 欄 

4Q524 5 と平行している 

1 [  ]….[   ](868) 

                                                        
レ 34:8 にはゼデキヤ王と高官の民との契約破棄が書かれているが、王や裁き人が「イスラ

エルのすべての好ましいものを欲してはならない、盗んではならない」こととの関連で参照

されているのだろうか。 
(868) Q と CH は ]a jp[ と復元。 
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2 [彼らと](869)彼らの者たち -空白- 

3 さて王がすべての他国民や他の民が何であれ(イスラエル)4 に属するものから奪おうと

している(870)ことを聞いたなら。 

4 彼は(イスラエルの)5町に駐在する千人隊長たちや百人隊長たちを o 置くように。 

5 また彼らは彼(王)と共に民の 1/10 を(彼らの敵)6との戦いのために遣わすように。 

6 彼らは彼と共に出て行くように(871)。しかしもし多くの民がイスラエルの地に来るなら

ば、 

7 彼らは 1/5 の戦士たちを彼と共に遣わすように(872)。しかしもし王と戦車と馬と多くの

民ならば、 

8 彼らは 1/3 の戦士たちを彼と共に遣わすように。しかし 2 組は(彼らの町とそれらの境

界)9を守る者であるように。 

                                                        
(869) Y のテキスト上には存在しないが、脚注にて復元されている。よってヘブライ語テキス

トの方も復元した。CH は Y に従い復元している。 
(870) Q によると、ここの yk hyhw は rXa t[bw からの修復（p. 83）。 
(871) W は 3 行目からここまでを、士 20:9–10、サム下 22:9–10、代上 14:8、代上 27:1–4 のミ

ドラッシュ的構成とし、また、サム下 22:13 と代上 14:10、14 を参照箇所とする。士 20:9–10
は、ギブアで起こった対ベニヤミン制裁戦争に 1/10 の人を選抜したことが類似している。

原文は、hbbrl @law @lal hamw larXy yjbX lkl haml ~yXna hrX[ wnxqlw で
ある。Col. 58:5 は、~[h rX[m wm[ wxlXw である。サム下 22:9–10 は、神の怒りの描写

であるが、類似点は見い出せなかった。むしろ Y が指摘する創 39:8 の !tn wl Xy rXa lkw 
ydyb、サム上 17:46 の larXyl ~yhla Xy yk が、Col. 58:3–4 の larXyl Xy rXa lwkm
に類似。代上 14:8 には、~hynpl acyw、Col. 58:6a には wm[ wacyw とある。代上 27:1–4 は

イスラエルの軍隊の組分けであるが、その内容のゆえにこの箇所を連想したのであろうか。

サム下 23:13 については、Xar ~yXlXhm [hXlX] (~yXlX) wdryw「30 人の長のうちの 3
人が」という表現が 1/10 の軍隊の選考を連想させる。代上 14:10、14 はダビデとぺリシテ人

との戦争に関係するが、類似点は発見できず。 
(872) W は 6 行後半からここまでを、ヨシ 1:4 とヨシ 10:1–7 のミドラッシュ的構成と判断す

るほか、申 2:21、ヨシ 11:4、ヨエ 2:2、9、そして代下 32:4 を参照箇所として挙げる。ヨシ

1:4 にはイスラエルの領土の大きさが書かれていいる。ヨシ 10:1–7 は、アモリ人の 5 人の王

のギブオン攻撃の計略を、申 2:21 は、アンモン人を追い払い、イスラエルが住み着いたこ

とを、ヨシ 11:4 は、カナンの王たちの出撃を、ヨエ 2:2、9 は、主の日と異邦の民の襲撃を、

それぞれ扱っている。また、代下 32:4 には、センナケリブの攻撃に備えるユダの人々につ

いて記されている。これらには、Col. 58:6b–7a の、「しかしもし多くの民がイスラエルの地

に来るならば、彼らは 1/5 の戦士たちを彼と共に遣わすように」という記述との繫がりが見

えない。もしかしたら上記の聖句はこれらの言葉の背景を意味するのかもしれない。 
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9 そうすれば部隊は彼らの地の只中にやって来ない(873)。 

10 だが、むしろ彼にとって戦争が激しくなるなら、彼らは彼に半数の民、(軍人たち)11を

遣わすように。 

11 また彼らは(残りの)半数の民を彼らの町から除(874)いてはならない(875)。-空白- もし彼ら

が(彼らの敵に)12勝利したら、 

12 剣に(876)かけて彼らを砕き、打ち倒すように。また彼らの分捕り品を運び、 

                                                        
(873) W は 7 行後半からここまでを、申 20:1、サム下 18:2、サム上 11:11、士 9:43、士 7:16、
王下 11:4–6、申 19:3、王下 5:2、サム下 30:23 のミドラッシュ的構成と判断する。また、王

下 6:23、サム上 7:13、そして王下 2:32 を参照箇所とする。申 20:1 は、戦いにおける主の守

りの確証を、サム下 18:2 は、ダビデがアブシャロムとの戦いで軍を 3 つに分けたことを、

サム上 11:11 は、サウルがアンモン人との戦いで自分の軍を 3 つに分けたことを、士 9:43
は、アビメレクが自分の部隊を 3 つに分けたことを、士 7:16 は、ギデオンが 300 人の精鋭

を 3 隊に分けたことを、王下 11:4–6 は、ヨヤダがカリ人と護衛兵の百人隊長を呼んでその

兵たちを 3 隊に分け神殿を守らせたことを、申 19:3 は、逃れの町を作るため相続地を 3 分

することを、それぞれ記している。王下 5:2 には、ナアマン将軍の妻にイスラエルの少女が

捕囚として連れてこられたことが記されている。サム上 30:23 は、ダビデによる戦利品の平

等分配に触れている。参照箇所として、王下 6:23（アラムの部隊）、サム上 7:13（ぺリシテ

人の部隊）があるが、W の参照する王下 2:32 は存在しない。これらの聖句との類似点は dwdg
「部隊」と tyXylX「1/3」であろう。すべての聖句にこの語が出てくる訳ではないが、意味

上の類似点がある。上記のサム下 18:2 の原文は、bawy dyb tyXlXh ~[h ta dwd xlXyw
である。だが、復元箇所ではあるが、4QSama frgs. 128–132 の 5 行目は、~[h ta dywd XlXyw 
bawy dyb tyXlXh、Col. 58:8 は、tyXylX wm[ wxlXw である。上記サム上 11:11 は、wkyw 
~wyh ~x d[ !wm[ ta である。ここも復元箇所ではあるが、4QSama Col. 10: frgs. b–c の 9

行目には、~wyh ~x d[ !wm[ ynb ta wkyw とある。 
(874) ヘブライ語の直訳は、「断ち切る」。 
(875) W は 10 行目からここまでを、サム下 10:9–13、ゼカ 14:2、サム下 19:41、サム上 30:24–
25 のミドラッシュ的構成とする。サム下 10:9–13 には、ヨアブがアンモンとアラムの連合

の 2 正面作戦に対しイスラエルの精鋭を 2 分したことが記されている。ゼカ 14:2 は、エル

サレムの町が諸国民に襲われ町の半分が捕囚となるという預言である。サム下 19:41 には、

ダビデ王の逃避行にイスラエルの半数の民が同行したことが記されている。サム上 30:24–
25 には、ダビデが分捕りものを、戦いに出た者にも、荷物と共に残った者にも等しく 2 分

し、それを掟と定めとしたことが記されている。これらの聖句は、これらの行の tycxm 
~[h「半数の民」との関連を示唆している。上記サム上 30:24 には、rbdl ~kl [mXy ymw 
hzh と、復元箇所の 4QSama frgs. 45–46 の 4 行目には、hlah ~yrbdl [mXy ymw とある。 

(876) Q と CH は brx(l)。 
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13 その中から王にその 1/10 を、すべての内から祭司たちに 1/1000 を、レビ人たちに 1/100

を(与えるように)12。 

14 また残りの半分を戦争に従事した者らと、(彼らの町に残った)15彼らの兄弟とで分ける

ように。 

15 (877)-空白- またもし(878)彼に対する敵と戦うために出征したなら、 

16 民の 1/5 が出征するように。戦士たち、すべての勇士たち。 

17 またすべての穢れたもの、すべての恥ずべきもの(879)や罪責から自分自身を守るように

(880)。 

                                                        
(877) W は 11 行後半からここまでを、申 17:17、民 31:27–30、サム上 30:24–25、サム上 8:10、
創 14:20 のミドラッシュ的構成とし、また士 8:24–25 とサム上 30:20 を参照箇所とする。申

17:17 は、王が多重婚をすることと金銀を多量に蓄えることの禁止である。民 31:27–30 は、

本来注 867 のカテゴリーに属する。分捕りものを、戦いに出た勇士と共同体全体とに、平等

に 2 分する戒めが書かれ、人、牛、ろば、羊のそれぞれ 1/500 を主へ捧げることに触れてい

る。民 31:30 は、hmhbh lkm !ach !mw ~yrmxh !m rqbh !m、4QNumb Col. 20 VI: frgs. 

55 ii, 57–59 の 18–19 行は、hmhbh lwk] [!m ] ~yrmxh !m !a[wc]h[ ]!m [ ]rq[bh !mw で
ある。「羊」の位置が異なる。サム上 30:24–25 は、ダビデが分捕りものを、戦いに出た者に

も、荷物と共に残った者にも等しく 2 分し、それを掟と定めとしたことが記されている。原

文は、~ylkh l[ bXyh qlxkw hmxlmb dryh qlxk yk hzh rbdl ~kl [mXy ymw 
hzh ~wyh d[ larXyl jpXmlw qxl hmXyw hl[mw awhh ~wyhm yhyw wqlxy wdxy
である。Col. 58:14 は、rXa hmhyxal hmxlmh yXpwt !yb raXh tycxm wcxw lwkh !m 
hmhyr[b wxynh である。サム上 8:10 は、王を要求する民への主の言葉である。そして、

創 14:20 は、メルキゼデクがアブラハムを祝福し、アブラムは、lkm rX[m wl !tyw「すべ

てのもの（分捕りもの？）の什一をメルキゼデクに与えた」ことを記している。Col. 58:12–
13 には、wrX[m $lml wnmm wntnw とある。士 8:24–25 では、ギデオンが分捕りものの耳

輪を民からもらう。サム上 30:20 は、アマレクから奪ったダビデの分捕りものに言及する。

W の引用する殆どの聖句が、ここでは llX「分捕りもの」の平等の「分配」（qlx もしく

は hcx）、また、「什一」rX[m と関係がある。 
(878) 原文は、~a([)w。写字者が a と [ を誤記。 
(879) Y の twwr[ に対して、Q、M、CH は twyr[ と復元。 
(880) W は 15 行後半からここまでを、申 23:10 と申 23:14 のミドラッシュ的構成とする。 
申 23:10 は、[r rbd lkm trmXnw $ybya l[ hnxm act yk である。Col. 58:15b–16a

は、$ybywa l[ hmxlml acy ~a{[}w、申 23:14 は、hyhw $nza l[ $l hyht dtyw 
$tac ta tyskw tbXw hb htrpxw、Col. 58:16b–17 は、#wx $tbXb lyxh yrwbg lwk 
hamj rbd lwkm wrmXnw である。 
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18  また彼は大祭司の前に来るまでは出征してはならない。また彼にウリムとトンミムに

よって裁きを尋ねるように。 

19  彼の口述(881)によって出征し、彼の口述によって彼(王)は帰還する。また彼と(彼と共に

居る)20すべてのイスラエルの子らは、 

20  彼の心の助言で出征してはならない。彼がウリムと(トンミム)21によって裁きを尋ねる

までは。 

21  裁きに従って出征すれば彼のすべての道で成功する(882)。 

 

Col. 59 

 [         ][                                         ] 1

 ולשנניה ובעול כבד̇  ל̇משל] מה[ש֯ ]ל [י֯ב̇ז֯ר̇ום בארצות רבות̇ והי̇ו̇ ]ו[ 2
 עץ ואבן כסף ובחסור כול ועבדו שמה אלוהים מעשי ידי אדם 3
 ולחורבה והיו לשומה ולשרקהוזהב ובכול זה יהיו עריהמה  4
 אויביהמה שוממים במה והמה בארצות אויביהמה מתאנחים 5
 ומזעיקים מפני עול כבד וקראו ולוא אשמע וזעקו ולוא אענה 6
 אותמה מפני רוע מעלליהמה ואסתיר פני מהמה והיו לאוכלה 7
 ולבז ולמשוסה ואין מושיע מפני רעתמה אשר הפרו בריתי 8
 נפשמה עד יאשמו כול אשמה אחר ישובואת תורתי געלה ו 9

 אלי בכול לבבםה ובכול נפשמה ככול דברי התורה הזואת 10
 והושעתים מיד אויביהמה ופדיתים מכף שונאיהמה והביאותים 11
 לארץ אבותיהמה ופדיתים והרביתים וששתי עליהמה 12
 אשר והמלך vac והייתי להמה לאלוהים והמה יהיו לי לעם 13

 תי לוא ימצא לו איש יושב על כסאולבו ועינו ממצוזנה  14
 אבותיו כול הימים כי לעולם אכרית זרעו ממשול עוד על ישראל 15

                                                        
(881) ヘブライ語直訳は、「口によって」。 
(882) W は 18 行目からここまでを、民 27:21、代下 26:5、そして代下 24:20 のミドラッシュ的

構成とする。民 27:21 は、ynpl ~yrwah jpXmb wl laXw dm[y !hkh rz[la ynplw 
hd[h lkw wta larXy ynb lkw awh waby wyp l[w wacy wyp l[ hwhy、Col. 58:18–20

は、l[ ~ymwthw ~yrwah jpXmb wl laXw lwdgh !hwkh ynpl awby d[ acy alw 
wta rXa larXy ynb lkw awh waby whyp l[w acy whyp、代下 26:5 は、ta wXrd ymyb 

~yhlah wxylch hwhy、代下 24:20 は、~kta bz[yw hwhy ta ~tbz[ yk wxylct alw、
Col. 58:21 は、rXa jpXmh yp l[ acy rXa wykrd lwkb xylchw である。 
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16     vacat      ואם בחוקותי ילך ואת מצוותי ישמור ויעש 

 הישר והטוב לפני לוא יכרת לו איש יושב מבניו על כסא מלכות 17
 והושעתיהו מיד ישראל לעולם והיתי עמו והושעתיהו מידישראל לעולם והיתי עמו  18
 מבקשי נפשו לשאתה ונתתי את כול אויביו לפניו ומשל בהמה 19
 כרצונו והמה לוא ימשולו בו ונתתיה למעלה ולוא למטה לראוש 20
 ולוא לזנב ויארך ימים רבים על מלכותו הוא ובניו אחריו 21

 

59 欄 

4Q524 6–13と平行している 

1  [  ]…[  ](883) 

2  [また]彼らは多くの国々に散らされ、また彼らは戦[慄](884 )、嘲り(885)、喩えまた重い軛

である(886)。 

3  またすべての必要において、そこで彼らは人の手の作の木、石、銀や(金)4の神々に仕え

るなら(887)、 

                                                        
(883) M は Y と同じ。Q と CH は、] 。。m[ と復元。 
(884) Y は、[h]mX[l]。M、Q、CH は、[h]mX「そこ[で]」と復元。Y は、MT 申 28:37 の tyyhw 
hnynXlw lXml hmXl を復元の説明としている。しかし CH は、SamP の lXml ~Xl tyyhw 
hnynXlw lXml と、LXX の kai. e;sh| evkei/ evn aivni,gmati kai. parabolh/| kai. dihgh,mati（＝

hnynXlw lXml hmXl ~X tyyhw）を引用し、自説を説明。さらに hmXl には十分なス

ペースがないとする。だが、C. D. Elledge, The Statutes of the King: The Temple Scroll’s Legislation 
on Kingship (Col. LVI12–LIX21), p. 202 でエリッジが hmXl の読みを支持し、l の基部が見

えると主張していることも合わせて記している（p. 150）。 
(885) 原文の hynnXlw を、Q は hnynX の異形とする。 
(886) W はこの行を、申 28:64a の引用なしのパラフレーズと、申 28:37a の広範囲の逐語的引

用、王上 12:11a の広範囲の逐語的引用とする。代下 10:11 参照。MT 申 28:64a は、$cyphw 
#rah hcq d[w #rah hcqm ~ym[h lkb hwhy である。ヘブライ語に類似点は見られ

ないが、イスラエルが民の間に散らされる内容に類似点が見られる。MT 申 28:37a は、

hnynXlw lXml hmXl tyyhw、MT 王上 12:11a は、dbk l[bw、MT 代下 10:11 は、l[ 
dbk、Col. 59:2 は、dbk lw[bw hnynXlw lXml[ hm]X[l]wyhw twbr twcrab ~wrzby[w]
である。 
(887) W はこの行を、申 28:48b の広範囲の逐語的引用、申 4:28a の広範囲の逐語的引用と詩

135:15a の広範囲の逐語的引用とみるほか、比較箇所として詩 105:4 を示す。W は申 28:48b
を挙げる一方で、Y は 48b を挙げていない。MT 申 28:48 は、lzrb l[ !tnw lk tdb[w 
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4  このすべての間、それらの町は恐怖と罵倒(888)および荒廃となる。また 

5  彼らの敵は彼らにより驚く(889)。また彼らは彼らの敵の国々で呻き、 

6  その重い軛のゆえに叫びを上げる(890)。彼らは呼ぶが私は聞かない。彼らは叫ぶが(彼ら

の悪しき行いのゆえに) 7私は(彼らに)7 答えない。 

7  また私の顔を彼らから隠す(891)。彼らは餌食や 

                                                        
$ta wdmXh d[ $rawc l[ である。Col. 59:3a は、lwk rwsxbw、MT 申 4:28a は、~tdb[w 
!baw #[ ~da ydy hX[m ~yhla ~X、Col. 59:3b は、ydy yX[m ~yhwla hmX wdb[w 
!baw #[ ~da である。W は詩 135:15a を挙げるが、Y のように詩 135:15 全部を参照した

方が、11Q19 の「著者／編纂者」の意図を把握しやすいと思われる。MT 詩 135:15a は、ybc[ 
~da ydy hX[m bhzw @sk ~ywgh、Col. 59:3b–4a は、bhzw @sk !baw #[ ~da ydy yX[m
である。MT 詩 105:4 は、dymt wynp wXqb wz[w hwhy wXrd である。ヘブライ語は類似し

ていないが、常に主とその力を求め、御顔を訪ね求めることが、この行に書かれている罪を

避けることにつながると考えられる。 
(888) W はこの行の前半を、レビ 26:31 の短い引用を含む節ないしその一部のパラフレーズ

と、エレ 25:9 の広範囲の逐語的引用とする。MT レビ 26:31 は、ytwmXhw hbrx ~kyr[ ta 
yttnw。MT エレ 25:9 は、~lw[ twbrxlw hqrXlw hmXl ~ytmXw ~ytmrxhw、Col. 59:4a

は、hbrwxlw hqrXlw hmwXl hmhyr[ wyhy hz lwkb である。 
(889) Y は「彼らの敵は彼らを荒廃させる」と訳しているが、明らかに M や CH のように「彼

らによって敵が顔色を失う」とした方が、構文上、理解の助けになるとみられる。Y も脚注

でミルグロムの訳、“astounded” を紹介している（p. 267）。イザ 52:14 の、$yl[ wmmX rXak 
~ybr「多くがあなたに驚いたように」を考慮すれば、ミルグロムの訳の正しさを理解でき

るので、ここではミルグロムの説をとった。また W は 4 行の後半からここまでを、レビ

26:33b の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズとする。MT レビ 26:33b は、htyhw 
hbrx wyhy ~kyr[w hmmX ~kcra、Col. 59:4b–5a は、hmb ~ymmwX hmhybywa wyhw で
ある。 
(890) W は 5 行の後半からここまでを、出 2:23b の短い引用を含む節ないしその一部のパラフ

レーズと、王上 12:11a の広範囲の逐語的引用であるとする。MT 出 2:23b は、ynb wxnayw 
wq[zyw hdb[h !m larXy、MT 王上 12:11a は、dbk l[ ~kyl[ sym[h、Col. 59:5b–6a

は、dbk lw[ ynpm ~yqy[zmw ~yxnatm hmhybywa となっている。 
(891) W は 6 行の後半からここまでをゼカ 7:13b の広範囲の逐語的引用と、エレ 11:11b の短

い引用を含む節かその一部のパラフレーズと、エレ 21:11b(おそらく誤植。正しくはエレ

21:12b)の広範囲の逐語的引用(エレ 26:3b、申 28:20b を参照)と、申 31:18 の広範囲の逐語的

引用(エゼ 39:23b、同 24b を参照)とする。MT ゼカ 7:13b は、w[mX alw arq rXak yhyw 
[mXa al warqy !k、MT エレ 11:12b は、~hyla [mXa alw yla wq[zw、MT エレ 21:12b

は、~hyll[m [r ynpm である。参照箇所としては、MT エレ 26:3b の、~hyll[m [r ynpm、
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8 略奪品また戦利品となる。また私の契約を破るという彼らの悪ゆえに救う者は居な 

い(892)。 

9 また彼らの魂は彼らのすべての罪責が処罰を受けるまで私の律法を拒絶した。後に彼

らが 

10 この律法の言葉に従って、彼らのすべての心で、また彼らのすべての魂で私に(立ち帰

るなら)9 (893) 

11 私は彼らを彼らの敵の手から救い、彼らを憎む者の手から彼らを贖う。また私は彼らを 

12 彼らの父祖の地へ(連れてきて)11、彼らを贖い、彼らを増やし、彼らを喜ぶ(894)。 

                                                        
MT 申 28:20b の、$yll[m [r ynpm、MT 申 31:18 の、ynp rytsa rtsh yknaw、MT エゼ

39:23b の、~hm ynp rtsaw、MT エゼ 39:24b の、rtsaw ~ta ytyX[ ~hy[Xpkw ~tamjk、
Col. 59:6b–7a の、hmhyll[m [wr ynpm hmtwa hn[a awlw wq[zw [mXa awlw warqw 
hmhm ynp rytsaw が挙げられる。 
(892) W は 7 行の後半からここまでを、エゼ 34:8b の短い引用を含む節かその一部のパラフ

レーズ、王下 21:14b の広範囲の逐語的引用、エレ 44:3a の広範囲の逐語的引用とエレ 31:32b
の広範囲の逐語的引用とする。MT エゼ 34:8b は、hnyyhtw zbl ynac twyh ![y al ~a 
hdXh tyx lkl hlkal ynac、MT 王下 21:14b は、hsXmlw zbl wyhw、MT エレ 44:3a

は、wX[ rXa ~t[r ynpm、MT エレ 31:32b は、ytyrb ta wrph hmh rXa である。Col. 

59:7b–8 は、ta wrph hmh rXa ~t[r ynpm [yXwm !yaw hswXmlw zblw hlkwal wyhw 
ytyrb となっている。 
(893) W は 9 行目からここまでを、MT ではない他の古代訳からのレビ 26:43b の広範囲の逐

語的引用、ホセ 5:15b の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズ、ホセ 3:5a の広範囲

の逐語的引用、申 30:2b の広範囲の逐語的引用(申 4:29b 参照)と、申 17:19b の広範囲の逐語

的引用とする。MT レビ 26:43b は、~Xpn hl[g ytqx taw、MT ホセア 5:15b は、rXa d[ 
wmXay、MT ホセア 3:5a は、larXy ynb wbXy rxa、MT 申 30:2b は、lkbw $bbl lkb 

$Xpn である。参照箇所については、MT 申 4:29b は、$Xpn lkbw $bbl lwkb。MT 申

17:19b は、tazh hrwth yrbd lk ta である。Col. 59:9–10 は、hmXpn hl[g ytrwt taw 
yrbd lwkk hmXpn lkbw h~bbl lwkb yla wbXy rxa hmXa lwk wmXay d[ hrwth 
tawzh hrwth である。 
(894) W は 11 行目からここまでを、士 2:18b の広範囲の逐語的引用、エレ 15:21b の広範囲の

逐語的引用、申 31:21b の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズ、ゼカ 10:18b の短い

引用を含む節かその一部のパラフレーズと、申 28:23a の短い引用を含む節かその一部のパ

ラフレーズとする。MT 士 2:18b は、~hybya dym ~[yXwhw。MT エレ 15:21b は、$ytdpw 
~ycr[ @km、MT 申 31:21b は。yt[bXn rXa #rah la wnayba、MT ゼカ 10:8b は、 

wbr wmk wbrw ~ytydp yk ~cbqaw、MT 申 28:23a は、~kyl[ hwhy XX rXak hyhw、
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13 私は彼らの神となり、彼らは私の民となる(895)。-空白- また 

14 私の戒めから(逸れ)、その心をまたその目を淫行させる(王は)12 (896)、彼のために(彼の先

祖たちの)15玉座に座る者を(もはや) 15見出さない。 

15 実に私がイスラエルの支配から永遠に彼の子孫を断つから(897)。 

16 -空白- しかしもし、彼が私の掟に歩み、私の戒めを守り、 

17 私の前に真直ぐで良いことを(行う)16 なら、(永遠にイスラエル)18 の王国の玉座に座る

者が彼の子孫から断たれることはない(898)。 

18 私は彼と共に居て、彼を憎む者の手から、また(彼の命を取ることを求める者)19の手か

ら彼を救い、 

19 私は彼のすべての敵を彼に与える(899)。そして(彼の欲するところに従い、)20彼は彼らを

支配する。 
                                                        
Col. 59:11–12 は、~ytdpw hmhybywa dym hmhyl[ ytXXw ~ytybrhw ~ytydpw ~yt[yXwhw 
hmhytwba #ral ~ytwaybh hmhyanwX @km である。 
(895) W はこの箇所をレビ 26:12 の広範囲の逐語的引用とする。MT レビ 26:12 は、~kl ytyyhw 
~[l yl wyht ~taw ~yhlal、Col. 59:13a は、yl wyhy hmhw ~yhwlal hmhl ytyyhw 
~[l である。 
(896) W は 13 行後半からここまでを、民 15:39b の引用なしのパラフレーズとする。MT 民

15:39b は、~kyny[ yrxaw ~kbbl yrxa wrtt alw ~ta ~tyX[w hwhy twcm lk ta 
~hyrxa ~ynz ~ta rXa、Col. 59:13b–14a は、twwcmm wny[w wbl hnz rXa $lmhw であ

る。 
(897) W は 14 行後半からここまでを、エレ 33:17 の引用なしのパラフレーズ、エレ 33:18b の

広範囲の逐語的引用と、代下 7:18b の引用なしのパラフレーズとする。MT エレ 33:17 は、

ask l[ bXy Xya dwdl trky al、MT エレ 33:18b は、~ymyh lk。MT 代下 7:18b は、

larXyb lXwm Xya $l trky al、Col. 59:14b–15 は、ask l[ bXwy Xya wl acmy awl 

larXy l[ dw[ lXwmm w[rz tyrka ~lw[l yk ~ymyh lwk wytwba である。 
(898) W は 16 行目からここまでを、王上 6:12 の短い引用を含む節かその一部のパラフレー

ズ、申 6:18a の引用なしのパラフレーズと、王上 9:5 の短い引用を含む節かその一部のパラ

フレーズとする。MT 王上 6:12 は、lk ta trmXw hX[t yjpXm taw ytqxb $lt ~a 
ytwcm、MT 申 6:18a は、hwhy yny[b bwjhw rXyh tyX[w、MT 王上 9:5 は、$l trky al 

larXy ask l[m Xya、Col. 59:16–18a は、X[yw rwmXy ytwwcm taw $ly ytwqwxb ~aw 
~lw[l larXy twklm ask l[ wynbm bXwy Xya wl trky awl ynpl bwjhw rXyh で

ある。 
(899) W は 18 行後半からここまでを、士 2:18b の引用なしのパラフレーズと、エレ 42:30b の

引用なしのパラフレーズとする。MT 士 2:18b は、dym ~[yXwhw jpXh ~[ hwhy hyhw 
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20 しかし彼らは彼を支配しない(900)。私は彼を上向きに置き(901)、下向きではない。頭であっ

て 

21 尾ではない。彼がその王国に在る日々を非常に長くする。彼(902)と彼の後のその子孫 

も(903)。 

 

Col. 60 

[~[ hlxnw qlx ywl jbX lwk ~yywlh ~ynhkl hyhy awl] 01  

[h]lxnw wlkawy ~twlxnw [!wr]yjqy hwh[y] yX[a] l[arXy] 02  

[~twlxn haw]h [hwhy hmhyxa brqb hmhl hyhy aw]l 03  

 [x]bz yxbwz t[am] ~[[h ta]m ~ynhw[kh jpXm hyhy hzw]  04 

[taw ~kXh ~c[ d[] [wrzah ta [!hwkl !tnw hX ~a rwX ~a] 05  

[zg tyXrw ~rhc]yw ~Xwryt ~[ngd t]yXrw hbq[h taw ~yyxlh] 06  

[ynb tam hm[hl hyhy hwhyl wntty rX]a lwk ty[Xrw ~nawc]  07 

 [            ]א[ ] [                           ] ש֯ [     ] 1
 ]           [וכול תמה ה̇ז֯כרים]בבהמ [וכול תנופותמה וכול בכ̇ו֯ר֯  2
 ]ש[יקדישו לי עם כול קוד̇  לבהמתמה וכול קודשיהמה אשר 3

 הלוליהמה ומכס תרומתמה לעוף ולחיה ולדגים אחד מאלף 4
                                                        
~hybya である。エレ 42:30b は存在せず、おそらく W の誤植で、正しくはエレ 44:30b。MT

エレ 44:30b は、wXpn yXqbm dybw wybya dyb、Col. 59:18b–19a は、yXqbm dymw wm[ ytyhw 
wyanwX dym whytXwhw wXpn である。 
(900) W は 19 行後半からここまでを、申 28:7 の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズ

と、申 15:6b の短い引用を含む節かその一部のパラフレーズとする。MT 申 28:7 は、hwhy !ty 
$ynpl ~ypgn $yl[ ~ymqh $ybya ta、MT 申 15:6b は、~ywgb tlXmw jb[t al htaw 
wlXmy al $bw ~ybr、Col. 59:19b–20a は、wnwcrk lXmw $ynpl wybywa lwk ta yttnw 
wb wlwXmy awl hmhw となっている。 
(901) ヘブライ語は hl[ml hyttnw。この句の hyttnw を、Q は whyttnw の音声上の綴りと

みている。 
(902) 4Q524 frgs. 6–13 の 3 行では hawh。 
(903) W は 20 行後半からここまでを、申 28:13a の著しい削除による逐語的引用と、申 17:20b
の広範囲の逐語的引用とする。MT 申 28:13a は、qr tyyhw bnzl alw Xarl hwhy $ntnw 
hjml hyht alw hl[ml、MT 申 17:20b は、wynbw awh wtklmm l[ ~ymy $yray ![ml
である。Col. 59:20b–21 は、~ymy $rayw bnzl awlw Xwarl hjml awlw hl[ml hyttnw 
wyrxa wynbw awh wtwklm l[ ~ybr となっている。 
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 vacat שר יצודו וכול אשר יחרימו ומכס השלל והבז̇ }{א 5

6   vacat  וללויים מעשר הדגן והתירוש והיצהר אשר 
 הקדישו לי לראישונה והשכם מאת זובחי הזבח והמכס מן 7
 הציד לעוף ולחיה ולדגים אחד מן המאה השלל ומן הבז ומן 8
 ומבני היונה ומעשר מן הדבש אחד מן החמשים ולכוהנים 9

 כול שבטיכהןאחד מן המאה מן בני היונה כי במה בחרתי מ 10
 לעמוד לפני ולשרת ולברך בשמי הוא וכול בניו כול הימים 11
12   vacat  וכי יבוא הלוי מאחד שעריכה מכול ישראל אשר 
 גר שמה בכול אות נפשו אל המקום אשר אבחר לשכןהוא  13
 שמי ככול אחיו הלויים ישרת העומדים שמה לפני חלק כחלק 14
 vacat יואכלו לבד ממכר על האבות 15
 כי תבוא אל הארץ אשר אנוכי נותן לכה לוא תלמד לעשות 16
 כתועבות הגויים ההמה לוא ימצא בכה מעביר בנו ובתו 17
 ומעונן ומנחש ומכשף חובר חבר שואל אובבאש קוסם קסמים  18
 וידעונים ודורש אל המתים כי תועבה המה לפני כול עושה 19
 אלה ובגלל התועבות האלה אנוכי מורישם מלפניכה 20
 כי הגואים האלה אשר vac תמים תהיה עם יהוה אלוהיכה 21

 

60 欄 

4Q524 6–13 と平行している 

01 [レビ人たる祭司たちとレビの全部族には([イスラエ]ル[)02 と共にある分け前嗣業もな

い](904)。 

                                                        
(904) 0 行目は、プェシの復元の DJD 4Q524 を確認しながら、CH の TSCT によった。M も 0
行を復元しているが、行ごとに CH のものに対応しないので、以下に記す。 

[.… awl hlxnw wlkawy ~twlxnw !wryjqy hwhy …] 01  
[… xbzh yxbwz t… ~ynhkh …] 02  

[… ~rhcyw ~Xwryt ~ngd tyXrw h…[wrzah ta …] 03  
 [h… lwk tw…] 04 

01 […彼らは主(へ)焼いて煙にし、彼らの嗣業を食べるように。…しかし嗣業はない] 
02 […祭司たち…犠牲をささげるもの…] 
03 […前脚を…それらの穀物、それらのブドウ汁、それらの最上の油の初物最上の油] 
04 […すべての…] 
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02 [彼らは主(905 )の火に焚く供犠を]焼いて煙にし、彼らの嗣業を食べるように。また嗣業

は 

03 [彼らの兄弟の只中にあって彼らにはな]い。[主]こ[そが彼らの嗣業である。](906) 

04 [またこれは民か]ら、[(雄牛であれ羊であれ)05 犠]牲を捧げる者たちか[ら(受けるもの

の)祭司たちの規定である。] 

05 [前脚、肩骨まで、また] 

06 [両顎、胃、彼らの穀物、ブドウ汁、最上の油の初物、また] 

07 [彼らの小家畜の刈った(毛)の初]物、[またすべての(907)初物を彼らは主に捧げるように。 

それは彼らのために、イスラエ]ル(908)[の子らによって] 

1 [   ]…[   ]…[   ](909) 

2 またすべて彼らの差し上げる供物と彼らの[家]畜(910 )の雄のすべての初子とすべての

[…](911) 

3 彼らの家畜の また彼らが私に聖別する彼らのすべての聖なる捧げ物、すべて彼らの

聖なる 

4 賛美の捧げもの、また彼らの鳥や獣や魚の供え物からの贈り物は 1/1000 の 

5 彼らが狩猟する[.]ものからである。またすべて彼らが専心するのは略奪品また戦利品か

らの贈り物(912)。-空白- 

                                                        
(905) プェシ復元の 4Q524 では、この 0 行に記されているすべての hwhy は、「…」で表され

ている。 
(906) Q の 2010 年版は、ここに、[~hl rbd rXak]「[彼(神)が彼らに言ったように]」を挿入

する。 
(907) Q の 2010 年版は、これより以降は、w ~hy[[jm yrp yX[]m t[yXrw…]「彼らの[果樹

園の実の産]物の初[物を…]、また」と復元している。 
(908) 4Q524 の 7 行による。 
(909) CH は、[hwhy hmwrt lwk ta wpny]w ~hy[m[d twn]tm t[amw ]l[arXy]「イスラエ[ル](の[子
ら])07また彼らのぶど[う酒の賜]物によって。また[すべての主への供え物を彼らは差し上げ

るように]」と復元。M は、[…] … […] ~hy[[…]m t[…] … […]「[…] … […]彼らの[…] … 
[…]」と復元している。 
(910) Q と CH は、hmh[y]t[w]rwkb「彼らの初子」と復元。M は綴り違いの hmh[yt]rwkb で、

意味は同じ。 
(911) Q と CH は、[r]X[[]m「什一」と復元。 
(912) W は 2 行目からここまでを、申 18:1?、民 18:11、レビ 27:26、出 13:12、民 18:8、レビ

19:24、民 31:41 と民 31:28–29 のミドラッシュ的構成とする。申 18:1 は、文章よりも捧げ物

の分配のことで関連があるとしたのかもしれない。MT 民 18:11 は、larXy ynb tpwnt lkl、
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6 -空白- また彼らが(最初に私のために聖別した)7 穀物、ブドウ汁、最上の油の什一をレ

ビ人たちに(渡すように)。 

7 犠牲の捧げ物から肩を。また贈り物を 

8 略奪品また戦利品から。鳥や獣や魚の狩猟の 1/100 からである。 

9 鳩の雛からまた什一。蜂蜜から 1/10(913)、また祭司たちに(渡すものは) 

10 鳩の雛から 1/100 (914)。実に私はあなたのすべて諸部族から彼らを選んだから。 

                                                        
MT レビ 27:26 は、hmhbb hwhyl rkby rXa rwkb $a、MT 出 13:12 は、hwhyl ~yrkzh、
MT 民 18:8 は、larXy ynb yXdq lkl、MT レビ 19:24 は、~ylwlh Xdq wyrp lk、MT

民 31:41 は、hwhy tmwrt skm ta、MT 民 31:28 は、hwhyl skm tmrhw、MT 民 31:29

は、hwhyl tmrt !hkh、Col. 60:2–5 は、~yrkzh hmt[mhbb ]rwkb lwkw hmtwpwnt lwkw 
skmw hmylwlh [X]dwq lwk ~[ yl wXydqy rXa hmhyXdwq lwkw hmtmhbbl [   ]lwkw 
skmw wmyrxy rXa lwkw wdwcy rX[◦]a @lam rxa ~ygdlw hyxlw @w[l hmtmwrt 
zbhw llXh である。 
(913) 6 行目からここまでは、明らかにイスラエルの民がレビ人に渡すものの規定である。だ

がこの 9 行には問題がある。「1/10」が「鳩の雛」につくのか、「蜂蜜」につくのかはっきり

しない。Y は不運な挿入としていて、鳩の雛 1/5、蜂蜜の 1/10 と理解している。Y も Q も、

これを写字者の誤記と考え、Xbdh !m rX[mw を 10 行の hnwyh の後に置くことを主張し

ている（Y, p. 273; Q, p. 85）。ただし CH は、写字者の誤記が修正されずに残っていると考え

るのは難しいとしている。CH はここを、「また鳩の雛から、蜂蜜の什一と同じように、1/50」
と訳している（p. 154–155）。W は 6 行目からここまでを、申 18:3、民 31:30、ネヘ 10:38、
ネヘ 13:5、民 18:21、そして代下 31:5 のミドラッシュ的構成とする。MT 申 18:3 は、ヘブラ

イ語の類似はないが、内容の捧げ物に関することが類似しているのかもしれない。MT 民

31:30 は、~ywll ~ta httnw、MT ネヘ 10:38 は、rhcyw Xwryt #[ lk yrpw、MT ネヘ

13:5 は、tmwrtw ~yr[Xhw ~yrrXmhw ~ywlh twcm rhcyhw Xwryth !gdh rX[mw 
~ynhkh、MT 民 18:21 は、~tdb[ @lx hlxnl larXyb rX[m lk yttn hnh、MT 代

下 31:5 は、rX[mw hdX tawbt lkw Xbdw rhcyw Xwryt !gd tyXar larXy ynb wbrh 

waybh brl lkh、また、Col. 60:6–9b は、rXa rhcyhw Xwrythw !gdh rX[m ~yywllw 
dych !mw zbh !mw llXh !m skmhw xbzh yxbwz tam ~kXhw hnwXarl yl wXydqh 

Xbdh !m rX[mw hnwyh ynb !mw hamh !m dxa ~ygdlw hyxlw @w[l である。 
(914) Q の 2010 年版はここに、< Xbdh !m rX[mw >「<蜂蜜の 1/10>」を挿入している。W は

9 行後半からここまでを、構成要素が引用のために明確である、民 31:30 のミドラッシュ的

用法であるとする。MT 民 31:30 は、!m rqbh !m ~dah !m ~yXmxh !m zxa dxa xqt 

hwhy !kXm trmXm yrmX ~ywll ~ta httnw hmhbh lkm !ach !mw ~yrmxh、Col. 

60:9a–10a は、hnwyh ynb !mw hamh !m dxa ~ynhwklw ~yXmxh !m dxa である。 
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11 私の前に立ち、仕え、私の名によって祝福するため、彼と彼のすべての子らも生涯にわ

たって(915)。 

12 -空白- またもしレビ人が、(彼が寄留している)13 すべてのイスラエルのあなたの町々

の 1 つから 

13 自分の欲するまま、私が(私の名)14を住まわせるため選ぶ場所に(来るなら)12 (916) 

14 彼はそこに立ち、私の前に仕える彼の兄弟のレビ人のすべてと同じように、それぞれ分

け前を 

15 彼らは食べるように。先祖たちが売ったものは別である(917)。 

                                                        
(915) W は 10 行後半からここまでを、申 18:5 の MT ではない他の古代訳からの広範囲の逐語

的引用とする。MT 申 18:5 は、~Xb trXl dm[l $yjbX lkm $yhla hwhy rxb wb yk 
~ymyh lk wynbw awh hwhy、Col. 60:10b–11 は、dwm[l hkyjbX lwk!m ytrxb hmb yk 

~ymyh lwk wynbw lwkw awh ymXb $rblw trXlw ynpl。MT の trXl dm[l 以降は

SamP 申 18:5 では、~ymyh lk wynbw awh wmXb $rblw trXlw $yhla hwhy ynpl dm[l
である。LXX 申 18:5 は、paresta,nai e;nanti kuri,ou tou/ qeou/ sou leitourgei/n kai. euvlogei/n 
evpi. tw/| ovno,mati auvtou/ auvto.j kai. oì uìoi. auvtou/ evn toi/j uìoi/j Israhl となっており、最後

の箇所、「イスラエル人の子ら」を加える点で、MT、他の古代訳とも 11Q19 とも異なる。

また、ペシッタ申 18:5 は殆ど MT と類似しているが、hwhy ~Xb の後にあなたの神を入れ

ており、atmwy !whLk yhwnbw wh $hla ayrmd hmvB vmvnw ~wqnd としている。我々の箇所は

SamP に近い。 
(916) W は 12 行目からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 18:6 の広範囲の逐語的

引用とする。MT 申 18:6 は、~X rg awh rXa larXy lkm $yr[X dxam ywlh aby ykw 
hwhy rxby rXa ~wqmh la wXpn twa lkb abw、Col. 60:12–14a は、ywlh awby ykw 
rXa ~wqmh la wXpn twa lwkb hmX rg awh rXa larXy lwkm hkyr[X dxam 
!wkXl rxba である。MT の wXpn twa lkb abw ~X rg awh は、SamP と同じ。ペシッ

タは、hVpn tgr Lwkb atan rm[d rta !m となっており、LXX は ou- auvto.j paroikei/ kaqo,ti 

evpiqumei/ h ̀yuch. auvtou/ である。我々の箇所は LXX に近い。 
(917) W は 14 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの、申 18:7 と申 18:8 の広

範囲の逐語的引用とする。MT 申 18:7 は、~ywlh wyxa lkk wyhla hwhy ~Xb trXw 
hwhy ynpl ~X ~ydm[h、MT 申 18:8 は、twbah l[ wyrkmm dbl wlkay qlxk qlx、
Col. 60:14b–15 は、wlkawy qlxk qlx ynpl hmX ~ydmw[h trXy ~yywlh wyxa lwkk 
twbah l[ rkmm dbl、MT 申 18:8 の twbah l[ wyrkmm dbl wlkay は 4QDeutf frg. 9

の 3 行では、w]yrkmm dbl !wlkay となっている。なお、SamP 申 18:8 は、dbl !wlkay 
twbah l[w wrkmm、また、LXX 申 18:8b は、fa,getai plh.n th/j pra,sewj th/j kata. patria,n

である。我々の箇所は LXX に近い。 
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16 もしあなたが、私があなたに与える地に入るとき、あなたは(彼ら他国民の忌むべきこ

とに従い)17行うことを学んではならない(918)。 

17 あなたの内に自分の息子や娘を(火の中に通す)18者、 

18 占い師、卜者、易者(919)、呪術師、呪文を唱える者(920)、口寄せ、 

19 霊媒、死者に尋ね求める者があってはならない(921)。実にこれらのことを行う者はすべ

て、彼らは私の前に忌むべきものであるからである。 

20 これら忌むべきことゆえに、私は彼らをあなたの前から追い払う(922)。  

21 あなたは、あなたの神、主と共にあって純粋でありなさい(923)。-空白- 実にこれらの他

国民(924) 
                                                        
(918) W は 16 行目からここ(17 行前半)までを、MT ではない他の古代訳からの、申 18:9 の広

範囲の逐語的引用とする。MT 申 18:9 は、!tn $yhla hwhy rXa #rah la ab hta yk 

~hh ~ywgh tb[wtk twX[l dmlt al $l、Col. 60:16–17a は、#rah la awbt yk 

hmhh ~yywgh twb[wtk twX[l dmlt awl hkl !twn ykwna rXa である。ちなみに MT

申 17:14 は、$yhla hwhy rXa #rah la abt yk、MT 申 26:1 は、la abt yk hyhw 
$yhla hwhy rXa #rah となっている。 
(919) MT も 11Q19 も、!nw[m。SamP は、!n[m。 
(920) W は 17 行後半からここ(18 行前半)までを、申 18:10 の広範囲の逐語的引用とする。MT
申 18:10 は、Xxnmw !nw[m ~ymsq ~sq Xab wtbw wnb ryb[m $b acmy al @Xkmw、
Col. 60:17b–18a は、!nw[mw ~ymsq ~swq Xab wtbw wnb ryb[m hkb acmy awl @Xkmw 
Xxnmw である。 
(921) W は 18 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの、申 18:11 の広範囲の逐

語的引用とする。MT 申 18:11 は、~ytmh la Xrdw yn[dyw bwa laXw rbx rbxw、Col. 

60:18b–19a は、~ytmh la Xrwdw ynw[dyw bwa lawX rbx rbwx である。SamP 申 18:11

は、~ytmh la Xrdw ynw[dyw bwa laX rbx rbx、LXX 申 18:11 は、evpaei,dwn evpaoidh,n 

evggastri,muqoj kai. teratosko,poj evperwtw/n tou.j nekrou,j であり、ここは SamP と LXX に

近いかもしれない。 
(922) W は 19 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの、申 18:12 の広範囲の逐

語的引用とする。MT 申 18:12 は、hlah tb[wth llgbw hla hX[ lk hwhy tb[wt yk 
$ynpm ~twa Xyrwm $yhla hwhy、Col. 60:19b–20 は、hXw[lwk ynpl hmh hb[wt yk 

hkynpm ~Xyrwm ykwna hlah twb[wth llgbw hla である。MT 申 18:12b の Xyrwm 

$ynpm ~twa は、SamP では、$ynpm ~Xyrwm である。我々の箇所は SamP に近い。 
(923) W は 21 行前半を、申 18:13 の広範囲の逐語的引用とする。MT 申 18:13 は、hyht ~ymt 

$yhla hwhy ~[、Col. 60:21a は、hkyhwla hwhy ~[ hyht ~ymt である。 
(924) W は 21 行後半を、申 18:14a の広範囲の逐語的引用とする。MT 申 18:14a は、~ywgh yk 
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Col. 61 

[!k awl htaw w[mXy ~ymswq law ~ynn[m la hmtwa Xrwy hta] 01  

 [!w[mXt wyla hkl ~yqa hXwmk hkyxa brqm aybn hkl yttn] 02  

[[wmXl @yswa awl rwmal lhqh ~wyb brwxb ynmm htlaX rXa lwkk] 03  

[twma awlw dw[ hara awl twazh hlwdgh Xah taw yhwla hwhy lwq ta]  04 

[yttnw whwmk hmhyxa brqm hmhl ~yqa aybn wrbd rXa wbyjyh rmwaw] 05  

[[mXy awl rXa Xyah hyhw wnwca rXa lwk ta hmhyla rbdw whypb yrbd] 06  

 [dyzy rXa aybnh $a wm[m Xwrda ykwna ymXb aybnh rbdy rXa yrbd la] 07  

 ר֯י̇ם̇ ]אח הים[אלו̇ ] ידבר בשם ר[ד̇ב̇ר̇ ואש֯ ]ל תיו[וא צוי̇ ]לאשר  מי[ב֯ש֯ ] דבר בר[ל̇ד֯  1
 יך̇ נ̇דע את הדבר]א[ בלבבכה} אל{ וכי תואמר  vacat  הנביא ההואוהומת  2
 אשר לוא דברו י̇הוה ואש̇ר ידבר הנביא בשם יהוה ולוא יהיה הדבר̇  3
 ולוא יבוא הוא הדבר אשר לוא דברתי בזדון דברו הנביא לוא תגורו 4
 vacat    ממנו 5
 אשר יחטא על פי שניםלוא יקום עד אחד באיש לכול עוון ולכול חטא  6
 עדים או על פי שלושה עדים יקום דבר אם יקום עד חמס באיש לענות 7

 לפני ולפני הכוהנים והלויים ולפני הריב בו סרה ועמדו שני האנשים אשר להמה 8
 השופטים אשר יהיו בימים ההמה ודרשו השופטים והנה עד שקר העיד שקר 9

 עשות לאחיהו ובערתה הרע מקרבכהענה באחיהו ועשיתה לו כאשר זמם ל 10
 לעשות כדבר הזה בקרבכה לוא עוד והנשארים ישמעו ויראו ולוא יוסיפו 11
 כי vacat תחוס עינכה עליו נפש בנפש עין בעין שן בשן יד ביד רגל ברגל 12

 תצא למלחמה על אויביכה וראיתה סוס ורכב ועם רב ממכה לוא תירא 13
 המעלכה מארץ מצרים והיה כקרובכמה למלחמהמהמה כי אנוכי עמכה  14
 ונגש הכוהן וידבר אל העם ואמר אליהמה שמע ישראל אתמה קרבים 15

 

61 欄 

01 [あなたが追い払おうとしているものたちは卜者や占い師に聞き従うが、あなたはそうで

あってはならない。](925) 

02 [私はあなたのためにあなたの兄弟の中からモーセのような預言者を起こす。彼に聞き

従うように。] 

                                                        
rXa hlah、Col. 60:21b は、rXa hlah ~yawgh yk である。 
(925) Y と CH の復元している 0 行目は、申 18:14–20 に基づく。 
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03 [ホレブでの集会の日にあなたが私に求めて言ったすべてのように(私の神、主の声を)04

重ねて聞くことがないように。] 

04 [またこの大いなる火を再び見ることがなく、そして私が死なないように。] 

05 [そして私は言った。彼らが語ったことは良い。 私は彼らのために、彼らの兄弟の中か

ら彼のような預言者を起こす。また私は] 

06 [私の言葉を彼の口に与えた。彼は私が彼に命じたすべてのことを彼らに語るであろう。

しかし、] 

07 [預言者が私の名によって語った私の言葉に(人が聞き従わないなら)06私は彼を追求す

る。しかし預言者が憶測して] 

1 [彼]に命じてない[ことを] [私]の名によって語り、また他[の神]々の[名において]語るな

ら 

2 この預言者は死なねばならない(926)。-空白- またもし、あなたの心の内に{へ}(927)我々は

[ど]のように(928) 

3 主の名によって語る預言者に主が彼に語られなかったという(ことを知るだろかと言う

なら)2 (929)その言葉が実現せず、 

4 その通りにならないなら、それは私が語ったものではなく、憶測で預言者自身が語った

のである。あなた方は 

5 彼を(恐れてはならない)4 (930)。 

                                                        
(926) W は 1 行目からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 18:20b の広範囲の逐語

的引用とする。MT 申 18:20b は、rXaw rbdl wytywc al rXa ta ymXb rbd rbdl 

awhh aybnh tmw ~yrxa ~yhla ~Xb rbdy、Col. 61:1–2a は、rXa ym]Xb [rbd rb]dl 
awhh aybnh tmwhw ~yr[xa ~yh]wla [~Xb rbdy r]Xaw rbd[l wyt]ywc aw[l である。 
(927) 原文は、{la}。これは、後に写字者により消された前置詞である。 
(928) Q、M、CH は、$yh と読む。Y は、$y[a]。MT 申 18:21 は、hkya $bblb。SamP は、

$ya $bblb である。 
(929) W は 2 行後半からここまでを、申 18:21 の広範囲の逐語的引用とする。MT 申 18:21 は、

hwhy wrbd al rXa rbdh ta [dn hkya $bblb rmat ykw、Col. 61:2b–3a は、ykw 
hwhy wrbd awl rXa rbdh ta [dn $y[a] hkbblb {la} rmawt である。 
(930) W は 3 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 18:22 の広範囲の逐語

的引用とする。MT 申 18:22 は、alw rbdh hyhy alw hwhy ~Xb aybnh rbdy rXa 

wnmm rwgt al aybnh wrbd !wdzb hwhy wrbd al rXa rbdh awh awby、Col. 61:3b–

5 は、awl rXa rbdh awh awby alw rbdh hyhy awlw hwhy ~Xb aybnh rbdy rXaw 
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6 どのような咎、どのような罪であれ、1 人の証人が人の犯した罪に対して立ってはなら

ない。2 人 

7 または 3 人の証人によってことが立証されるように(931)。また暴虐な証人が立ち上がり、

人に 

8 対して背信の証言をするときは(932)、係争中の二人は私の前に、また(それらの日々に居

る)9祭司たちそしてレビ人たちの前に(933)、また裁判人たちの前に立つように。 

9 また裁判人たちは調査するように(934)。そして見よ、証人が偽りであり、(彼の兄弟に対

して)10偽証をしていたなら 

                                                        
wnmm wrwgt awl aybnh wrbd !wdzb ytrbd である。また、MT の aybnh wrbd !wdzb 

wnmm rwgt al、は LXX 申 18:22 では、evn avsebei,a| evla,lhsen o ̀ profh,thj evkei/noj ouvk 

avfe,xesqe auvtou/ となっている。我々の箇所は LXX に近い。 
(931) W は 6 行目からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 19:15 の広範囲の逐語的

引用とする。MT 申 19:15 は、ajx lkb tajx lklw !w[ lkl Xyab dxa d[ ~wqy al 

rbd ~wqy ~yd[ hXlX yp l[ wa ~yd[ ynX yp l[ ajxy rXa、Col. 61:6–7a は、awl 

yp l[ wa ~yd[ ynX yp l[ ajxy rXa ajx lwklw !ww[ lwkl Xyab dxa d[ ~wqy 
rbd ~wqy ~yd[ hXlX であり、MT の ynX yp l[ ajxy rXa ajx lkb tajx lklw
は、SamP 申 19:15 では ynX yp l[ ajxy rXa ajx lkb ajx lklw となっている。我々

の箇所は SamP に近い。 
(932) W は 7 行後半からここまでを、申 19:16 の広範囲の逐語的引用とする。MT 申 19:16 は、

hrs wb twn[l Xyab smx d[ ~wqy yk、Col. 61:7b–8a は、smx d[ ~wqy hrs wb ~a 
twn[l Xyab である。MT 申 19:16 の ~wqy yk は、4QDeutk2 frgs. 1 の 10 行における申 19:16

の読みでは、]ayk[ である。 
(933) どの古代訳も「レビ人たち」を欠く。オリジナルなテキストの改編。 
(934) W は 8 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 19:17 の広範囲の逐語

的引用とする。MT 申 19:17 は、ynpl hwhy ynpl byrh ~hl rXa ~yXnah ynX wdm[w 
~hh ~ymyb wyhy rXa ~yjpXhw ~ynhkh、Col. 61:8b–9a は、rXa ~yXnah ynX wdm[w 
hmhh ~ymyb wyhy rXa ~yjpwXhw ynplw ~ywlhw ~ynhwkh ynplw ynpl byrh hmhl と

なっている。 
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10 彼が、彼の兄弟にすることを企んだように、あなたは彼にするように(935)。 またあなた

はあなたの只中から悪を除き去るように(936)。 

11 また残った者たちは、聞いて恐れ、あなたの只中でこのような悪しきことを再び行わな

いであろう(937)。 

12 あなたの目が彼を憐れんでは(ならない)11。命には命を、目には目を、歯には歯を、手

には手を、足には足を(938)。-空白- もし 

13 あなたがあなたの敵に対して戦争に出て行くとき、あなたが馬や戦車、その民があなた

より多いのを見ても、あなたは 

                                                        
(935) W は 9 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 19:18 の広範囲の逐語

的引用とする。MT 申 19:18 は、hn[ rqX d[h rqX d[ hnhw bjyh ~yjpXh wXrdw 
wyxab。Col. 61:9b–10a は、whyxab hn[ rqX dy[h rqX d[ hnhw ~yjpwXh wXrdw で
ある。 
(936) W は 10 行後半を、MT ではない他の古代訳からの申 19:19 の広範囲の逐語的引用とす

る。MT 申 19:19 は、$brqm [rh tr[bw wyxal twX[l ~mz rXak wl ~tyX[w であ

る。また、Col. 61:10b は、hkbrqm [rh tr[bw whyxal twX[l ~mz rXak wl htyX[w
である。MT の、$brqm [rh tr[bw wyxal は、4QDeutf frgs. 13–16 の 3 行では、wyx[al 
$brqm [rh tr[bw となっている。 
(937) Y は hzh rbdk twX[l と読み、Q、M、CH は hzh [rh rbdk twX[l「このような

悪しきことを」と読む。W は 11 行前半を、MT ではない他の古代訳からの申 19:20 の広範

囲の逐語的引用とする。MT 申 19:20 は、dw[ twX[l wpsy alw waryw w[mXy ~yraXnhw 
$brqb hzh [rh rbdk、Col. 61:11 は、twX[l dw[ wpyswy awlw waryw w[mXy ~yraXnhw 
hkbrqb hzh [rh rbdk である。11b の rbdk [rh rbdk twX[l dw[ wpyswy awlw 
hkbrqb hzh [rh は、SamP 申 19:20b では、hzh [rh rbdk twX[l dw[ wpyswy alw 
$brqb、4QDeutf frgs. 13–16 の 4 行では、$[b]rqb hzh [r[h rbd]k twX[[l  ] となっ

ている。我々の箇所は SamP に近い。 
(938) W は 11 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの、申 19:21 の広範囲の逐

語的引用とする。MT 申 19:21 は、dyb dy !Xb !X !y[b !y[ Xpnb Xpn $ny[ swxt alw 
lgrb lgr、Col. 61:11b–12a は、dy !Xb !X !y[b !y[ Xpnb Xpn wyl[ hkny[ swxt awl 

lgrb lgr dyb である。11–12 行の awl hkbrqb は、MT 申 19:20–21 では alw $brqb、
SamP では al $brqb、LXX では evn ùmi/n ouv、ペシッタでは al !wktyb である。また、MT

申 19:21 は、Xpnb Xpn $ny[ swxt alw、SamP 申 19:21 は、Xpnb Xpn $ny[ swxt al、
LXX 申 19:21 は、ouv fei,setai o` ovfqalmo,j sou evpV auvtw/| yuch.n avnti. yuch/j、ペシッタ申

19:21 は、aVpnb plx avpn ala $ny[ swxt al である。我々の箇所は LXX に近い。 
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14 それらを恐れてはならない(939)。実にあなたをエジプトの地から上らせた私はあなたと

共に居るから。あなたが戦争に近づいたとき 

15 祭司は近づき、民に語り言うように(940)。聞けイスラエルよ。あなたたちは近づいて(941) 

 

Col. 62 

[yaryt la ~kbbl $ry la ~kybya l[ hmxlml ~wyh] 01  

[$lwhh hmkyhwla hwhy yk hmhynPm wcwr[t law wzpxt law] 02  

[~yjpwXh wrbdw hmkta [yXwhl hmkybywa ~[ hmkl ~xlhl hmkm[]  03 

[bwXyw $ly wknx awlw Xdx tyb hnb rXa Xyah ym rwmal ~[h la]  04 

[[jn rXa Xyah ymw wnknxy rxa Xyaw hmxlmb twmy !p wtybl]  05 

[Xyaw hmxlmb twmy !p wtybl bwXyw $ly wllx alw ~rk] 06  

 ]אשה ולוא לקחה ילך וישוב אל )942(אחר יחללנו ומי האיש אשר ארש[ 1
 ]פטים[שו]הפן ימות במלחמה ואיש אחר יקחנה ויוסיפו [ ב֯י֯ת֯ו֯  2
 ל֯ד֯ב̇ר̇ אל̇ ה̇עם ואמרו מ̇י האיש הירא ו֯ר֯ך הלבב ילך וישוב אל 3
 ככלות השופטים ויהי  vacat  ביתו פן ימס את לבב אחיו כלבבו 4
 כי  vacat אות בראוש העם}ו{לדבר אל העם ופקדו שרי צב 5
 אל עיר להלחם עליה וקראתה אליה לשלום והיה אםתקרב  6
 שלום תענכה ופתחה לכה והיה כול העם הנמצאים בה יהיו 7

                                                        
(939) W は 12 行後半からここまでを、申 20:1 の広範囲の逐語的引用とする。MT 申 20:1 は、

hwhy yk ~hm aryt al $mm br ~[ bkrw sws tyarw $ybya l[ hmxlml act yk 
~yrcm #ram $l[mh $m[ $yhla、Col. 61:12b–14a は、hkybywa l[ hmxlml act yk 

#ram hkl[mh hkm[ ykwna yk hmhm aryt awl hkmm br ~[w bkrw sws htyarw 
~yrcm である。MT の ~[ bkrw sws は SamP と同じ。LXX は、i[ppon kai. avnaba,thn kai. 

lao,n であり、我々の箇所は LXX に近い。 
(940) W は 14 行後半からここまでを、申 20:2 の広範囲の逐語的引用とする。MT 申 20:2 は、

~[h la rbdw !hkh Xgnw hmxlmh la ~kbrqk hyhw、Col. 61:14b–15a は、hyhw 
~[h la rbdyw !hwkh Xgnw hmxlml hmkbwrqk である。 
(941) W は 15 行後半を、申 20:3a の広範囲の逐語的引用とする。MT 申 20:3a は、~hla rmaw 
~ybrq ~ta larXy [mX、Col. 61:15b は、~ybrq hmta larXy [mX hmhyla rmaw
である。4QDeutf frgs. 13–16 の 8 行には、h[mX [~hy]l]a[ とある。 
(942) CH の TSCT では、rXa となっている。誤植である。おそらく、Xra と書くつもりだっ

たとみられる（p. 390）。 



337 
 

 לכה למס ועבדוכה ואם לוא תשלים עמכה ועשתה עמכה מלחמה 8
 וצרתה עליה ונתתיה בידכה והכיתה את זכורה לפי חרב רק 9

 הנשים והטף והבהמה וכול אשר יהיה בעיר כול שללה תבוז 10

 את שלל אויביכה אשר אנוכי נותן לכה כן תעשה תהלכה ואכל 11
 לערים הרחוקות ממכה מאודה אשר לוא מערי הגואים האלה 12
 המה רק מערי העמים אשר אנוכי נותן לכה נחלה לוא תחיה 13
 כול נשמה כי החרם תחרים את החתי ואת האמורי והכנעני 14
 צויתיכה למען אשרהחוי והיבוסי והגרגשי והפרזי כאשר  15
 לוא ילמדוכה לעשות ככול התועבות אשר עשו לאלוהיהם 16

62 欄 

01 [今日あなたの敵に対しての戦いに(近づいている。)(943 ) あなたの心を弱気にしてはなら

ない。恐れてはならない。](944) 

02 [慌ててはならない。彼らの前でおじけづいてはならない。実にあなたたちの神、主が] 

03 [あなたたちと共に(歩み)02、あなたたちのためにあなたたちの敵と戦い、あなたたちを

救われるからである。裁判人たちも] 

04 [民に(語り)03言うように、誰か人が新しい家を建て、奉献していないなら、] 

05 [彼が戦死し、他の者がそれを奉献しないように、彼は自分の家に(帰って行くように)04。

誰でも] 

06 [ブドウ園を(作って)05、まだそれを使用していない者があれば、彼は自分の家に帰って

行くように。彼が戦死し、] 

1 [他の者がそれを使用しないように。誰か婚約をし、まだ彼女を娶っていないならば、

彼は](自分の家)2 [に帰って行くように。](945) 

2 [彼が戦死し、他の者が彼女を娶らないように。裁]判人[たちは加えて](946) 

                                                        
(943) Col. 61:15 の最後の言葉。 
(944) Y と CH の復元している 0 行目は、申 20:3–7 に基づく。 
(945) Q と M は 1 行を復元していない。 
(946) Q と CH は、[~yj]pwXh dw[ wpsy[w    hnxq]y rxa「他の者が[彼女を娶らないよう

に。]また裁判]人[たちは加えて」と復元。M は、[~yj]pwXh dw[ …[…] rxa「他の者が

[…]…再び裁判人」と復元。 
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3 民に語り(947)、言うように。誰でも恐れて心が弱気になっている者は(自分の家)4に帰っ

て行くように。 

4 彼の心と同じように、彼の兄弟たちの心を溶け入らせることがないように(948)。-空白- 

裁判人たち(949)が 

5 民に語ることが(終わったなら)4、彼らは軍(950)の隊長たちを民の頭に任命するように(951)。

-空白- もし 

                                                        
(947) Y は rbdl。Q、M、CH は wrbdw「語るように」。03–04 行の ~[h la ~yjpwXh wrbdw
との比較から先の訳を採用した。 
(948) W は 3 行目からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 20:8b の広範囲の逐語的

引用とする。MT 申 20:8b は、$ly bblh $rw aryh Xyah ym wrmaw ~[h la rbdl 

wbblk wyxa bbl ta smy alw wtybl bXyw は、Col. 62:3–4a は、wrmaw ~[h la rbdl 

wbblk wyxa bbl ta smy !p wtyb la bwXyw $ly bblh $rw aryh Xyah ym となっ

ている。 
(949) 03 行、2 行と 4 行に登場するが、「裁判人たち」と訳した語は ~yjpwXh である。しか

し 62 欄に出てくる「裁判人たち」という語は、加筆改訂される前の申 20:8 では、MT と SamP
のいずれにおいても ~yrjXh「役人たち」である。ちなみに LXX は、grammatei/j「写字者た

ち(新約で律法学者たち)」と訳されている語である。ペシッタも arps で、LXX と同じく

「写字者」を意味する。TO、TJ、NFT では、aykrs「司令官たち」。ウルガタも、先行する

5 節に出現する duces が主語であり、実質的にタルグムと同様。「裁判人」としているのは

11Q19 の「著者／編纂者」独自の改訂によるか、そのような知られていないテキスト伝承が

存在したゆえではないかと思われる。Y は、これが、写字者の意識的な校訂または筆写の間

違いであるかどうかを確かめる方法は全くないとしながら、~yrjwXw ~yjpwX は旧約聖書

の申 16:18 や『神殿の巻物』51:11 での共通の言い回しとしている。~yrjwX が ~yjpwX と

同じく民を率いる働きをしている箇所として、1QM 10:5–6 の、byXlw … wrbdy wnyrjw[X]w 
… bbl ysm lwk を引用している。よって Y は筆写間違いではないかと示唆している（The 
Temple Scroll, Vol. 2, p. 281）。 
(950) 原文は、twa{w}bc。 
(951) W は 4 行の後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの、申 20:9 の広範囲の逐

語的引用とする。MT 申 20:9 は、yrX wdqpw ~[h la rbdl ~yrjXh tlkk hyhw 
~[h Xarb twabc、Col. 62:4b–5a は、yrX wdqpw ~[h la rbdl ~yjpwXh twlkk yhyw 
~[h Xwarb twa[w]bc である。4QDeutk2 frgs. 2–3 の 3 行には、~][h la rbdl ~yjpwXh
とある。 
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6 あなたが戦うために町に近づく時、その(町)(952)に和平を呼びかけるように(953)。そして

もし 

7 (町)が和平に答え、あなたに対して(門)を開くなら、そこに見出されるすべての民を 

8 あなたのための強制労働とし、あなたに仕えさせるように(954)。しかし(町)が和平に応

じず、あなたと戦争をしようとするなら、 

9 あなたはそれを包囲するように。私はあなたの手に町を与える(955)。あなたは剣にかけ

て(町)の男(956)を討つように(957)。ただし、 

10 女、幼子、家畜、および町の中のすべてのものは分捕り品として 

11 自分のために略奪しても良い(958)。また私があなたに与える敵からの分捕り品を食べて

も良い。 

12 あなたから非常に遠く離れた町で、これら他国民の町々ではないもの 

                                                        
(952) 字義通りなら「彼女」。「町」の代名詞。 
(953) W は 5 行の後半からここまでを、申 20:10 の広範囲の逐語的引用とする。MT 申 20:10
は、~wlXl hyla tarqw hyl[ ~xlhl ry[ la brqt yk、Col. 62:5b–6a は、brqt yk 
~wlXl hyla htarqw hyl[ ~xlhl ry[ la である。 
(954) W は 6 行の後半からここまでをｍ申 20:11 の広範囲の逐語的引用とする。MT 申 20:11
は、$wdb[w sml $l wyhy hb acmnh ~[h lk hyhw $l hxtpw $n[t ~wlX ~a 
hyhw、Col. 62:6b–8a は、~yacmnh ~[h lwk hyhw hkl hxtpw hkn[t ~wlX ~a hyhw 
hkwdb[w sml hkl wyhy hb である。MT の hb acmnh は LXX では、oì eùreqe,ntej evn 

auvth/|、また、NFT は、hwwgb !wxktXy である。LXX と NFT は 11Q19 の hb ~yacmnh に

類似している。 
(955) W は 8 行の後半からここまでを、申 20:12 の広範囲の逐語的引用とする。MT 申 20:12
は、hyl[ trcw hmxlm $m[ htX[w $m[ ~ylXt al ~aw、Col. 62:8b–9a は、awl ~aw 
hyl[ htrcw hmxlm hkm[ htX[w hkm[ ~ylXt となっている。 
(956) 聖書(MT も古代訳も)は、ここに lwk「すべて」を入れる。 
(957) W は 9 行の後半を、申 20:13 の広範囲の逐語的引用とする。MT 申 20:13 は、hwhy hntnw 
brx ypl hrwkz lk ta tykhw $dyb $yhla、Col. 62:9b は、ta htykhw hkdyb hyttnw 
brx ypl hrwkz である。 
(958) W は 9 行の最後の単語からここまでを、申 20:14 の広範囲の逐語的引用とする。MT 申

20:14 は、tlkaw $l zbt hllX lk ry[b hyhy rXa lkw hmhbhw @jhw ~yXnh qr 

$l $yhla hwhy !tn rXa $ybya llX ta、また、Col. 62:9c–11a は、@jhw ~yXnh qr 

rXa hkybywa llX ta ht lkaw hkl zwbt hllX lwk ry[b hyhy rXa lwkw hmhbhw 
hkl !twn ykwna となっている。 
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13 これらの町々の民(959)、ただ私があなたに嗣業として与えるものは (どんな命も)14 生か

しておいてはならない(960)。 

14 実にヘト人、アモリ人、カナン人、 

15 ヒビ人、エブス人、ギルガシ人、ぺリジ人を(必ず聖絶するように)14 (961)。私があなたに

命じたように、 

16 彼らの神々のために彼らが行った忌むべき行いのすべてを(962)彼らがあなに教えないた

めである(963)。 

                                                        
(959) W は 11 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 20:15 の広範囲の逐語

的引用とする。MT 申 20:15 は、yr[m al rXa dam $mm tqxrh ~yr[h lkl hX[t !k 
hnh hlah ~ywgh、Col. 62:11b–14a は、rXa hdwam hkmm twqwxrh ~yr[l hX[t !k 
hmh hlah ~yawgh yr[m awl である。4QDeutk2 frgs. 2–3 の 10 行における申 20:15a の読

みは、~yr[h] lwkl [hX[t] である。 
(960) W は 13 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの、申 20:16 の広範囲の逐

語的引用とする。申 20:16 は、hlxn $l !tn $yhla hwhy rXa hlah ~ym[h yr[m qr 

hmXn lwk hyxt al、Col. 62:13b–14a は、hlxn hkl !twn ykwna rXa ~ym[h yr[m qr
である。 
(961) W は 14 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 20:17 の広範囲の逐

語的引用とする。申 20:17 は、ywxh yzrphw yn[nkh yrmahw ytxh ~myrxt ~rxh yk 
$yhla hwhy $wc rXak ysbyhw、Col. 62:14b–15a は、taw ytxh ta ~yrxt ~rxh yk 

hkytywc rXak yzrphw yXgrghw ysbyhw ywxh yn[nkhw yrmah である。SamP 申 20:17

は、rXak ysbyhw ywxhw yzrphw yXgrghw ytxhw yrmahw yn[nkh ~myrxt ~yrxh yk 

$yhla hwhy $wc である。また、LXX 申 20:17 は、avllV h' avnaqe,mati avnaqematiei/te auvtou,j 

to.n Cettai/on kai. Amorrai/on kai. Cananai/on kai. Ferezai/on kai. Euai/on kai. Iebousai/on 
kai. Gergesai/on o]n tro,pon evnetei,lato, soi ku,rioj ò qeo,j sou である。そして、ペシッタ

申 20:17 は、$dqpd $ya ayswbylw aywxlw ayzrplw ayn[klw ayrwmalw aytxl !wna bwrx brxm ala 
$hLa ayrm となっている。SamP と LXX においては異邦人の名前の順は不同であるが、11Q19
と同様に「ギルガシ人」を挿入する。 
(962) 4QDeutk2 frgs. 2–3 の 13 行目では、~tw]b[wt lwkk[である。 
(963) W は 15 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 20:18a の広範囲の逐

語的引用とする。申 20:18a は、rXa ~twb[wt lkk twX[l ~kta wdmly al rXa ![ml 
~hyhlal wX[、Col. 62:15b–16 は、rXa twb[wth lwkk twX[l hkwdmly awl rXa ![ml 

~hyhwlal wX[ である。SamP 申 20:18a は MT と同様。LXX 申 20:18a は、i[na mh. dida,xwsin 

ùma/j poiei/n pa,nta ta. bdelu,gmata auvtw/n o[sa evpoi,hsan toi/j qeoi/j auvtw/n である。ペシッ

タ申 20:18a は、!whyhlal wwh !ydb[d !whtwpxj hlk $ya db[ml $nwpln ald となっている。

hkwdmly ＝ dida,xwsin ùma/j ＝ $nwpln といえ、我々の箇所は LXX とペシッタに近い。 
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Col. 63 

 [awl hXptl hyl[ ~xlhl ~ybr ~ymy ry[ la rwct yk vacat yl ~hmtajxw] 01  

[~dah yk twrkt awl wtaw lkawt wnmm yk !zrg wyl[ xwdnl hc[ ta tyxXt] 02  

[tyxXt wtwa awh lkam awl yk [dt rXa #[ qr rwcmb hkynpm awbl hdXh #[] 30  

[ vacat  htdr d[ hmxlm hkm[ hXw[ awh rXa ry[h l[ rwcm htynbw htrkw]  04 

[lpwn htXrl hkl !twn ykwna rXa hmdab llx acmy yk   vacat  ]  05 

[ tbybs rXa ~yrI[h la wddmw hkyjpXw hkynqz wacyw whkh ym [dwn awl hdXb]  06 

[awl rXa rqb tlg[ ayhh ry[h ynqz wxqlw llxh la hbwrqh ry[h hyhw llxh] 07  

 ה֯ע֯י֯ר֯ ה֯ה֯י֯א֯ א֯ת֯ ] והורידו זקני     vacat   לוא משכה בעול [ע֯ב֯ד֯ בה̇ אשר̇  1
 העגלה אשר לוא יזרע ולוא יעבד וערפו שמה את  vac אל נחל איתן] ה[עגל 2

3 vac   לשרת לפני ולברך בשמי ונגשו הכוהנים בני לוי כי בהמה בחרתי 
 ועל פיהמה יהיה כול ריב וכול נגע וכול זקני העיר ההיא הקרובה אל החלל 4
 הערופה בנחל וענו ואמרו ידינו}{ העגלה ירחצו את ידיהמה על ראוש 5

 לוא שפכו את הדם הזה ועינינו לוא ראו כפר לעמכה ישראל אשר פדיתה 6
 יהוה ואל תתן דם נקי בקרב עמכה ישראל וכופר להמה הדם ואתה תבער 7
 את דם נקי מישראל ועשיתה הישר והטוב לפני יהוה אלוהיכה 8
9                      vacat 

 כי תצא למלחמה על אויביכה ונתתי אותמה בידכה ושביתה את שביו 10
 ולקחתה לכה לאשה וראיתה בשביה אשה יפת תואר וחשקתה בה 11
 ה והסירותהיוהביאותה אל תוך ביתכה וגלחתה את ראושה ועשיתה את צפורנ 12

 את שלמות שביה מעליה וישבה בביתכה ובכתה את אביה ואת אמה חודש 13
 אשה ולוא תגע לכה בטהרה עדלבעלתה והיתה לכה וימים אחר תבוא אליה  14
 שבע שנים וזבח שלמים לוא תואכל עד יעבורו שבע שנים אחר תואכל 15

 

63 欄 

01 [また、あなたたちが私に罪を犯さないためである。-空白- あなたがある町を多くの

日々包囲し、攻め取ろうとする時は、](964) 

02 [斧をふるい、その(町の)木を倒してはならない。あなたはそれから食べるように。しか

しそれを切ってはならない。何故なら] 

03 [野の木は包囲においてあなたの前から来る人間なのか。ただ食物とならないとあなた

                                                        
(964) Y と CH の復元している 0 行目は、申 20:18–21:3 に基づく。 
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が知る木はそれを(切り)04倒し、] 

04 [あなたと戦争しようとする町に対して、それが陥落するまで塁を築くように。-空白-] 

05 [-空白- もし私があなたに受け継ぐため与える土地で、殺された者が(野に)06 倒れてい

るのが発見され、] 

06 [誰が打ち殺したのか分からないときは、あなたの長老たちと裁判人は出て行って、(そ

の殺された者)07から周囲の町々までの距離を測るように。] 

07 [そして殺された者に近い町の長老たちは] 

1 使役された(965 ) (ことがなく)07[軛を引いたことのない] (雌の子牛を)07 -空白- その町の

長老たちは持参しなければならない。 

2 [雌の]子牛を流れる川、-空白-まだ種を蒔いたこのがなく、耕していない(川)そこで、雌

の子牛の首を折るように(966)。 

3 -空白-レビ人の子である祭司たちが進み出るように。実に私の前で仕えさせるため、私

の名によって祝福させるため私が彼らを選んだ。 

4 また彼らの口によってすべての係争、すべての暴行が確定し(967)、また殺された者に近

い町のすべての長老たちは 

                                                        
(965) Q と CH は、ta ayhh ry[h[ ynqz wdy]rwh[w lw[b hkXm awl] rXaw hb db[ [awl]
「使役されたことがなく 07 また[軛を引いたことのない] (雌の子牛を)07 その町の長老たちは

持参しなければならない」と復元。M は、…[…]rXa hb[…]「[…]そこに[…] …」と復元。

rXaw hb db[ al は SamP 申 21:3 と同じ。LXX は、h[tij ouvk ei;rgastai kai. h[tij、ペシッ

タは、arynb tdgn alw hb rkdta ald である。まｔ、あ Y と M は MT の読みを取る。申 21:3

は、rXa hb db[ al である。 
(966) W は 2 行を、MT ではない他の古代訳からの申 21:4b の広範囲の逐語的引用とする。申

21:4b は、hlg[h ta ~X wpr[w [rzy alw wb db[y al rXa !tya lxn la hlg[h 
lxnb、Col. 63:2 は、hmX wpr[w db[y awlw [rzy awl rXa vac !tya lxn la [h]lg[h 
hlg[h ta である。4QDeutf frgs. 17–19 の 1–2 行目には、[rzy al[w] [ ]lxn [la ]hlg[h 

lxn]b hlg[[h ]ta ~X wpr[w とある。 
(967) W は 3 行目からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 21:5 の広範囲の逐語的

引用とする。申 21:5 は、$rblw wtrXl $yhla hwhy rxb ~b yk ywl ynb ~ynhkh wXgnw 
[gn lkw byr lk hyhy ~hyp l[w hwhy ~Xb、Col. 63:3–4a は、ywl ynb ~ynhwkh wXgnw 
[gn lkw byr lwk hyhy hmhyp l[w ymXb $rblw ynpl trXl ytrxb hmhb yk であ

る。Col. 63:3b は、ymXb $rblw ynpl trXl、MT は、$rblw wtrXl、SamP は、trXl 
$rblw となっている。 
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5 川で首(968)を折られた雌の子牛の上で彼らの手を洗い、答え言うように(969)。我々の手は 

6 この血を流さず、我々の目は(それを)見なかった(970)。(主よ)7 あなたの贖った、あなた

の民イスラエルを浄めて下さい。 

7 あなたの民イスラエルの只中で、罪なき者の血(の責任)を負わせないで下さい。そして

彼らの血(の責任)は浄められる(971)。またあなたは 

8 イスラエルから罪なき者の血(の責任)を除くように。あなたはあなたの神、主の前に真

直ぐで良いことを行いなさい(972)。 

                                                        
(968) Q、M、CH は、hprw[h{[}と復元。Q は赤外線写真に消された [ の痕跡を見る（p. 88）。 
(969) W は 4 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 21:6 の広範囲の逐語

的引用とする。申 21:6 は、~hydy ta wcxry llxh la ~ybrqh awhh ry[h ynqz lkw 
lxnb hpwr[h hlg[h l[、Col. 63:4b–5a は、llxh la hbwrqh ayhh ry[h ynqz lwkw 
lxnb hpwr[h{◦} hlg[h Xwar l[ hmhydy ta wcxry である。4QDeutf frgs. 17–19 の 4

行目は、]llxh la ~ybrqh a[yhh、SamP は、~ybwrqh ayhh ry[h ynqz lkw lxnb 
hpwr[h hlg[h l[ ~hydy ta wcxry llxh la、LXX 申 21:6 は、kai. pa/sa h` gerousi,a 

th/j po,lewj evkei,nhj oì evggi,zontej tw/| traumati,a| ni,yontai ta.j cei/raj evpi. th.n kefalh.n 

th/j dama,lewj th/j neneurokophme,nhj evn th/| fa,raggi である。ペシッタ申 21:6 は、!whlkw 

alxnb asyknd htlg[ !m l[l !whydya !wgzyvn alyjql !ybyrqd Yh atyrqd abs である。MT の Kethib

の awhh は、11Q19、SamP、タルグム諸訳、ペシッタ、LXX、4QDeutf frgs. 17–19 の 4 行で

は Qere 通り ayhh ないしそれに相当する読み。ただし、hbwrqh に類似するものはない。 
(970) W は 5 行後半からここまでを、申 21:7 の広範囲の逐語的引用とする。申 21:7 は、wn[w 
war al wnyny[w hzh ~dh ta hkpX al wnydy wrmaw、Col. 63:5b–6a は、wrmaw wn[w 
war awl wnyny[w hzh ~dh ta wkpX awl wnydy である。SamP 申 21:7 は、wrmaw wn[w 
war al wnyny[w hzh ~dh ta wkpX al wnydy、LXX 申 21:7 は、kai. avpokriqe,ntej evrou/sin 

ai ̀cei/rej hm̀w/n ouvk evxe,cean to. ai-ma tou/to kai. oì ovfqalmoi. hm̀w/n ouvc èwra,kasin、ペ

シッタ申 21:7 は、yzx al !yny[w anh amd tdXa al !dya !wrmanw !wn[nw である。MT の Kethib の

hkpX は、11Q19 と SamP では Qere どおり wkpX である。ペシッタは Kethib の hkpX に

類似。 
(971) W は 6 行後半からここまでを、申 21:8 の広範囲の逐語的引用とする。MT 申 21:8 は、

~hl rpknw larXy $m[ brqb yqn ~d !tt law hwhy tydp rXa larXy $m[l rpk 
~dh、Col. 63:6b–7a は、brqb yqn ~d !tt law hwhy htydp rXa larXy hkm[l rpk 
~dh hmhl rpwkw larXy hkm[ である。 
(972) W は 7 行の終わりからここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 21:9 の広範囲の

逐語的引用とする。MT 申 21:9 は、yny[b rXyh hX[t yk $brqm yqnh ~dh r[bt htaw 
hwhy、Col. 63:7b–8 は、ynpl bwjhw rXyh htyX[w larXym yqn ~d ta r[bt htaw 
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9                               -空白- 

10 あなたが敵に対して出陣し、私が彼らをあなたの手に与え、あなたが捕虜を捕らえたと

き(973)、 

11 あなたが、その捕虜の中に、容姿の美しい女を見て、彼女を欲し、自身のために妻に娶

るなら(974) 

12 あなたの家の中に彼女を連れて来るように。あなたは彼女の頭を剃り、爪を切り(975)、 

13 彼女から捕虜の衣を(取り去るように)12。彼女はあなたの家に留まり、彼女自身の父と

母のために 

14 1 ヶ月の間(嘆き悲しむように)13。その後あなたは彼女のところに入り、彼女の主人と

なり、彼女はあなたの妻となる(976) (977)。しかし彼女はあなたの清いものに、 

                                                        
hkyhwla hwhy である。SamP は MT と同じ。ペシッタ申 21:9 は、$wg !m aykz amd bq[ tnaw 

$hla ayrm ~dq rypXd db[w である。LXX 申 21:9 は、su. de. evxarei/j to. ai-ma to. avnai,tion evx 

ùmw/n auvtw/n eva.n poih,sh|j to. kalo.n kai. to. avresto.n e;nanti kuri,ou tou/ qeou/ sou である。

また、4QDeutf frgs. 17–19 の 7 行は、$brq]m yq[n]h ~dh r[bt h[taw である。11Q19 は

LXX に類似している。 
(973) W は 10 行を、MT ではない他の古代訳からの申 21:10 の広範囲の逐語的引用とする。

MT 申 21:10 は、wybX tybXw $dyb $yhla hwhy wntnw $ybya l[ hmxlml act yk、
Col. 63:10 は、wybX ta htybXw hkdyb yttnw hkybywa l[ hmxlml act yk である。 
(974) W は 11 行を、MT ではない他の古代訳からの申 21:11 の広範囲の逐語的引用とする。

MT 申 21:11 は、hXal $l txqlw hb tqXxw rat tpy tXa hybXb tyarw、Col. 63:11

は、hXal hkl htxqlw hb htqXxw rawt tpy hXa hybXb htyarw である。 
(975) W は 12 行前半を、MT ではない他の古代訳からの申 21:12 の広範囲の逐語的引用とす

る。MT 申 21:12 は、hynrpc ta htX[w hXar ta hxlgw $tyb $wt la htabhw、
Col. 63:12a は、hynrwpc ta htyX[w hXwar ta htxlgw hktyb $wt la htwaybhw で
ある。SamP は MT と同じ。LXX 申 21:12 は、ai. eivsa,xeij auvth.n e;ndon eivj th.n oivki,an sou 
kai. xurh,seij th.n kefalh.n auvth/j kai. perionuciei/j auvth.n である。我々の箇所は LXX に近

い。 
(976) W は 12 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 21:13 の広範囲の逐

語的引用とする。MT 申 21:13 は、htkbw $tybb hbXyw hyl[m hybX tlmX ta hryshw 
hXal $l htyhw htl[bw hyla awbt !k rxaw ~ymy xry hma taw hyba ta、Col. 

63:12b–14a は、hyba ta htkbw hktybb hbXyw hyl[m hybX twlmX ta htwryshw 
hXal hkl htyhw htl[b whyla awbt rxa ~ymy Xdwx hma taw である。MT は

tlmX。11Q19 は twlmX。LXX は ta. ìma,tia で、11Q19 に類似している。 
(977) 以下、15 行の終わりまでは 11Q19 の特殊な規定。 
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15 7 年間(触れてはならない)14。和解の犠牲も 7 年が過ぎるまでは食べてはならない。彼

女はその後で食べるように(978)。 

 

Col. 64 

[hb htcpx awl ~a hyhw            vacat            ] 01  

 [rm[tt awl @skb hnrkmt awl rwkmw hXpnl htxlXw] 02  

  [vacat  htyn[ rXa txt hb] 30  

[wdlyw anwX txahw hbwha txah ~yXn ytX Xyal hnyyht yk]  04 

[wlyxnh ~wyb hyhw hawnXl rwkbh !bh hyhw hawnXh hbwhah ~ynb wl]  05 

[ynp l[ hbwhah !b ta rkbl lkwy awl wl hyhy rXa ta wynb ta] 06  

[~ynX yp wl ttl ryky hawnXh !b rwkbh ta yk rwkbh hawnXh !b] 07  

 vacat]  ראשית אונו לו משפט הבכורה[ 1

 אביו ו̇ב֯ק֯ו֯ל֯ א֯מ֯ו֯  כי יהיה לאי֯ש֯ ב֯ן֯ ס֯ו֯ר֯ר ומורה֯ א֯נ֯נ֯ו֯ ש֯ו֯מ֯ע֯ בקול 2
 שמע אליהמה ותפשו בו אביהו ואמו והוצ̇יאוהו אל]י [ויסרו אותו ולו̇א̇  3
 מקומו ואמרו אל זקנ̇י עירו בננו זה סורר̇ } { ערזקני עירו וא̇ל ש̇  4
 ומורר ואננו שומע בקולנו זולל וסבא ורגמוהו כול אנשי עירו באב֯נ֯י֯ם 5
 כי vac  וימות ובערתה הרע מקרבכה וכול בני ישראל ישמעו ויראו 6
 ועושה רעה בעמויהיה איש רכיל בעמו ומשלים את עמו לגוי נכר  7
 ותליתמה אותו על העץ וימת על פי שנים עדים ועל פי שלושה עדים 8
 משפט מות ויברח אל אכי יהיה באיש חט  vac  יומת והמה יתלו אותו העץ 9

 את בני ישראל ותליתמה גם אותו על העץותוך הגואים ויקלל את עמו  10
 ביום ההוא כי }ה{קבור תקוברמ וימות ולוא תלין נבלתמה על העץ כי 11
 מקוללי אלוהים ואנשים תלוי על העץ ולוא תטמא את האדמה אשר אנוכי 21
 לוא תראה את שור אחיכה או את שיו או את חמורו       נותן לכה נחלה 31
 אליכה ולוא ידעתו ואספתו אל תוך ביתכה והיה עמכה עד דרוש 51

 

64 欄 

4Q524 14 と平行している 

                                                        
(978) W は 14 行後半からここまでを自由作文としている。 
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01 [-空白- もし、あたなたが彼女を気に入らなくなったら、](979) 

02 [彼女の気持ちに従い、彼女を去らせるように。しかし決して金銭(980)で彼女を売っては

ならない。彼女を] 

03 [辱めたのだから、(彼女を売買してはならない)02。] 

04 [ある人に 2 人の妻があり、1 人は愛され、もう 1 人は疎んじられていて、彼女らは] 

05 [愛されている方も疎まれている方も彼に息子を産んだ。しかし疎んじられている方が

長子であるとき、(彼の息子らに彼の所有する)06財産を継がせる日になり、] 

06 [彼は愛されている(981)息子を、(長子である疎んじられている息子を)07 差し置いて、長

子とすることはできない。] 

07 [彼は疎んじられている長子である息子を認め、2 倍のものを与えるように。] 

1 [彼の最初の産みだす力。長子の特権は彼のものである]-空白- 

2 ある人に頑なで反抗的な息子(982)がおり、その父(983)の声にも母の声にも聞かず、 
                                                        
(979) Y と CH の復元している 01–1 行目は、申 21:14–18 に基づいている。しかし、Q の 2010
年版は 4Q524 に基づき、以下のように復元している。 

[               a]wlw ~a[            ] 1  

 [              ]a lwkm[            ] 2  

[                   wdlwy r]Xa ~ynb yr[yX[    ] 3  

[                      y[yb]r rwd d[ 4  [            ] 

[                      ]larXy ynb aw[bb      ]  5 

h~km[ ab rXa [rgh      ] [                 ]  6 

[                 ] hmtXry awl[            ]  7 

 [                 hlyl] hrqm 8  [            ] 

1 [          ]～な[い。           ] 
2 [          ]すべてから[い。        ] 
3 [  生まれた]富んだ息子ら[         ] 
4 [        ].第 4 の世代まで[           ] 
5 [        ]イスラエルの子らが来[る時     ] 
6 [        ]…あなたたちと来る[外国人寄留者が ] 
7 [        ] あなたたちそれを相続しない[      ] 
8 [        ].夢[精               ] 

(980) 原文は「銀」。 
(981) CH は、xbwha。hbwha の誤植。 
(982) MT 及び Y は、hrwmw rrws !b。M、Q と CH は、rrwmw rrws !b。 
(983) MT 及び Y と M は、wyba。Q と CH は、whyba。 



347 
 

3 彼らが彼を諭しても、彼らに聞き従わないときは(984)、彼の父と母は彼を捕らえ、彼を 

4 その町の長老たちに、その場所の門へ(引き出すように)3 (985)。そして彼らはその町の長

老たちに言うように。「このわたしたちの息子は頑なで 

5 反抗的。われわれの声に聞き従わず、大食いで大酒飲みです」(986)。その町のすべての

男たちは彼を石打にして、 

6 死に至らしめるように。こうしてあなたは、あなたの只中から悪を除き去るように。す

べてのイスラエル子らは聞いて恐れるだろう(987)。-空白- もし 

7 自らの民に対して(988)中傷する者があり、その民を異国民に売り渡し、その民に悪を行

うなら(989)、 

8 あなたたちは彼を木に掛け死に至らしめるように。彼を 2 人の証人、3 人の証人によっ

て 

                                                        
(984) W は 2 行目からここまでを、申 21:18 の広範囲の逐語的引用とする。MT 申 21:18 は、

alw wta wrsyw wma lwqbw wyba lwqb [mX wnnya hrwmw rrws !b Xyal hyhy yk 
~hyla [mX、Col. 64:2–3a は、wyba lwqb [mwX wnna hrwmw rrws !b Xyal hyhy yk 

hmhyla [mX[y] awlw wtwa wrsyw wma lwqbw である。 
(985) W は 3 行後半からここまでを、申 21:19 の広範囲の逐語的引用とする。MT 申 21:19 は、

wmqm r[X law wry[ ynqz la wta waycwhw wmaw wyba wb wXptw、Col. 64:3b–4a は、

wmqm {◦◦◦◦} r[X law wry[ ynqz la wta waycwhw wmaw whyba wb wXptw である。 
(986) W は 4 行後半からここまでを、申 21:21 の広範囲の逐語的引用とする。しかし聖句の箇

所は誤植であり、実際は申 21:20。MT 申 21:20 は、rrws hz wnnb wry[ ynqz la wrmaw 
absw llwz wnlqb wnnya hrmw、Col. 64:4b–5a は、rrws hz wnnb wry[ ynqz la wrmaw 
[mwX wnna rrwmw である。 
(987) W は 5 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 21:21 の広範囲の逐語

的引用とする。MT 申 21:21 は、$brqm [rh tr[bw tmw ~ynbab wry[ yXna lk whmgrw 
waryw w[mXy larXy lkw、Col. 64:5b–6a は、twmyw ~ynbab wry[ yXna lwk whwmgrw 
waryw w[mXy larXy ynb lwkw hkbrqm [rh htr[bw htr[bw となっている。 
(988) ここはレビ 19:16a の $ym[b lykr $lt al「あなたの民にあって中傷して回っては

ならない」の敷衍である。よって wm[b は「自らの民にあって」とも訳せるが、続く文章と

の比較から「自らの民に対して」と訳した（M. J. Bernstein, Reading and Re-Reading Scripture 
at Qumran, p. 578）。 
(989) この行は、MT にはない「著者／編纂者」の挿入である。この後、申 21:22、23 が大き

く書き換えられている。また Y と M が wm[b 或いは wm[「その民」と復元しているところ

を、Q と CH は、ym[b 或いは ym[「私の民」と復元している。 
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9 死に至らしめるように。また彼らは彼を木に掛けるように。-空白- ある人に死刑にあ

たる罪があり 

10 他国民の只中に逃げ、その民(990)とイスラエルの子らを(991)呪ったら、あなたたちは彼を

も木に掛け 

11 死に至らしめるように(992)。彼らの死体を木の上で夜を過ごさせてはならない。その日

の内に彼らを必ず葬らなければならない(993)。実に 

12 木に掛けられた者は神と人々とに呪われた者だからである。あなたは私が(あなにた嗣

として与える)13土地を穢してはならない。 

13 (994)-空白- あなたの兄弟の雄牛、羊、ロバが(迷っている)14のを見て、 

                                                        
(990) 原文は、wm[。 
(991) Y、Q、M、CH が、taw と読むが、平行する 4Q524 frg. 14 の 4 行では、ynb ta wm[[ 
larXy である。 
(992) 木に掛け死に至らしめるという順番は、MT の読みと逆である。MT 申 21:22 は、ykw 
#[ l[ wta tyltw tm_whw twm jpXm ajx Xyab hyhy となっており、死に処した後、

木に掛ける、と読むように tm_whw の下にアトナハの記号が付されている。またこの箇所の

ように、古代訳で木に掛けて死に至らしめるようにと読めるのはぺシッタ申 21:22 の、!aw 
ljqtnw asyq l[ pqdznw atwmd anyd ahjx plx arbg byx のみである。 

(993) 原文は、hmbwrqt rwbq。CH は、TSCT においては ~bwrqt rwbq と修正（p. 396）。 
(994) W は 6 行後半からここまでを、レビ 19:16、王下 8 :12、申 17:6–7(実際は 7 節を省く)、
申 21:22a、出 22:27、エレ 26:11、16 そして申 21:23 のミドラッシュ的構成とする。MT レビ

19:16 の $ym[b lykr $lt al は、6、7 行の wm[b lykr Xya hyhy ykn と、MT 王下

8 :12 の h[r larXy ynbl hX[t は、7 行の wm[l h[r hXw[ と、MT 申 17:6 の yp l[ 
tmh tmwy ~yd[ hXlX wa ~yd[ ~ynX は、8 行の hXlX yp l[w ~yd[ ~ynX yp l[ 

tmwy ~yd[ と、MT 申 21:22a の twm jpXm ajx Xyab hyhy ykw は、9 行の hyhy yk 

twm jpXm ajx Xyab と、MT 出 22:27 の rat al $m[b ayXnw llqt al ~yhla は、

10 行の larXy ynb taw wm[ ta llqyw と、MT エレ 26:11 の hzh Xyal twm jpXm は、

9 行の twm jpXm ajx Xyab と、MT 申 21:23 の rwbq yk #[h l[ wtlbn !ylt al 
$yhla hwhy rXa $tmda ta amjt alw ywlt ~yhla tllq yk awhh ~wyb wnrbqt 
hlxn $l !tn は、11–13 行の ~wyb [h]mrbqt rwbq yk #[h l[ hmtlbn !ylt awlw 
ykwna rXa hmdah ta amjt awlw #[h l[ ywlt ~yXnaw ~yhwla yllwqm yk awhh 

hlxn hkl !twn と、それぞれ対応する。MT の ywlt ~yhla tllq yk は SamP では yk 

yalt ~yhla tllq、LXX では o[ti kekathrame,noj ùpo. qeou/ pa/j krema,menoj、ぺシッタ

では pqdzn ahlal axcmd !md ljm となっている。 
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14 見て見ぬ振りをしてはならない(995)。あなたは必ずそれらをあなたの兄弟のもとに返す

ように。またもしあなたの兄弟があなたの近くにいないときや 

15 あなたが彼を知らないときは、それをあなたの家へ連れ帰り、(あなたの兄弟がそれ

を)(996) 尋ね求めるまで、あなたと共に居るように(997)。 

 

Col. 65 

[wtlmXl hX[t !kw wrwmxl hX[t !kw wl wtbXhw wtwa hkyxa] 01  

 [lkwt awl htacmw wnmm dbat rXa hkyxa tdba lwkl hX[t !kw] 02  

[$rdb ~ylpn wrwX wa hkyxa rwmx ta hart awl  vacat  ~l[thl] 30  

[l[ rbg ylk hyhy al vac wm[ ~yqt ~qh hmhm tml[thw]  04 

[hXw[ lwk yl ayh hb[wt yk hXa tlmX rbg Xbly awlw hXa]  05 

[rXa [rzh halmh Xdqt !p ~yalk hkmrk [rzt awl vac hla] 06  

[wdxy ~ytXpw rmc znj[X Xblt awl vac  ~rkh tawbtw [rzt] 07  

 (?)] גדילים תעשה לכה על ארבע כנפות כסותכה אשר תכסה בה[ 1
 (?)צ֯פור לפניכה ב֯ד֯ר֯ך֯ ב̇כ̇ו̇ל̇ ע̇ץ̇ או ע֯ל֯ ה֯א֯ר֯ץ֯ ] קן א[י̇ י̇ק̇ר̇ ]כ[ 2
 רובצת ע֯ל ה֯א֯פ֯ר̇ו̇ח̇י̇ם̇ או על הבציםאפרוחים או֯ בצים והאם  3
 לוא תקח את האם על הבנים שלח תשלח את האם ואת הבנים 4
 כי תבנה בית חדש  vacat  ען יוטב לכה והארכתה ימים]מ[תקח לכה ל 5
 ועשיתה מעקה לגגו ולוא תשום דמים בביתכה כי יפול הנופל 6
 כי יקח איש אשה ובעלה ושנאה ושם לה עלות דברים vac ממנו 7
 והוציא עליה שם רע ואמר את האשה הזואת לקחתי ואקרבה 8
 אליה ולוא מצאתי לה בתולים ולקח אבי הנערה או אמה והוציאו 9

                                                        
(995) 原文は、hmhm hmtl[thw… awl「彼らから自分自身を隠してはならない」。また W
は、13 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 22:1 の広範囲の逐語的引

用とする。申 22:1 は、~hm tml[thw ~yxdn wyX ta wa $yxa rwX ta hart al 
$yxal ~byXt bXh、Col. 64:13b–14a は、ta wa wyX ta wa hkyxa rwX ta hart awl 

hkyxal hmbyXt bXh hmhm html[thw ~yxdn wrmx である。 
(996) Col. 65 の 01 行目からの挿入。 
(997) W は 14 行後半からここまでを、申 22:2a の広範囲の逐語的引用とする。申 22:2a は、

Xrd d[ $m[ hyhw $tyb $wt la wtpsaw wt[dy alw $yla $yxa bwrq al ~aw、
Col. 64:14b–15 は、hktyb $wt la wtpsaw wt[dy awlw hkyla hkyxa bwrq awl ~aw 
Xwrd d[ hkm[ hyhw である。 
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 ואמר אבי הנערה vac     את בתול הנערה אל הזקנים השער 10

 והנה שנאה והוא שם לאשה הזהאיש לאל הזקנים את בתי נתתי  11
 לה עלות דברים לאמור לוא מצאתי לבתכה בתולים ואלה בתולי 12
 בתי ופרשו השלמה לפני זקני העיר ההיא ולקחו זקני העיר 13
 ההיא את האיש ההוא ויסרו אותו וענשו אותו מאה כסף 14
 ונתנו לאבי הנערה כי הוציא שם רע על בתולת ישראל ולוא 15

 

65 欄 

01 [それをあなたの兄弟に返すように。あなたの兄弟のロバ、着物についてもそのように

行うように。](998) 

02 [あなたの兄弟がなくしたすべてについて、あなたが見つけたらそのように行うよう

に。] 

03 [(あなたは)02 見て見ぬ振りは(できない)02。-空白- あなたの兄弟のロバ、また雄牛が、

道に倒れているのを見て、] 

04 [見て見ぬ振りをしては(ならない)03。あなたは必ず彼と共に起こすように。-空白- (女)05

が男の衣装をまとってはならない。] 

05 [男が女の衣を身につけてはならない。実に(これらの)06ことを行う者すべて、私にとっ

て忌むべきものである。] 

06 [-空白- あなたのブドウ園に 2 種類の種を蒔いてはならない。あなたの蒔いた種の満ち

た実り] 

07 [とブドウ園の産物が(聖別され、没収されないためである)06。あなたは毛糸と亜麻糸を

混紡して織った(999)衣服を身につけてはならない。] 

1 [あなたは自身を覆う服の四隅に房を作るように。](1000) 

2 [実]に[道であなたの前に、木の上か地の上に鳥の巣があり、](1001) 

3 雛か卵があって母鳥が雛の上(1002)か卵の上に伏せているならば、 

                                                        
(998) Y と CH の復元している 0 行目は、申 22:2b–5, 9, 11–12 に基づいている。 
(999) CH は wdhy。wdxy の誤植。直訳は「一緒にした」。 
(1000) Q と M は復元していない。Y と CH は申 22:12 をもとに復元しているが、CH は最後の

hb を次の行へ持って行く。 
(1001) Y は yk で、Q と M は h で、CH は hb でこの行を始める。 
(1002) Y は l[「上に」と読み、Q、M、CH は ~[「共に」と読む。 
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4 母鳥と子を共に捕らえてはならない(1003)。必ず母鳥を去らせ、子を 

5 あなたのために捕らえるように。あなたが幸せとなり(1004)、あなたの(命の)日々を長く

するた[め]である(1005)。 -空白-  あなたが新しい家を建てるとき、 

6 その屋根に欄干を作るように。(そこから)7誰かが落ちて(1006)、あなたの家に血(の責め)

を負わせない(1007)ためである。 

7 (1008)-空白- 人が妻を娶り、彼女の主人となり(1009)、彼女を嫌いになって、彼女を告発 

し(1010)、 

8 彼女に汚名を着せ、「この女を娶り、(彼女に)9近づいたが(1011)、 

                                                        
(1003) W は 2 行目からここまでを、MT ではない申 22:6 の他の古代訳からの広範囲の逐語的

引用とする。MT 申 22:6 は、#rah l[ wa #[ lkb $rdb $ynpl rwpc !q arqy yk 
~ynbh l[ ~ah xqt al ~ycybh l[ wa ~yxrpah l[ tcbr ~ahw ~ycyb wa ~yxrpa
である。Col. 65:2–4a は、(?)#rah l[ wa #[ lwkb $rdb hkynpl rwpc[ !q a]rqy y[k] 
l[ ~ah xqt awl ~ycbh l[ wa ~yxwrpah l[ tcbwr ~ahw ~ycb wa ~yxwrpa 
~ynbh である。4QDeuti frgs. 3 i–5 i の 9 行目には xq[t al ~ycbh l[] wa ~yxrpah l[[、
4QpaleoDeutr frgs. 27–29 の 7 行目には、]l[[] ~ah xqt al[ とある。 
(1004) Y は bjwy。Q、M、CH は、bjyy「上手く行くように」と読む。 
(1005) W は 4 行後半からここまでを、申 22:7 の広範囲の逐語的引用とする。MT 申 22:7 は、

~ymy tkrahw $l bjyy ![ml $l xqt ~ynbh taw ~ah ta xlXt xlX、Col. 65:4b–

5a は、~ymy tkrahw hkl bjwy ![[m]l hkl xqt ~ynbh taw ~ah ta xlXt xlX
である。 
(1006) 原文は、「落ちる者が落ちて」。 
(1007) 原文は、「血をあなたの家につけない」。Y と CH は、~wXt。Q と M は、~yXt。 
(1008) W は 5 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 22:8 の広範囲の逐語

的引用とする。MT 申 22:8 は、~ymd ~yXt alw $ggl hq[m tyX[w Xdx tyb hnbt yk 
wnmm lpnh lpy yk $tybb、Col. 65:5b–7a は、wggl hq[m htyX[w Xdx tyb hnbt yk 
wnmm lpwnh lwpy yk hktybb ~ymd ~wXt awlw である。この句の wggl hq[m htyX[w
「その屋根に欄干を作るように」には、対応する古代訳はない。 

(1009) ヘブライ語は、hl[bw hXa Xya xqy yk。MT 申 22:13 は、hXa Xya xqy yk hyla 
abw、SamP 申 22:13 は、hl[bw hyla ab Xya xqy yk、MT 申 24:1 は、Xya xqy yk 

hl[bw hXa である。 
(1010) 原文は、~yrbd twlw[。MT 申 22:14 は、~yrbd tlyl[。CH によると聖書アラム語

では hl[ は告発を意味し、BH の ll[ と同義（p. 168）。 
(1011) 原文は、hyla hbrqaw。MT は hyla brqaw。SamP も hyla hbrqaw。 
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9 彼女に処女のしるしを見なかった」(1012)と言うなら、その娘の父か母は 

10 娘の処女の(1013)しるしを門にいる長老たちに差し出し(1014)、-空白- 娘の父は(長老たち

に)11言うように。 

11 この人に私の娘をこの男の妻として与え、彼は彼女の夫になりましたが、ご覧下さい、

彼は彼女を嫌い(1015)、彼女を 

12 告発し、言いました。私はあなたの娘に処女のしるしを見なかったと。 

13 しかし(これらが)12私の娘の(処女のしるしです)12」。そして彼らは彼女の衣(1016)をその

町の長老たちの前に広げるように(1017)。そして(その)14町の長老たちは 

                                                        
(1012) W は 7 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 22:13、14 の広範囲の

逐語的引用とする。MT 申 22:13、14 は、hl ~Xw hanXw hyla abw hXa Xya xqy yk 

alw hyla brqaw ytxql tazh hXah ta rmaw [r ~X hyl[ aycwhw ~yrbd tlyl[ 
~ylwtb hl ytacm、Col. 65:7b–9a は、twl[ hl ~Xw hanXw hl[bw hXa Xya xqy yk 
awlw hyla hbrqaw ytxql tawzh hXah ta rmaw [r ~X hyl[ aycwhw ~yrbd 
~ylwtb hl ytacm である。 
(1013) Y は lwtb。Q、M、CH は [y]lwtb。申 22:15 は MT も SamP も ylwtb。 
(1014) W は 9 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 22:15 の広範囲の逐語

的引用とする。MT 申 22:15 は、ynqz la r[nh ylwtb ta aycwhw hmaw r[nh yba xqlw 
hr[Xh ry[h、Col. 65:9b–10a は、hr[nh lwtb ta waycwhw hmaw wa hr[nh yba xqlw 
r[Xh ~ynqzh la である。4QDeutf frgs. 20–23 の 4 行目には、waycwh]w hmaw hr[nh y[ba
とあり、4QDeutfが 11Q19 と類似している。 
(1015) W は 10 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 22:16 の広範囲の逐

語的引用とする。MT 申 22:16 は、hzh Xyal yttn ytb ta ~ynqzh la r[nh yba rmaw 
hanXyw hXal、Col. 65:10b–11a は、Xyal yttn ytb ta ~ynqzh la hr[nh yba rmaw 
hanX hnhw hXal hzh である。 
(1016) hmlX。しかし MT は hlmX。 
(1017) W は 11 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 22:17 の広範囲の逐

語的引用とする。MT 申 22:17 は、$tbl ytacm al rmal ~yrbd tlyl[ ~X awh hnhw 
ry[h ynqz ynpl hlmXh wXrpw ytb ylwtb hlaw ~ylwtb、Col. 65:11b–13a は、~X awh 

hmlXh wXrpw ytb ylwtb hlaw ~ylwtb hktbl ytacm awl rwmal ~yrbd twl[ hl 
ry[h ynqz ynpl である。MT は、~yrbd tlyl[ ~X awh hnhw、SamP は、~X awh hnhw 
~yrbd tlyl[ hl、ペシッタは、hlmb atl[ hrtb rag ahw である。SamP が 11Q19 と類似

している。 
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14 その男を(捕らえ)13、彼を懲らしめ(1018)、100 シケルの銀を科し、 

15 彼らはそれを娘の父に与えるように。イスラエルの処女に汚名を着せたから。また 

彼(1019) 

 

 Col. 66 

[  vacat   wymy lwk hxlXl lkwy awl hXal hyht] 01  

 [waycwhw hr[nl ~ylwtb wacmn awl hzh rbdh hyh tma ~aw] 02  

  [htmw ~ynbab hry[ yXna hwlqsw hyba tyb xtp la hr[nh ta] 30  

[hkbrqm [rh tr[bw hyba tyb twnzl larXyb hlbn htX[ yk]  04 

[tl[b hXa ~[ bkwX Xya acmy yk   vacat  ]  05 

[htr[bw hXahw hXah ~[ bkwXh Xyah hmhynX ~g wtmw l[b] 06  

[hr[n hyhy yk   vacat  larXym [rh] 07  

[hm[ bkXw ry[b Xya hacmw Xyal hXrwam hlwtb] 80  

 ]va[cat       ההיא העיר ]והוציאו את שניהמה אל שער[ 1

 ]ה[אשר לוא זעק̇   ד̇בריומתו̇ את̇ ה֯נ֯ע֯ר֯ה֯ ע֯ל֯ ]ו [ו̇סקל̇ום ב֯א֯ב֯נ֯י֯ם֯  2

 בעיר ואת האיש על דבר אשר ענה את אשת רעהו ובערתה 3

 במקום רחוק וסתר האשה את הרע מק̇ר̇בכה ואם בשדה מצאה האיש 4
 מהעיר והחזיק בה ושכב עמה והומת האיש השוכב עמה לבדו 5
 ולנע̇ר̇ה לוא תעשו דבר אין לנערה חטא מות כיא כאשר יקום 6
 איש על רעהו ורצחו נפש כן הדבר הזה כי בשדה מצאה זעקה 7
 יפתה איש נערה כי vacat הנערה המאורשה ואין מושיע לה 8

                                                        
(1018) W は 13 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 22:18 の広範囲の逐

語的引用とする。MT 申 22:18 は、wta wrsyw Xyah ta awhh ry[h ynqz wxqlw、Col. 

65:13b–14a は、wtwa wrsyw awhh Xyah ta ayhh ry[h ynqz wxqlw である。SamP 申

22:18 は、wta wrsyw awhh Xyah ta ayhh ry[h ynqz wxqlw、ペシッタ申 22:18 は、

hnwdrnw wh arbgl atyrqd abs hnwrbdnw である。LXX 申 22:18 は、kai. lh,myetai h ̀gerousi,a 

th/j po,lewj evkei,nhj to.n a;nqrwpon evkei/non kai. paideu,sousin auvto,n である。SamP と LXX
が 11Q19 と類似している。 
(1019) W は 14 行後半からここまでを、申 22:19a の広範囲の逐語的引用とする。MT 申 22:19a
は、wlw larXy tlwtb l[ [r ~X aycwh yk hr[nh ybal wntnw @sk ham wta wXn[w、
また、Col. 65:14b–15 は、l[ [r ~X aycwh yk hr[nh ybal wntnw @sk ham wtwa wXn[w 
awlw larXy tlwtb である。 
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 לוא אורשה והיא רויה לו מן החוק ושכב עמה בתולה אשר 9
 ונמצא ונתן האיש השוכב עמה לאבי הנערה חמשים כסף ולוא 10

 תהיה לאשה תחת אשר ענה לוא יוכל לשלחה כול ימיו לוא יקח 11
 איש את אשת אביהו ולוא יגלה כנף אביהו לוא יקח איש את אשת 12
 אמו כי נדה היאאחיהו ולוא יגלה כנף אחיהו בן אביה או בן  13
 לוא יקח איש את אחותו בת אביהו או בת אמו תועבה היא לוא 14
 יקח איש את אחות אביהו או את אחות אמו כי זמה היא לוא 15
 vacat    יקח איש את 16
 לוא יקח  vacat  בת אחיהו או את בת אחותו כי תועבה היא 17

 

66 欄 

4Q524 15–22 と平行している 

01 [彼女は(彼の)15 (1020)妻となり、生涯の間彼女を去らせることはできない。-空白-](1021) 

02 [しかし、もしこのことが真実で、娘に処女のしるしが見つからなかったら、その娘を] 

03 [彼女の父の家の入口に(引き出し)02、彼女の町の人たちは彼女を石打にして死に至らし

めるように。] 

04 [実にイスラエルにおいて彼女は淫売することで、自分の父の家に愚かなことを行った

からである。あなたはあなたの只中から悪を除き去るように。] 

05 [-空白- ある人が(夫)06のある女と寝ているのを見つけられたなら、] 

06 [女と寝ていた男とその女、彼ら 2 人を死に至らしめるように。] 

07 [イスラエルから悪を(除き去るように)06。-空白- ある] 

08 [人と婚約している処女の娘がいて、町で他の男が彼女と出会い彼女と寝たなら] 

1 [彼らは 2 人を]その町の[門に引き出し、] -空[白-](1022) 

                                                        
(1020) Col. 65:15 の awlw を wlw と読み、ここに入れる。MT 申 22:19 参照。 
(1021) Y と CH の復元している 0 行目は、申 22:19–23 に基づいている。 
(1022) Q と CH は申 21:19 と 22:24 を基に復元しているが、微妙な違いがある。まず CH は以

下のように復元。[hmmwqm r[]X law ayhh ry[h [ynqz la hmhynX ta waycwhw]「[彼
らは 2 人を]その町の[長老に、また門の彼らの場所に引き出すように]」。Q は、脚注では CH
と同じ復元だが、テキストは、[hmmwqm r[] を欠く。M は、[…]X law ayhh ry[h[…]
「[…]その町、また～へ」と復元。 
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2 彼らを石打にし(1023)、町の中で叫ばなかったゆえにその娘と、 

3 隣人の妻を辱めたゆえにその男を死に至らしめるよう[に]。あなたは(あなたの只中か

ら悪を)4除き去るように(1024)。 

4 しかし、もし野でその男がその女(1025)と出会い、その場所が遠く(町から)5 隠れていて、 

5 彼女を捕え彼女と寝たのであれば、彼女と寝た男のみが死に至らしめられるように(1026)。 

6 娘に何かしてはならない。娘には死にあたる罪はない。それは丁度 

7 人が隣人に対して立ち上がり、命を奪ったことと同じだからである(1027)。野で彼が彼女

と出会った時、婚約した娘は叫んでも 

                                                        
(1023) MT は ~tlqsw であるが、11Q19 の「著者／編纂者」は ~wlqsw と読み替える。Y の

テキストならば接続詞 w ＋ 2 人称複数命令形 ＋ 3 人称人称接尾辞の可能性を考えるべき

であるが、Y における説明（p. 297）にある申 22:21 の hwlqsw を取るなら、1 行目の waycwhw 
hmhynX ta の訳 Then you shall bring them both out を Then they shall bring them both out と訳

しかえるほかない。よって 1 行を訳し変えた。 
(1024) W は 1 行目からここまでを、MT ではない他の古代訳からの、申 22:24 の広範囲の逐語

的引用とする。MT 申 22:24 は、~ta ~tlqsw awhh ry[h r[X la ~hynX ta ~tacwhw 
hn[ rXa rbd l[ Xyah taw ry[b hq[c al rXa rbd l[ r[nh ta wtmw ~ynbab 
$brqm [rh tr[bw wh[r tXa ta、Col. 66:1–4a は、[r[X la hmhynX ta waycwhw] 
taw ry[b [h]q[z awl rXa rbd l[ hr[nh ta wtmwy[w ]~ynbab ~wlqsw ayhh ry[h 
hkbrqm [rh htr[bw wh[r tXa ta hn[ rXa rbd l[ Xyah である。 
(1025) CH は xXah。hXah の誤植。 
(1026) W は 4 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの、申 22:25 の広範囲の逐

語的引用とする。MT 申 22:25 は、bkX rXa Xyah tmw hm[ bkXw Xyah hb qyzxhw 
hXramh r[nh ta Xyah acmy hdXb ~aw wdbl hm[、Col. 66:4b–5 は、hdXb ~aw 
tmwhw hm[ bkXw Xyah hb qyzxhw ry[hm rtsw qwxr ~wqmb hXah ta Xyah hacm 

wdbl hm[ bkX Xyah である。 
(1027) W は 6 行目からここまでを、MT ではない他の古代訳からの申 22:26 の広範囲の逐語的

引用とする。MT 申 22:26 は、~wqy rXak yk twm ajx r[nl !ya rbd hX[t al r[nlw 
hzh rbdh !k Xpn wxcrw wh[r l[ Xya、Col. 66:6–7a は、!ya rbd wX[t awl hr[nlw 
hzh rbdh !k Xpn wxcrw wh[r l[ Xya ~wqy rXak ayk twm ajx hr[nl、MT は

rbd hX[t al、SamP は rbd wX[t al、TJ は ~[dym !wdb[t al、ペシッタは al 
~dm hl !wdb[t、LXX は ouv poih,sete ouvde,n である。「MT vs 古代訳」なら、11Q19 は後者に

近い。 
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8 彼女を救う者がいなかったからである(1028)。-空白- もし人が 

9 婚約していない処女の(娘を誘惑し)8、また彼女は彼にとって定めによってふさわしい

ので彼女を捕らえこれと寝て、 

10 見つけられたら(1029)、彼女と寝た男は娘の父に、銀 50 (シェケル)を与えるように。 

11 彼女は(彼の)10 (1030)妻となり、彼が彼女を辱めたので、生涯彼女を去らせることはでき

ない(1031)。 

12 人は自分の父の妻を(娶ってはならない)11。また自分の父の裾をあらわにしてはならな

い(1032)。人は(自分の兄弟)13の妻を娶ってはならない。 

13 また自分の兄弟の裾をあらわにしてはならない。自分の父(1033)の息子または自分の母の

息子にもである。それは不浄である(1034)。 

                                                        
(1028) W は 7 行後半からここまでを、MT ではない他の古代訳からの、申 22:27 の広範囲の逐

語的引用とする。MT 申 22:27 は、[yXwm !yaw hXramh r[nh hq[c hacm hdXb yk 
hl、Col. 66:7b–8a は、hl [yXwm !yaw hXrwamh hr[nh hq[z hacm hdXb yk であ

る。 
(1029) W は 8 行後半からここまでを、出 22:15a の広範囲の逐語的引用と、申 22:28 の広範囲

の逐語的引用と、自由作文とする。MT 出 22:15a は、al rXa hlwtb Xya htpy ykw 
rhm hm[ bkXw hXra、MT 申 22:28 は、hXra al rXa hlwtb r[n Xya acmy yk 

wacmnw hm[ bkXw hXptw、Col. 66:8b–10a は、awl rXa hlwtb hr[n Xya htpy yk 
acmnw hm[ bkXw qwxh !m wl hywr ayhw hXrwa である。 
(1030) CH は Col. 66:10 の awlw を wlw と読み、ここに入れる。 
(1031) W は 10 行後半からここまでを、申 22:29 の広範囲の逐語的引用とする。MT 申 22:29
は、hn[ rXa txt hXal hyht wlw @sk ~yXmx r[nh ybal hm[ bkXh Xyah !tnw 
wymy lk hxlX lkwy al、Col. 66:10b–11a は、hr[nh ybal hm[ bkwXh Xyah !tnw 
wymy lwk hxlXl lkwy awl hn[ rXa txt hXal hyht awlw @sk ~yXmx である。 
(1032) W は 11 行後半からここまでを、申 23:1 の広範囲の逐語的引用とする。MT 申 23:1 は、

wyba @nk hlgy alw wyba tXa ta Xya xqy al、Col. 66:11b–12a は、ta Xya xqy awl 

whyba @nk hlgy awlw whyba tXa である。 
(1033) ヘブライ語は hyba。Q は whyba の音韻変形とみている。 
(1034) W は 12 行後半からここまでを、申 23:1 とレビ 20:21 およびレビ 20:17 のミドラッシュ

とする。MT 申 23:1 は、wyba @nk hlgy alw wyba tXa ta Xya xqy al、MT レビ 20:21

は、awh hdn wyxa tXa ta xqy rXa Xyaw、レビ 20:17 はここでなく次の行と関係す

る。Col. 66:12b–13 は、hyba !b whyxa @nk hlgy awlw whyxa tXa ta Xya xqy awl 

ayh hdn yk wma !b wa である。なお、1QpaleoLev-Numa frgs. 3–4 の 2 行目には、wyx[a 
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14 人は自分の姉妹を娶ってはならない。自分の父の娘または自分の母の娘もである。それ

は忌むべきことである(1035)。 

15 人は自分の父の姉妹または自分の母の姉妹を娶っては(ならない)14 (1036)。それは悪徳で

ある。 

16 人は娶っては(ならない)15 -空白- 

17 自分の兄弟の娘をまたは自分の姉妹の娘を。それは忌むべきことである(1037)。-空白- 人

は娶ってはならない(1038)。 

 

Col. 67 

[tXa ta Xya xqy awl vac hayh hb[wt yk wtb t]b ta w[a wnb tb ta Xya] 01  

[wa hnb tb wa htb taw hXah ta Xya xqy awl vac hayh hb[wt yk w]nb 02  

                                                        
] ayh hdn とある。 
(1035) W は 14 行前半を、申 23:1 とレビ 20:7(誤植。正しくはレビ 20:17)およびレビ 20:13 の

ミドラッシュとする。MT 申 23:1 は、wyba @nk hlgy alw wyba tXa ta Xya xqy al、
MT レビ 20:17 は、awh hdn wyxa tXa ta xqy rXa Xyaw xqy rXa Xyaw、MT レビ

20:13 は、wX[ hb[wt、Col. 66:14a は、wma tb wa whyba tb wtwxa ta Xya xqy awl 
ayh hb[wt である。また、4Q524 frgs. 15–22 の 6 行目には、hayh h]b[wt [yk とある。 
(1036) W は 14 行後半からここまでを、申 23:1 とレビ 20:19 およびレビ 20:14 のミドラッシュ

とみなし、また、レビ 18:12–13, 17 を参照するように促す。MT 申 23:1 は、Xya xqy al 

wyba @nk hlgy alw wyba tXa ta、MT レビ 20:19 は、$yba twxaw $ma twxa twr[w 
hlgt al、MT レビ 20:14 は、$ma twxa hmz hma taw hXa ta xqy rXa Xyaw、MT

レビ 18:12–13 は、raX yk twr[ hlgt al twr[ awh $yba raX hlgt al $yba twxa 
awh $ma、MT レビ 18:17 は、htb tb taw hnb tb ta hlgt al htbw hXa twr[ 

awh hmz hnh hraX htwr[ twlgl xqt al、Col. 66:14b–15a は、ta Xya xqy awl 

ayh hmz yk wma twxa ta wa whyba twxa である。MT の Ketiv の awh hmz hnh は、

復元箇所ではあるが 4QLev-Numa frgs. 14 ii 15 の 11 行にある ayh hmz hnh と対比できる。 
(1037) W は 15 行後半からここまでを、申 23:1 とレビ 18:13 およびレビ 20:13 のミドラッシュ

とする。MT 申 23:1 は、wyba @nk hlgy alw wyba tXa ta Xya xqy al、MT レビ 18:13

は、awh $ma raX yk hlgt al $ma twxa twr[、MT レビ 20:13 は、wX[ hb[wt、
Col. 66:15b–17a は、hb[wt yk wtwxa tb ta wa whyxa tb vacat ta Xya xqy awl 

ayh である。 
(1038) 『神殿の巻物』に残っているのは、ここまでである。しかし、明らかに次に続く文章が

あったと考えられる。 
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[h]b[wt [yk htwxaw taw hXah ta Xya xqy awl vac hayh hb[wt yk htb tb] 30  

[tXa hyht awl wl !ya !bw ~hm dxa tmw wdxy ~yxa wbXy yk vac hayh]  04 

[rwkbh hyhw hm]byw hX[al] wl [hxqlw hyl[ awby hmby rz Xyal hcwxh tmh]  05 

[awl ~aw vac l]arX[ym wmX hxmy awlw tmh whyxa ~X l[ ~wqy dlt rXa] 06  

[!yam hrmaw ~ynqzh la hr[Xh wtmby] htl[w wtmby[ ta txql Xyah #wpxy] 07  

[wyla wrbdw wry[ ynqz wl warqw ymby hba ]awl l[arXyb ~X whyxal ~yqhl ymby] 80  

[wl[n hclxw ~ynqzh yny[l wyla wtmby hXgnw htxql yt]cpx a[wl rmaw dm[w] 90  

[tyb ta hmby] aw[l rXa Xyal hX[y hkk hrmaw htn[w wynpb hqryw wylgr l[m] 100  

[l[nh #wlx tyb larXyb wmX arqnw wyxa] 110  

 

67 欄(1039) 

01 人は[自分の息子の娘を、ま]た[自分の娘の娘を]娶ってはならない。[それは忌むべきこ

とである。-空白- 人は自分の02] 

02 [息子の妻を娶ってはならない01。それは忌むべきことである。-空白- 人は妻とともに

彼女の娘、また彼女の息子の娘、また] 

03 [彼女の娘の娘を娶ってはならない。それは忌むべきことである。-空白- 人は妻ととも

に彼女の姉妹を娶ってはならない。それは04忌むべきことである。] 

04 [ -空白- 兄弟たちが共に住み、彼らの内の一人が死に、彼に息子がなかったなら。その

死者05の妻は] 

05 [外に出され他人の妻になってはならない。彼女の義兄弟が来て、彼自身のために妻と

して娶るように。彼は義兄弟の義務を果し、また] 
                                                        
(1039) この欄は CH（pp. 402–403）による。11Q19 Col. 67 は、4Q524 frgs. 15–22 の 5–10 行で

再構成されている（01–011 行）。4Q524 frgs. 15–22 は、11Q19 Col. 66 と重複している。よっ

て、4Q524 が 11Q19 Col. 67 を保存していることは十分考えられる。また、11Q19 Col. 66 が

途中で終わっていることから考えて、CH 版の 11Q19 Col. 67 を挿入した。また Q の 2010 年

版も 4Q524 に基づき、行の分け方と復元の範囲が短いことを除けば、同じ復元をしている。

Q の復元は以下の通り。 
[hayh h]b[wt[ yk     ]b t]b ta w[a                            [1] 

[aby hmby rz Xyal hcwxh tmh tXa hyht awl wl !ya !bw ~hm dxa tmw wdxy ~yxa wbXy yk] [2] 
[wmX hxmy awlw tmh whyxa ~X l[ ~wqy dlt rXa rwkbh hyhw hm]byw hXal wl [hxqlw hyl[] [3] 

[ymby !am hrmaw ~ynqzh la hr[Xh wtmby]htl[w wtmby [ta txql Xyah #wpxy al ~aw l]arX[ym] [4] 
[yt]cpx a[l r]maw d[m[w wyla wrbdw wry[ ynqz wl warqw ymby hba ]awl l[arXyb ~X whyxal ~yqhl] [5] 

hkk h[rmaw htn[w wynpb hqryw wylgr l[m wl[n hc]lxw ~ynqzh yny[l w[yla wtmby hXgnw htxql] [6] 
[l[nh #wlx t]yb l[arXyb wmX arqnw wyxa tyb ta hmby] aw[l rXa Xyal h]X[y [7] 
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06 [彼女が生む長子に彼の死んだ兄弟の名を起こすように。彼の名をイ]スラエ[ルから消

してはならない。-空白- しかし、もし] 

07 [人がその]義姉妹[を娶ることを欲しないなら]彼の[義姉妹は(町の)門の長老たちの所に

上り言うように。] 

08 [私の義兄弟はイスラエ]ル[において彼の兄弟の名を起こすことをせず07、彼は私の義兄

弟であることを望み]ません。[彼の町の長老たちは彼を呼び、彼に言うように。] 

09 [彼は立ち、言うように。私は彼女を娶ることを欲]しません。[そして長老たちの目の前

で彼の義姉妹は彼に近づき、彼のサンダルを彼の足010から脱がせ、] 

010 [彼の顔に唾を吐くように。そして彼女は答え言うように。自分の兄弟011の家を立てない

男は、このようにされる。] 

011 [彼の名は、イスラエルの中で、サンダルを脱がされた者の家と呼ばれる。] 
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hrzg        ①hrzg #ra infertile soil: to cut off from water; hr'Bed>mi = infertile 

land 不毛の地。27:01. 

l[g         ①拒絶する。54:9. 
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